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初期 稿 と 未 採用 に つい て : 隊 期 筒 は ゲー ム 中 に 登場 し て いる も の の 別 カ ラー 版 や ラフ 画 な ど を 表し 、( 末 採 包 は ゲー ム 中 に 登場 し な か っ た も の を 表す 。 
スタ ッ フ コメ ント に つい て : 一 部 の イラ スト に は 、 ア ー ト チー ム か ら 寄 稿 され た コメ ント と 担当 スタ ッ フ 名 の 略称 (下記 参照 ) を 記載 し て いる 。 
 ・ 直 良 CO 直良 有 袖 。 ア ー ト ディ レク ター。 キ ー ビ ジ ュ ア ル な ども 担当 。 ・ 若 葉 …… 若 葉 継 典 。 リ ー ド コン セプト アー チ ス ト 。 主 に 背景 デザ イン を 担当 。 
・ 仲 秋 …… 仲 秋 勇 作 。Co ア ー ト ディ レク ター。 主 に 蒼龍 ・ 玄 武 の キャ ラク ター デザ イン も 担当 。 ・ 新 原 …… 新 原 耕太 。 コ ン セ プ ト ア ー チ スト 。 主 に 背景 デザ イン を 担当 。 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


旧作 


2 に っ ジュ アル i 
雑誌 や 書籍 の 表紙 、 店 頭 ポ スタ ー を 飾っ た キー ビジ ュ ア ル を 紹介 。 
いずれ も 『 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー 夫 式 』( 以 下 、『 寺 式 』) の 世界 観 を 鮮烈 に 表現 し て いる 
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(外層 ) 。 な ご 放さ き 史 胃 准 べ て (て ー 尺 入 革 過 
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SrArr's | イメ ー ジ ボー ド を CG を 使っ て 再 レ イア ウト し まし た 。 空 の 様子 は 戦争 も の の 映画 を 参考 に し て いま す 。 じ つ は | 


COMMENT 、 秋 の 一 部 は 『「 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ーVI] に 登場 し た セフィロス の 炎 を 験 担ぎ で 流用 し て いま す ( 笑 )。( 直 良 ) 
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仙 み ジン リュ ソ ・ ホ シン ヒメ と の 死 閲 


強敵 と の 対 財 を テー マ に 、 わ か りや すく 制作 し まし た 。 
「 堆 式 】 で は 珍し く 、 青 を 基調 と し た 一 枚 で す 。 (直良 ) 


ぐ 。。 働 峰 す る マキ ナ 


ーー ュー リー a 、 っ て り フ 人 9 
際 。 | 発売 前 に は 社外 の 方 か ら 「 ネ タ ば れ ? ] と 言わ れ ま し た が 、 じ つ は 2 段 オ チ の に な 9 
ComMMENT | だ っ た と いう こと で ( 笑 )。 こ うい う ド ラマ 性 の ある 絵 は 好 き で す 。 (直良 ) 
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It was their destiny, and theirs alone to decide. 
Free from fear of fate, qazina undaunted into the eye of death. 
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¢ , 旗 下 に 集う クラ ス ゼ ロ 
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ビジ ュ ア ルビ キー ビジ ュ ア ル 


SrArs | 14 人 の キャ ラク ター を バラ バラ で 紹介 し て いき 、 最 後に 一 枚 絵 に な る と 
CowMENT いう コン セプト で 作成 し まし た 。「 光 の 中 の 2 人 と 影 の 中 の 12 人 | を テー マ 


に し て いま す 。BUMP OF CHICKEN さ ん に 作っ て いた だ いた テー マソ 
ング を 聴き な が ら 、 徹 夜 で 作業 し た の を 覚え て いま す 。 (直良 ) 


013 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


UL MAGE LL 


ゲー ム 中 の 印象 的 な 場面 の もち と と な っ た イメ ー ジ イラ スト の 数 々 を 紹介 。 
その 多く が 戦闘 中 の イメ ー ジ と な っ て お り 、 炎 や 血 と いっ た 江 戦 の 象徴 が 級 密 に 描き 込ま れ て いる 。 


ぐ ③。。 燃え 上 が る 魔 導 院 (第 一 章 魔 導 院 解 放 作 戦 ) 
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Spam。 | 開発 が だ いぶ 進ん だ ころ に 描い た も の で 、 手 前 に は 戦争 の 悲惨 な イメ ー ジ 、 
CoMMEN EN ひと つ に まとめ まし た 。 (若葉 ) 
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覧 導 院 解放 作戦 ) 


PE 


NAL FANTAS VG 2 
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Sp。 | 「 土 式 ) と いう 作品 を 、 初 め て 自分 の な か で 消化 で きた と 思え た 初期 の イメ ー ジ ボー ド 
CommENT で す 。「 霊 式 ]」 が 内 包 す る テー マ が うま く 表 現 で きた と 思い ます 。 (直良 ) 
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ン 思 胡 人 S 雲 GK ホ ー ミ 答 せ 。 郁 組 G ヘ ホー コマ 革 し ゃ 和 押し pxmeteG し せる っ し つき 心 公 ” ( 呈 芝 ) 
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¢ っ レア 4 ソ リ = た ソ の 叶 人 (第 五 章 ジ 


[凍っ た 雲 っ て どん な の ? 」 と いう の を 描い た 全体 図 で す 。 巻 き 込ま れ た 飛 空 艇 が 小さ く 
見 える くら い 壮 大 で す 。 月 を バッ ク に ソウ リュ ウ を 不気味 に 表現 し まし た 。 (若葉 ) 


KN 


きき 。) 全て つい た 堆 (第 五 章 ジュ デッカ 会 戦 ) 
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} 


STAPES 足場 は 雲 が 凍っ た 綺麗 な も の で す が 、 空 は 激しく 戦争 が 続く も の に な っ て いま 
CoMMENT | す 。 ど う や っ て 凍っ た 雲 が 浮い て いる か は 深く は 考え て いま せん で し た 。 (若葉 ) 
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ョ ツン ツリ ュ ル ャ 


ホシ ヒメ 襲来 (第 五 章 


ツー メ へ さる S 下 凡 半 さ で 屈 凌 | 
は VHt[ の ct 肌 苦 連語 醒 | 」 


CN 
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2 ビッ グ プ ブリ グ ンジ の 戦い (第 六 章 ビッ グ ブ リッ ジ 突 入 作戦 ) 
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STAEr's | 巨大 な 魔 導 ア ー マ ー の 上 に 立つ ギル ガメ ッシュ の カカ 強 さ を 表現 し て いま す 。『FF] ファン に と っ て は ニヤ リ と する ジョ エー 
CowwrENT ショ ン な の で や り が いも あり まし た 。 ル シ が 作り 出す 特殊 結界 を どう 表現 し た らい い の か 苦労 し た 記憶 が あり ます 。 (山本) 
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き 。, 舌 に 包ま れ た エン トラ ンス 全 記 


GrArmn。 | 携帯 電話 用 と し て 開発 し て いた 初期 に 描い た も の で 、 衝撃 的 な オー プ ニ ン グ シ ー ン | 
CoMMENT | を イメ ー ジ し て いま し た が 、 プ ラッ ト フ ォ ー ム 移行 の 際 に な く な り ま し た 。 (若葉 ) 


音 ルル サス 軍 の 侵攻 ) 


ペーーーーー ペ ーー ペーーーーー ペ ーー ペーーーーーーーーーーーーーーー ーー 


SA | 当初 は プレ イヤ ー が いび つ な 螺 旋 階段 を 上 っ て いく 横 で 、 レ ム と マキ ナ が 戦う と いう 構想 が あり まし た 。 ル シ 同 士 の カ 


「 、- に | 
CoMMENT | が ぶつ か る と どう な る の か と いっ た 考え か ら 、 こ の 階段 の 先 で は 時 が 止ま っ た よう な 空間 を 表現 し て いま す 。( 山 本 ) | 
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クリ スタ ダル 化し た ヤツ 
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。、 クリ スタ ル 化 し た マキ ナ と レム 
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ラス ゼロ の 旗 


マン ト 接ぎ 合わ せ の 詳細 


ナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー cie ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


ーーーーーー 


| 戦場 か ら 解き 放 た れ た クラ ス ゼ セロ 。 心 身 と も に 安息 が 訪れ る 、 
CowMMENT | だ けど どこ か 寂し げ と いう イメ ー ジ で す 。 (新原 ) 


STAFF'S 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ 一 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


MM 人 MS 人 


キャ ラク ター ノノ クラ ス ゼ セロ 


エー ス た ち 12 人 に マキ ナ と レム を 加え た 、 ク ラス ゼロ 14 人 の CC や イラ スト を 紹介 し て いく 。 
公式 サイ ト な ど に 掲載 され た 高 画質 CC だ け で な く 、 開 発 段階 で 描か れ た 秘蔵 の イラ スト に も 注目 し て ほし い 。 


。 ク ラス ゼロ 集合 イラ スト 
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キャ ラク ター ググ クラ スプ ゼロ 


, ク ラス ゼロ 集合 CG 


¢ 


“ 


| 
/ 


N | 
= 


[pe 


こも 、 
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エー スズ 


態 圭 


臨戦 巧 勢 a 
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ケラ スギ ゼロ 


キャ ラク ター 
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MM ジン グ 


PXXXXOO ス フー ーー 一軸 が d 
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キネ キャ ラク ター ニー アクラ タス で ゼロ 


@ 了 臣 戦 態勢 
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032 


キャ ラク ター アグ スス 基 で ゼロ 


AA ーー 
"ey CO っ グ イ ジン 


@ 際 戦 悪 勢 


033 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 泉 ノ 秘史 


向 。 マ キナ ・ ク ナギ リ 


臨戦 表 勢 
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キャ ラク ター ニー ググ タ クラ 大 ゼロ 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 審 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


PAE AN 


ペグ 』 カ 


レ 
> 
1 Am 4A 


b 
14 


AN 


衣 有 月 555h や hs ね | キ |† む キ > ゥ | 上 有 | WW へ WW 


クル 
ノド 
Pp 


| 


へ 


gt | 単なる カラ ー バ リエ ーション で は な く 、 世 界 観 に 広がり を 与え キャ ラク ター の 違う 側面 を 喚起 させ る コス チュ ー ム に な る よう | 
ComMENT | に と 、 サ ービス 精神 多め で デザ イン し まし た 。 特 典 映像 「 も し ……] で 「 夏 服 ] が 利用 され た の は 嬉し い 驚 き で し た ね 。 (仲秋 ) 
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キャ ラク ター クラ ス で ゼロ 


⑮。。 魔 導 院 礼装 コノ エ ( 礼 服 ) 


加 AN ー イ NN 


gg 記 | い ヽ 
い 
A 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ 一 堆 式 


式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


トト > 
ァ ン 


っ, エキ エ ヤ フ クタ ダー カー ド ] 計 了 用 
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ャ フク ター カー ド 2 陸生 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


HI TSUN 


キャ ラク ター/ ズ 和泉 次 


以降 は 物語 を 彩る サブ キャ ラク ター を 国 別に 紹介 。 ま ず 【 aa ol する 朱 御 の キャ ラク ター を 紹介 する 。 
重要 人 物 で ある アレ シア や クラ サメ は も ちろ ん 、 武 官 や 住民 な ど に 至る まで 細か い 設 定 画 が 用 意 さ れ て いる こと が わか る 


。 ア レシ ア ・ ア ル ラ シア 


キセル 拡大 図 。 


タバ コ は 煙管 みか た いな 形 で す 。 
すべ て の キャ ラク ター に 言え ます が 、 カ メラ を 引い て も ディ ティ | 


' STAEE'S 
CowwENT | 一 ル が 見 える 、PSP で の 表現 に 最適 な 程度 で デザ イン を 起こ し 


| て いま す 。 細 か すぎ る 装飾 な ど は あえ て 入れ て いま せん 。 ア レシ 
| ア は 年 齢 不 祥 で 大 胆 な ファ ッ シ ョ ン の イン ド 系 女性 を イメ ー ジ し 
| て いま す 。( フ ェ ラー リ ) 


040 


朱雀 


キィ キャ ラグ ク グ 次 一 


@ ラフ スケ ッ チ 陶 基 


CG 


ョ ン 


ン 


パリ エー 


CC カラ ー ノ 


K だ 
3 | 
に | 

| 
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ku グラ リク パャ スズ スヤ 


@ 決定 本 1 


042 


キャ ラク ター ンプ / 朱 信 


@ 決定 稿 2 ー 


※ ベ スト の すそ が 延長 され て 


マン ト 状 に な る 。 


SrArp's | クラ サメ 隊長 は 忍者 的 な 存在 だ と 思っ て つめ て み ま し た 。 シ ナリ オ 的 に は 火 。 
CowwENT | 傷 を 隠す た め に マス ク を 付け て いる 設定 で す が 、 よ く 喋 る キャ ラク ター な の 
で 可動 式 の 三 段 マ スク に し まし た 。 マ スク の 下 か ら 胸 まで は セー ター の よう _ 

な も の を 着 て いま す 。 ち な み に 、 ペ ンダ ント は ポリ ゴン 節約 の た め 形 状 が 変 
わり まし た が 、 設 定 で は 牙 か 勾玉 を イメ ー ジ し て いま し た 。 モ デル も よく 出 | 
| 来 て いて 、「 寺 式 」 の 中 で は いち ば ん お 気に入り で す 。 (フェラ ー リ ) 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


還 3 つの パー ツ で 大 きく 
構成 され て いま す 。 


一 刀身 部 分 の 中 心 は 
半 和 逃 明 の ガラ ス の 
様 に な っ て いま す 。 
グラ デー ショ ン の 
色相 は 画 透 明 部 分 

を 参照 し て 下さ い 。 


箇 対比 図 


箇 ア ー ム ガー ド の 根本 部 分 
は 柄 の 下 に 繋が っ て お り 
そこ か ら 水 が ジワ ジワ と 
伸び て 生成 され ます 。 


還 武 器 出 現 演出 _ 案 
『。  ① 手 か ら 立 ち 昇っ た 冷気 は 挙 を 所 る 
WV と 絡ま りな が ら 柄 に 変化 し ます 。 
( ② ア ー ム ガー ド は 柄 が 生成 され た 後 
(2 の へ) その 流れ か ら 生 成 され ます 。 
NNW | ③ 有 刀身 は 柄 を 引き 抜い た と ころ か ら 
時 | 素早 く 生成 され ます 。 
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キャ ラク ター グズ 朱 答 


カラ ー パ リエ ーション & ラ フス ケッ チ 
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046 


る DO 
ーー の の の の 


一 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 鶴 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


。 八 遍 議 会 車 令 部 長 スズ ヒサ ・ ヒ カト 


048 


キャ ラク ター グズ 朱 人 第 


。 八 席 議 会 院生 局 局 長 ミオ ツク ・ オ オフ マキ 


9 


a, アリア ・ ル リカ ラ 


@ 決定 重 。 ー ece ー 


| クラ ス ゼ ロ を 担当 する 従 座 と いう こと で 年 齢 に 合わ せ 、 可 愛 ら し さ を 念頭 に デザ イン し まし た 。 収録 され た ボ | 
CoMMENT | イス を 初め て 聞い た と き と 、 彼 女 が た どる 過酷 な 運命 の 詳細 を 知っ た と き は 衝撃 を 受け まし た 。 (仲秋 ) 


STAEE'S 


| 
1 
アプ 
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@ 決定 稿 。 


bite handle 
・ lotch 


pivot pins 
・ kicker 
*・choil 

edge 


safe handle 
tang 

tang pin 
swedge 
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キャ ラク ター ンジ 朱 和 雀 


% ぬ ⑱。。 カ ル ラ ・ ア ヤツ ギ 。 


@ カル ラ 武器 設定 @ カル ラ の 姉 詩音 且 


恒 縦 横 比 イメ ー ジ 


ll 
白虎 マー ク は プレ ス 
で 溝 が つい て いる 
イ メ ー ジ で す 。 


馬 特殊 攻 撃 時 


051 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


③⑬。 クオ ン ・ ヨ バツ 


決定 楠 。 


カラ ー バ リエ ーション 陣 列 


Sms | 本 を 読み 始め た ら す ぐ 自 分 の 世界 に 入っ て し まい 、 ま わり 

CoMwENT | の こと を 忘れ て 考え 込ん で し まう 。 そ の と き に は 指先 で 唇 
や 顎 を 触る (な で る ) くせ が 出る と いう イメ ー ジ で す 。 頭 が 
良く て 優し そう な 外見 な の に 、 突 っ 込み は 鋭い と いう ギャ 
ッ プ を 出し た いと 思っ て デザ イン し まし た 。 自分 の 魅力 に 
気付 いて いな い タ イプ だ と 思い ます 。 (フェラー リ ) 


052 


ョ リプ ドリ リル グ 


@ 決定 入 _ー 


※ パ イル バン カー は 武器 の 設定 を 
参考 に し て くだ さい 


| | 家 際 っ た あと スチ ー ム が 出る 


STAEE'S ち ゃ ん と し た 頭 身 の 仲間 が そ ろ う な か で 、 コイ めん だ け は 変わ っ た 体形 に し て み ま じ た 。 力強い 窪 囲 気 を 伝え る た め に 上 半 
CoMMENT | 身 を 長く 、 足 を 短く し て いま す 。 迷 わ ず 行 動 を 起こ す キ ャ ラク ター と いう イメ ー ジ で デザ イン し て いま す 。 (フェラ ー リ ) 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


カツ キャ テハ ラノ / ーー 


@ 決定 科 ーー 


と ひっ 


ComMENT | 爆弾 マニ ア と いう 設定 で し た 。 ま だ 子供 な の で 制服 が 体 に 合わ ず 、 ス ソ が ゆら ゆら 揺れ て いる と いう イメ ー ジ で 描い て 
いま す 。 バ ッ グ に 入っ て いる 爆弾 が 重く 、 投 げ る と バラ ンス を 崩し て し まう よう な 弱 々 し い 女 の 子 で す 。 (フェ ラー リ ) 
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キャ ラク ター ズ 朱 奉 
@ ムツ キ 武器 設定 陸 了 


一 エフ ェクト あり 画 上 面 図 


明 減 、 点 灯 、 消 灯 な ど を 
起爆 アク ショ ン と 絡め る 
イメ ー ジ で す 。 


置 内 部 構造 イメ ー ジ 


・ 歯 車 ( エ フェ クト 発生 用 ) 
・ 表 面 は 黒 鏡 の 様 に ツル ツル 
ア ・ 信 管 
軒 対 比 図 ed ・ 雷管 
【 ・ 保護 ケー ス 
・ 歯 車 (増幅 用 ) 
・ 作 薬 (魔法 物質 ) 
a 2/ ・ 起 爆薬 (魔法 物質 ) 


くら い 目 立つ と 、 


地面 に 設置 し て 5 に 
も 気づき や すい 歯車 (サブ 増幅 用 ) 


と 思い ます 。 ・ 歯 車 (安定 用 ) 


« 0 ク ナ ギ リ 


て と 5 


@ 表情 詳細 
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ニニ ミナ ハナ ハル ーー 


バツ グン な シル エッ ト で 自分 の 美 し さ を 磨い て いる 女性 で す 。「 ス ケル 」 の 魔法 で だ ん だ ん 薄着 に な っ て いく の で 、 水 着 っ ぽく 見 える よう な 下着 


STAFF'S 
ComMENT | を デザ イン し て くれ と いう オー ダー だ っ た の で す が 、 実 際 の イベ ント で 黒い ラン ジェ リー 姿 に な っ て いる と は 思い ませ ん で し た 。 テ クス チャ ー 


チー ム の サー ビス だ と 思い ます ( 笑 )。 シ ャ ツキ ズボン ブー ツ の 姿 が 、 い ちば ん セク シー に 見 える の は 僕 だ け で し ょ うか ? (フェ ラー リ ) 
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キャ ラク ター ン 失 雀 


。 カ ツ サ ・ フ タ ヒ ト _ 


決定 稿 。 GCG _ 


@ カ ヅ サ の 部 屋 の 標本 


戦没 し た 朱雀 武 官 の 
視神経 を 標本 化 
し た も の 。 


SrArs | カ ヅ サ は [変態 的 な 科学 者 ]」 と いう 設定 で オー ダー を 受け まし た (最初 期 は スポ ー テ ィ な キャ ラク ター で し た )。 女 性 スタ ッ フ 陣 に 見 て も ら っ 

ComMenr た と ころ 、「 ほ か に 美男 子 が 多い の で も っ と 怪し くし て 」 と 依頼 を 受け た の で 、 修 正 を 加え た り も し て いま す 。 カ ヅ サ も 脱ぐ と いう こと で ボ 
クサ ー ブ リ ー フ 姿 を 描い て いま し た が 、 あ る 男性 スタ ッ フ が 「 黒 い 革 と か ラテ ックス 素材 の パン ツ で いい ん じゃ な いか!? ホッ ホッ ホホ 中 と 
お ば さん の よう な 笑い 声 を 出し て 去っ て いっ た 結果 、 決 定 稿 の よう な パン ツ を 描く こと に な り ま し た ……。( フ ェ ラ ー リ ) 
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クタ ー デ ザイ ン 集 


和 。。 エ ヤ フ 


| 
| 
1 
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キャ ラク ター グズ 朱 符 


ジュ ブー 武器 設定 


@ 線画 


@ 能力 発動 時 設定 


目 が 光り ( 瞳 が 判る 程度 )、 頭 と 向っ て 右 肩 、 左 の 肩 甲 朋 に 刻印 が 現れ る 。 
右 肩 の 刻印 の 方 が 大 きい で す 。 
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%a。 セツ ナ 
i 


@ 決定 稿 


ポシェット の 中 に は 
カラ クリ 箱 が ・ 
入っ て いま す 。 


CG 。 @ セッ ツナ 召喚 具 設定 
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キャ ラク ター ン 朱 和伸 


@ 能力 発動 時 設定 @ カラ ー バ リエ ーション 子 天 


目 が 光り ( 瞳 が 判る 程度 ) 
頭 と 両手 の 平 に 刻印 が 現れ る 。 


STAFF's 予想 外 に デザ イン が 難し い キ ャ ラク ター で し た 。 お姫様 の よう な 容姿 で あり な が ら 名 前 の 響き どおり 、 微 笑 の 奥 に ある “切な い " 気 持ち を 表し て いま す 。 服 ] 
CowwMENT | の デザ イン は 秋 の 葉っぱ を イメ ー ジ し て 描き まし た が 、 ポ リ ゴ ン 容量 を 考え る と 柔らか な 動き の 表現 は 難し か っ た か も し れ ま せん ……。 (フェラ ー リ ) 
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22 の クリ の _ 


@_3 組 モー グリ 4 租 キ モータ クリ 


CT 
nw 


ゝ ツン 


@ 5 組 モ ー グ リ 


SrArpis | 全 ク ラス 分 、 残 り 12 体 の モー グリ 
CowwENT | を 短期 間 で デザ イン する 必要 が あ 
り 、 社 内 の | 山手 ]、「 岩 佐 ] と いう 2 
人 に デザ イン を 依頼 し まし た 。 モ ー 
グリ それ ぞ れ の 衣装 に 歴代 『FF」 シ 
リー ズ の エッ セン ス が 取り 込ま れ て 
いる の が わか る と 思い ます 。 (仲秋 ) 
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キャ ラク ター ズ 朱 符 


@ 7 組 モ ー グ リ @_8 組 モー グリ 


マン ト な し Ns さ の 2 


@ 11 組 モー グリ 


0 組 モ キー グリ & ク ラサ メ の トン ベリ & 朱 雀 皿 天王 の サボ テン ダー @ 決め ポー ズ ! 


SrArie。 | 3 体 が セッ ト で 描か われ て いる 理由 は 、 当 初 軍 神 と し て デザ イン され て いた か ら で す 。 召喚 する と 、 パ ー テ ィ 全 員 が 強制 的 に この 3 体 に 変わ っ て 戦う と いう 
CowENT | バト ル 内 容 で し た 。 モ ー グ リ た ちの 総称 「 ク ラン ベリ ー ナ イツ 」 は 、 も と も と この 3 体 の チー ム 名 と し て 考案 され まし た 。 (仲秋 
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き 。 候補 生 マ ント カラ ー バ リエ ーション 


@ 3 組 ( 紫 色 ) ーー 


@ 5 組 ( 黄 緑色 ) 6 組 ( 緑 色 ) 


@ 7 組 ( 桃 色 ) ーー 9 組 ( 暗 赤 色 ) 


@ 12 組 (若葉 色 ) 
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キャ ラク ター ン 朱 和 雀 


候補 生 フ ェ イ スバ リエ ーション ーー 


ーー 


テ ザイ ン 案 が ) ・ 髪型 は 7 : 3 わけ に し て ます 


@ 決定 稿 ( 女 ) 。 
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の っ 木 儲 武 店 


@ 決定 稿 ( 男 ) 。 デザ イン 案 ( 協 ) 陣 和 人 


066 


eo 木 董 文官 


※ ブ エル トリ コ 和 糸 の 顔立ち 


aN っ ぇ 2 し ru / リ ぶ 1] 
馴 ま aW6 区 で に て 


= 


に 
NN ペニー ン 


= 
さちこ 


St 


キャ ラク ター 
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II 


@ 決定 稿 ( 女 ) 決定 和樹 ( 男 ) 


@ デザ イン 案 画 


兵士 の 生 長 は 190cm 


麻 法 乃 強 グロ ー ブ 


1 を ァ TO i い ( づ 論法 力 増 交 グ ロー ブ a 人 公 た ちと は 違い 、 魔 法 を 
メ い ン 9 ES グロ ー プ に よっ て 強化 し て 使う 


兵士 の 生 尽 は 190cm 
記法 交信 グ ロー ブ 4 
ーー て 込 ジー で 私 


魔法 力 増 痛 グ ロー ブ 
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キャ ラク ター ン 朱 竜 


慢 +* っ ー ト も ぢ ち m で で 衣 と 仙 ) 


Ce 


。 | 、 7 
性 まる と 
る | 

RU i \ ty 1 3 トーーー 

\ Bp N ん 1 が 'ー+ Fe. sr 


テイ ー* (OOAe- と "で で し 


C@ き 人 敵 か の か 3 ) 


名 栓 ー I00w. =- 


kA に - ト 性 下 A 
検 迷 wo し な 


z345 


制 (0\ 低 史 朝 エ 。 
太 、 ye 


な 
し 秩 - 
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2 】 


頭 モ デル A 頭 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


hb  / 


頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 
バン ダナ 、 肌 の 人 色 変 更 可 


人 


頭 モ デル A+ 体 モ デル A 赤色 替え 可能 箇所 頭 モ デル B+ 体 モ デル A 頭 モ デル A+ 体 モ デル A” 頭 モ デル B+ 体 モ デル A" 
(基本 ) ( 色 イ メー ジ ) (テク スチ ャ ー 参 考 ) ( 色 イ メー ジ ) 


体 A' と は 
| 体 A の テク スチ ャ ー 内 容 違 い | 


"ee 


4 
か 
A 


.@s4 ws、 と パ 
頭 モ デル A 頭 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 


髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


トー で RE 
頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 


髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


4) 


un/ 
堆 


頭 モ デル A+ 体 モ デル A 赤色 替え 可能 箇所 頭 モ デル B+ 体 モ デル A 頭 モ デル A+ 体 モ デル A” 頭 モ デル B+ 体 モ デル A ム " 
(基本 ) ( 色 イ メー ジ ) (テク スチ ャ ー 参 考 ) ( 色 イ メー ジ ) 
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キャ ラク ター ノン 朱 飼 


子供 ( 男 ) ー 


※ 変 更 点 
上 着 の 上 下 に ある 模様 は 


無 彩 色 に し て 、 色 替え 可能 に し ます 。 “ 体 4 と は 
グ | 体 A の テク スチ ャ ー 内 容 違い | 


Rg 
} 


頭 モ デル A 頭 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 
バン ダナ 、 肌 の 色 変更 可 


う | 


頭 モ デル A+ 体 モ デル A 寺 : 色 替え 可能 箇所 = 頭 モ デル B+ 体 モ デル A 頭 モデ ル A+ 体 モ デル A' 頭 モ デル B+ 体 モデ ル A" 
(基本 ) ( 色 イ メー ジ ) (テク スチ ャ ー 参 考 ) ( 色 イ メー ジ ) 


子供 ( 女 ) ーー 


※ 変 更 点 


上 着 の 上 下 と 靴 の バン ド 部 分 は 体 ん と は - 
ノ 押 彩色 に し て 、 色 替え 可能 に し ます 。 : | 体 A の テク スチ ャ ー 内 容 違 い | 


( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 人 色 変 更 可 


頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 
愛 の 毛 、 肌 の 色 変 更 可 


の た 
a I 
1 ニー ン 6 
頭 モ デル A+ 体 モ デル A 赤色 替え 可能 箇所 頭 モ デル B+ 体 モ デル A 頭 モ デル A+ 体 モ デル A′ 頭 モ デル B+ 体 モ デル A" 
(基本 ) ( 色 イ メー ジ ) (テク スチ ャ ー 参 考 ) ( 色 イ メー ジ ) 


Spam | 朱雀 の 民 の 服装 は 中 世 ヨ ー ロ ッ パ が ベー スイ メー ジ で 、 布 地 の 折り 返し や 文様 1 
ComMMENT 裁断 を 独特 な 形状 こし て 、 異 世界 ファ ンタ ジー の 表現 を 試み まし た 。 (仲秋 ) | 
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MIMMMM 


、 EE チコ アン <: ーー 
白虎 クリ スタ ル を 擁する ミリ テス 皇国 の キャ ラク ター は 、 ど れ も 白 や 黒 を 基調 と し た 軍服 が 印象 に 残る 。 
クリ スタ ル の 力 を 利用 し た メカ ニカ ル な 武具 だ け で な く 、 刀 や 傘 な ど 古 風 な 武器 を 身 に つけ て いる の も ポイ ント だ 。 


ht at 


@ 決定 稿 。 
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キャ ラク ター ズ 百 虎 


カト ル 拳銃 設定 
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⑯。 。 ク ン ミ トゥ ルー エ " 


目 が 光り (スリ ッ ト か ら 光 が 漏 れ て いる イメ ー ジ )、 
頭 と 左手 甲 に 刻印 が 現れ る 。 


力 を 使う 時 は 
指先 か ら 粒子 を 放出 させ で 
その 後 、 手 が 物体 に 触れ る 。 
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キャ ラク ター 白虎 


SrArr's 」「 零 式 」 で 最初 に デザ イン され た ル シ で す 。 初め は ル シ の 意味 も ちよ くわ から な く 
ComMENT | て 、 イ メー ジ を つか む の は 難し か っ た で す 。 自 分 の 勝手 な イメ ー ジ で す が 、 彼 
、 女 は 身長 の 低 さ に コン プレ ックス を 持っ て いて 、 そ れ を 言わ れる と ツン ツン し 
、 て し まう よう な 性 格 だ と 想像 し な が ら デ ザイ ン し まし た 。 (フェラー リ ) 
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¢ i | 


CLG @ 能力 発動 時 設定 


目 が 光り (スリ ッ ト か ら 光 が 漏れ て いる イメ ー ジ )、 
頭 と 胴体 (下腹 あたり ) に 刻印 が 現れ る 。 


提案 
※ 手 を 広げ て 刻印 を 出現 させ る 。 
その 時 に 指先 の 光 の 軌道 が 
走っ て ほし いで す 。 
STAEE'S 
CoMMENT 


当初 は か な り メ カメ カカ しい デザ イン で し た 。 ル シ の 力 を 増幅 させ る 巨大 な 機械 を 両 肩 に 載せ て いま し た 
が 、 そ れ だ と 機械 に よっ て ル シ の 力 を 得 た よう な イメ ー ジ に な っ て し まう と の 指摘 が あり まし て 、 現 在 
の デザ イン に な り ま し た 。 両 肩 の 盾 は その 名 残 で す 。 仮面 の 下 が イ ケ メ ン な の は 鉄板 で す ! (三原 ) 
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キャ ラク ター ノ 白 席 デバ Wy 


謎 の ルン シン (マキナ) 


= ミル > 


@ 能力 発動 時 設定 _ 


目 が 光り (スリ ッ ト か ら 光 が 漏れ て いる イメ ー ジ )、 
頭 と 甲 に 刻印 が 現れ る 。 
※ ク ン ミ の 刻印 と 同じ も の で す 。 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


SrArms | 中 世 と 近代 と の 境 で 、 武 器 が 剣 か ら 銃 へ と 移行 し 、 鎧 と 軍服 と 

CowMENT が 混在 し た デザ イン で す 。 ス カー フ や 肩 口 に 皇国 軍 の マー ク を 
入れ て 統一 感 を 出し まし た 。 そ の ほか 武官 、 文 官 な ど は 見 分 け 
が つき や すい よう に 、 頭 に 何 を 被っ て いる か で 所 属 が わか る よ 
うに し て いま す 。 (三原 ) 


※ 背 中 の バッ ク パ ッ ク は 
バリ エー ショ ン 違 い が 
必要 な 時 に 装備 する 。 
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キャ ラク ター ズ 白 上 席 


。 強 化 兵 ーー 


決定 稿 。 。 


/ たる ラル 6 2 
防ぐ グリ ス の し ジー ルド 
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II べべ べべ べべ べべ ね _ 


時 の ぞ き 穴 で 抜き に な っ て いま す 。 


昌 電 撃 を 発生 する 
クリ スタ ル 電 池 が 
入っ て いる イメ ー ジ 


。 状 甲 歩兵 遼 叩 処 
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一変 更 点 

・ 遠 距離 用 マシ ン ガ ン の 左右 付け 替え 
(邪魔 で あれ ば オミ ッ ト 可 ) 

・ 肩 を 含め た 腕 の 縮尺 

・ 全 体 サ イズ の 縮尺 

・ マ スク を 拡大 

・ 装甲 の 色調 


RE ts 


es 


還 返 り 血 バー ジョ ン 
(必要 に 応じ て ) 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


②。。 空中 機動 兵 


Peano RE a aaa Oa 


⑥ 白 虎 文字 


MFPUDiiMUTRUTMIITODMXf7 


A BC DEFGHIJKL MNO0OPQRSTUVWXYZ 


4 
FU - 1 9 ※ ア ルフ ァ ベ ッ ト は 目安 な の で 無理 に 合わ せる 
\ プ 必要 は あり ませ ん 。 


YELLOW - 13 数 字 は ロー マ 数 字 で は な く ア ラビ ア 数 字 で お 願 
いし ます 


背面 。 ナン バー プレ ー ト 希望 


ホバー エン ジン 
スキ ッ ド ( 無 可 動 ) 


画 首 輪 形状 
・ 首輪 は ほとん ど が 
毛 で 隠れ て いま す 


還 サ イズ 比 
還 ド ッ ク タ グ 


MAITF 
Y 


m irites 


箇 待 機 用 ポン チョ (イィ メ ー ジ ) 
世界 観 と し て 存在 する も の で 、 = 
極 塞 の 待機 中 で も 共 則 態勢 を 保てる よう 
| | 催 中 の 金具 に 取り 付け る ボン チョ で す 。 


・ 上 記 の 文 の 下 に は 認識 番号 、 血液 型 
な ど が 書い て ある も の で す 。 
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キャ ラク ター グズ 白虎 


体 と は 
| 体 A の テク スチ ャ ー 内 容 違 い | 


頭 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 
帽子 、 肌 の 色 変 更 可 


ブ 


ペー 


頭 モ デル A+ 体 モ デル A 赤 : 色 替え 可能 箇所 頭 モ デル B+ 体 モ デル A 頭 モ デル A+ 体 モ デル A" 頭 モ デル B+ 体 モ デル A" 
(基本 ) ( 色 イ メー ジ ) (テク スチ ャ ー 人 参考) ( 色 イ メー ジ ) 


A' と は 
体 A の テク スチ ャ ー 内 容 違 い 


3 の 


頭 モ デル A 頭 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


gi 二 


頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 
帽子 、 肌 の 色 変 更 可 


に ー デ 


頭 モ デル A+ 体 モ デル A 頭 モ デル B+ 体 モ デル A 頭 モ デル A+ 体 モ デル ん 頭 モ デル B+ 体 モ デル A" 
(基本 ) ( 色 イ メー ジ ) (テク スチ ャ ー 人 参考) ( 色 イ メー ジ ) 


ーー さ 
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HARAD TR /SORTL 


キャ ラク ター ノ 花 区 


蒼龍 の キャ ラク ター は 登場 機会 こそ 少な いも の の 、 ど こと な く 和 を 感じ させ る 着物 や 鎧 名 が 目 を 引く 。 
また 、 ル シ ・ ソ ウリ ュ ウ や ホシ ヒメ が 変身 する シン リュ ウ ・ ホ シ ヒ メ の 、 歯 や 翼 な ど 細 部 まで こだわ っ た 設定 に も 注目 。 


⑤。。 ア ンド リア ・ カ ヤ ・ ト ラン カ ・ フ ァ ム ・ フ ォ ー チ ュ リ オー 


@ 決定 本 


Sm。 | アン ドリ ア の デザ イン ポイ ント は 、 頭 身 が 低め の で あり な が ら も 、 気 品 が あり 異 敬 の 念 を 抱か せる キャ ラク ター に | 
CowMENT | する と いう こと で し た 。 浮遊 し 移動 する 玉座 は 、 そ うし た ポイ ント を 満た す 為 に 発想 され た も の で す 。 (仲秋 ) 
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いい \| 
決定 構 ーー \ \ \、 | 


+ お お よそ 135ow (蒼龍 キャ フ ) 


GAUL 着用 部 分 の 癌 ( 表 ) 


胴体 、 ド # 


彰 挫 店 後 ( 横 便 ) 


ルッ テー 


や 齋 ェ 又 人 


XX ツ (" サ は 所 Lz"3 


、 上 アゴ と アゴ 人生 び は 


同じ で す 。 
(中 み 合わ せ が 出来 る よう 
に は な っ て いま す ) 


ー の 角度 か ら は 、 上 アゴ の 


NN 画 は 見 えま せん 。 
> ララ 遠目 か ら 見 る と 
小さ な ギザ サギ サザ に 見 えま す 。 
生地 部 分 に 人 の 貞 よ り も 
了 EE 
| ER SANe | 蒼 査 に お ける ドラ ゴン の 王 と いう 設定 で す が 、 す で に 登場 が 確定 し て いた バ 
A 0 | 上 ON Ee eo 
大 歯 NN | て いま す 。 乳 違う 怖 さ 、 ル シ と し て の 威厳 、 女 性 的 な 宮 気 | 
| | 
| 
前 


を も ちあ わせ る キャ ラク ター に な る よう 気 を 付け まし た 。( 仲 秋 ) 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 鶴 式 


た 


へ ベーーーーー 一 
| か 


Pa 


どど て も 


ヽ 


系 の 服装 で し 


を も つ 
た シン 
変更 し て いま す 。 (仲秋 ) 


性 と さま ざま な 要素 
ー ジ し た オレ > 


~~ 
地 xy 1J 
が 己 
= の に 
っ g 難 
Ne 固 人 台 
夫 へ や 
JpD て hG 
し 中 や 
ハト 
ミ ご 
。 守 


s こ 変身 し 
つき る キャ ラク ター で し た ( 笑 )。 最 
が 、 死 を 賭し て クラ ス セ ゼロ を 導く 存在 と いう 点 を 際 立 


| 


ラマ ヨシ 


ド 


親 で あり 


\ 
い 」 


スカ ・ サ ン セ スト ) と ユウ ヅ キ (クレ メン テ ・ ユ ウ ヅ キ ・ ネ ス ・ ピ ー ス メー ク ) 
ー 軍 の 将 で あり 、 


へ 
~ 


ホン ヒ メ (クラ エス ・ ホ シ E メ ・ 
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っ 資料 記 】 項 丈 な 鉱石 
一 之 1 頭 首 、 四 肢 、 押 の 育み が か うた クレー 部 分 は 
[ん / ーー 0 な 鉱石 で 覆 わ れ て いる 
視線 は 前 方 を 向い で て いで ダバ プ に 9 ーー 
さら つい た 質感 で 語 い 証 凍 凍 mm アン / ルプ 
カエ ル の 様 な 眼 を し で いる 


資料 i 胴体 
ネズ ミ 色 の 胴体 は 


すべ すべ じ た 鉱 石 で 覆 わ れ て いる 


資料 1: 

受信 機 は 頭 の 裏 に 埋め 込ま れ て いで 
頭 部 か ら 延 び た 神経 ( 奨 固 じ だ 血液 の イメ ニ ジ ) が 巻き つい て いる 
受信 機 は 蒼龍 の 民 に 作ら れ だ 物 で 


SRAM て 人 6 


SrApmr。 | 当初 シン リュ ウ と ホシ ヒメ は 別 の 個体 と し て デザ イン を 開始 し まし た 。 ホ シ ヒ メ が 変身 し て シン リュ ウ に な る と い | 
| 
| 


ComMENT | う 設定 と バト ル の 内 容 が 固まっ た あと 、 設 定 画 か ら プ ロ ポ ーション を 調整 し て モデ リン グ し て いま す 。 (仲秋 ) | 
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¢ 2 倉 棚 
間 。。 倉 龍 土 


アン ドリ ア と 同じ 浮遊 イス に 座っ て いま す 。 


Ts。 | 健全 で は な い 屈 折 し た 野心 を 持っ て いる 男 、 と いう 点 を わか りや す 
CowMENT | く 表現 する た め 、 仮 面 の キャ ラク ター に し て いま す 。 声優 で ある 福 
、 山 潤 さ ん の 演技 も 最高 に マッ チ し て いま し た 。 (仲秋) 


ホン ヒメ の 息子 トノ ギリ 


っ (クラ チ ディオ ` ト ノ ギ リ ・ ミ スカ ・ ザ サン モ ス ト )/ 


へ = 
PN rR = 


neg 


EE 
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| 
| 
, 


キャ ラク ター 蒼龍 


\ た N いい | ムチ と 
メ パ 特 和 wi が CET / 


1 


/ 導 
7 愉 / 


ea / 


/ 
{ 


人 た で 十蘭 : 高官 (武官) ($) 


ディン 案 


還 若 凍 : 高官 (文生) (*) トニ ーー| あ 只 ば 
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- タ に 立 
EN _ 蒼龍 兵 


決定 和樹 


提案 
小物 で バリ エー ショ ン を 増やす 。 


2 


蒼龍 兵 武器 デ ザイ ン 案 | 税 期 生 


Srarg's | 含 龍 兵 は 日 本 の 武士 を イメ ー ジ ソー ス に し て い 

CowwENT ます 。 装備 する 槍 は 武器 で も あり 、 ド ラゴン を 
操る た め の 鈴 を 備え た 指揮 棒 の 役割 も 持た せ た 
| デザ イン に し て いま す 。 (仲秋 ) 


、 
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キャ ラク ター ノ 蒼 彰 
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“So, 蒼龍 の 民 


村人 ( 男 ) ーー 


体 A と は 
| 体 A4 の テク スチ ャ ー 内 容 違 い | 


頭 モ デル A 頭 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


の の 


頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


4 


頭 モ デル A+ 体 モ デル A 赤 : 色 替え 可能 箇所 頭 モ デル B+ 体 モ デル A 頭 モ デル A+ 体 モ デル A' 頭 モ デル B+ 体 モ デル A" 
(基本 ) ( 色 イ メー ジ ) (テク スチ ャ ー 参 考 ) ( 色 イ メー ジ ) 


( ーー か 人 る と 
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体 A と は 
体 A の テク スチ ャ ー 内 容 違い 


頭 モ デル A 頭 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


頭 モ デル B 頭 モ デル B 
( 色 イ メー ジ ) 
髪の毛 、 肌 の 色 変 更 可 


Ki 
頭 モ デル B+ 体 モ デル A 
( 色 イ メー ジ ) 


頭 モ デル B+ 体 モ デル ん ' 
( 色 イ メー ジ ) 


頭 モ デル A+ 体 モ デル ん " 
(テク スチ ャ ー 参 考 ) 


(基本 ) 


っ ( | 上 
二 2 ee | se TE 2 
A 4 の 
プ ング ン ) 4 計 ト 
Eo クム 7 
Ke グ ん RN 年 稚 * 
の # お 、 $V \ パプ 
や アア“ 
= 送っ 
/ N | 
= ニュ 
tx | 
| 
a 
NN 
(TDR) 
¥« グン 。 みり 
I パ 
' | 2 a 
Fe の トム ハープ W ー 
へ RN | - 
( ュ we 
N / 7 
~/ 。 ; 
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ーー 
2 0 の 


| 物語 中 で ょ ギル ガメ ッシュ 以外 、 ほ と ん ど 出 会 うこ と の な い 玄 武 の キャ ラク ター。 


だ が 、 全 身 を 鎧 で 覆っ た キャ ラク ター の 案 が 多数 描か れ て お り 、 細 部 の 設定 まで 詰め られ て いた こと が わか る 。 


2 ガン クン ッ ジ ツン ュ ル 


@ 決定 策 
FE の 盾 

背中 の マン ト の 上 か ら 

背負 っ て いま す 


@ 細部 設定 
i 


ない 


頭 部 徐 面 "素顔 


右 の 「 す べ て の 力 を 手 に 入れ た ギル ガメ ッシュ 」 は 、 朱 雀 の 魔法 力 、 白 虎 の 魔 導 
COMMENT | アー マー、 蒼 龍 の ドラ ゴン 、 オ リエ ンス 4 大 国 の 力 を も つ に いた っ た 究極 の ギ 
ルカ ガ メッ シュ で す 。 こ れ は 他国 の 力 を 吸収 し て いく ギル ガメ ッシュ と の バト ル 
を 想定 し て デザ イン し た も の で す 。 こ の デザ イン を 前 提 に 通常 の 形態 を 考え て 
いた の で 、 未 採用 アー ト に な っ て し まっ た の は 本 当 に 残念 で すね 。 (仲秋 ) 


STAEE'S 
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資料 : 婦 応 岩 
橋上 の ネズ ミ 色 部 分 は 
ゴツ ゴツ し た 岩 で 
竹本 し てい ます 


次 料 : 鉄 2| 


RE 名 敬い オレ ンジ の ライ ン 衣 分 も 鉄 で す 
画 射 役 時 イメージ) 還 ギル ガメ ッシュ _ 銃 ( サ ィ ズ ィ イメージ) 
四 中 の エネ ルギー 中 の 


牙 毅 板 か ら は 人 禁 が 立ち 


4 耳 の マズ ルフ ラッ シュ は 
各 一 本 ずつ 作 め 前 に 伸び 、 
ギア か ら は 火花 が 交 び 散る 


己 構 造 図 (イィ メ ー ジ ) 


ルギー 麹 の 冷 元 販 と 氏族 杖 の 歯 ポ が 見 える 。 
また 、 ぬ き の 部 分 か ら は 構 舌 が 見 える イメ ー ジ 


っ すべ て の 力 を 手 に 入れ た ギル ガメ ッシュ 


白虎 ガリ ング ガン 


蒼龍 ドラ イン ヘボ 
(右上 腕 の 代わ に 生え て いま す ) 


准 郁 。 控 ) の 鍋 棒 


誠人 と 可 
魔力 の る や 人 
さと 9 ーー 別 <* 
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9 玄武 兵 


ホン キネ ドゥ ・ ツ ルク ーー 


記 ア ー マ ー( を 右 式 伏 遺 い ) 


| 
| 
| 
「 
| 
] 


@ デザ イン 案 1 


STAEE'S 
CoMMENT 


ン し て いま す 。 オ リエ ンス で は 、 も っ と も イカ ツク 冥 黙 な 民族 で す 。 玄武 の 女性 を デザ イ 


| な 体 に 、 負 物 か ら 加工 し た 独 和 な 氏 と 衣 を 人 し て 戦う 土 団 と いう 識 定 で デザ イ | 
| 
| ン する 機会 は な か っ た の で す が 、 は た し て どう いう 容姿 な の か 気 に は な り ます ね 。( 仲 秋 ) 
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玄武 


革 覆 が ご 


ーー 


イン 


デザ 


ーー 


2 圏 期 策 


Na i CE 


2 


次 の と き に 
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基 キャ ラク ター 庄 の : - oh 
| 突如 世界 を 襲っ た 謎 の 破壊 者 ・ ル ル サ ス 軍 と 、 謎 に 包ま れ た 存在 で ある ディ ー ヴ ァ を 紹介 
物語 に は 登場 し な か っ た キャ ラク ター や 設定 も 掲載 し て いる の で 、 ど ん な キャ ラク ター だ っ た の か 想像 し つつ 見 て みよ う 。 


導い 


ーー こ 


引 ッ レル サス の ルン た る 警 判 者 


@ 細部 設定 


体 中 央 の ファ ント マ を 併せ て 合計 12 の ファ ント マ を 持つ 
それ ぞ れ の ファ ント マ に は - 
断罪 され た 数 多 の オリ エン ス の 人 々 の ファ ント マ が 敬 積 さして いる 、 


白虎 背部 レリーフ 


STAFF'S 
COMMENT 


(せり 0 硬 


— 
~ 


る り 、 | アン > > 
容 拓 者 ンド ーーーーーーーーーーー 一 人 Ns/ UN 時 ンジ な ee 
( 且 部 ファ ント マ X] 心臓 ファ ント マ X) の 3 4 出 弄 に 発生 : 放 笛 硬 化す る ) 
(1 デ \ ア 4 


裁き の 杖 
(の 魔 殿 で の 電 を 発生 させ る ) 断罪 の 着 
(罪人 を 次 ぎ 払 う 


六 牛 ポテ で せり 下 き き 汗 皿 翌 ぶ サ 人 磁 基 員 


槻 部 ファ ント マ 上 


( 肩 X2・ 肘 X2) 


) 。 叶 貞 と へ て (コー 四 中 べ ト Femfi 叶 te 皿 の 


( 差 圭 


著 | 科 |S 岡 叫 史 コニー 。 は で 放 で へ 寺山 AN 一 へ ざ ! 


白虎 の 面 中 央 
(ファ ント マ X①) 


ーーーーーーー 蛇腹 部 ファ ント マ C②) 


潮 訓 SN 寺 剖 面 昭 避 Ok 


fi 


蛇腹 弟 よ 地下 へ 続い て いる 
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キャ ラク ター ご 謎 の 存在 


きき 。 ルル サス の 戦士 ーー 


@ ルル サス の 戦士 【1】 ー 


ルル サス の 戦士 【2】 


@ ルル サス の 戦士 別 形態 医 


還 武 器 サ イズ 比 


Srargs | ほか の 4 国 と は 決定 的 に 違う 文化 や 理 か 
CoMMENT | ら 産 まれ た 生命 と し て デザ イン し て いま | 
す 。 学習 し 短期 間 で 進化 する 生物 で ある 
と いう 設定 を 踏ま えて 、 当 初 は 4 段階 の 
デザ イン を 提示 し て いま し た 。 (仲秋 ) 
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ルル サス の 戦士 最終 形態 


C パ € 


画 閉 眼 時 


年 目 に つい て 


・ 目 は 瞳 が 隣 き を する イメ ー ジ で 、 購 の 部 分 
の み が 動 きま す 。 


・ 桂 か ら は 暗く な っ て お り 瞳 は 見 えま せん 。 


画 身体 に つい て 


*・ 筋肉 の 膨らみ は 繊維 で で き で いる と いう 
より は 液体 状 の エネ ルギー が 流れ て お り 、 
水 風船 の よう に 膨らませ て いる イメ ー ジ 
で す 。 

・ 胸 筋 は 2 層 構 造 に な っ て お り 、 

ド の 筋肉 が 両 肩 を 、 上 の 筋肉 が 
E 下 と 左右 の バラ ンス を と っ て いま す 。 

・ 腹 の 玉 体 は 眼球 を イメ ー ジ し て いま す 。 
旨 感 は マッ ト で 、 中 央 の 赤い 部 分 は 点 の 
集合 体 の イメ ー ジ で す 。 


置 胸 部 バー ツ の 中 身 
時 後部 の 装飾 に つい て 


・ 後部 の 装飾 は 背中 の 赤い 点 を 中 心 と し て 
展開 され て お り 、 前 か ら 
D 腫 
の たま AN 
3 後 光 状 の 装飾 
③④ 和 目 の エ フェ クト 
、 全 部 で 4 層 で 構成 され て いま す 。 


| ゲー ム 終 盤 で プレ イヤ ー が ル シ と な る 選択 を し た 際 に 、 ル ル サ ス 側が 対抗 し て 進化 する 形態 と し て | 


レス 


デザ イン し て いま す 。 ほ と ん ど 神 か 宇宙 人 で すね ( 笑 )。 好 き な デ ザイ ン の ひと つ で す 。 (仲秋 ) 


っ | 溢 G 加 較べ 時 せ ささ お KW 邊 lpYo ヤ キト NN ペー つい 人 中 て へ や で が つ " 果 朋 け ip | 
の | 

; 3 | 下さ" 親 民 きく と さや 早 詳 や ペレ っ GT 舞 只 や i ト て へ つじ っ fee? 1JG 押 時 人 要 o 

DS | RL SRAMLL エエ 必 い ふ ー 選 ゴ 喘 革 荘 G 枕 家 ロ SO NG し せる っ し つ さ 心 全 ” ( 生 衣 ) | 

| 

x 

FN 

1 

4 


a 

ーー ぃ 

ee 
An の PT 


武器 の ギ 


ー 彫 移 あり 〈⑯ 部 公 は 発 江 ) 


定 陵 押 則 


ル 
文人 


の 仮面 の 人 物 


定 桐 


= 


。 
謎 の 仮面 の 人 物 武器 


決 


非 戦 計 きき この 部 分 つなが の ます 
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。, 謎 の 仮面 の 人 物 の 従 


者 ミュ ー リ ア 


人 ミュー リア ( 謎 の 仮面 の 人 物 の 従者 ファ トゥ ウム) 
女性 体 外見 は 14 才 くら い (※ 一 番 、 若 く 見 える よう に し た い ) 


ディ マス と 同じ く 、 ファ トゥ ム の ひと り で あり 、 謎 の 仮面 の 人 物 の 従者 。 
白虎 の アギト 誕生 を 調べ る た め に 、 シ ド の 前 に 立つ 。 


人 @ 身 長 : 150cm 
念 服装 : 謎 の 仮面 の 人 物 と 同じ よう な 色 の 服 ( 鎧 ?) 
人 外見 : 感情 の 消え た 顔 、 美 少女 だ が 
顔 の 半分 は 闇 ( 畿 ) に 隠れ て いる と か 、 
黒目 が 異様 に 大 きい (殆ど 黒目 ) な ど 異 質 な 瞳 
性別: 女性 
人 @ 武 箕 : 回 使い 


0 性格: 感動 無礼 、 見 た 目 に 似合わ ず 古 風 な し ゃ べり 方 。 
微少 な 器 を 身体 全身 に 纏っ て いる 。 
常に 2 人 の 従者 ( 罰 の よう な 獣 ?) を 連れ て いる 。 
冷酷 で 残忍 。 人 に 触れ られ る こと が 嫌い 。 
身 が 軽く と ら え どこ ろ が な い 。 


N 
Oy 


| 当初 、 ミ ュー リア は 謎 の 仮面 の 人 物 と と も に 物語 の 後半 で 登場 し 、 オ リエ ンス の 世 


STAEE'S 
CowMENT | 界 を 股 に か け て 暗躍 する と いう 設定 が あり 、 そ れ を 踏ま えて デザ イン し て いま す 。 


ラフ の 段階 で キャ ラク ター 自体 の 未 採用 が 決ま り ま し た が 、 当 時 考え られ て いた 設 
| 定 テ キス ト も 小さ く 掲 載 さ れ て いる の で 、 興 味 が ある 方 は 必見 ? か も 。 (仲秋) 
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へ 


上 の 存 在 


[yl 


キャ ラマ タク ター 


PB 詳細 


4 
| 


oo 頭 ] 
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MG 1 1 軍神 の 姿 は 『 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー』 シ リー ズ の 召喚 獣 を 踏襲 し つつ も 、 朱 和 雀 の 兵器 と し て 必ず 歯車 の モチ ー フ が 取り 入れ られ て いる 
朝 また 、 未 採用 な が ら 描き 込ま れ た フェ ニッ クス や ネメシス な どの 設定 イラ スト も じっくり 楽し ん で ほし い 。 
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キャ ラク ター ププ 軍神 
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Qe VP 。 


アク セ サ リ ー( 腰 ) 


この 部 分 か ら 』 水 の 炎 状 の エフ ェクト 希望 


Sr | [軍神 は 操作 可能 な 召喚 献 で ある ] と いう 強み を 活か し て 、 本 作 で は 人 間 に 近 い 姿 形 
CowMENT | で 戦場 を スケ ー テ ィング する シヴァ を 想像 し まし た 。 女性 らし い ボ ディ ライ ン を 実 | 


_ 現 する た め 、 開 発 示 期 に SD モデ ル の 大 改修 を 施し た こと が 思い 出 深い で す 。 (仲秋 ) | 
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キャ ラク ター 軍神 


SNSNN 


け や 


トノ i 
( / グリ ッ プ の 部 分 


a NN 
ーー ラー 


一 武器 対比 図 


Srarris | 頭 部 を ドク ロ の モチ ー フ と し 、「 戦 い の 神 ] や 「 死 ] の イメ ー ジ を 強調 し まし た 。 各 部 
CowMENT | 位 に 歯車 を 配置 し て 朱雀 らし さ を 出し まし た が 、 い か ん せん 体 が 甲虫 っ ぼく な りす 
ぎ た の で 、 今 は ちょ っ と 反省 し て いま す 。 (三原 ) 
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。 デ イア ボロ ス 


決定 積 


CR 
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軍神 


タグ スズ = 


キネ キャ 


決定 稿 


CG 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


Ke 。 バ ハム ー ト 零 式 a 


通常 の バハ ムー ト よ り 2 四 9 大 きく 
テラ フレ ア は 複数 の バハ ムー ト を 従え て 放つ 。 


NNS、 - ^ i ] て - SS ーー 
eo いい 


間 、 NN | 
で 人 胸 よ 無 く 軟 の NI か ら 癌 加 の 炎 が 順 き 貫 ナ て いる 
に 


NN 


さき 


大 型 の 角 が 追加 され ます 


副 環 が あり ます 。 
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キャ ラク ター ププ 軍神 


@ 変形 の 流れ 


TA te 未 採用 と な っ た 軍神 の うち 、 フ ェ ニ ックス 、 ネ メシ 

CowMENT | ス は 完全 新規 の デザ イン で 、 こ の 本 が 初 公開 に な り 
ます 。 フェ ニッ クス の 頭 部 は の ち に 朱雀 の 聞 の モチ 
ー フ と な っ て いま すね 。 パ ン デ モニ ウム と テ ュ ポ ー 
ン は 過去 作 の デザ イン を ベー ス に し て いて 、 す べ て 
を 吸い 込む パン デモ ニウム と 、 超 高速 で 戦場 を 駆け 
抜け る テ ュ ポ ボーン と いう 設定 で し た 。 (仲秋 ) 
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。 ア レキ サン ダー ーー 


@& 全身 図 


人 / 
Nlexardre 


6 意 の 白 過 前 線 基 地 ・ 戦 場 で 出 て くる 癌 喚 獣 歯車 の 部 分 は 回 る 。 

1 岡 だ け 攻 軸 を し た 後 消え る 。 胸 の 部 分 か ら 【 聖 な る 光 】 を 出し て 攻撃 する 

クラ サメ と セツ ナ は この 時 死亡 する 攻撃 する 瞬 間 に 肩 の 上 の 歯車 の 上 に 魔法 陣 が 出る 。 
@ 征 の 裏 詳細 ・ 歯 車 (大 ) が 回る こと に より 、 歯 車 ( 小 ) x 8 が 噛み 合同 る 。 


・ 歯 車 の 部 分 は や ん わり ライ ト が 灯る 


歯車 の 芯 


歯車 ( 犬 ) 


歯車 ( 小 ) x8 


歯車 (大 ) 


きゃ = ae < 3 


し 人 


SA [アレ キサ ンダ ー は 建物 だ か ら 背 景 ア ー ト の 人 が 描い て ね 」 と か 言わ れ て 
CowMENT | 描く こと に な っ た の を 覚え て いま す 。 色 も 従来 の 「FF」 の アレ キサ ンダ 
ー よ り も 、 軍 事 的 カラ ー を 意識 し た も の に な っ て お り ま す 。 (若葉 ) 


の 


キャ ラク ター ププ 軍神 


登場 時 イメ ー ジ ーー 


大 地 に 封印 召喚 魔法 陣 の 形 が 出現 し 、 
大 地 の 土 か ら 作 り 上 げ ら れ た 

登場 時 の アレ キサ ンダ ー は 

塗 中 へ 浮か び 上 が る 。 

地面 は その 質量 ご と ぽっかり な く な り 、 
その 大 き さ と 重き を 実感 する 。 


2 点 の 封印 召喚 魔法 陣 の 圏 転 か ら 

た た みか ける よう に 折れ 曲がり ー つ に 重なる 。 
そこ か ら ヒ ト 弄 の アレ キサ ンダ ー へ 、 

族 形 し て いく 。 


・ 下 に 連なっ た アレ キサ ンダ ー の 建 筑 物 と 歯車 
・ 上 面 の 魔法 陣 の 部 分 は 平ら で 段落 は 、 な い 。 


・ 大 小 10 つ の 魔法 陣 を 中 心 に 建物 が 落 状 に 形成 し て ある 。 


@ 召喚 一 攻撃 の 流れ ( 絵 コ ン テ ) 


画 ア レキ サン ダー 攻撃 前 の 流 園 ア レキ サン ダー 攻撃 後 の 流れ 


1. 魔 法 陣 が 2 個 出現 し 歯車 だ け 出 る 。 
と れ は 両 肩 部 分 の も の で ある 。 


2. と と か ら 下 へ ポテ ディ 部 分 が 構築 され て いく 。 


組み あがっ て いく と と に 朱雀 兵 が バタ バタ と 
死ん で いく 。 


3. 腕 の 部 分 の 歯車 が 出現 し そ と か ら も 胸部 分 が 
構築 され て いく 。 

徐々 に 全体 が 出来 上 が つて いく の で す が 、 

頭 と 胸 の 発射 部 分 は 一 番 最後 に 組み あがる 。 


4. 受 が 完全 に 出来 上 が っ た 頃 に 地面 に 2 本 の 肢 
が 刺さ る 。 最 後に 頭 が 出現 する 。 


ー ユ ーー 


者 ※ 3 
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MM 


この 章 で は クラ ス ゼ ロ の 敵 と し て 登場 する モン スタ ー や 兵器 の イラ スト 、 未 公開 の 設定 画 を 紹介 し て いく 。 
バリ エー ショ ン に 富ん だ 魔 導 アー マー や ドラ ゴン た ちの 、 細 か な デザ イン の 違い に も 注目 し て みよ う 。 


ヨル テー 


£9 


@ コク ピッ ト 設 定 


へ \ 


Srarr's | 巨大 な クリ スタ ル ジ ャ マ ー を 装備 し 、 操 縦 者 が 女性 (クン ミ )、 そ し て 獣 を モチ ー フ に と いう オー ダー だ っ た の で 「 九 尾 の 狐 ] を イメ ー ジ し まし た 。 
CoMMENT | 当初 は メカ ベ ヒ ー モ ス の 予定 だ っ た 気 が し ます が 、 遠 い 昔 の こと な の で 記憶 の 彼方 へ 行っ て し まい まし た …… 気 に し な い ! (三原 ) 
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きっ カト ル 専 用 魔 訂 アー マー 


@ 決定 和樹 


アル AN 


@ ガブ リエ ル 強 化 形態 球 朱 


yy 


ーー 1 は の 
' = RE 


016) 


STAFF'S 
CoMMENT 


て : ルカ 
戦 ヲ 
の リ 
カ 
ト ル 
ル は 
| 1 


吉 蹴 守 寺 璧 区 。( 尊 )…… 


吾 計 正路 型 時 9S 難 S て 寸 避 鼓 藻 寺 料 。 邊 A 正 詳 雪 講 な きみ ぶ 藩 呼 , ペ 0 夏 バ ー4ー ゴ 拡 唄 3S さ 避 


画 ミ サイ ルポ ボット 
(切り 離さ 格 ま す 。) 


o+ 


ー 当 浅 臣 剖 本 記さ きま ( 支 t 選 そ へ 十 ) 証 民 由 
飼 交 計り さき 時 油圧 潜 台 サー エエ S③ 計 ok 届 こ 股 較 何 映 


ーー 中 監 は で 尚 陣 テ ー( ベ て ck な ご 周 層 箇 肖 


MW 


ーー ご 甘 喘 謀 主 で TN 


4 
) 


( 

WM 

MM いる 
OM Ar A パ 
‘Al 


( 洒 川 ) = ご じき 社 IC ご 


エ 窒 Ry> 
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eo 試作 魔 導 アー マー 0 のり mW だ 


@ 決定 稿 @ 細部 設定 


層 上 半身 図 


A 
NN に ル 


本 腕 ドリ ル 


‘A, 
/ 


M レル A 
HG3 


一 左 右 に ドリ ル が 伸び る 。 


| トー 
環 全 体 の 質感 は まだ 未完 成 で 、 装 甲板 が 途中 まで し か 義 着 され て お ら ず 、 液 り 存 下 破壊 の 為 、 ド リル 幡 を 広げ る 。 
機械 が 制 き 出し な 感じ で す 。 


較 ド リル 5 
| NN 


一 頭 部 が 破壊 され 床 に 突き 刺さ っ て いる 。 


STAFE'S コン セプト は 巨大 魔 導 アー マー に ドリ ル ! 以上 !!( 三 原 ) 


OMMENT 
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\ | N 
の 9 
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i 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 


魔 導 アー マー 


地上 型 


ムロ ッ ド 


の ) 一 


STAEE'S 


CoMMENT 


事 団 GS 選 講和 8S 捉 思 振 韻 虹 拉 レセ や 会” いつ K 和 ふさ GRwW 加 R 展 iQ 志村 提 喧 
六 ト ND 16 選 舞 村 ト ー ド セー 避 悪 引 NekJ っ ) 公 避 吉 けさ で さ ポ つ ? SR 台風 で 剖 
喉 つ し うじ | 弄 記 っ 記 拐 捧 ト ー ド レー せく ぐ へ と 寺 人 タ 交 地 寺地 3 守 Ye 替 還 は 
具 で ペペ 鬼 「 用 せ G 疾 局 ぐ で 心 S 韻 只 釘 二 Gi ト 和 まそ へ 史 つ じ っ ポ セ ? ( 昨 堅 ) 


足 駆動 系 図 


スト ライ カー 系 


RS] 


) EE} 


ウー < 


ー- を た 


< ニュ ュー ニー ニム ーー 一 
は エ ニャ ーー ァ 
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@ コロ ッ サ ス 


oO1 号 機 


セン サー 類 (独立 回 転 可 ) 2 号機 
02 写 


近 距 離 攻撃 マニ ュ ビ レー 
邊 必殺 技 発 生 装 置 


遠 忠 上 離 キャ ノン 砲 ロロ 
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ィ K スー 弄 | ) 
8。。 飛行 型 魔 導 ア ー マ ー 


@ ヘル ダイ バー 


の アプ ラック パー ン 


※ 門 器 は アタ ッ チ メン ト で 交換 され ます 。 
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圏 着 陸 時 ポー メ ィ メー ジ ) 


| | ゞ ぃ 
で WSN、 1 2 
0 く $a 
脚 を 生物 の よう に ) | 


動か し て イン パワ ト を 
出し た い 。 
(名 幼 を バラ う バラ に 
回 転 させ る ね ど ) 


上 両 の ハッ チ の 中 に 
電 酸 発生 さす 電池 や 
バリ ア を 発生 させ る 
電池 が 入っ て いま す 。 
(設定 イメ ー ジ ) 


男 背 面 量 対 比 図 - モ デル 変更 箇所 


① サ ー チ 用 カメ ラ を 横穴 に 変更 
② 上 部 パー ツ を 戦闘 用 パー ツ へ 変更 


盾 は 「 上 か ら 見 た 時 に 
「 ハ の 宇 」 の 角度 で 付い て いま す 


@ パン ジャ ドラ ム 


男 正 面白 虎 文字 意味 男 対 比 図 - モ デル 変更 衝 所 
FHFIT NM ① サ ー チ 用 カメ ラ を 小型 レン ズ に 変更 
ー ⑫ 上 部 パー ツ を エネ ルギー タン ク へ 変更 
Ri 2 


トス 


energy tank 
danger 


園 背面 
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。 日 虎 メ カ デ ザ イン 集 


そい りり 青 還 AM 
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@ メカ ベ ヒ ー モス 昧 控 用 


画 垂 直 ミ サイ ル 


の 
較 三 連 ミ サイ ル 


@ 細部 設定 


還 服装 


・ 懇 に ふん ど し の 様 に 参 き 付け 

その 上 か ら モ ンス ター の や 骨 

鉱石 な ど を 巻き つけ て いま す 
<・ 乾 飾 品 者 LC 後面 図 と 斑点 模様 
装飾 品 頑 は 

蓄 態 の ドラ ゴン が モチ ー フ に 


な っ て いま す ョ サイ ズ 比 


mm 肌 ・ 斑 点 模様 
・ 肌 は 腕 や 上 足 

STAFF'S 
COoMMENT 
な っ て いき ます 


・ 人 の 皮膚 部 分 に は 訟 点 が あり 
内 側 に 向かっ て 小さ く な っ て いま す 


昔 fi 


乱 喘 藻 人 9 本 
(v 瑞 と ご さき ざ 品 石本 寺 と 器 昨 


Nr oIESE 


—~ 
~ 


時 眼 球 イ メー ジ 還 貴金属 


・ 目 は 薄皮 の 具 が 閉じ られ て お り 、 * 鶴 着 心から 蒼 衣 の 装飾 部 を 集め て いて 
眼球 が 中 か ら 発 光 し て いま す 。 膝 や 腕 に 身 に まとっ て いま 
訟 か ら は 血管 と シミ が 浸 き 1 で バタ 
he 9 ・ 装 師 品 の オン オフ で パタ ー ン を 
Ns 作れ る よう に し た いで す 


革 ) 。 は で ご 界 ど 中 出 
咽 HFrc 叶 必 税 9 棋 上 は そ 肝 避 嗣 本 S 漂 商 中 


身 ③ と 四 へ 全 十 さ 


( 愛 


125 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


ドラ ゴン 系 モン スタ ー ーー 


資料 : 上 月 無し ア 資料 : 骨 
羽 は 真横 か ら は と / Ce 翼 を 支え る 節 部 分 は 
> なかい ・ 1 中 \ \ 
見 えな し 他 の 革 遂 ドラ ゴン と 隊 硬い 骨 で で き て いる 
耳 に 受信 機 が 付い て いる 資料 ・ 翼 
革製品 で ドラ ゴン に 光沢 の ある 要 、 外 側 へ 向 か ま ど 黒 い 
結び 付け て いる 


資料 : 髪の毛 

太め で 多少 ご で わ つ いた 資料 : 黒い 毛 

髪の毛 が 層 に な っ て 生え て いる ノ 体 の 黒い 部 分 は 光沢 の ある 
NN 電 短 毛 が 生え て いて 

資料 : 受信 機 0 半 


両足 に も 受信 機 が 青い 模様 は 毛 の 色 が 変化 し た も の 
付い て いる 


— の x アン 次 料 : 白い 毛 
革製品 で ドラ ゴン に 4 , ¢ ー i グ 体 の 白い 部 分 は 多少 光沢 が あり 
結び 付け て いる we 体 の 黒い 部 分 より 短い 毛 が 生 えて いる 


| | ム 】 プ ン 
へ だ の ょ よう 可動 能 夫 を 待つ 


背面 


資料 : 医 
青い 舌 は 嘩 液 で 
ギラ つい て いる 


資料 : 角 


頭 の 角 、 両 選 の 爪 、 両 脚 の 爪 は 
猛 高 類 の 爪 の 質感 


資料 : エナ メル 質 

胸 な どの 紫 の 部 分 は 
エナ メル 質 で ツル ツル で 
硬い で す 


om 


蒼龍 に 住む 人 々 の 手作り 
ドラ ゴン の 耳元 に 貝殻 の 受信 杜 を 取り 付け る 事 で 


に ia : 翼 の 羽 
ae 0 耳元 に の 羽 は 水 か き に 近い 素材 で す 
\ ルン 薄手 の ゴム に も 近い で す 
カラ ー は 生物 が 自ら 発する 警戒 色 
資料 : 乳白 色 の 肌 に な っ て ます 
乳白 色 の 肌 は 
光沢 が 少な く 、 鱗 も な い 
柔らか い 友 膚 で す 
資料 : 爪 
相 の 爪 、 頭 の 角 、 
後ろ 脚 の 爪 は 
猛 高 類 の 爪 の 質感 で す 


人 工 物 (革製品 ) 


ーー ーー で で で 


ーー 


へ 、 資料 : 茶色 の 皮膚 4 
茶色 の 皮膚 は ) 1 
毛 は 生え て な く 、 硬 めで す 
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る いで ( 応 ら 局 選 信 ⑮) 


合議 資料 : 翼 に つい て 

La 資料 の 深海 魚の 様 に 、 一 番外 の 膜 は 半 透 明 で 

蒼龍 に 住む 人 々 の 手作り 下 の 模様 が 透け て 見 える 

ドラ ゴン の 耳元 に 貝殻 の 受信 機 を 取り 付け る 事 で また エネ ルギー を 貯め て いる 時 は 、 よ く 発 光 し て 見 た 目 で わか る 
意 の まま に 操る こと が で きる ( 翼 を 広げ て 光っ て いる 部 分 を 大 きく 見 せ た り ) 


資料 : ネズ ミ 色 の 肌 
ネズ ミ 色 の 肌 は 
光沢 が 少な く 、 鱗 も な い 
柔らか い 皮 膚 で す 


資料 : 乳白 色 の 角 
頭 の 角 、 背 中 の 

一 乳白 色 の 素材 は 骨 で す 
資料 : 光沢 の ある 革 S ae 


きき 、 朋 、 月 、 も も の 4 a NN 9 識 
白 と 黒部 分 は = レフ 2 する ンジ: 
> 


光沢 が あり し な や か な 間 


革 で 出来 て ます 
MO / ウン 
だ 足 の 駆動 
ウ た FPP 


回 蘭 作 (資料 は 羊 の 革 ) > 


画 サ イズ 比 
お お よそ 5CM 


資料 : 人 に アン / 背骨 、 前 足 後ろ 脚 の 
光沢 の ある 上 部 と ふく ら は ぎ 部 分 の 
馬 の 貴 : 時 は 猛 倉 類 の 爪 と 同じ 素材 で 析 い で す 


@ デザ イン 案 @ 受信 機 破壊 演出 革 天 | 


資料 : 系 の 角 
頭 、 四 脚 、 尻 尾 の 
紫色 の 素材 は 骨 で す 


ES 0) 資料 : 茶色 の 角 
NH, Y 四 脚 、 額 の 育 い 角 の ライ ン の i 
SN と 茶色 は 資料 の 様 な 角 の 質感 で ーー _STAFE'S 
N ナン / 旬 A Ed CoMMENT 
NN VY 資料 : 中 帝 N 
NM き 
1 い NN 資料 : エナ メル 質 龍 
NE 額 の 育 い 角 は ド 
人 工 物 (革製品 ) ググ べべ で エナ メル 質 で ツル ツル し て ます ド 
4 へ ヽ 
9 全 i 
准 前 に 住む 人 々 の 手作り コ 
ドラ ゴン の 耳元 に 貝殻 の 受信 機 を 取り 付け る 事 で 資料 : 薄茶 の 肌 の 
意 の まま に 操る こと が で きる 薄茶 の 肌 は 厚手 で に 
ご わ つ いて いま す は 


胴体 に 対し て 
前 足 は 少し 内 側 
後ろ 脚 は 並行 に な っ て ます 


ペー 
・ ぺ ヾ ご 


背中 の 模様 、 薄 茶 の 肌 の 模様 は 


CR 


資料 : 溝 と 光沢 

足 の 爪 、 目 付近 の 角 、 
尻尾 の 角 は 

鷺 や 角 の 貿 感 で 、 

溝 が 入り 光沢 が あり ます 


釘 喉 は そり 0 町 慕 恒 略 な 当 央 。 村 貞 と へ ご 寺山 Nー ミ 


. 秋 きき ー せ で MIHT 時 謝 昌 の strr 洒 当て 


ドラ ゴン 中 種 3 の し っ ぽ に は 

「 ラ イタ ー」 の 様 な ギミック が あり ます 。 

尻尾 を 地面 に 振り 落と し て 、 結 石化 し た 部 位 か ら 
火種 を 作り 、 体 内 ガス に 着火 し て 炎 を 吐き ます ヽ 


振り 落と し て 着火 


演出 イメ ー ジ 


② 破壊 演出 
受信 機 の 貝殻 が 飛び 散り ます (エフ ェクト ) 
同時 に 血 ら し き 物 質 と 
光 が 放 出し ます 。 
(蒼龍 兵 が 閉じ 込め た エネ ルギー) 


③ 破壊 後 
ドラ ゴン の 思念 を 表し た 
黒 煙 状 の エフ ェクト と 
蒼龍 兵 が 閉じ 込め た エネ ルギー が 
パー ティ クル と し て 発生 し ます 。 


火山 岩 の 様 に ゴツ ゴツ し て いて 
光沢 が あり ます 


。 は ご 誕生 上 同 瑞 いと rrest 剖 lrr 吾 と NS 


時 人 寺 可 虹 マ こそ 2 で 詩 当 


に 傷口 秋 と 
所 必 を 折っ て の 着火 と か も 開い た と き 爆発 で を ぐら れ た 後 の イ メー ジ で す 。 ネギ 
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で と 野生 の モン スタ ー ーー 


@ ハン ドレ ッ グ 系 


a NN 1 
3 


全部 で $ 8 の NY で 
信 * 情 が St い 33. 


e 争 + 遇 76+ を : 5 て 3。 


スノー シャ イア ンド ト 系 


イン ヤン 系 ーー 


の 
A) イン ャ ヤン す 地 子 レ て いて 


2 ヽ や ッ れ て りす > お な 落 落 さす 5 。 


1 Np の シタ 質感 は 


A NEC BU. 
トメ 
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画 カ ラー バリ エー ショ ン 

カラ ー イ メー ジ は トラ ウツ ッ ツボ や ドク ヤ ガ エル 
な ど で . 顔 周 り は 特に 警 成 色 の よう な 高い 彩 

度 と 度 点 が 集中 し て いる 。 


呈 顔 の 模様 は 下 の 方 に 幅 い 論点 が 多く た まっ て 
お り 、 上 あご 部 分 の 諾 点 は 牙 を 強調 する 様 に 
つい て いる 。 


量 通常 カラ ー で タコ 中 の よう に な っ て いた 部 分 


知 部 か ら 生 えて いろ オブ ジェ クト ({ (1 た 物 で は アシ ナシ イモ リ の よう に 少し 透明 感 の ある 
生 順 部 か ら 生 え る オプ ジェ クト は 骨格 が 在 質 化し 伸び た 物 で メル リ と し た 質感 に な っ て いろ る 。 


主 生 代 の 魚 「 ダ ンク レオ ステ ウス 」 の 頭 部 の よう な 質感 。 


資料 : 柔らか い 毛 資料 : 耳 
資料 : 哨 乳 類 の 手 頭 、 身 、 民 尾 は 語 に は 短 包 が 
肌 が ま 和 柔らかい 毛 で 生え て いて 
Bk 面 われ て いま す 薄手 で 光 が 当 た る と 
通 け ます 


騰 と 付随 し て 動く 


JO 


資料 : 基本 フク ロウ 
基本 フク ロウ で す 
(アナ ホリ フク ロウ) 


資料 : 目 
内 因 孔 が 大 まい で す 


で NN 
資料 : 大 き な 羽 


錠 の 構造 人 
らち 
二 は 全て 生物 が 発し た で あん 
カラ ー バ リエ ーション (第 ) 警戒 色 に な っ て ます ツル ん と し て いま す 


w 


資料 : 足 の 毛 資料 : 所 
足 の 毛並み は 手足 の 爪 は 猛 高 類 で 、 
入 っ ぽく て 短 毛 で す それ ぞ れ 4 本 の 指 が あり ます 
DO THY , 間 は 後 2 まぁ 回! る 1 。 まま が / 
i - / 9 1 ガ / \ \ - / 
' ] / ル - 必 
4 グ 
- グレ 
\ / ツン クー デーン ン 
DX 、 ーー = 
の ザー 、 20 ウ 242426 で 
J - みる (8 
人 


MM ) 人 ・ AA 


a Cf of 
で てい 
y ; y ヽ 
CN 


- 22 ら の ② の 9 の 
0 りな の 


7 の 2 クー の の re 
AY DT 


! ーー 
ーー 
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の 


@ 決定 稿 


聞 の 候補 生 イ メー ジ 男 


@ モン スタ ーー 生成 イメ ー ジ 


① 回 転 し て いる 手 を 重々 し く 手 か ら ヘ ドロ が 染み 出る よ 
挙げ 、 ス テー ジ へ か ざす 。 うに ザコ が 生ま れる 。 


き さ 


③ 重々 し い 煙 と と も に ザコ を ④ 死 人 の よう に 倒れ た ザコ が 
地面 へ 産み 捨て る 。 操 ら れる よう に 立ち 上 が る 。 
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@ 細部 設定 


昌 上面 は 台風 の よう に 渦巻 い 「 
て お り 、 中 心から は 徐 の 集約 
され た 部 分 が 出 て 来 て いま す 。 


民 パト ルス テー ジィ メージ 
ーー 


大 災 や 産業 廃棄 物 を 連想 させ る エネ ミー に し た か っ た の で 、「 巨 大 で ドロ ドロ し た 人 台風 | と いう キー ワー ド を も と に デザ イン を 開始 し 


時 腕 の 部 分 は ① の 素 体 の 上 部 が 雲 の 
よう に な っ て お り 、 側 部 分 と 下 に 行 
くに つれ 和 鳥 の 羽 に な っ て いる 様 な 
イメ ー ジ ② で す 。 

時 腕 豪 個 は 宇宙 の よう な 無限 空間 に 
な っ て ます 。 


還 腕 の 本 数 は 、 7 本 か ら 5 本 に 変更 
され る 予定 で す 。 


二 イメ ー ジ で す 。 / , い | 


m 側面 図 


還 下 顎 の 奥 の と ころ か ら 
肉 乗 れ が で て いま す 。 

還 蛇 の よ うな 首 の 部 分 は 
羽毛 の よう な 質感 で す 。 
そこ に 等 間隔 で 目 の 欄 


光 
動き を 強調 し て いま す 。 


て いま す 。 朱雀 の エネ ミー と いう こと で 、 頭 部 の イメ ー ジ は 未 採用 と な っ た 軍神 フェ ニッ クス を モチ ー フ に し て いま す 。 (仲秋 ) 
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すす WT や WT 


物語 の 舞台 と な る オリ エン ス の 地図 は 、 現在 の 形 に いた る まで さま ざま な 変化 が あっ た 。 
失 雀 、 白 虎 、 蒼 龍 、 玄 武 の 4 カ国 が 戦う と いう 構図 は 変わ らち な いな が ら も 、 当 初 は 西 に 別 の 国 の 存在 も 考え られ て いた よう だ 。 


PR ペー GOO 


に 86ki も eii 


To 
ーー i yio fe tO 


YT 


MMRMS ERT 
- ロ リカ 則 ( 支 に 面 し て いる て と も あっ < 
北東 軸 は 砂漠 が 多く み ら れ る 、 


の の % 
Tueonororong nroens 
ベリ シ デ 和 りり ウ 


LD EE 


知名 
北 痢 は 、 オ リエ ンス の 中 で 最も 悪い 地域 で 
一 年 中 田 が 降っ て いる と と ろ が 多い 
南部 は 、 エ スペ リア と の 固 壇 に な り 
RW い 大 き な 疹 に よっ て 時 
先 が どう な っ て いく か が 見 えな く な っ て いる 


」 白 虎 6 武 
HE 3 ヒュ ス ニン 】 


・ 東 仙 2 
箇 傘 句 ル ブル ム と の 国境 が あり . 対 ル ブル ム 放 の 長城 と 
いく つか の 次 点 が 立っ て いる 

東 全 は ミリ テス 皇国 の 中 で は 骨 還 な の で 

全 の 全 い 草原 も ちら ほら 見 ち れる 

長 号 は 、 電 事 維 な 防御 加 . 


= 商 午 a 
周 男 に は 何 も な い が 寿 に 較 じ て いて 
で れ ほ と 凍 い 地域 で は な い 
じ て い る た め | 
多少 の 草木 も 生え て い 
13 


と Y | 
\3 2 NN i 4 < 


ミリ テス 衝 画 に は 昌 事 同点 を 清 ね た 挟 由 が ある / 9 北 個 より の 側 分 は 高い 山本 が つら な っ て いる 
ミリ テス 属国 役 ど の 国境 暫 に そつ て 手 粒 は 刻 て られ て いる , ーー 6 


つか で te ウラ イガ ぴな っ だ の 


バリ シテ ィ の も 


[人 
{ 
生 人 の 邊 が ある 考 に 男 し て いて 財 回 な 士 昌 」 
可 の 集 画 は 私 い に 作ら れ て い 
休 和 二 に は 信じ げ な 伺か ある 


@ ワー ル ドド マップ 案 2 税 期 舟 


@ 最初 期 の ワー ルド マッ プ 案 陶 基 


大 断層 も し く は スゴ イ 壁 


も と も と オリ エン ス は 大 き な 大 陸 に 繋が っ て いま し た 。 大 ま か な 4 国 の 位置 は 最後 まで 変わ り ま せん で し た 


STAEE'S 
が 、 開 発 が 進み 細か な イベ ント や スト ー リ ー の 変更 な どか ら 、 ひ と つの 大 陸 の 形 に な っ て いき まし た 。 (若葉 ) 


COMME 
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党 場 する 建物 や フィ ー ル ド 、 ダ ンジ ョ ン の モチ ー フ と な っ た 


背景 イラ スト を 大 量 掲載 。 


だ 際 ( 


プ 
て 


いつ 


ng 
し 


中 


ゲー ム 中 で は ほとん どの イラ スト が 中 


る の も お も し ろ い , 


っ て 見 比べ て み 


「 へ 行 


と の 場所 


ー 


(一 


ア 
に 


3 


@ 正門 前 


ean < 
EE ここ 


ck 

っ 

i ZS 
| | いい ト の 
| mc PS 


; | 《 みう 
コア ブッ テア コア の コザ GT EN WE TN 和 あ 本 
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@ 飛 空 艇 発着 場 


EV 


イメ ー ジ 
朱 信 共同 基地 怖 隊 


@ エン トラ ンス 


SrArm。 | 中 世 の 世界 観 を 意識 し た 背景 に な っ て いま す 。 朱雀 の 赤 と 魔法 の カ 、 
CoMMENT そし て 歯車 を コン セプト と し て 各所 に 入れ 込ん で いま す 。 (若葉 ) 
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2 と 


2 武装 第 六 人 研究 所 W クリ スタ リウ ム 


@ 重役 会 議 室 


@ リフ レ ツジ ュ ル ー ム 


@ 院長 室内 観 


を 府下 で 同 に < 清和 A 


@ 廊下 @ 院長 室 細 部 設定 


t-te 


136 


@ 軍令 部 第 二 作戦 課 


@ 研究 施設 (アレ シア 研究 室 ) 医 陣 


@ 室内 デザ イン 案 陵 採 用 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


に ンプ グ の 教室 


ャ ーー 


@ 廊下 デザ イン 案 1 @ 廊下 デザ イン 案 2 胸 因 


@ 個室 デザ イン 案 1 軒 個室 デザ イン 案 2 団 弄 
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@ アル トク リス タリ ウム 


ス の 気体 の 様 な イメー ジ に 近い か も し れ ま せん 


ーー 
N 


5。。 不作 クリ スタ ルル ー ム 


©③ ク リス タル 起動 後 


(起動 後 ) 


クリ スタ ル 土 台 
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交 。。 礎 奪 島 


@ 傍 販 図 (背面 ) ー 府 幅 図 ( 正 面 ) 


MM 
HL 


オリ エン スッ トミ | ニン 


還 朱 雀 、 エ レベ ー タ 主 多 観 


起動 前 2 


左右 手前 4 の つの エレ ベ 
まで し が 計 が れ ま せん 


模様 の 変更 じ ま す 。 


Sm | 朱雀 島 の 建物 の 配置 は すでに 最初 の 方 で 決ま っ て いま し た が 、 そ の 他 の 施設 な ど は 当時 好き 勝手 に 描い て い 
CowwsNr | まし た 。 あ と 島 の 形状 に つい て は 、 密 か に 自分 の 地元 ・ 隠 岐 諸島 に 似せ て 作っ て ある ん で す よ 。 (若葉) 
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ヨ ヒ 時. 
県 


有人 物 対比 


| 


OTAFF'S | 「 神 様 の 涙 」 を イメ ー ジ し て デザ イン し まし た 。( 新 原 ) 


UOMMENT 


の レリック 上 端末 (フル コマ ンド 用 用 ) « 


レリック 端末 (セー ブ ボ イン ト 用 ) 


@ カイ ハス 村 


ii © カイ ハス 村 | 
a 2 


hh 
則 則 


0 


@ 守護 塔 外観 @ アル トク リス タル 


@ 守 護 塔 外観 “。 


_STAEFE'S 
(COMMENT 


放り 時 へ 党 算 還 テ ソス へ SA へ CT は EW NEIL Vd 


ご で 誕 と 
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外角 5 
〇 白虎 総督 府 ・ 外 観 イ メー ジ 


| 


ンド の 部 屋 ーー ンド の 部 屋 細部 設定 1 


進 も BK っ た 3<。 


@ シド の 部 屋 細部 設定 2 @ シド の 部 屋 細部 設定 3 


ーッ ド ト 導 認 プ レー 作 - 愛 ・ そ の OI NRN 艇 伴 府 中 央 の } 半 円 月 ピル の を は 、 ご の 図 ス は 空白 ス す が 、 


区 に なす 「 和 の 5 / 人 "a 
カセ を に し て くだ Eg 9 


中 央 障 服 の み 、 座間 は 
明か みり が 記す 


: 床 . 和 N 湊 で 快 カ ビル 部 の 聖 枠 部 分 ・ 補 足 


BPY ゅ 
| ha) 紅き っ た 
| 

0 、 階 役 1 っ の 

前 後 峠 :50.0cw 
下品 : 12.5cm 


) 


| 
ヘン ・ PP 人 が て 人 ステ です 3 の で 76 レー ト は 
kT は E に 江 で 方 価 。 上 に スラ て っ ede 良い 


142 


@ 外観 


@ デ ザイ ン 案 1 胸 基 @ デザ イン 案 2 乱 華 


と 画 白 虎 ・ 町 並 イ メー ジー 


@ 介 物 内 部 


』 


ee Ro 8 ! に Ne N に UL ! 
し こい 8 1 w/ 【 


| lr で 
a | 内 


| 6 
「 位 才 すす!11 | 


STAFF'S 白虎 は 寒い 地域 と いう こと で 、 雪が 降る 冷た い イ メー ジ で す 。 クリ 
CowMENT | スタ ル の 力 を エネ ルギー と し て 、 機 械 で 町 中 が 動く も の と な っ て お 
り 、 ビ ル 上 部 な どの 部 品 も 動い て いま す 。 (若葉 ) 
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家 い で いる 格納 庫 の ラン プ は 青 で 、 


誤 は コン クリ ー ト で す 、。 


グ ンー 
(6 『. 5 
il @ 


切り 授 し は シャ ッ タ ー が あり ます 
〇 回 有色 の 色分け 


ン 4 


し プ は 


SN 
0 


DoS | 


| 


RTT て : 
‘の の 本 EO 
NM ビ A EN に ドイ で ン イド 


: の シー 92 ml a HN 


| f 


| MO well 


訂 


ff 
NN 


レ 
5 
SN 2 
中 由 
1 
床 
KK 


a 


炉 
ee$ や \ 
低く し て 下さ い 


ェ ー ブ 床 は 見 えな いよ う 


| 
| 
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動 力 炉 


⑨ 魔 導 ア ー マ ー エ 場 ・ 
@ 動 力 坊 ・ マ ッ プ 模造 
下 は 明る く 


所 
県 
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ガク フス ( 天 宙 .) 


est te 


| 
| 
1 
| 
| 
| 
| 


人 申 前 


メロ ] 令 


ロ 


詳細 の デザ イン は 寄り の イメ ー ジ 画 
合わ せ て 下さ い 。 


で は な く こ ちら の 図 に 合わ せ て 下さ い 


※ ビ ル の フォ ルム は 、 外 観 イ メー ジ 


。 ア ズー ル の 町 仮 


外観 
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※ マ ッ プ の 都合 で 滑走 路 を 
地面 より 高く し て いま す 


ーー 奥 に 行く ほど 雪山 に な り ま す 


1 


上 の 配列 、 規 模 は 雰囲気 で す 。 
、 。』 (実際 は 朱 和 雀 軍 の 規模 は 白虎 軍 に 
可 了 比べ て 少な い 符 ) 


RE 
LN? 
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@ 城壁 正面 @ 城壁 で の 戦い 


【 男 夫 付 近 】 出欠 


・ ベー ス は コン クリ 


@ 皇国 軍 砲 台 


@ ビッ グ プ ブリッジ 跳ね 橋 機 構 


オブ ジェ クト 
ピア ノ の 鍵 吉 の よう に 謎 ね 横 が 上 下 し 、 瑞 の 侵攻 を 妨げ る 
・ 城壁 内 部 入り 品 


/ 


・ 鍵盤 部 の 動き で 多少 
砲身 の 向き を 変え られ る 


量 国 首 都 イ ング ラム カト ル と の 決戦 場 


魔 導 ア ー マ ー * 帯 型 
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* き * っ 時 国 市 街 地 
ls 


@ ヴァ ジュ ラ の 追撃 @ ビル 非常 階段 


EYEESSP5SWSS「 時 ] 日 


き 1 と 
* 5 9 1 
f『 
し + 
自 庶 の 責 材 (本 際 や コン サテ ナ } 野 ク リス タル タン ク 
# 
eX 
や er 1 ロ 
し Ki UY \ 
a 1 ン ン N ) 
3 T し SW プイ 由 
Su * ト 7 1 
es リン 
LLS 19 TL ン の の 
tw | 層 M } 
1 { 白き の 黄 特 ( カ パ ー 
本則 フェ ンス 
に 1 
回 
| 
AA ’ 
いい 
Ny 
L む 17 


@ ビル 爆発 物 


i ター ゲッ ト で きる エネ ルギー 缶 WSnzus 


| 衣 -- バ イブ や ケー ブル ご ちゃ ご ちゃ て エネ ルギー 抽 


{ 
を | i 


一 第 さ を 感知 する 装置 
人 が 業 っ て いる と 容 信 の た め 
間 ま ら な い 仁 細 み ( 設 定 だ け 


正行 き 止 まり 
] モン スー が 電 れ た 替 。 


ダメ ー ジ を か な える と や ば そう な 儲 が 貫き 出す 


) ム 人 向 を 転がし て 壮 と よう に 
画 カ ゴ 車 3 章 流 用 ) (円 入居 の お まし て いま す 

| - 護 が 見 えた り - 弾 が 催 通 する め 委 が あれ ば 、 
穫 中 人 は し た 杖 態 で 普 き ます こ 


爆弾 メカ の タン ク を 
人 遂 さ ま に し た 診 状 で す 


Design:Kimora 


@ ビル 内 部 


» A 


、 % 季 面 の そ ザ イン は 別 の も の を 参考 に 


148 


ィ イエ 
“cc 

ll 
1 


日 遍 クリ スタ ルル ー ム 


IWiYFN 
ITMPIRFY 


7 
1 「。 鐘 
ら | ゆっ くり 交互 に 回 転 する 


⑮。 日 席 育 太 デ ザイ ン 案 。。 


ak 100 @ 首都 イン グラ ム 全景 1 固 m 


a ミリ テス 全 只 ・ ア イネ デア 


7/272 


@ 首都 イン グラ ム 全 景 2 
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葵 a。 倉 能 土 都 マ ハマ ユリ 


曲 . 
全 


詳細 設定 


巨 本 は 東洋 能 に シル エッ ト が 似る 


女王 の 城 + 大 文 台 


切り 立っ た 人 人 岩 に ピ 木 が 全体 に 絡む 


NR 
/ oo 
マビ 
So 
雲の上 の 山頂 の 集落 
いた る 所 に 租 に 似 た 槻 が 見 ちら れる 殿 を 庄 に 泉 密 と 茶 開 を 分 断 す る 国境 ライ ン に な る 。 
岩の上 は 蒼 蘭 の 名 填 に な る た め 蒼 傍 の 関所 が ある 。 
国境 ライ ン の 涯 を 境 に 見 張り 前 が 巡 岡 し て お り 
0 ピー 令 人 潮 を 上 か ら 攻 ワ 撃 する よう に な っ て いる 。 
ED ーー - 
3 Ps : a Ra EE 3 内 夫 上 随 


Y¥ 


に 


Srm。 | 蒼龍 は 文化 レベ ル は 低く 、 自 然 と 共存 し て いる 質素 な イメ ー ジ で す 。 樹 木 に つい て は 枝 が 龍 に 見 えた り 表面 が 鱗 状 に な っ 
ComMENr | て いた り と 、 龍 を 意識 し て いま す 。 高 地 に ある 設定 で す の で 眼下 は 雲 が 広がる 開放 的 な 場所 に な っ て いま す 。 (若葉 ) 
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@ 纏 て つく 雲 デザ イン 案 隊 m 


較 6 麻 : 朱 衝 間 般 国境 線上 上 空 頒 賊 図 ラフ 20091201 


クタ イー ンド ラゴン の 及 で 大気 岡上 準 の 実 が 六 り つく 
た 木 誠 の 飛 塗 艇 は この 島 感 に ある も の は この 彫 塔 で 
凍っ た 選 と に な る 。 導 中 錠 中 性 太 さ な 水性 が 信 生 し て 

用 [お 00 が それ を 蛋 ち 休 と すこ と に まる メー ジ が ある 


か 。 i 
kt ルド 767 
NY 放電 ・ 
放 4 


@ 王 都 デ ザイ ン 案 2 阿 王 都 デ ザイ ン 案 


ん て が 2 
いり, 人 な oe 
よる ま 働 < の 

{Baur 


雲 を 究 き 抜け た 建物 有 

十 い 遺跡 の よう な 刀 物 

自身 の レベ ル に よっ て 削 は 

見 合っ た 随 ま で つれ て っ て くれ る 


上 級 章 に な れ ば 答 上 晴 ま で つれ て 
っ て くれ る 


@ 蒼龍 クリ スタ ルル ー ム 陸 天 骨 


蒼龍 の クリ スタ ル は ee Ce 0 いい 
木 の 槻 が 保護 じ で ある か の よう な ! peg 
A PY Yh 7 rs 
Peek いる 2 2 
Ts * 1 N 464 7】 4 “1 
0 
NN FR 7 ヶ 光 況 記 
グン >、 N a "6 ん 
A 〆 2 Y \ j df | 
6 す 1 a _ 
Ne アデ 
す 
{ 
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蒼龍 国境 崖 外 通路 


_ 落 龍 女王 の 間 


人 
・3 の 8 の 59 グリ 70220DA。 


ボボ か が 流 : れ 落 の る 


ーー 


- 


ーー MM RN I 5 


相 深 3KO&Cm の 水 情 で SE は 
N の 波紋 を 見 i 坦 


が " 57 上 “ 


| 
に | 


は 2 


EE 
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ワー \\ ノ 
9 eB] 皿 , の 果 


落 の 旧 玉 破壊 イメ ー: 


ドラ ゴン の 成長 ※ 個 人 的 な 設定 


租 宝 玉 か ら は 子供 ドラ ゴン が 生ま れる 。 し 

この と き 種 類 は 決ま っ て お ら ず 、 ヽ N 

クイ ー ン ドラ ゴン の 立ち 会 い の も と で 、 の 

初め て 成長 し て いく タイ ブ が 決ま る 。 4 

クイ ー ン ドラ ゴン の 子供 と いう わけ で も な い 。 4 . 

この 過程 か ら 外 れ た も の が 次 期 ク イー ンド ラゴン に | | (9 

な れる か も し れ な い 。 の 6 4 
へ 


生ま れ た と き は 真珠 の よう な 綺麗 な 鱗 を 持っ て いる 。 
成長 する に つれ て 4 本 脚 だ っ た り 、 鮮 や か な 角 が 生え た り と 種類 は さま ざま 。 


龍 玉 


龍 玉 は 煎 の 巣 内 部 に 点 在 する 蟹 の 卵 で す 。 

租 玉 に は いく つか 種類 が あり 、 

1 、 破 壊す る と モン スタ ー が 出現 する 。 

2 、 破 壊す る と ファ ント マ を 出す 。 

3 、 破 佳 する と プレ イヤ ー に 状態 異常 を 起こ す 。 
4 、 破 壊す る と アイ テム を 落す 。 


な ど プ レイ ヤー に と っ て さま ざま な 効果 が 生ま れ ま す 。 
破壊 する か どう か は ブレ イヤ ー 次 第 で す 。 


@ 呪 液 設定 1 昧 捧 過 @ 呪 液 設定 2 陵 表 


史 湊 と は 一 
ナラ ク に は 【 呪 : と 呼ば れる も の 
) さ れ た 状態 で は 
いま す 
算 で すか 、 燃 える こと ! 


呪 液 に 触れ た 人 間 は 体力 や 


> イメ ー ジ ラフ 1 味 隊 中 
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7 


@ アル テマ 弾 投下 後 
〇 玄武 加 破 壊 後 佑 民 ネス ニニン 


を 


A RS 畜 武 は その まま 玄武 岩 と 騎士 の 剣 と 盾 を イメ ー ジ し て いま す 。 玄武 首都 は 一 上 通し か 映り ませ ん 
CoMMENT が 、 し っ か り と デザ イン し て いる の で 破壊 前 の イメ ー ジ は 大 変 貴重 に な っ て いま す 。 (若葉 ) 
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ぅ > アル テマ 弾 投下 地 


AR 
(9 


1 


@ 細部 設定 


カタ コン べ の 広岡 


・ 記 就 地下 束 富 の 天丼 の 販 は 唱 の 甲 題 状 に 広がる 
・ 中 実 郎 の 王宮 の 匹 軸 を 横 し た 廊 は オペ ベ ペリ スク 調 に 立っ て いる 
・ 周 り の 履 さ い 指 は 卒 穫 杏 的 な 硬い 方 で 立て か け て ある 


・ 天井 の 崩落 の 跡 や 硫 壊 の 跡 ア リ 


・ 臣 大 な 王宮 の 現 貞 を 模 し た 慎 を 刻 と し て 人 硬 う 
・ 族 匹 民 が 描い た ダ ギ ング が 入る 


_ 六 武 育 束 デ ザイ ン 案 


@ 街 デ ザイ ン 案 1 採用 


@ 街 デ ザイ ン 案 3 団 了 
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@ 地下 近 宮 3 


@ 地下 迷宮 2 陸 束 


・ 正面 に 大 き な 玄武 扉 が 開か な い 様 に 祀 られ て いる 究 囲 気 の 場 所 
・ 率直 に 爆弾 が 落ち た 影響 で 岩 か ら 浸 水 が あ る 

* 天井 か ら 鎖 が ぶら 下がる 

・ 死ん だ 玄武 兵 の ラン ス を 適 に 其 禁 と し て 立て て ある 

"回 ど 床 に 女 避 兵 の ダ ギ ング が た くさ ん ある 


が バラ バラ 薄 ち る 英臣 地下 迷宮 ポス マッ プ 


@ 玄武 クリ ス ダル ルー スム ハ 床 採 用 Q 地下 街 味 琴 用 
男女 武 ク リス タル ルー ム 打 20081023 ATa | 
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きき 。, 万 魔 殿 
ーー 


@ 回 廊 


⑨ 大 回 廊 ・ イ メー ジ 


可能 な ら 目 玉 が PC を 追う よう に 
動い て 欲し いで す 。 


※ 絵画 の 前 で M よ て と いう 設定 が あり この イメ ボ で は N 
府 画 を 設置 し で いる が 、。 そ の 設定 は 無く な っ た 。 TNI の スジ が 。 進行 方 向 に 湾 れ 本 す 
符 画 を 置く ど 何 か 意 味 が ある 印象 を 光 の スジ が 、 進 行方 向 に 流れ ます 。 
える 恐れ が ある 人 為 、 絵 画 は 


の : 
議 


@ 降 神殿 


クリ スタ ル 化 し た 二 人 
※ 別 途 イ メー ジ 用 意 し ます 


万 魔 殿 セー フ マ ッ プ 
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@ 顕示 の 回 廊 


- 定 間隔 で 、 ル ー ト が 上 下 に 移動 する 。 
下がっ て いる 聞 は 進め な い 。 


圧 試 練 7 上 下 可 動 床 マッ 


最初 封印 肩 まで は 一 本 道 で す が 、 


途中 道 が 隆起 し て 回 り 道 を 強い られ 


守 小 の 回 廊 


床 画 は フラ ッ ト で どこ で も 歩け る 。 
赤い 床 の 上 に いる と ダメ ー ジ を 受け る 。 


変則 的 に 切り 変わ り 、 
\ 床 を 踏む と ダメ ー ジ を 受 


・ > 
. HH 


光 の 跡 
周囲 は 血 だ まり に 
な っ て いま す 。 


空 か ら の 光 で 部 屋 全 体 が 


赤い 雰囲気 に な っ て い 


ト に 行く ほど 光 ル が 
届か ず 暗 い 感 じ に 。 


CE 血 と 炎 を 意識 し た 赤 を 基調 に 、 遺 跡 を ベー ス と し て デザ イン し て いま す 。 (若葉 ) 
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プア イナ ルプ ファ シタ ジ 


@ 減 尽 の 門 


@ 小 尽 の 門 に 描か れ た 4 大 国 の 
本 洗 


© 過去 マッ プ ・ 戦 争 


@ 減 尽 の 拝殿 ( 朱 但 ) 


@ 過 去 マ ッ フ 
・ 魔法 暴 走 


も 
に 


@ 過 去 マ ッ プ イメ ー ジ ・ 疲 病 


@ 滅 尺 の 拝殿 (日 席 ) 
@ 過 去 マ ッ プ イメ ー ジ ・ 洪 水 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 \ 


@ 各国 月 填 シ ー ン 案 


朱 徒 期 張 


陸 が 加速 する 世界 早送り じ た 映 像 の よう に 
昼夜 が 逆転 で いく 
ルル サス の 増 


wm 


いつ も と 変わ ら な い 最 色 
平和 な 日 常 


向 車 の 装 第 が も の ごい 
支 いで 回 転じ で いる 詞 議 


突然 仙 れ る よう に 死ん で いく AX 議 
寿命 わずか 5 徐 


古代 クイ ー ン ドラ ゴン 滝 に は 毒素 が 含ま れ I 

ルル サス の オー ラ を 怪し い 色 を じ i で いる 

纏っ て いる ルル サス の 増 \ 9 
苦 恋 の 門 


門 が 破壊 され 、 
モン スタ ニー が 押し 寄せ .C く る 
腐食 じ た 世 界 1 


衡 を 破壊 する ドラ ゴン の 群れ 


ルル サス の 増 
アル テマ に 似 た 光 


ハリ ケニー ニン に 巻き 込ま れ た よ ) う に 
建物 の 残 汰 が 吹き 飛ぶ 


【 確 に 敷 か れ た 死人 


ルル サス の 人 塔 
玄武 建物 の 残骸 


水没 し た 世界 


浅瀬 に は 魚 が 泳 いで いる 請 請 


sm。 フィ ニス の 地 デ イザ イン 案 ーー 


まい 


@_ イン 案 1 


@ デザ イン 案 4 


Srarg's | 当初 、 フ ィ ニ ス の 地 ( 万 魔 典 ) は 朱雀 麻 
ComMENT | 導 院 の 上 空 か ら 現 れる 予定 で し た 。 開 
発 が 進み 名 称 や 出現 場所 が 変更 され た 
こと と 、 血 と 炎 の 赤 に コン セプト が 変 
更 さ れ た こと か ら 、 初 期 案 は ボツ に な 

っ て し まい まし た 。 (若葉 ) 


・ ベ リ シ テ ィ リ ウム 
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Jibh 


その 仔 の 設定 画 


rev 


本 章 の 最後 と な る この ペー ジ で は 、 飛 空 艇 や 一 級 的 な 武器 な どの 級 密 な 設定 イラ スト を 公開 


TOTTTWTWTT で WTOTWWTWT て WT て TT て イー で て WWTTTWTTTT す すす すす すす すず YY で で すす すす すず で" 


また 、 ゲ ー ム 中 で は ゆっ くり 見 られ な い エ ン デ ィング の スタ ッ フ ロー ル 中 の イラ スト も すべ て 掲載 し て いる 。 じ っ くり 細部 まで 見 て みよ う 。 


っ 森 奄 飛 空 艇 


て - 7 


歯車 は 青く 光っ て ます 。 


※ こ の 飛行 艇 の デザ イン は 原案 で す の で 、 
決定 稿 と は デザ イン が 異な り ま す 。 特に 船底 の 形状 は 決定 稿 と は か な り 異 な り ま す の で 注意 し て 下さ い 。 
モデ ル 制 作 の 時 は 参考 程度 に し て 下さ い 。 


・ 乗 貞 数 20 人 規模 


・ 急 朋 に より 朱雀 に の り 込む 印象 を 
持っ た の で スピ ー ド に 特 化 し た 
イメ ー ジ 
科 胃 レット a ・ 和 白虎 と 差別 化し た デザ イン 
CR 乗り 降り は ここ か ら 


男 タ レッ ト : 夏井 状態 ( 有 席 獅 止 上 隔 ) 


| 
| 
ナ 
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その 他 の 設定 画 


@ き 。, 飛 空 艇 セッ ツァ ー 
ーー 


所 章 飛 空 横 ふ 悦 あ 》 


失わ れ た 技術 で 作ら れ た 太古 の 飛 空 艇 。 地 下 深 くに 埋まっ て いた が クラ ス ゼ ロ に より 発見 され た 
長い 期間 地下 に 埋まっ て いた 人 為 、 内 部 機関 は 顕在 だ っ た も の の 外装 の 劣化 、 痛 み が 激 し く 、 
ペリ シテ リウ ム に て 秋 装 が 施さ れ 戦 線 に 登場 し た 。 ク ラス ゼロ 専用 機 と な り 世 界 を 駆け 抜け た 。 


C 決定 橋 


テク スチ ャ ー リ ピー ト 


出来 る よう に 枠 の ポリ ゴン は 
前 部 と 同じ に アデ 


基本 外装 は 朱 候 飛 空 艇 と 同 素材 


お 腹 の 部 分 (ジェネレーター 部 分 ) のみ 
朱 省 の 飛 空 艇 の 外装 を 使用 し 繝 装 、 戦 線 へ の プ の アン Boh ER 
i ンー レン の 
の た っ hk 
ee 
> py 
で 3 
ス 
A 
a ン に ご 。 デー 
洞窟 に 埋まっ て いた 本 来 の 状態 。 A 


4 つの 結 置 を 起動 させ た 後 は 計 ( に 赤い 光 が 半 っ て いま す 
勝 か ら 座 に 赤い 光 


発掘 飛 空 艇 コッ クビ ピット 


地価 部 分 、 旨 に 策 が に じ む よう な 光 が 球 体 ビ ジョ ン に 触れ る と 水面 
演出 を 入れ て くだ さい イィ ンク を 落し た よう に 赤い 濁り が 広がり ます 


中 央 台座 を 起動 させ る と 赤 か ら 白い 光 に 変わ っ て エフ ェクト が 発動 
飛 空 身 が 便 活 し ます 
この と き 如 座 か ら 麻 側 に 白い 光 


PP &: 


= 
‘ cauE 


LL 
ニン 


起動 後 4 あ と ーー [ | 0 i 
ピン アン En NS 


Pa 
2 EC 


1¢3usu?rbaD 


1 で うい ち 5 も / も 80. 
/ デ ゴン うみ / の. 


@ 動力 炉 @ 飛 空 艇 バト ル 案 


STAEFE'S 


(COMMENT 


Battle 1 Battle2 
朱雀 の 間 朱 省 の 聞 


AN 


デッキ で の タレ ッ ト を Battle1 の 戦闘 後 、 
使っ た 遠 距 離 戦 飛 空 艇 後 人 部 に 下り て くる 。 


9 本 洲 


狭い 空間 で うま く 戦 う 必 要 が ある 。 ここ で 広い 空間 を 使っ た 派手 な ボス 駅 


N\A 
i 


紹 の 部 分 は ウォ ー ル が 張ら れ て いて 
落下 する こと は な い 。 


d 
9? ド で SPX で 
Ne 8 3 人 や ) 


et 時 ご で 到 往 I 
= 


同 天 身 せ さ 0k(* 
( 十 H は 凌 は ささ 大 条 る 


と へ ご rr 癌 
全 せ で 星 ご 光 び 図 開 の 
ー 


( 受 村 ) 。 叶 時 


et) 蒲 区 きす の は み 民 中 こ と 本 酒 計 3 『 沙 押 ] 


前 1 a ya ご 
tr ge > 


ee 


た 


ア 枝 甲 の 下 は 機械 が N 
| 島 の 羽 や 餌 状 に 重なり 合っ て いる イメ ー ツ 


は ox と 軸 Gt 叶 箇条 S(Y「 提 一 2 入 V モ 十 く 骨 
当 問 愉 距 世 は さき ot 愉 ArrryO: 
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較 装 申 は 、6 0 年 代 の シル バー の アメ 車 の よう な 質感 で お 願い し ます 。 


< 


WI RP- ae ここ て 
> e。 
ドナ ャ か / 


へ ウン 


A 


a 
で SN 


一 側面 


マー キン グ 各 槍 


FtDiTMUWBUT- 0 8 
「 0 「mHOTMIIU m= 辻 i 
UP 


@ 中 枢 部 1 @ 中 枢 部 2 


1 京 で リフ ト で 上 白虎 立 空 艇 内 部 に 侵入 し 
格納 庫 を 抜け て 、 忠 枢 部 に た どり 着く 。 
筐 に ジャ マー 半 置 の ある 空間 の 、 

手 卓 通 路 で バト ル を し ます 。 

最後 に 魔 偶 石 を 装置 に セッ ト し て 

外 に 脱出 する 流れ 。 


マッ コウ クジ ラ を モチ ー フ と し た 巨大 な 飛 空 艇 で す 。 両側 に 
CoMMENT | 配 し た 盾 と 、 そ の 隙間 か ら 覗 か せる 巨大 な 大 砲 は 、 古 代 ロ ー 
マ 軍 が 用 いた 大 盾 を イメ ー ジ し た デザ イン で す 。 (三原 ) 


STAEE'S 
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その 他 の 設定 画 


@ 飛 空 艇 発着 場 な どの イメ ー ジ ラフ 陣 


‘AI に な 


ーー ナーーーーーーーーーーーーーーーー 
} ~~ っ 
| 民 3E dh fy 
| Pthr 大 :i 1 ング 
At, R 
pl \ NY 中 色 ・ 
| た 才 必 み 草 う 
| "A 4 っ 
| 許 だ は の ) や っ と 伊 放 
る つら 5 入 TI か ツ 大 Hl 
し 7 れれ: = } 
:% り 戦 姜 と 委 す っ Lh 
| 1 


る し 込 か 


ER 4 4 
の ンー ング 
| に KN 
NN 
CS 【 
GO 
| 四 時 中 
ご 
ー Se 上 は 
は 用 
Ne まり 
ご 
J 
を 


の 
\ 


設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


H 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 


アル テマ 弾 


パー ツ と し て 白虎 に 存在 する オリ ジ ナ ル の 物 か ら の 複製 品 。 
試作 品 と し て 開発 され 、 オ リ ジ ナ ル の 物 よ り 無 骨 に 大 きく 作ら れ て いる 。 


完成 品 は と の 1 個 だ けし か 作れ ず 2 個 目 は な い 。 


オー 


mi き 
Ny ご 
~~ エ で , 
っ Gy 。 <Y Q で O 
© co 3 そそ だ 
RR 3 
に 0 2 る 
ko9 Go M 
8 ) で 、 ん 
RE a 
SE と 
-° $0 た 
に は 
6 x 


り 


Ys 人 
を 
6 を 
を の そ 
を だ 人 な 


アル テマ 弾 デ ザイ ン 案 
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その 他 の 設定 画 


@ 時 限 式 爆弾 


・ 燃料 タ ンク の 大 きい 版 
(時 限 式 爆 細 ) 

・ 赤 く 点 滅 し て いる 時 
操作 パネ ル 部 分 を 操作 する 了 評 


・ 爆 発する こと は な い いい 


起動 を 止め る と 、 
ライ ト が 注 え る 仕組 み 


・ 人物 比 軍事 車両 の 大 型 に な り ま す 


⑨ 軍 事 車両 イメ ー ジ 


圏 白 虎 固定 型 重 機関 銃 


・ 操 作 パ ネル 


Design:Kyouda 


@ 金 仁 類 


還 比 較 図 


昌 真 下 か ら 垂 直 に マガ ジン が 入っ て いま す 。 


還 こ こ か ら 薬 葵 が 出る イメ ー ジ で す 。 時 測量 用 の メモ リ が 入 つ っ て いる イメ ー ジ で す 。 


て N 
/ ) 
© ~ 


A TC) 
oe: 人 て で 、 まい ぃ 戦 出 る 


ks 8) 8 a ed ~ : 
/ 秩 条 nc 79 が 3 を ペペ ンタ wa | ode 
倫 W vv)w 3 合 寿 民代 24 すい EO 


・ フ ッ オ ング し LN- - 3 NT | B- 一 一 
KeSkJI27y7 ル 2V ーー スス や チト 7 ザー 
RR AE を ef す < 


22 人 か 5 光大 の ン 7 ルン 


d 力 VHf5 罰 穫 24 


・ 前 と 錦 ( 和 
> フッ ング し AN- 急 ( 人 3 リ 
対 個人 
AIA 負い すす 


・F?7A マ ザジ ン で 
同封 は し は せん . 


AN 持ち や すく する 為 に 
布 を 者 いて いる 


4 リン (本 SN 77 
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RO っ 食 龍 女 二 の 飛 2 艇 


写真 資料 : 由 

布 は ツル ん と し て いる 
栓 様 は 染め に よる も の 。 
支え て いる 村 は 釣竿 の 科 に し な る 
(グラ ス フ ァ イ バ ー 的 な 物質 ) 


写真 資料 : 窓 ガ ラス 
緑色 部 分 は ガラ ス 


範 ま ラン プ と ママ 
モン スタ ー 搬 送 を 兼ね 備え る 黄色 い 閉 叱 鋼 は 

布 の 3 表 こ 空い た 穴 を 通し て 
繋が っ て いる (抜き は 赤 部 分 ) 


wt 


8 羽 の 下 に 脚 が 取り 付け られ て いる 


N 人 純真 資 料 外 日 
\ < | 外 映 は 2 種類 の 真 狂 で コー ティ イン グ さ れ て いて 腺 に 重み が 加わ る と し な っ て 
ay 3 て 方 
Gj | 9 は RA あく nA 2 2 な る 
1 ク し yi で ミ い 2 ノン ) ーー 
ドラ ゴン 中 悦 1! が 警護 に 付く y 
出入 は 後記 こ あ り 、 
タラ ッ プ を 降ろ し て か ら 乗 隆 す る 


クィ ー ン ドラ ゴン と の 対比 
反対 位 こ 判 店 じ 楊 が あり ます 


ザ 真 資料 : ワ イヤ ー 
トド 2 本 ずつ の ワイ ヤー で 
< タラ ッ プ を 支え で いる 


タラ ッ プ が 折り た た まれ た 状態 


7 


Ca 
や る る 


プン 


いつ 


SC ー ei と 
ゅ 4 - 
の 4 


ざ ゆ 


写真 資料 : タラ ッ プ 

個 は 尊 く て 系 5 かい 、 

支え て いる 控 は 狼 り 浴 の 絞 こ し な る 
(グラ ス フ ァ イン て 衣 広 物質 ) 


中 央 か ら 胡 の 約 に 伸び た 棒 が 
移動 する こと で 仙 引 H 来 る 仕組 み 


タラ ッ プ * 朋 


女王 アン ドリ ア と の 対比 


船内 イメ ー ジ 二 


Sr | 蒼龍 の 飛 空 艇 は 、 女 性 的 な 優 困 な ライ ン で 構成 し まし た 。 
CoMMENT | ゲー ム 中 で は 使わ も れ ま せん で し た が 「 扇 ] に 見 立て た 昇降 ロ 


| な ど 、 和 の 雰囲気 も 持た せ て いま す 。 (仲秋 ) 


その 他 の 設定 画 


昌典 下大利 か ら 外 間 に 流 れ 込 お 様子 が 通路 か ら 確認 で きる . 
申 央 に 遇 大 FI が あり 、 拉 少し た 龍 を 投げ 込む 。 外 間 洋 は 溶 釣 炉 に な っ て お り 絞 り 測 し た 上 龍 の 生き 面 の 
エネ ルギー と し て も 食 棚 と し て も 使う 生き 碧 を 絞り 出す も の エネ ルギー で 音 く 燃え て 光っ て いる 

それ は 外 秋 の プロ ペラ へ の 動 万 源 と な る 。 


STAFF'S 
CoMMENT 


F MI 


Ed ド に Re 


f き 嘆 


Pa に ます Sr 
/ 入 


に ど 


螺旋 加 腰 の さき ん ば し か ら 油 を 投下 する ゴ ラ ム 集団 を 確認 で きる 。 忘 


( 愛 査 ) 。 牛 時 と 叶 K さ こき な 坪 SS ANE 下 六 現 民 静 時 軸 ご 
こ べ ご 落 硬 勤 時 終 洒 さこ 鞭 ニ へ さき EE ソー さて Nd 潤 0tRSt せ さ 大 


| 
i 
| 
A 


171 


ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


SA | 魔 導 院 の 校章 に も 使わ れ て いる 朱雀 の シル エッ ト を その まま 使っ て いま す 。 イ メー | 
CowMENT | ジ カ ラ ー の 赤 と 歯 車 を 押し 出す こと で 、 朱 雀 らし さ を 出し て いま す 。 (若葉 ) 


イメ ー ジ カラ ー の 白 と 黄色 を 基調 に 、 規 律 正しい イメ ー ジ を 出 そ う と 、 ク リス タル _ 
を 中 心 と し て 左右 対称 な デザ イン に な っ て いま す 。 (若葉 ) 


| 
STAEFE'S | 
COMMENT | 


その 他 の 設定 画 


> 


え 
人 
スプ > 
が 
人 
導 
か 、 


を 
3 
を 2 

4 
プア 1 


La WE Do いり い 


を 2 
2 か い 


0 RO 
NN い 
だ 』 


ンー 


ー ン ンク 7 


SrArmrs | シン ボル で ある ソウ リュ ウ が クリ スタ ル を 守っ て いる 形 を 墨 で 描い た よう な 、 ア ナ | 


ComMENT | ログ な 雰囲気 に な っ て いま す 。 文字 は 漢字 に 似せ て 雰囲気 を 出し まし た 。 (若葉 ) 


し ふい N で で N る 2 8 て 
KM AO EN 1 We 0 PF こら Cy § er; 
NN\ Y N \ ちの 4 


a や SP e の 
y < W 0 
1 ee 2 


K 
に 
| 人 
る 
「 $ 
'$ 
.@ 
る 
’% 
人 
人 
ヶ 
$ 
る 


る ふる る る るる きる る るる る ee 


Sramws | 本 来 の 玄武 と いう 聖 獣 の イメ ー ジ か ら 岩 で 亀 と 蛇 を 形 造 っ て お り 、 武 骨 さ を 表現 し | 
ComMENT | て いま す 。 イ メー ジ カ ラ ー と し て は 黒 と 緑 が 基 調 に な っ て いま す 。 (若葉 ) 
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ゝ っ 一 上 
%@ あ 3。, エン ディ ング 背景 集 
@ 01. 戦 後 処理 @ 02. 孤 児 _ @ 03. 墓 碑 は 壊れ ず 


@ 05. 止 まっ た 歯車 @_06. 動 か ぬ 鋼 機 


@ 07. 国 家 の 崩 壊 @_08. ス トリ ー ト チル ドレ ン G_09. 半 の 中 の 若 部 


@ 10. 玄 武 の 名 残 
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日 へ 人 ト で へ や 部 忠 堅 泊 必 寮 岩本 WO しく で し ap ぐっ 8 つ 


財 Z| ホー ス 甘 し せ K ふ ハト ロー ミ さ G 選 凡 唱 呈 で し 画 ロ ン っ 第 PS 
上 る | "RUS RR ご HNAKSTYS 翌 ] 可 や か ペー ビ 8S に ソン KK 
る デデデ の 3 | NNPL 舞 っ っ 6 セ や ° 罰 べ く 品 唱 せ 青 G 個 十 会 で や 殖 で し 咽 競 
選 と ャ セ ャ マッ ママ ッッ ェ けり 岡 装 公 壁 得 生じ ン NJIJAO 公 JO 選 ? ( 相 ) 

SN か "者 か PF" 

Vy 


党 計 | 

| | 装 | ムー へ < へ "3 a a か" キュ ー 
ん は | 

tl 中 メメ メメ メメ メメ メメ メメ 
K x 

r= で 

で CN 

G で プ 


散 


i の 


CN で 1 
il| i/ n 
ーー ィ EN *Q HK 
ぐ 」 SS 時 | = 
| | り | 中 | 
三 | oz | imn 
団 時 ぶ : EE 
NN E ヨ ll MN 
ゴゴ に の en 
ーー ーー CN で 
で プ GF 3 


国旗 


@ 25. 統 合 国 》 
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ー 一 本 書 を 制作 する に あたり 、 大 量 の 設定 画 が 用 
意 さ れ て いる の に 驚き まし た 。 こ れ ら は どの よう 
に 作ら れ た の で し ょ うか が 。 

: 全体 的 に は "ドキ ュ メ ンタ リー テイ スト "や 
* 戦 記 物 '" と いう 部 分 を 意識 し て 制作 を 進め て いま 
す 。 その 重 さ を 出す た め に 、 高級 感 や フィ ルム 感 、 
戦場 を 構成 する 要素 を 考え まし た 。 そ の うえ で テ 
ー マ カ ラー を " 赤 ' に 決め て 。 あ と は 4 つの 国 ご と 
に 特色 を 出し た り 、 シ ン ボ ル と か が 設定 を 決め た り 
iC 、 世界 を 広大 で いる 寺 ど い 流 れ 座 の 8 

ドキュ メン ダリ ジ デビ う し フシ ザ ギ ナ ルアウ 
ジジ 容 ジ ー( 以 下す )」 放 作り ま ポ 1 ど 言 われ 合名 、 
頭 の 中 で 浮か が ぶ も の は 人 それ ぞ れ だ っ た ん で す よ 
ね 。 た だ 、 直 良 か ら 「 戦場 だ か ら カ リッ と スモ ー 
CE 5 52 
、 戦 場 感 を 押し 出し て 、 空 気 中 に 塵 が 舞っ 

上 人 時 TO ト が 統一 で きた ん で す 。 

: あ あ ン カリ っ と スモ ー キ ー:…… あっ た な ぁ 。 
デザ イナ ーー 同士 で 伝 が 札 ば NW 容 ざさ 選 る だ で す 
が ( 笑 )。 ヴ ィ ジ ュ ア ル ワ ー ク ス (※1、 以 下 VW) 
で も 、 最初 の トレ イラ ー と 比べ る と 、 か な り チ ュ 
ェ ニ タグ ゲ b 竹 4 れ 和 だ 軸 相 ) 

: 戦争 や ドキ ュ メ ンタ リー な どの 映像 作品 の 
定番 的 な 演出 を 取り 入れ て いま す 。 カ メラ の 性 能 
が よく な けれ ば フレ ー ム 数 も 少な く な る し 、 古 い 
フィ ルム な ら 再 生 ス ピー ド も 落ち る な ど 、 そ うい 
っ た も の を 再現 し て いき まし た 。 本当 は キレ イ な 
私 ー ビ ピー も 作っ で ある ん で すず が ! そ れ を あえ で て 
マ 落 ちさ せ た り し て ます 。 

・ ギ ラキ ラ し た 打 フエ 夫 間 と 5 より は 、 重 
さと か 生々 し さ を 出 す 方 向 で す よ ね 。「 カ リッ と 
スモ ー キ ー」 な ん て ワー ド か ら 、 み ん な が いい 感 
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じ に 発想 を 広げ て くれ て 、 助 か が り ま し た ( 笑 )。 
ーー テー マカ ラー の “ 赤 " と いう の は 、 ど の よう に 
決ま っ た の で し ょ うか ? 

: 野村 (※2) が 描い た キャ ラク ター の マン ト 
が 赤かっ た と いう 理由 が スタ ー ト 地点 で す が 、 そ 
と か ら 連 想 し て 、 朱 雀 と いう 名 称 、 炎 、 血 、 そ し 
て 主人 公 た ちの キー カラ ー、 ご これ ら を 含め て 作品 
を 象徴 する 色 を " 赤 ' に 決め まし た 。 た だ 、 画 面 が 
赤 す ぎる と 目 が 疲れ て し まう の で 、 そ の 加減 を 調 
整 する 部 分 は スタ ッ フ が 頑張 っ つて くれ まし た ね 。 
ー 一 従来 の IFF』】 シ リー ズ に 比べ 、「『 零 式 』 は 血 や 
遺体 の 表現 も 多い と 思い ます が 、 そ れ も テ ー マ に 
そっ た 結果 で し ょ うか 。 

: そう で すね 。 砺 惨 さ を 売り に し た いわ け で 
は な いで す が 、 ド キュ メン タリ ー テ イス ト で 戦場 
を 描こ うと する と 、 ど うし て も 避け て は 通れ な い 
表現 で す よ ね 。 そ うい う 表 現 と 正面 か ら 向 き 合 つ 
た 『FF」 を 作っ て みた いと いう 気持 ち も あ っ た の 
で 、 表 現 規制 (※G) と も 向き 合い まし た 。 

: と の 表現 は ダメ 、 あ の 表現 は OK、 と いう 
よう に 1 つ す つ 調 整 し て いま し た ね 。 
ーー デザ イン の 参考 に し た も の は あり ます か ? 

主 に 戦争 系 や ドキ ュ メ ンタ リー 系 の 映像 作 
品 を 見 まし た が 、 aa a CD 
その ドン ヨリ と し た 気分 を 、 作 る エネ ルギー 

えて いく の は 、 け っ こう 難し か っ た で すね 。 


ー 一 各 設 定 画 に つい て お 聞か せく だ さい 。 ま ず 、 
主人 公 で ある クラ ス ゼ セロ の デザ イン に つい て お 願 
いし ます 。 

・ デ ザイ ン そ の も の は 、 野 村 が 描い た 集合 イ 
ラス ト (P.026) を も と に し て いま す が 、 開 発 の 


3 
4 


「 零 式 」 の 舞台 で ある オリ エン ス と いう 世界 を 描 


0 


と は 一 線 を 画す 方 向 性 を 目指 し 、 "戦場 
“ 潤し cv っ ki し よう 。 


プ ブ プラットフォーム が 携帯 電話 か ら PSP に 変わ っ 
た と き に (※4)、 デ ィ テ ィ ー ル を 作り 込む こと に 
な り ま し た 。 キ ャ ラク ター ご と に 制服 の 着 方 を 変 
えた の も その 1 つ で 、 ナ イン は 胸 が は だ け て いた 
り 、 サ イス は マン ト が ボロ ボロ だ っ た り 。 キ ャ ラ 
クタ ー の 設定 を 見 な が ら 、 こ の 子 だ っ た ら こ うい 
う 着 方 を する は ず だ 、 と いう よう に 野村 と 決め て 
いま す 。 肌 の 色 も 、 日 に 焼け た 褐色 で あっ た り 透 
き 通 る 白い 肌 で あっ た り と 、 キ ャ ラク ター の 設定 
と 関連 づけ て 、 こ と だ わっ た 部 分 で す 。 

: 武器 に つい て も 、 も と も と は 携帯 電話 向け 
に 開発 し て いた と き に 描か れ た 野村 の 集合 イラ ス 
ト か ら で す が 、 そ の 当時 か ら 多 く の キ ャ ラク ター 
が それ ぞ れ 別 の 武器 を 持つ て いて 、 そ の バリ エー 
ショ ン を 楽し ん で も ら お うと いう コン セプト は 引 
き 継 いで いま す 。 


スク ウェ ア ・ エ ニッ クス の 一 部 署 で 、 主 に ゲー ム の オー 
プ ニ ン グ や エン ディ ング な ど に 使わ れる 高 画質 CG ム ー 
ビー の 制作 を 行なっ て いる 。 


雲 式 i の クリ エイ ティ ブ プ プロデュ ー サ ー 兼 キネ キャ ラク ター 
デザ イナ ー。『FF』 シ リー ズ の キャ ラク ター デザ イン や 
キン グ ダ ム ハー ツ 』 シ リー ズ の ディ レク ター も 和 務め る 


日 本 で 発売 され る ゲー ム は 、 コ ンピュータ エン ター テイ 
ン メ ント レー ティ ング 機構 (CERO) の 倫理 規定 に 基づい 
た 審査 を 受け て いる 。 そ の 際 、 過 度 に 暴力 的 な 表現 は 規 
制 対象 と な り 、 修 正 が 必要 に な る 場合 が ある 


雲 式 j」 は 当初 『 げ ファイ ナル ファ ンタ ジー アギト X』 と 
いう タイ トル で 、 携 帯電 話 向 け の コン テン ツ と し て 発表 
され て いた 。 そ の 時 点 で 内 容 を 紹介 する トレ イラ ー や 画 
面 写真 も 発表 され て いた が 、 の ち に タイ トル を 変更 し 
PSP 向 け ゲ ー ム と し て 改め て 開発 が 進め られ た 。 


ーー アー トチ ー ム の な か で 、 デ ザイ ン の 意見 が 分 
か れる こと も あり まし た か ? 

仲秋 : あり まし た ね 。 ジ ャ ッ ク は 日 本 刀 を 使う か 
ら 、 補 を 想像 させる シル エッ ト の パン ツ に する の 
は どう だ ろう と か 、 肌 が 真っ 黒 に 日 焼け し て いる 
キャ ラク ター は どう だ ろう と か 。 で も それ は 統一 
感 を 損なう し 、 や りす ぎ だ ろう と 。 

ーー ムー ビー を 作る に あたっ て 、 特 徴 づ けが 難し 
い ク ラス ゼロ の キャ ラク ター は いま し た か ? 

生 守 : 特定 の キャ ラク ター と いう こと と は な いで す 
が 、 ど うし て も パッ と 見 は 同じ 格好 に 見 えて し ま 
う の で 、 制 服 の 着 月 し 方 を し つか り 再 現し て 差別 
化し て いく の が 難し か っ た で すね 。 特 に 携帯 電 
向け に 発表 し た と き の ト レイ ラー で は ディ ティ ー 
ル が 決ま っ て いな か っ た こと も あっ て 、 ど うろ 表現 
する か は 悩み どこ ろ で し た 。 

直良 : その と き の ト レイ ラー の エー ス は 幼い 感じ 
で 、 ち ょ っ と コミ ッ ク テ イス ト と いう か 、 携 帯電 


話 向 け に 馴染 みや すい 有 雰囲気 で し た 。 そ ん な 人 少年 
が 、 ま さか ここ まで 凄惨 な 物語 に 投げ 込ま れる と 


は 想像 し て いま せん で し た 。 

ーー で は 次 に 、 登 場 す る 4 つの 国 に つい て は 、 ど 
の よう に デザ イン を 決め た の で し ょ うか が 。 

仲秋 : 4 つの 国 が も つ 力 は ある 程度 決ま っ て いま 
し た 。 朱雀 は 魔法 、 蒼 龍 は ドラ ゴン 、 白虎 は 魔 導 
ーー マー 率 武 ば 騎士 で す 禄 , ' そ う ゆ ちら 宏 と と と ろ 
が の が ら ア イデ ア を 遇 し て いき ポポ した 。 

直良 : デザ イナ ーー 同 士 で 集まっ て 、 デ イヌ カッ シ 
ョ ン し な が らら ディティール を 決め て いき まし た 。 
国 ご と の 特徴 づけ と し て 、 蒼 龍 の 人 は 少し 身長 を 

落と そう と か も その な か で 出 た アイ デア で す 。 

仲秋 : こ 、4 つ の 国 の 差別 化 を ハッ キリ させ 

る た め に 、 あ えて 国 ご と に 担当 デザ イナ ー を 変え 
kb WRN 

ー 一 玄武 は 物語 の 最初 の ほう で 減 ん を で し まい ます 

が 、 設 定 画 は 用 意 さ れ て いま す よ ね 。 

直良 : 国 ビ と の カラ ー を 出す 段階 で 、 崩 壊し て し 
まう 前 の 玄武 を ちゃ ん と 描く 必要 が あり まし た 。 

た だ 、 玄 武 の 設定 画 は 開発 初期 の イメ ー ジ ボー ド 

な の で 、 枚 数 は 少な いで すね 。 

仲秋 : 開発 の 途中 で は プレ イヤ ー が 玄武 軍 と 戦う 

設定 も あつ て 、 玄 武 兵 の 設定 に つい て バト ル の プ 
ラン ナー と 話し た と き に は 、「 肉 体 と 鎧 を 同化 さ 


せ て 変 身 させ よう 」 と いう こと も 考え て いま し た 。 
巨大 な 石 を 削り だ し て 作っ た 武器 が 並ぶ ダン ジョ 
ン な どの 設定 も あり まし た ね 。 ま あ 、 結 局 ア ル テ 
マ 弾 の せい で 実現 で きま せん で し た が ( 笑 )。 

ー 一 朱雀 の 軍神 の デザ イン は いか が で すか が 。 
仲秋 : 基本 的 に は 「FF」 シ リー ズ の 召喚 獣 を モチ 
ー ノ に し て いま す が 、" 自 分 で 操作 で きる "と いう 
点 を 踏ま えて デザ イン し て いま す 。 登 場 さ せる 召 
喚 獣 を チョ イス する 段階 で も 、 ま ず 操 作 方 法 や 効 
果 、 役 割 ま で 考え て 選ん で いま すね 。 バ トル に 登 
場 さ せる と き は 、 大 き さ と 操作 感 の 両立 が な か な 
か が 難しく て 、 バ ハム ー ト な ん か は も う 最 後 の 最後 
まで チク チク と 調整 し て まし た 。 

直良 : ちな み に 「『「 零 式 」 な ら で は の 特徴 づけ と し て 
は 、 歯 車 の モチ ー フ を 必ず 入れ る よう に し て いま 
す よ 。 HE Rt nit は 肩 や 剣 、 
ハム ー ト (P.109) だ と 頭 に 歯車 が あり ます 。 
仲秋 : 最初 に オー ディ spe tt HA 
その と き は 人 死神 っ ぽい イメ ー ジ も あっ て 歯車 が 青 
く 光 っ て いま し た 。 そ の あと デザ イン を 進め て い 
く な か で 、 テ ー マ カ ラー の 赤 に 変え た ん で す 。 
直良 : アレ キサ ンダ ー の ムー ビー は けっ ごう 無茶 
振り し まし た ね 。 普通 に ビー ム で な き ぎ 払 っ つて ドカ 
ン じ ゃ な く て 、「 魔 法 の 力 っ ぽく し た いか ら 、 一 
回 消し 炭 み た い に 結 晶 化 し た あと パ キ ン と 砕け 


る 、 つ て いう の は どう だ ろう 」 と か が ( 笑 )。 た だ 、 
生 守 も 「 ビーム で な ぎ 払 つた あと 雲 を 割り た いん 
だ (写真 参照 )」 っ て 言い 出し て 。 

生 守 : ああ :… スタ ツジ に は 、。 「 ア ー ト ディ ゼア レク 
ター が 雲 を 割り た いと 言っ て いる 」 と 伝え まし た 
( 笑 /。 あ と で バレ ちゃ いま し た けど 。 

仲秋 : 悪い 人 だ な ぁ ( 笑 )。 


全 「 朱 の 目録 歴史 ノ 記録 」 に ある 映像 [秘匿 大 軍神 アレ キサ 
ンダ ー」 よ り 。 ア レキ サン ダー が 放っ た 聖なる 光 が 、 地 上 
か ら 上 空 に 向け て な ぎ 払 われ 、 雲 を 割る シー ン 。 


| アー トチ ー ム が 語る 倫 Am の コン も テト 


林堂 と いう 外人 寺 うさ を 系 と 汰 め て 、 レ 4 
ター ト 地 点 と いう こと で 従来 の 『FFI に 寄せ た 究 
囲 気 に し て いま す 。 あ と は 歯車 を モチーフ に し た 
り 、 和 炎 の ゆら めき を 鳥 の 興 の よう な イメ ー ジ に し 
た り と 、 視 覚 的 な 特徴 を つけ て いき まし た 。 


WY 


| A 


| 晶 大 ゅ 


キー カラ ー は 白 と 黒 で 、 キテ フ 
に し た 意匠 も 入れ て いま す ぶ そこ ご に 黄色 を 足し て 
いま すね 。 街 の 雰囲気 は 、 昔 の ニュ ー ヨ ー ク や ロ 
ン ア あたり を イメ ー ジ し て いて 、 高 層 ビ ル も ある 
けど と 近代 的 に な りす ぎ な いよ うに し て いま す 。 


蒼龍 は 色 に し て も 街 の 雰囲気 に し て も 、 オリエン 
タル な 感じ に し て いま す 。 現実 で 言う と 、 チ ベッ 
ト と か の 山岳 民族 を 参考 に し て いま すね 。 あ と は 
民族 と し て の 特徴 づけ ひと し て 、 背 が 低め で あっ た 
り 、 女 性 の 権力 が 強かっ た り と いう と ころ で す 。 


辺境 の 地 補 武力 を 重視 し て 生活 し て いる の て 、 イ 
メー ジ と し て は と に が く 無 人 で す 。 洞窟 内 に は 合 
や 盾 を モチ ー フ に し た も の を 配置 し て いま し た 。 
ちな み に 玄 武 の 女性 は 設定 画 を 描い て いな いん で 
す が 、 正 直 想 像 が つか な いん で す よ ね ( 笑 )。 


直良 有 祐 


YUSUKE NAORA 


本 作 の アー トディ レク ター と し て 、 ビ ジュ 
アル 面 の 統括 を 担当 。 ま た 、 開 発 初期 に お 
いて アー ト の 方 向 性 を 決め る た め の キ ー ビ 
ジュ アル を 描い た ほか 、 パ ブリ シテ ィ 用 の 
イメ ー ジ ビジ ュ ア ル も 制作 し て いる 。 


仲秋 勇作 
YUSAKU NAKAAKI 
Co( 副 ) アー トディ レク ター と し て 、 キ ャ 


ジ ク タ ー ア ー ド チー ム を リー ド 。 自身 も 者 
龍 を 中 心 と し た キャ ラク ター デザ イン を 担 


当 し て お り 、 バ トル に お ける エネ ミー の 演 
出 も 担当 し た 。 


EE ノー 
生 守 一 行 
KAZUYUKI IKUMORI 
ワイ ジュ アル ワー タス 部 、 ジェ ネ ラ ル . マ 


ネー ジャ ー。 本 作 で は 、 ム ー ビ ー デ ィ レ ク 
ター と し ホー ププ ニシ ング や エモ エ シ シ デ ィング な 
どの ムー ビー 制作 を 担当 し た ほか 、 キ ー ビ 
ジュ アル 用 の 素材 制作 も 行なっ た 。 
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生 守 : ムー ビー を 作る うえ で は 、 歯 車 を 動か そう 
か と 考え た 時 期 も も あり まし た ね 。 ほ か に も 「 こ と こ 
は 黒い 炎 が あっ て 」 と いう オー ダー が あっ た の で 
す が 、 い ざ 表 現し よう と する と 難し く て ( 笑 )。 た 
だ の 黒い 煙 で は ダメ で し ょ うし 、 結 局 の と ころ は 
紛 囲 気 な ん で す が 、 苦 労 し た 部 分 で す 。 

ー 一 朱雀 や 軍神 の デザ イン に 歯車 を 入れ た の は 、 
物語 上 の 指定 だ っ た の で し ょ うか が 。 

直良 : 開 発 の 初期 に 魔 導 院 の デザ イン を し た と き 、 
普通 の 学院 らし い 外 観 に し て し まう と アイ キャ ッ 
チ が な い の で 、 ち ょ っ と イン パク ト が ある も の を 
置き たい な と 思い まし て 。 そ れ で 、 歯 車 を 置い て 
みた ら 、 思 い の ほ か 大 量 生産 され た と いう ( 笑 )。 
クリ スタ ル の 力 を 利用 し て 魔法 を 使う 仕組 み と い 
いま すか 、 自 然 の 摂理 が 動い て いる 様子 、 と いう 
の を 可視 化し た か っ た と いう 意味 も あり ます 。 
ーー モン スタ ー の デザ イン は いか が で し ょ う 。 
直良 : 今回 は 基本 的 に 国 同士 、 人 同士 が 戦っ て い 
る の で 、 通 常 の モン スタ ー の 立ち 位置 を どう 位置 
づけ て デザ イン し て いく か が 難し いと いう の は あ 
り ま し た ね 。 

伸 秋 : コン セプト と し て は 、 や は り 見 た 目 や ア ク 
ショ ン の イン パク ト を 重視 する こと で す 。 た と え 
ば 、 ス ノー ジャ イア ント が 建物 の 狭い 廊下 で ガー 
ン と 登場 する ( 下 写 真 参照 ) と いう よう に 、 人 間 や 
魔 導 ア ー マ ー、 ド ラゴン に 負け な いよ うな 売り" 
を 作ろ うと 考え て いま し た 。 

ー 一 朱雀 の 闇 (P.130) も か な り イ ン パ クト が あ 
り ま す よ ね 。 

仲秋 : 朱雀 の 闇 の コン セプト は 、 世 界 を 午 個 し て 
いる 人 智 を 超え た 褐 々 し い 存 在 。 あ る 意味 、 自 然 
災害 みた いな も の で すね 。 し か し 本 当 は 、 主 人 公 
た ち が 属 する 朱雀 が 、 フ ァ ン トマ を 奪っ て 魔法 を 
使っ て いる せい で 生み 出さ れ た と いう 設定 で 、 物 
語 に 深み を 出し た いと いう 思惑 も ちあ っ て 作ら れ た 


ケア ル 


^ ム ミッ ショ ン 「 帝 都 脱出 作戦 」(P.208) に て 、 ビ ル に 逃 け 込 


ん だ クラ ス ゼ ロ の 前 に 突如 と し て 現れ る スノー ジャ イア ン 
ト 。 その 巨体 に よっ て 通路 は ふさ が れ て し まう 。 


| ※5 田畑 端 


| 「 零 式 」 の 制作 を 統括 する ディ レク ター。P.250 か ら イ ン | 


タビ ュー を 掲載 し て いる 。 
※6『「FINAL FANTASY | 


その 社名 ロゴ に 「 神 羅 」 と いう 筆 文字 が 使わ れ て いた 。 
※7『 ロ マン シン グ サ ガ 一 ミン スト レル ソン ヴー] 
2005 年 4 月 21 日 に 発売 され た 、 プ レイ ステ ーション 2 用 


大 きく 「 全 減 」 と いう 筆 文字 が 表示 され る 。 
※8. カ ッ ド シ ー ン 


| プレ イ 中 に 挿入 され る イベ ント シー ン の こと 。 主 に ゲー | 
ム 中 の キャ ラク ター モデ ル を 用 いて 作成 され る た め 、 夏 


服 を 着 た キャ ラク ター も 登場 させ る こと が で きた 。 
| ※9 HD 版 
High Definition 版 の 略称 。 高 精細 度 版 を 意味 し て お り 、 


| に アッ プ グ レー ド さ れ た も の を 表す 。 
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1997 年 1 月 31 日 に 発売 され た 、 プ レイ ステ ーション 用 | 
の RPG。 作 中 に [神座 カ ン パ ニー」 と いう 企業 が 登場 し 、| 


の RPG。 戦闘 シー ン で 味方 全員 が 倒さ れる と 、 画 面 に 」 


ゲー ム に お いて は 、 よ り 高 解像度 で 美しい グラ フィ ッ ク 


ジー で ⑨。 

直良 : デイ レク ター の 田畑 (※5) が 言っ て いた の 
は 、 魔 法 も 含め て 主人 公 た ち が 使 う の は 兵器 で あ 
っ て 、 必 ず し も "正義 の カカ "で は な いと いう こと で 
すね 。 そ れ を 説教 くさ く 伝え る わけ で は な く て 、 
魔法 を 使う せい で 途方 も な い モ ンス ター が 生ま れ 
て いる 、 そ うい っ た こと で 若干 の 背徳 感 を 出し た 
0 DS EN 

ーー で は 、 最 後に 現れ る ルル サス (P.098) や 万 
魔 典 (P.158) の デザ イン コン セプト は ? 

仲秋 : ルル サス は 4 つの 文化 圏 と まっ た く 違 う 、 
異 星人 的 な 立ち 位置 に し よう と いう コン セプト が 
あっ て 、 そ れ を 押し 進め まし た 。 

直良 : 万 魔 典 の デザ イン は 血 と いう か が 命 の 流れ 、 
ゲー ム 中 で 言え ば ファ ント マ の 流れ を モチ ー フ に 
し て いま す 。 さ ら に は 朱雀 の 魔法 で あっ た り 、 日 
虎 の 技 術 で あっ た り 、 そ うい っ た "こと の 世界 の 理 " 
を 集約 し た 根源 的 な も の を 表現 し よう と し て いま 
す 。 作 品 の テー マカ ラー で ある 赤 も 全面 に 押し 出 
し て いて 、 緊 張 感 も 作れ た と 思い ます 。 

ー 一 謎 の 仮面 の 人 物 (P.101) の デザ イン も 、 異 
質 な も の を 目指 し た の で し ょ うか が 。 

仲秋 : そう で すね 。 ベ ー ス の デザ イン は 野村 が 描 
いで いま す が 、 と に か が く 異 質 に し て イン パク ド を 
出す よう に 、 プ レイ ヤー の 想像 の 笠 め 上 を いっ て 
[「 な ん じゃ こり ゃ 」 と 思わ せな きゃ や 負け 、 ぐ らい に 
考え で デザ イン し で 理 b 赤 5 

ーー『FF」 シ リー ズ と いう こと で 、 必 ず 組 み 込 ん 
で いる モチ ー フ な ど は ある の で し ょ うか が か? 

直良 : 特に これ と いう も の は な いで すね 。 今回 は 
アク ショ ン 寄 り の 作品 と いう こと も あり 、 キ ャ ラ 
クタ ー で いえ ば 性 能 時 (に じ 6 ジ チ ユ 下 下 
ショ ン と の 関連 性 を 重視 し て いて 、 従 来 の 『FF』 
と は アー ト の スタ イル も 違い まし た 。 た だ 、『FF』 
に た ず さ わ る と き は いつ も 、 ド ラマ が ある アー ト 
を 目指 し た いと いう の を 心がけ て いま す 。 

生 守 : ムー ビー に し て も 「『FF」 だ か ら こ うじ ろ 」 
と いう ルー ル は な いん で す よ ね 。『FF」 シリ ー ズ 
と し て の リン ク 感 は 、 魔 法 の 名 前 や シド と いう 人 
名 どい あだな の ろ で 分 出 で る と 骨 う ん で す ! 
な に より 、 ど の 『FF』 も つね に 新しい も の を 目指 
し て いま すし 、 ア ー ト ディ レク ター が 変わ れ ば 絵 
の 方 向 性 も 変わ り ま すか ら ね 。 


制作 スタ イル x ここ < けら 話 
ーー タイ トル の 「 零 式 ] と いう 文字 は 直良 さん が 書 
いた と うか が いま し た 。 

直良 : あれ 「 俺 が 書く 」 っ て 言っ た こと に な っ て ま 
すけ ど …… 違 いま す よ ( 笑 )。 た し か 野村 が [直良 
が 書く の が いい と 思う よ 」 と か 、 そ ん な ノリ で や 


圏 直良 氏 が 描い た 「 零 式 」 が 入っ た ロゴ 
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る こと と に な っ た 気 が し ます 。 そ れ で 、 次 の 日 は 家 
に こも っ て 何 回 も 書い て 、 だ ん だ ん 「 零 式 」 っ て 文 
字 が ゲシュタルト 崩壊 を 起こ し て 、 よ くわ か ら な 
い 状 態 で 案 を 出し て ( 笑 )。 

ーー いろ いろ な パタ ー ン が あっ た わけ で すね 。 
直良 : ええ 。2 日 ほど 書い た あと 2 パタ ー ン に 絞 
っ た ん で す が 、 そ こ か ら 画 面 上 に は め 込 ん で 大 き 
さ を 調 整 し た り し て 、2 週 間 ぐ らい ロゴ を 作り つ 
づけ る 地獄 の よう な 日 々 で し た ( 笑 )。 ふ だ ん 、 ロ 
ゴ に そこ まで 時 間 は か か ら な いん で す が 、 途 中 で 
タイ トル が 変わ る と いう の も 初 で し た し 、「 堆 式 」 
と いう 漢字 の タイ トル も イレ ギュ ラー で し た し 、 
し ば らく 自分 の 中 で も 消化 し きれ て な か っ た ん で 
す よ 。 最 終 的 に は 漢字 や 縦 書き を 使っ た 演出 も し 
や すく な っ た の で 、 よかっ た と 思っ て いま すず す 。 
仲秋 : 実際 、 直 良さ ん は 書道 の 有段者 な ん で す よ 
ね 。 最 初 は 冗談 だ と 思っ て いま し た ( 笑 )。 
直良 : な ん か ね 。 前 か ら 筆 ネタ は や っ て いて 、 『FF 
VI(※6)』 に 出 て くる 「 神 羅 」 も そう で すけ ど 、『 ロ 
マシ シル ジグ サガ 厨 ミ シス トレ ルソン グー(※ の ] 
で も ゲー ム オ ー バ ー の と き の 「 全 減 」 っ て いう 字 を 
書い で ぐみ たり 、 怠り そり や づつ で ます ( 笑 )。 た だ 、 
今回 は 正解 を 探る と いう 形 だ っ た の で 、 め ちゃ め 
ちゃ 時 間 が か か り ま し た ね 。 そ うい えば 、 プ ロ 
デュ ー サ ー の 北 瀬 か ら 「 零 式 っ て 直良 が 書い た の 
か 、 神 和 羅 も お 前 が 書い て た の か 」 っ て 言わ れ た の 
で 、「 い や いや 神 維 の と き は あな た 見 て た で し ょ 。 
今回 も 手 も 爪 の 中 まで 真っ 黒 で す よ 、 ほ ら こ れ 見 
て 』 っ て 言い まし た ( 笑 )。 

ーー「 零 式 」 の 制作 で 、 特 に 挑戦 し た と いう 部 分 は 
あり ます で し ょ うか ? 

直良 : や は ほり 、 た だ 設定 画 を 描い て 終わ り で は な 
く て 、 物 語 や バト ル 、 戦 場 感 と いっ た も の と 強く 
結び つく "機能 する アー ト " を 目指 し た と いう 部 分 
で すね 。 チ ー ム の みん な が それ を 目指 し て 、 い い 
結果 が 残せ て いる と 思い ます 。 

語 や バト ル の 動き に 合わ せ て 設定 画 を 描き 
直す こと も ある の で し ょ うか が ? 

仲秋 : 設定 画 自体 を 描き 直す の は レア ケー ス で す 
ね 。 ゲ ー ム を 把握 し た あと 、 モ デル な どの デー タ 
を アー ト の 観点 か ら チ ェ ッ ク し 、 ポ イン ト を 見 つ 
け 調 整 を か け て いま す 。 

直良 : 実際 に バト ル が 組み 上 が っ た あと に 、 バ ト 
ル 関 連 の スタ ッ フ と 一 緒 に 調整 を 重ね て 、 デ ザイ 
ン 的 な 説得 力 を 高め る 感じ で すね 。 設 定 画 は 設計 
図 と いう わけ で は な い の で 、 絶 対 的 な も の で は な 
いん で す よ 。 

仲秋 : た と えば 番外 者 (P.081) に し て も 、 最 初 
の 設定 画 自 体 は ほか の 兵士 と 同じ 体型 、 武 器 サ イ 
ズ で 描い た の で す が 、 実際 に バト ル で 動か し て み 
る と 「 こ れ じ ゃ 面白 く な いね 、 怖 く な いね 」 と いう 


TYPE-Q 


を と KR つて きま の 省 義 きぐ ウレ て よう が か [大 
な っ た も の も あり ます 。 さ ざさ ら に 、「 こ れ だ け 大 き 
いな ら 、 中 身 は さら われ て きた 玄武 兵 っ て 設定 ( 
し よう 」 と か 、 そ うい っ た 変更 が アー ト だ け で な 
く 、 チ ー ム の みん な の 協力 で 実現 し て いま すね 。 
ーー ほか に 設定 画 か ら 変 更 が あっ た も の は ? 
仲秋 : 二 ム ロッ ド (P.120) っ て いう 三脚 の 魔 導 
ー は 、 最 初 は 人 より 少し 大 きい ぐら い の 設 
定 だ つた ん で す が 、 開 発 中 に まだ モデ ル が な か っ 
た キャ ラク ター の 代役 と し て 拡大 され た ニム ロ 
ッ ド が 使わ れ て いる の を 見 て 、「 こ れ ぐ らい 大 き 
| し た ら カ ッ コ いい な ぁ 」 と 感じ て 、3 倍 ぐら い 
こし て いま す 。 ギ ル ガ メ ッシュ (P.094) の 剣 も 
i 婦 定 より 大 きく な り ま し た 。 こ れ は 番外 者 と 
同じ で 、 バ トル で 動か し て みた ら 「 全 然 強 そ うじ 
ゃ な い 」 と 感じ て 、 大 きく し た と いう 流れ で すね 。 
直良 : 設定 画 に "決定 稿 ' み た いな スタ ンプ を つけ 
て いた ん で けど 所 うめ) が 意 呆 で ほ は 、 け つ ぱ の 
ウソ が 紛れ 込ん で いて ( 笑 )。 
生 守 : | これ 決定 稿 っ て つい て る か ら ム ー ビ ー に 
出し て いい ん だ よね 」 っ て 聞く と 、「 い や 、 じ つ は 
で すね …“….」 っ て こと と も あり まし た ね (人 笑 )。 
直良 : この 本 に も 決定 稿 っ て ある か も し れ ま せん 
が 、 こ れ は デザ イン 的 な も の で 、 ゲ ー ム 的 に は 画 
面 に 映っ つて いる の が 決定 稿 で す ( 笑 )。 
ーー ムー ビー は 絵 コ ン テ を も と に 制作 され る ん で 
し ょ うか が 。 
生 守 : 絵 コ ン テ を ペー ス に 、 モ ーション キャ プチ 
ャ ー の 収録 と か 演出 が 固まっ て いく の に あわ せ 
て 、 み ん な で カッ ト 割 や セリ フ を 調整 し て いま 
す 。 多 分 、 今 絵 コ ン テ を 見 る と 、 当 初 の も の と は 
随分 違う も の に な っ て いる と 思い ます 。 
ーー ムー ビー の 声 は いつ 入れ た の で し ょ うか が 。 
生 守 : 映像 を 作っ た あと に 当て こん で いる も の も 
多い の で 、 ボ イス デー タ が で きた あと 、 キ ャ ラク 
ター の 性 格 や シナ リオ と 照ら し あわ せな が ら 、 フ 
ェ イ シャ ル ( 表 情 ) の 調整 を し て いき ます 。 思 っ た 
より 声 の 抑揚 が 大 きい 場合 に は 、 体 の モー ショ ン 
か ら 変 える 場合 も あり ます ね 。 
ー 一 特に 調整 が 難し か っ た ムー ビー は ? 
生 守 : エン ディ ング で すね 。 テ ンション の 違う ボ 
イス が 何 パ ター ン も 録 っ て あっ た の で 、 そ の な か 
か ら 選 ん で 作っ た ん で す 。 そ れ を も と に 田畑 や 野 
村 に 確認 し て も ら っ た ん で す が 、 完 成す る まで は 
何 度 も や り 取 り が あり まし た ね 
ーー「 も し …… 」 と いう 特典 映像 (P.255) は 、 
VW で 制作 され た の で し ょ うか 。 
直良 : それ は VW で は な く 、 カッ トシ ー ン (※8) 
の 担当 が 開発 の 終盤 に 制作 し た も の で す 。 
仲秋 : カッ トシ ー ン だ か ら こ そ 、 夏 服 が 使え た と 
いう メリ ッ ト は あり まし た ね 
直良 : あの 映像 は 知ら な いう ち に 出来 て た ん で す 
よね 。 あ る 程度 、 制 作 が 終わ っ た あと に スタ ッ フ 


NN a 
人 る 特 典 映像 「[ も し ……」] よ り 。 ク ラス ゼロ の 女性 陣 が ガー ル 
ズ ト ー ク に 花 を 咲か せる シー ン に て 、 一 上 通 で は ある が 学生 
カバ ン に ぶら さがっ た モー グリ の キー ホル ダー が 映る 。 


9 HE 語る | アート デザ イナ ー に 必要 な こと と は 


| 直良: タイ トル に よっ て 、 ある い は 制作 の ディ 
レク ター に よっ て 、 絵 に 求め られ る こと っ て す 
ご く 変 わる と 思う ん で す よ 。 な の で 、 何 に で も 
応じ る 心 の 準備 か な ( 笑 )、 あ と は 、 引 き 出 し の 
数 は 多い ほう が いい で す よ ね 。 

生 守 : 相手 の オー ダー に 応え る に も 、 自 分 の 個 
性 を 表現 する に も 、 ま ず は 画 力 を つけ た ほう が 
いい で すね 。 特 に ゲー ム は 2D の 絵 か ら 3D に 起 
こす の で 、 空 間 や 立体 と し て 表現 する こと を 考 


の みん な で エン ディ ング を 見 て いた ん で す が 、 最 
後に あの 映像 を 見 せら れ た も の で 、「 何 だ これ 、 
びっ くり し た 」 っ て 言っ て し まい まし た ( 笑 )。 歌 
つき の BGM も 制作 期間 は 3>4 日 だ と 思う ん で す 
けど 、|「 作 っ ちゃ いま し た 、 入 っ ちゃ いま し た 」 と 
いう 感じ で し た ね 。 

仲秋 : 歌 は まっ た く 知 ら な か っ た で すね 。 サ ウン 
ド チ ー ム が が ん ば っ て くれ た ん で す 。 

直良 : みん な 前 の め り に 鼻息 が 荒く て ( 笑 )。 
仲秋 : あの 映像 の ボス トン バッ ク と か モー グリ の 
キー ホル ター( 諾 下 写真 参照 ) と か 、 ア ー ト は 指定 

し て な いで すか ら ね 。 設 定 画 な し で ゼロ か ら モ デ 
ル デ ー タ を 作る こと は 基本 的 に な いん で す が 、 開 
発 の 最終 工程 に 入 つ て くる と 、 み ん な 温度 感 が わ 
か っ て いる の で 出来 て し まっ た と いう 感じ で す 。 


ee 
捉 作 を 終え て 、 次 に 目指 + も の と は 
ーー プレ イ さ れ た 方 の 感想 な ど で 印 象 に 残っ た も 
の は あり まし た か ? 
仲秋 : 夏服 の 評判 が 、 想 像 以上 に よかっ た の は 嬉 
し か っ た で す 。 体験 版 の ボー ナス と し て 夏服 を つ 
け て いた の で 、| ほし い 」 と 思っ て も ら わ な いと 和 失 
敗 で すか ら ね 。 
直良 : 僕 は 、 し ば らく TFF』 と か ゲー ム か ら 離 れ 
て いた 人 が プレ イ し て くれ て いて 、『FF」 シ リー 
ズ と し て 受け 取っ て くれ た と いう こと が 嬉し か っ 
た で すね 。 発売 後 の イ ベン ト で も 「 今 まで の 『FF] 
で いち ば ん 好き で す 」 と 言っ て くだ さる 方 も いて 、 
本 当 に 嬉し か っ た で す よ 。 
ー 一 映像 面 で の 評価 も 高い と 思い ます 。 
直良 : PSP の 限界 は 超え て ます ね 。 携帯 機 で や 
る こと じゃ な か つた な と 思っ て いま す ( 笑 )。 ゲー 
ム デ ザイ ン の 面 で も そう で すし 、 絵 作り も だ いぶ 
無茶 を 言っ て 、 つ めこ ん で も ら っ て いる と ころ も 
ある の で 。 プ ログ ラマ ー に も 、 か な り が ん ば っ て 
の ON まし だ 。 款 訂 の と と の バ | 却 展 世に 映し Z も 
見 る に 耐え られ る も の に な っ て いる の で 、 自 分 で 
言う の も な ん で すけ ど 、「 こ の チー ム す げ ぇ な 」 と 
思い ます 。 


直良 : PSP で は や りき っ た と 思う の で 、 制 作 予 
定 は 別 と し て 、 個 人 的 に は ハイ エン ド な 据え 置き 


に も 、 き っ と ある も の だ と 思い ます 。 


えな いと 、 破 綻 し て し まう ん で す よ 。 | 
仲秋 : スキ ル も も ちろ ん で す が 、 よ く 考 える と い 」 
うこ と も 重要 で すね 。 何 を 求め られ て いて 、 ど う | 
表現 すれ ば 伝わる の か 。 そ れ を 考え な が ら 描く こ | 
と が 大 切 だ と 思い ます 。 | 
直良 : 何 を デザ イン する べき か と いう 根拠 と 、 説 」 
得 力 を 持た せる た め の デ ィ テ ィ ー ル 、 そ し て 技量 | 
の 問題 に な つっ て くる の か な ぁ 。 ひ ら め き は 誰 の 中 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


ゲー ム 機 で 動い て いる と ころ を 見 て みた い 、 と い 
う 願 望 は あり ます ね 。 

仲秋 : デザ イナ ー と し て も 、 ハ イエ ンド な 映像 表 
現に チャ レン ジ し た いと いう の は あり ます 。 

生 守 : VW も 、 つ ね に 最 先端 の 映像 を 作ろ うと 努 
力 し て いる の で 、 ハ ー ド の スペ ッ ク が 高い ほど 表 
現 の 自由 度 も 増え て 、 嬉 し いと は 思い ます 。 ま ぁ 
作業 は 増え ます が 、 そ れ は それ で ( 笑 )。 

ーー で は 、 続 編 の 予定 は いか が で し ょ うか が 。 
直良 : クラ ス セ ゼロ の 物語 で ある の か 、 も し く は 別 
の 形 な の か は わか り ま せん が 、 原 点 に な る べく 
「 零 式 』 と いう タイ トル に し た わけ で すし 、 続 編 は 
せ ぜひ 作ら で みた いと 思い いま ずれ ね 

ーー それ で は 最後 に 、 今 回 自分 が 手がけ た な か 
で 、 い ちば ん お 気に入り の イラ スト や シー ン を 教 
えて くだ さい 。 

仲秋 : キャ ラク ター デザ イナ ー と し て は ホシ ヒメ 
(P.086) か な 。 単純 に デザ イン だ け じ ゃ な く て 、 
も モ わ りり レ しげ 実用 以 チャ 人 ー シ ョ ン ミ 1 ポポ スズ お いし いう 
た 要素 の 相乗 効果 で 存在 感 が 増し て 、 想 像 以上 に 
ドラ マ に 関わ る キャ ラク ター に な っ た の で 、 す ご 
く 印 象 に 残っ て ます 。 

直良 : マキ ナ の 横 に バハ ムー ト が 倒れ て いる イラ 
スト (P.015 水面 に 映る 戦場 ) で すね 。 本 作 の イ 
メー ジ を 上 手 く 象徴 で きた か な 、 と いう 気 が し て 
ます 。 も と も と 戦争 物 を や る な ら 、 こ うい っ た 構 
図 を 描き た いと いう の も あり まし た し 、 作 品 の 夫 
囲 気 を スト ン と 落と し こめ た 一 枚 だ と 思い ます 。 
生 守 : 僕 は 直良 が 最初 に 描い た イメ ー ジ イラ スト 
(P.018 龍 に 墜 と され た 飛 空 艇 ) で すね 。 直 良 か 
ら パ ッ と 渡さ れ て 「 お お っ キレ イ 」 っ て 思っ て 、 そ 
れ が 「 零 式 」 と の 出会い で し た か ら 。 

直良 : 最初 の トレ イラ ー を 発表 する 前 に 、「 映 像 
作る か ら 何 か 描い て 」 っ て 言わ れ て 描い た イラ ス 
ト で すね 。 以 前 、 島 根 県 に ある 立 神島 と いう 場所 
に 行っ た こと が あっ て 、 そ の 島 の 風景 を 思い 浮か 
べ て 描い た ん で す 。 

生 守 : で 、 こ れ を 渡さ ざさ れ た あと 、 い き な り 「 こ れ 
で ム ハー ロー 仙 づ 672」 う で ( 身 )8 

直良 : 本 当 に みん な 鼻息 荒 か っ た ん で す ( 笑 )。 
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リ エン エンス 戦史 を 7 BL 


# ま 戦 史 ペ ー ジ の 読み 方 


戦史 ペー ジ の 構成 は 以下 ひよ うに な っ て お り 、 上 段 @ の 部 分 で は 
ゲー ム 中 の 「 朱 の 目録 歴史 ノ 記録 ] に も と づい た オリ エン ス の 歴史 
を 年 表 の よう な 形 で 紹介 し て いる 。 出来 事 の 全体 的 な 流れ に つい て 
知り た い 場 合 、 ま ず は この @ 戦 史 を 確認 し よう 。 ま た 、 下 段 @ の 


こ で は 以降 の 戦史 ペー ジ の 見 方 と 、 大 ま か な 歴 史 の 流 
れ を 紹介 する 。 オ リエ ンス 戦史 へ の 理解 を より 深め る た 
め に も 、 あ ら か じ め 確 認 し て お いて ほし い 。 


Ao 


部 分 で は 、 歴 史 の 重要 な 転機 と な っ た 国家 ・ 人 物 の 行動 を 詳し く 解 
説 し て いる 。 こ の 解説 を 戦史 の 流れ に 沿っ て 読み 進め る こと で 、 オ 
リエ ンス 4 大 国 が 戦争 を 始め た 理由 や 軍事 行動 の 狙い 、 そ し て 戦い 
の 頼 末 を より 深く 知る こと が で きる は ず だ 。 


各部 の 見 方 


⑩ 章 と 友 力 図 


ゲー ム 中 の 章 タ イト ル に 準拠 し た 章 名 ( 序 ノ 章 は の ぞ く ) と 期間 。 ま 
た 、 そ の 草 に お ける 4 大 国 の 勢力 図 も 掲載 し て いる 。 


@ 戦 天 

オリ エン ス で 起き た 出来 事 を 年 表 形 式 で 紹介 。 紹 介 順 や 「 作 戦 ] な ど 
の カテ ゴリ (下記 参照 ) は ゲー ム 中 の 「 朱 の 目録 歴史 ノ 記録 」 の 記述 に 
準拠 し て いる 。 カ テ ゴ リ が 「 作 戦 ]、「 軍 事 ] の も の は 歴史 に 与え た 影 
が 大 きい こと か ら 、 ほか の カテ ゴリ より も 大 きめ に 扱っ て いる 。 な お 、 
同時 期 の 誕生 日 や 特定 人 物 に 関わ る 項目 な ど は 。 で 囲ん で まとめ て 
いる ほか 、 一 部 時 系 列 が 前 後 し て いる 項目 は ⑬ 解説 や 添え て いる 参 
照 先 で 補足 、 解説 で 扱っ て いる 項目 は 上 に K】 を つけ て 目印 と し た 。 


主 に 領土 や 拠点 を 争う 国家 間 の 戦い を 表す 。 た だ し 、 各 国家 内 で も 秘密 斉 
戦 に 行なわ れ た 軍事 工作 も 一 部 ある 。 


車 2 戦略 の 変更 な ども 含ま れる 。 
| 歴史 ノ 記 録 ] に お いて 、 映 像 と し て 記録 され た 出来 事 。 歴 史 的 な 事件 だ け 
に で な く 一 個人 の み に 関 わる 内 容 も ある 。 


次 上 記 の | 映像 ] と 同じ く 、 映 像 と し て 記録 され た 出来 事 。 一 部 の 者 に し か 閲 
5 覧 権利 の な い 秘匿 性 の 高い 内 容 が 多い 。 


[歴史 ノ 記 録 」 に 項目 は な い が 、 歴 史上 重要 と 考え られ る 出来 事 や 人 物 の 誕 
生 な ど を 、「 歴 史 ノ 記 録 」 や 「 人 物 ノ 記録 」 の 記述 に も と づい て 表し て いる 。 


主 に 軍事 ・ 政 治 的 に 影響 の あっ た 出来 事 を 表す 。 軍 の 再編 成 や 新 戦力 の 導 


当 彫 軍 と の 戦闘 を 再開 し た 近 洒 軍 
[EET TT PY 


ts yg 
つい に イス カ 方 面 へ 進軍 を 始め た 栄 温 軍 
を met wa て 
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栄 湯 軍 、 北 ト ゴ レス 地方 を 解放 
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@ 解説 

歴史 的 に 影響 の 大 きい 出来 事 や 、 出 来 事 に 関連 する 特記 事項 に つい 
て 、 映 像 記録 や 作戦 の 展開 図 な ど を 交え て 解説 し て いる 。 こ の 記事 を 
続け て 読ん で いけ ば 、 オ リエ ンス で 起き た 大 き な 戦 い の 詳 細 を 把握 で 
きる よう に な っ て いる 。 な お 、 作 戦 展開 図 の 例 と 主 な アイ コン の 意味 
は 以下 の と お り 。 


作戦 展 応 図 の 見 方 

: 朱雀 軍 の 拠点 
_( 例 ) イス カ 示 方 制圧 計 吾 展開 較 : 皇国 軍 の 拠点 

: 蒼龍 軍 の 拠点 

: 玄武 軍 の 拠点 

: 朱雀 軍 の 進行 ルー ト 
: 皇国 軍 の 進行 ルー ト 
: 蒼龍 軍 の 進行 ルー ト 

: 玄武 軍 の 進行 ルー ト 
: 軍 同 士 が 衝突 し た 場所 
! 1: 付近 の 地形 


E 才 すす 言 OOOO 


@⑨) 百 人 録 補 足 ・ 人 物 伝 冊 

歴史 的 な 出来 事 に 直接 は 関わ ら な い が 、 解 釈 を 深め る た め に 知っ て 
お きた い 事 柄 を 紹介 し て いる 。 | 目録 補足 ] で は 主 に 国家 や 組織 に つい 
て 、「 人 物 伝 聞 」 で は 特定 の 人 物 に つい て 紹介 し て いる 。 


# ま オ リエ ンス 戦史 の 大 ま か な 流れ を 知る 


本 書 で は 喝 歴 842 年 に 起き た 世界 大 戦 を 中 心 と し て 、 オ リエ ンス ま か な 流 れ が わか る ほか 、 各 章 が 掲載 され て いる ペー ジ も 確認 で き 
戦史 を 9 つの 章 に 区 切っ て 掲載 し て いる 。 以 下 の 概 略 は 、 そ の 区 切 る よう に な っ て いる 。 な お 、 最 後 の オ リエ ンス 戦史 解題 と は 、 独 自 


り と 各 章 の 簡単 な 内 容 を まとめ た も の だ 。 こ れ を 見 れ ば 、 戦 史 の 大 の 視点 か ら 歴 史 の 裏 に 隠さ れ た 真実 に 迫る 記事 と な っ て いる 。 


NO 0 wt 


鳴 歴 以前 一 


| 鳴 歴 の 初頭 か ら 世界 に は 絶え 間 な く 戦 乱 が 続い 
導 ノ 人吉 オリ エン ス 、 その 戦乱 の 歴史 ょ P.184 散 3 本 0 けた ゴル と の た ンジ と と ミキ 導 の 
し さ を 増 し た の ち 、 一 時 的 な 平穏 を 迎え る 。 


鳴 歴 842 年 洒 の 月 (2 月 ) 12 日 一 


人 鳴 礎 842 年 。 軍事 力 を 増強 し た ミリ テス 皇国 は 、 
党 一 信 開戦 、 運命 の 3 時 間 400 年 来 の 平和 協定 を 破り 朱雀 領 ル ブル ム に 対 
する 侵略 を 開始 。 朱雀 は 領土 の 大 半 を 失っ た 。 


鳴 歴 842 年 水 の 且 (2 月 ) 1 4 日 一 


生ま " 皇国 へ の 反撃 を 期し て 、 朱 雀 は 学徒 で ある ア ギ 
蟹 性 息 朱雀 の 族 が 立つ と き ト 候補 生 を 戦力 と し て 投入 。 そ の 活躍 に より 、 
朱雀 は 奪わ れ た 領土 を 次 々 と 礁 二 し て いく 。 


鳴 歴 842 年 炎 の 月 (5 及 ) 2 日 一 
領土 の 奪 司 を 進め 、 皇 国 新型 兵器 の 破壊 を も 成 


劉 詩 名 大 量 破壊 兵 貫 の 時 代 le 計 功 させ た 朱雀 。 だ が 、 蒼 本 女王 の 介入 に より 、 


や む お なく 一 時 休戦 を 受け 入れ る こと と な る 。 


鳴 歴 842 年 氷 の 月 (6 月 ) 27 日 一 
休戦 中 の 皇国 首都 に て 蒼龍 女王 が 暗殺 され 、 そ 


訓 園 婦 最後 の 女王 、 鳥 有 に 帰す  »P.206 2 と 3 と は 40 た 3 才 E と カ ク 


策謀 が 朱雀 を ふた た び 窮 地 へ と 追い 込む …… 


鳴 歴 842 年 氷 の 月 (6 月 ) 30 日 一 
皇国 ・ 蒼龍 は 連合 を 締結 し 、 と も に 朱雀 を 討た 


記 宮 穫 第 一 次 ジュ デッカ 会 戦 ん と 動き 出す 。 こ れ に 対し て 朱雀 は 、 全 戦力 を 
も っ て 両面 作戦 を 展開 する こと を 決定 し た 。 


鳴 歴 842 年 嵐 の 月 (8 月 ) 17 日 一 
朱雀 は ジュ デッカ で 蒼龍 を 、 ビ ピッ グ ブ リッ シ で 


僅 突 婁 死 の 大 地 カリ ヤ の 決断 P. 皇国 を 撃退 。 だ が 、 秘 匿 大 軍神 を 用 いる 捨て 身 
の 作戦 は 、 朱 人 雀 に も 甚大 な 被害 を も た らし た 。 


鳴 歴 842 年 語 の 月 (8 月 ) 25 日 一 


] 8 皇国 と 蒼龍 士気 は 地 に 落ち 、 こ こ に 来 て 朱雀 
亡 電 癌 クリ スタ ル の 興亡 終わ りな き 戦 い ょ P.222 甘 語 Eb ん pk まっ 琶 4 と と ミ 
雀 の 名 の も と に 統一 され よう と し て いた 。 


鳴 歴 842 年 空 の 月 (12 月 ) 7 日 一 


それ は まる で 世界 の 統一 を 待っ て いた か の よう 
投 能 師 フィ ニス と いう 判決 に 現れ 、 大 地 を 中 踊 し た 。 そ れ で も 生き て 抗 お 
うと する 者 た ち が 、 最 後 の 審判 に 立ち 向かう 。 


] 


| 


es 
| れい に の 【 結 た BR ご Oo 
1 オリ エン ス 戦 実 解 豆 Sa 永遠 と も 思わ れ た 戦い の 歴史 は 終わ り を 告げ 、 平 和 な 人 の 世 が 訪れ た 


だ が その 形 に は 神 の 思惑 で 貞 か を 秋 っ た 戦 二 た る の 洒 中 が あっ た 。 
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4 科 る 


際 歴 359 年 風 の 月 (4 月 ) 

ス 大 戦 が 終結 し 、 休 戦 協 定 が 締結 され 
た 時 点 で の 各国 の 版 図 。 そ の 2 年 後に 締 
結 さ れ た 講和 条約 で 、 休 戦時 の 国境 を 
も っ て 4 カ国 の 領土 を 定め る こと と な 
り 、 以 来 数 百年 は 大 規模 な 戦乱 が 起き 
る こと な く 国 境 は 安定 し て いた 。 


ーー 


全日 役人 4 


すす すす すす で W サ ササ サ す すす で すす すす すす すす です すす で すす で で すす すす サザ すす すす です W で サ イサ すす す サ サイ で ササ ササ す サ で すす りす サ ササ すす すす サザ ササ すす すす で ササ リサ すす すす マサ WT すす すす すす で " すす 1 


2000 年 以上 前 の 戦い の 記録 ン 


臨 歴 以 前 の オリ エン ス の 歴史 を 示す 
資料 は 数 少な い 。 あ る 古代 遺跡 で 見 つ 
か っ た 記録 に よれ ば 、2000 年 以上 前 、 
飛 空 艇 を 主力 と する 白虎 連邦 と 、 空 飛 
ぶ 兵 士 を 有する 朱雀 共和 国 が 、 オ リエ 
ンス の 番 権 を 争っ て いた と ある 。 

また 、 か つて 存在 し た 4 つの 国 が 、 
それ ぞ れ 最強 の 軍隊 を 作り 出し て 戦っ 古代 文明 の 飛 空 解 
た “アル テマ 戦争 "に より 、 世 界 は 一 度 鳴 歴 842 年 に 見 つか っ た 飛 空 艇 。 魔 法 


減 ん だ と され る 伝承 も 残っ て いる 。 に 反応 し て 動く 仕組 み だ っ た 。 
ku の 仙人 の 


WW で です すす WWTYCWYWW3 す です WTWV で YYV で で すす すす サマ で です せ す で TT VI TTT TT TY 


クリ スタ ル の 出現 と ペリ シテ ィ リ ウム の 創設 


“久遠 の 昔 、 世 界 に 4 つの 光 が 現 れ た "と いう 一 節 か ら 始 まる オリ エン ス の 伝承 。 こ 
の 4 つの 光 、 す な わ ち 4 つの クリ スタ ル の 出現 が 、 鳴 歴 の 始ま り と され て いる 。 ク リ 
スタ ル を 発見 し 、 そ の 力 に 触れ た 人 々 は 、 ク リス タル を 管理 し 外敵 か ら 守 る た め の 施 
設 “ ペ リ シ テ ィ リ ウム "を 建造 し て クリ スタ ル を 奉じ た 。 オ リエ ンス で 最初 に 建造 され 
た の は 、 朱 人 雀 ク リス タル を 守護 する ペリ シテ ィ リ ウム 朱雀 で ある 。 
ペリ シテ ィ リ ウム 和 朱 傘 か ら 派 生 し た 魔 導 院 


| 魔 導 院 は か つて の ベリ シテ ィ リウ ム 和 朱雀 の 一 者 。 “救世 
主 ア ギ ト " を 育成 する た め に 設立 され た と いわ れる 。 


ょ て SN “ 
ri ne ーー 


人 朱 準 、 白 虎 、 青 龍 、 玄 区 の 4 つの クリ スタ ル が 現れ 、 
その 周り に ペリ シテ ィ リ ウム が 建て られ た 。 


ee 


123 年 141 年 
風 の 0 WR } 艶 の 月 (11 及 ) 
7 


31 日 10 晶 


朱 ロ = 青 豊 青 
ルー 隊 ン 
ル 成 国 成 第 化 タ 
ム 立 建 Md 次 部 ] 
建 国 支隊 部 
国 軍 還 自説 隊 

軍 旨 層 
8 潮 立 
事 


圭 押 
EE 相 


so RR VW Ri の の i 
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0 は だ 


記 


ペリ ン テ ィ リウ ム を 中 心 に 4 大 国 が 成立 


クリ スタ ル を 奉じ る ペリ シン ティ リウ ム は 自ずと 人 々 が 集う 場所 と な り 、 人 
に 力 を 与え る だ け で な く 、 秩 序 と 使命 を 示す 役割 を 果たし て いっ た 。 や が て 
ペリ シテ ィ リ ウム の 周囲 に 村 が で き 、 町 が で き 、 国 家 へ と 発展 し て いっ た 。 
厳密 に いえ は 皇国 は 建国 後に パリ シン ティ リウ ム を 建造 し た の だ が 、 こ うし て 
朱雀 クリ スタ ル を 守護 する 朱雀 領 ル ブル ム 、 玄 武 ク リス タル を 奉じ る ロリ カ 
同 器 、 白 虎 ク リス タル を 擁する ミリ テス 皇国 、 青 龍 ク リス タル の も と に は 青 
龍王 国 と いう 、4 つ の 大 国 が 建国 され て いっ た の だ 。 

この の ち 、 青 龍王 国 は 100 年 も 経た ず に 蒼龍 クリ スタ ル を 擁する コン コル 
ディ ア 王 国 に 取っ て 代わ られ 、 現在 の オリ エン ス 4 大 国 が 成立 する 。 各 クリ 
スタ ル は 異な る 思 恵 を も た らし 、 朱 人 雀 は 魔法 の 力 、 白 虎 は 機械 を 動か す 力 、 
蒼龍 は ドラ ゴン を 操る 力 、 玄 武 は 肉体 を 頑健 に する 力 を 得 た 。 各 国 は その カカ 
を 利用 し て 徐々 に 軍事 力 を 整え 、 や が て 世界 に 戦乱 を 招く こと と な る 。 


朱雀 頒 ル ブル ム 


人 白虎 クリ スタ ル を 発見 し た アズ ー ル の 地 
ウム の ある ル ブ ル ム に 留まら ず 、 隣 接する 方 領主 が 、 そ の 力 を 利用 し て アズ ー ル 地区 
ト ゴ レス 、 イ スカ 、 エ イボ ン の 各地 方 が 連 を 平定 。 都 市 イン グラ ム を 建設 し て 首都 と 
帯 し て 国家 を 形成 し た 。 し 、 ミ リ テ ス 皇国 を 興し た 。 


財 ロリ カ 局 加 


4 朱雀 クリ スタ ル の 影響 力 は ペリ シテ ィ リ 


細 議 コン コル ディ アモ 国 


青龍 王国 が 強 さ ば か り を 求め て 国家 運営 人 玄武 クリ スタ ル を 奉じ る ペリ シテ ィ リ ウ 
に 失敗 し た こと を 受け 、 蒼 龍 ル シ の 指導 の 
も と 国家 の 体裁 を 整え て 法 を 定め 、 女 王 を 
元首 と する 国家 と し て 成立 。 


ム が 築 か れ た 都市 国家 ロリ カ が 、 
と の 主導 権 争 い の 末 に 、 
る 形 で 国家 を 設立 し た 。 


近隣 都市 
周辺 地域 を 代表 す 


178 年 19 218 年 223 年 
」 天 の 月 (5 月 ) | ™ 嵐 の (8 } 浩 の 月 (3 月 ) ] 空 の 月 (12 月) 
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竜 を 操る 力 を 得 た 


“ナラ ク " と 呼ば れる 地 に 


251 年 252 年 273 年 
冷 の 月 (10 月 ) 潜 の 月 (3 月 ) 風 の 月 (4 月 ) 
10 日 91 日 1 


2 

の の SA 

こよ 
介 

軍 

| 対 


軍 


措 舎 | 


青龍 王国 の 起こ り は 、 青 龍 ク リス タル を 発見 し た ライ 
ロー キ 地 方 の 民 が 、 ペ リ シ テ ィ リ ウム と な る 神殿 を 建設 
し た こと に 始ま る 。 その 後 、 ク リス タル の 力 を 欲す る 
人 々 か ら の 布施 を 集め 、 富 と 権力 を 得 た ペリ シテ ィ リ ウ 
ム の 管理 者 が 王 と な っ て 国 を 興し た の だ 。 そん な 形 で 生 
まれ た 二 に 秩序 を 作る こと な ど で き ず 、 ク リス タル か ら 
青龍 人 同士 が 、 よ り 強 力 な 力 を 求め て 


人 
、 青 龍 ク リス 


を 食料 に する と いう 青龍 人 の 行為 も 影響 
タル の 力 は し だ い に 明 まっ て いっ た 。 
青龍 クリ スタ ル の 窮状 に 呼応 し て か 、 あ ら た に 蒼龍 
クリ スタ ル が 出現 。 蒼 龍 ク リス タル は ル シ を 生み 出し 、 
青龍 人 と 青龍 クリ スタ ル を 封印 
し た 。 さ ら に ルン シ の 指導 の も と 王 都 マハ マユ リ を 建設 さ 
せ 、 コ ンコ ルディ ア 王 国 を 建国 させ た の だ っ た 。 


青龍 人 に は 魔物 を 食す る 習慣 が あり 、 竜 も 同様 に 扱わ れ た 
この 行為 が 青龍 クリ スタ ル 衰 退 を 著しく 早め た 。 


全 ナ ラク に は 青龍 クリ スタ ル が 眠っ て お り 、 


龍王 が クリ スタ ル か ら 力 を 得 よ うと 接触 し て いた 。 


鳴 歴 842 年 に は 蒼 | 
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序 ノ 章 : オリ エン ス 、 そ の 戦乱 の 歴史 


297 年 301 年 308 年 313 年 315 年 317 年 
炎 の 月 (5 月 ) 療 の 月 (11 月 ) 土 の 月 (7 月) 空 の 月 (12 月 ) 嵐 の 月 (8 凡 ) 氷 の 肌 (6 月) 
11 日 日 8 日 8 日 11 日 
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員 化 され て いく 各国 の 軍事 力 


国内 を 安定 させ た 各国 は 、 ク リス タル の 力 を 利用 し て 
他国 と の 争い に 向け た 軍備 を 整え て いく 。 そ し て 、 白虎 
クリ スタ ル か ら 取 り だ し た 動力 を 利用 する 機械 化 部 隊 を < 
創設 し た ミリ テス 皇国 が 、 鳴 歴 218 年 に ロリ カ 同 盟 に 侵 
攻 し た の を 皮切り に 、 世 界 中 で 戦乱 が 起き は じ め る 。 

朱雀 クリ スタ ル の 力 で "魔法 "を 生み 出し た 朱 八 で は 、 
その 強化 と 整備 の た め 魔 導 院 に 魔法 局 を 設立 。 さ ら に 准 
龍 と の 交戦 を 経て 、 蒼 龍 軍 に 対抗 する た め " 軍 神 " を 実用 


_ 朱 傘 が 実用 化し た 
軍神 イフ リー ト 
朱雀 ルン シン の 助力 も あっ 
て 、 あ ら た に 発見 され た 
異 世 界 か ら の 召喚 獣 。 イ 
フリ ー ト は 最初 に 配備 さ 


れ た 軍神 で あっ た 。 
化す る 。 対 する 蒼龍 で は 蒼龍 クリ スタ ル の 力 に より 、 強 ー _ 
力 な “ドラ ゴン 部 隊 ”" を 戦力 と し て 運用 し て いた 。 ロ リカ 玄 爽 の クリ スタ ル 葉 上 
王 の 語 


同盟 で は 玄武 クリ スタ ル の 力 を 体内 に 取り 込む 強 勅 な 
"騎士 "を 主戦 力 と し た が 、 皇 国 と の 戦い を 有利 に する べ 
く ク リス タル の 有力 を 注い だ 武具 を 錬成 。 一 方 、 皇 国 は 兵 
器 の 研究 を 進め 、“ 魔 導 ア ー マ ー" の 開発 に た どり 着く 。 
こう し て 各国 は 軍事 力 を 高め あっ て いた の で ある 。 


他国 の ペリ シテ ィ リ ウム へ の 侵 
攻 を 目論ん で 開発 され た 、 ル シ 
に 通用 する 武具 。 玄武 クリ スタ 
ル の 力 を 大 量 に 消耗 する た め 、 
剣 と 鎧 が 1 組 だ け 作 られ た 。 


円 舞 神 中 各国 ウレ シン” に よる 戦争 介入 


ル シ と は 各国 の クリ スタ ル に 選ば れ 、 特 別 な 使命 と 力 を 授かっ た 
存在 で ある 。 ク リス タル に の み 忠 誠 を 誓い 国家 の 利害 に は 関心 が な 
い が 、 国 が クリ スタ ル を 守護 する 以上 、 結 果 的 に 国 の た め に 働く こ 
と も 多かっ た 。 それ は 戦争 に お いて も 例外 で な く 、 ク リス タル を 守 
る べく 力 を 振る う 。 そのため 、 い くら 戦場 で 勝利 し て も 、 ペ リ シ テ 
ィ リ ウム に 侵攻 する 段階 で ル シ に 阻止 され る 展開 が 繰り 返さ れ た 。 


| 目 ws OTCOGTETE 


朱雀 は ルン の 教え か ら 、 異 世界 
に 存在 する 軍神 を 喚 び 出す 術 を 完 
成 さ せ た 。 軍神 は 命 を 代償 と し た 
召喚 魔法 に よっ て 出現 し 、 一 定 の 
時 間 で 立ち 去る 特性 を も つ 。 だ 
が 、 そ の 原理 は 未だ 不明 で ある 。 

知性 と 意志 を 持つ 軍神 の 戦闘 カ 
は 、 朱 雀 の 攻撃 魔法 を 凌 熊 し た 。 
次 々 と 軍神 と の 契約 が 進み 、 鳴 歴 
339 年 に は 召喚 連隊 が 編制 され る 
な ど 戦 力 化 は 急速 に 進ん だ 。 


ル シ の 攻 意 
ル シ が 力 を 発揮 する と 
き に 浮き 上 が る 紋章 。 
従う クリ スタ ル に よっ 
て 色 が 異な る 。 


制 式 化 さ れ た の は 一 人 の 命 で 召喚 で きる 
ヨー レム や イフ リー ト な ど だ っ た 。 


ー448 年 
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事 


世界 大 戦 の 残し た 傷跡 


軍事 力 を 増大 させ た 4 大 国 は 、 オ リエ ンス 
統一 を 目指 す よ うに な る 。 ま た 、 軍 備 強 化 に 
よっ て クリ スタ ル の 力 を 消耗 し て いた こと か 
ら 、 各 国 は 他国 の クリ スタ ル を 奪 お うと 躍起 
に な っ て いっ た 。 そ し て 了 大 歴 357 年 、4 大 国 
すべ て が 参戦 し て の 世界 大 戦 が 開戦 する 。 

各国 の 軍 と ル シ が 衝突 し た オリ エン ス 大 
戦は 2 年 る 続き 、 各 クリ スタ ル は 著しく 衰弱 。 
世界 か ら ク リス タル が 失わ れる こと を 危 恨 
し 、359 年 に は 休戦 協定 、2 年 後に は ルン の 
国境 侵犯 禁止 な ど を 定め た “パク ス ・ コ ー デ 
ックス "、 の ち 448 年 に は 各 ク リス タル の 不 
可 侵 を 定め た "ファ ブラ 協定 "が 締結 され た 。 


に 


ーー 
| 大軍 で 朱雀 領 へ 侵攻 す 
』 る も 、 玄 武王 と 朱雀 ル | 
、 シ の 戦い に 巻き 込ま れ 
て 戦力 の 大 半 を 失う 。 証 
| 玄武 に よる 首都 侵攻 は 
。 ル シ の 尽力 で 防い だ 。 上 


本 * を を 
| 開戦 の きっ か け と な っ 「 

| た 皇国 と の 紛争 中 、 背 | 

| 後 か ら 蒼龍 に 襲撃 され 

] 秘匿 大 軍神 を 召喚 。 北 || 

| 方 で は 朱雀 ル シ が 玄武 | 
| 王 と 相討ち に な っ た 。 | 


朱雀 は 魔 導 院 か ら 軍事 部 門 を 独立 


ini nA Gein bi ig 
、 魔 導 院 の 本 旨 は アギト 育成 の た め の 教 育 機関 で あり 、 軍 の 組織 
a そこ で 朱 倫 は “軍令 部 "を 設立 し 、 軍 事 部 門 を 魔 導 
院 か ら 完 全 に 移行 。 ペ リン ティ リウ ム 防 衛 の た め の 戦 力 を 整理 する 
と と も に 、 魔 導 院 が アギト 育成 に 専念 で きる よう に し た 。 


その 後 、 魔 導 院 と 軍令 部 は 共同 で “武装 研究 所 "を 


設立 。 武 器 や 魔 


力 を 込め た アイ テム 、 果 て は 飛 空 艇 まで 、 研 究 開発 を 強化 する 。 
武装 研究 所 の 構成 と 役割 


トーーーーーーー 
「 候補 生 用 の 装備 品 の 開発 と 生産 


| ES 
| 朱雀 に 対し て 玄武 王 、| 
| | 皇国 に 対し て は 騎士 団 
| が 進軍 。 結果 、 玄 武王 | 
| は 朱雀 ル シ と 相討ち に | 
| な り 、 騎 士 団 は 白虎 ル | 
OO 


不意 を つい て 朱雀 を 攻 
| め た が 、 秘 匿 大 軍神 リ 
中 ヴァ イア サン を 召喚 さ 
、 れ 部 隊 は 壊滅 。 イ ンス 
| マ 地 方 は 水没 し た が 、 
本 土 は ル シ が 守っ た 。 


朱 低 軍 の チョ コ ボ 


オリ エン ス 全 土 に 生息 す 
る チョ コ ボ を 騎乗 用 に 育 
成 し 、 部 隊 の 行軍 速度 を 
著しく 向上 させ た 。 


ヒ ゴ チ ョ コ ボ 


チョ コ ボ は 卵 か ら 生 ま 
れ 、 ふ 化 か ら 数 時 間 は 小 
さ な ヒ ヨ チ ョ コ ボ と し て 
育つ 。 成 長 速度 は 早い 。 


武装 第 三 研究 所 
チョ コ ボ 秒 場 
朱雀 軍 が チョ コ ボ を 正式 
採用 する に あたり 、 新 設 
し た 繁殖 施設 。 通 称 の ほ 
う が 一 般 的 で ある 。 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 堆 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


序 ノ 章 : オリ エン ス 、 そ の 戦乱 の 歴史 


779 年 」 794 年 」 799 年 
ー780 年 ー795 年 ー800 年 


好 二 あ コー 酸 深 
癌 店 由 酸 砂 


癌 庁 計 っ こそ > で ・ さ こす 
汽 計 へ AN ミー 半 ・ べ 琶 選 右 過 


が の Sys 2 OO re 大 
だ の 8 し 6 
A Et et P 
CR Ri うれ 0 か es 


の 誕生 と 影響 


鳴 歴 700 年 代 後半 か ら 終 般 にかけて 、 の ち に 大 
国 の 指導 者 と な る 人 物 が 生ま れる 。 彼ら は 842 年 
に 起き た 大 戦 に お いて 大 き な 役 割 を 果たし 、 オ リ 
エン ス の 未来 に 影響 を 与え た 。 

朱雀 の カリ ヤ 院 長 は 若き ころ に 大 魔法 使い と し 
て 名 を は せ 、 の ちの 魔法 局 局 長 ア レシ ア ・ ア ル ラ 
ン ア の 正体 を 理解 し た うえ で 、 朱 雀 を アレ シン ア の 
選 む 方 向 に 導い て いっ た 。 ま た 、 ル シ で あっ た 蒼 
龍 女王 アン ドリ ア は 未来 予知 の 能力 を も ち 、 未 来 
を 知っ た うえ で 国 の 方 向 性 を 決め て いた 。 

一 方 、 皇 国 の ンド は クリ スタ ル に 頼っ た 世界 の 
在り 方 に 疑問 を 抱き 、 や が て クリ スタ ル の 意志 に 
左右 され な い 世 界 を 作ろ うと 行動 する 。 そ の 行動 
が 、 運 命 の 歯車 を 大 きく 動か すこ と と な っ た 。 


三朗 古 中 国軍 の 軍事 開発 
オリ エン ス 大 戦 の 終結 後 も 各国 の 軍事 力 の 整備 は 
続い た が 、 な か で も 皇国 の 軍備 増強 は 著しく 、 魔 導 
アー マー の 大 量 生産 体制 が 確立 され た 。 オ リエ ンス 
大 戦前 に は 、 和 皇国 全土 の エネ ルギー 供給 シス テム を 
整備 し て 兵器 生産 工場 を 稼働 させ て いた が 、 和 白虎 ク 
リス タル か ら エ ネル ギー を 取り 出す "C 機 関 "の 研究 ・ 
改善 が 進め られ 、 さ ら に 生産 効率 を 上 げ て いた 。 
また 、 和 皇国 随 一 の 研究 機関 で ある ペリ シテ ィ リ ウ 
ム 白 虎 の 魔 導 ア ー マ ー 工 場 や 研究 室 で は 、 白 虎 ク リ 
スタ ル の エネ ルキ ギー を 用 いた 最 先端 の 兵器 研究 が 進 
め ら れ た 。 その 研究 の 成果 と し て 新型 魔 導 アー マー 
は も ちろ ん 、 際 歴 842 年 の 大 戦 で 投入 され た 大 陸 破 
壊 兵器 アル テマ 弾 や 、 ク リス タル の 力 を 封じ る “ ク 
リス タル ジャ マー" な ど 、 自 国防 衛 で は な く 他 国 を 
侵略 する た め の 兵 器 を 次 々 と 完成 させ て いた 。 


| 809 年 } 813 年 } 815 年 」 816 年 
ー810 年 「~814 年 ~816 年 ~817 年 


ミ 蒼 皇 | 未 ヵ カ 朱 上 | 
ス 龍 | 雀 ツ 和 雀 | 』 和 雀 
7 生業 半 計 00 て 半 弄 
サ 護 4 | 衛 っ 装 省 
ツク 交 | クタ 人 研 連 まき エ 
セラ ト に フォ ビ (発音 ミ 
寺 ル | サト 所 』 ナ 
バ | プ 生研 | ハ 
ホ っ ス . 喘 完 ま ナ 
シテ で ジー CS 鞭 べ 
ヒ | | ヤ 人 寿 ! | ル 
し 人  。 浅 
上 
LI 


念 熊 女 王 


アン ドリ ア 
憲 国 元 飼 
i is i 世界 の 終わ り "* フ ィ ニ ス " 
ント ・ オ ー ル スタ イン を 越え る 未来 を 予知 し て 
知力 、 武 勇 、 カ リス マ 性 と すべ て に お い お り 、 そ の 可能 性 の た め 
て 優秀 な 指導 者 。 人 の 力 を 信じ 、 ク リス に 自ら を も 犠牲 に する 覚 
タル の 必要 性 を 感じ て いな か っ た 。 悟 を 決め て いた 。 


泌 計 (2 ぐ ざ ・ ぐ で SV) 
ロー で マー・ の バ へ YY 座 疹 宇垣 大 過 


癌 店 ペー ペー ドド ・※N 
さす ドド CX で TY 品 江 可 江 


朱 傘 174 代 逐 長 
カリ ヤ * シ 人 バル 6 世 
候補 生 時 代 か ら 大 魔法 使い 
と し て 有名 で 、 数 々 の 依 業 
を 成 し た 。60 歳 と いう 高 
齢 な が ら 今 も 魔法 が 使え る 
と 噂 され る 。 


室 国 軍 主力 魔 導 アー マー 


室 国 軍 魔 導 アー マー 工場 


gr ここ 


鳴 歴 840 年 に 実用 化 さ れ て 広く 配備 され 、 皇国 で は クリ スタ ル を 単なる 動力 源 と し て 扱い 、 


842 年 の 大 戦 開戦 時 に は 主力 と な っ た 。 


832 年 841 年 
820 年 822 年 823 年 824 年 824 年 816 年 制 の 月 (8 月 ) 療 の 月 (1 1 月 ) 
ー821 年 ー823 年 ー824 年 ー825 年 ー826 年 ー817 年 15 日 833 年 19 日 


を $ $ 
ea a 朱 
示 上 朱音 打 計 朱 挟 25 未 .. 各 未 ド ロ の f 
0 を 旬 0 ー ン 2 生 に 3 コ 人 
ア の CE 6 の 放熱 給 。、 プ 
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RD EG 
と * ララ と キョ リ し と 
ミ ン の 和 。  。 寺村 
ギ ミー 製 の まで 謀る 馬 必 2 語 を a 全 
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拓夫 中 ーー 第 生誕 生 生 和 生計 る 生 開 の 
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上 WW il 0 』 B 
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クラ ス ゼ ロ の 12 名 が 生 を 受け る 


朱雀 で は 臨 歴 824 年 ~826 年 ころ に 、 の ちの クラ ス ゼ 
口 所 属 と な る 12 名 が 生誕 。833 年 に は 孤児 で あっ た 12 
名 を 魔法 局 局 長 ア レン シン ア が 引き 取り 、 育 成 を 始め た 。 の 
ちの 研究 に よれ ば 、 ク ラス ゼロ の 12 名 は 輪廻 を 繰り 返 
し て 強く な っ た 魂 の 持ち 主 で あり 、 伝 承 に お ける 救世 主 
“アギト "に な りう る 存在 だ っ た 。 ア レシ ア の も と に 集め 
られ 、 候 補 生 に な っ た の は 偶然 で は な か っ た の た だ 。 
OO 


ou: の RBB 


ーー 7E き 2 8 10 日 


) (9 月 )2< 
826 年 水 の 月 (2 月 )8 日 エイ ト 6825 年 嵐 の 月 (8 月 )30 晶 
825 年 岩 の 月 (3 月 ) 1 日 ナオ イン 625 年 水 の 月 (2 月 )13 日 
825 年 水 の 月 (6 月 ) 9 日 ジャ ッ ク 825 年 嵐 の 月 (8 月 ) 17 晶 
826 年 火 の 月 (1 月 ) 12 日 "クイ ー ン 825 年 火 の 月 (1 月 ) 24 昌 朱 準 旋 補 生 | アト と な る 可能 性 を も つと 、 ア レシ ア に よっ て 見 い だ され 
825 年 識 の 月 (11 月 )13 日 |「 キ ング 824 年 空 の 月 (12 月 ) 7 日 クラ ス ゼ リリ | た 12 名 。 の ちの 大 戦 に お いて 世界 の 命運 を 左右 し た 。 


DER TE だ 二 i TE 
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鳴 歴 842 年 の 大 戦 を 前 に し た 不 種 な 空気 


鳴 歴 832 年 、 ミ リ テ ス 皇国 で は 元帥 シド に よる クー デ タ ー が 発生 
皇帝 が 幽閉 され た 。 も と も と 皇帝 の 権限 が 弱かっ た こと も あり 、 
クー デ タ ー 後 の 混乱 は すぐ に 収束 。 シ ド の も と 皇国 軍 の 動き は 活発 
化し 、 朱 人 雀 と の 紛争 が 頻発 する よう に な る 。 同 年 、 ロ リカ 同盟 で も 
国王 へ の クー デ タ ー が 発生 。 こ ちら は 玄武 王 ギ キル ガ メッ シュ が 事態 
を 収め は し た が 、 世 界 に は 確実 に 不穏 な 空気 が 流れ は じ め て いた 。 


ロリ カ 同 盟 重 敢 
エン キ ド ゥ ・ ウ ルク 


王 の 側近 を 務め る 玄武 の 村 。 クー デ 
ター の 際 は 命 を 賭し て 王 を 守っ た 。 
朱雀 に 孫 が いる と いう 。 


ミリ テス 宴 国 新政 権 


ンド は 総 曽 府 を 占拠 する 
と 同時 に 、 ペ リ シ テ ィ リ 


ギル ガメ ッシュ ・ ア 


ツジ シュル 


ウム 白虎 も 制圧 。 ク リス エン キ ド ゥ の 助言 を 守り 、 妨 り を 捨 
較 タル を “人質 "と し て 、 ル て 、 公 正 な 裁き で クー デ タ ー を 収 


ン を 管理 下 に 置い た 。 拾 。 の ち に 玄武 の ル シ に 選ば れ た 。 
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ペリ シテ ィ リ ウム 朱 八 に 
進軍 する 室 国 飛 空 艇 


の 0 Re 


TOTTI VT VT TT TT T YT TT TTT SR EA A i a a Sr i | 


時 ! 国 に よる 朱雀 領土 へ の 侵攻 作戦 開始 


開戦 前 日 の 隠 歴 842 年 水 の 月 (2 月 ) 11 日 、 皇 国軍 は 隣国 で ある 朱雀 領 ル ブ 
ルム へ の 侵攻 作戦 を 発令 。 翌 12 日 午前 7 時 に 宣戦 布告 し 、 皇 国軍 部 隊 は 朱雀 
全土 を 同時 に 攻め る べく 2 方 面 へ の 侵攻 作戦 を 展開 し て いっ た 。 そ の うち 、 
朱雀 領 ル ブル ム の 中 枢 で ある 魔 導 院 ペリ シテ ィ リ ウム 朱雀 へ 奇襲 を か けた 皇 
国 第 一 空中 機動 軍 に は 、 白 虎 ル シン ・ ク ン ミ が 同行 。 こ れ は 、 ル シ の 国境 侵犯 
の 禁止 を 定め た 世界 協定 "パク ス ・ コ ー デ ックス "へ の 重大 な 違反 で あっ た 。 


オ 
リ 
妥 
> 
人 
全 
を 
史 巻 
上 き 
取 込 
大 
5 2 


ンプ 
し 4 
ad 


朱 八 侵攻 作戦 展開 

皇国 軍 の 朱雀 侵攻 作戦 は 次 
の 3 つ で 構成 され て いた 。 
まず 、 魔 導 院 ペリ シテ ィ リ 
ウム 朱雀 を 特殊 部 隊 に より 
洋上 か ら 人 奇襲 する "日 触 " 作 
戦 。 次 に 、 メ ロ エ 地 方 の 国 
境 か ら イ スカ 方 面 を 目指 す 
主力 部 隊 に よる 侵攻 作戦 。 
そし て 、 朱 作 中 部 か ら 東 部 
エリ ア を 飛 空 艇 部 隊 に より 


NR* 舞 壇 疫 


間 遂 8S 胎 可 すこ ロー 計 演 只 間 8S 換 加 剛一 男 )1 十 ( 凶 )1) 8S え 半 ) 国 と 周 訓 


Ei 


に て で 


アラ 」 占領 する 作戦 で あっ た 。 
PD @ > CR 
魔 導 院 ペリ シテ ィ リ ウム 打 答 隊 落 の 危機 
皇国 軍 の 奇襲 を 受け た 魔 導 
er が 院 で は 、 朱 雀 軍 が 魔法 を も っ 
ーーー > 本 て 応戦 し て いた 。 だ が 、 皇国 


隊 歴 842 年 水 の 月 (2 月 )12 日 、 皇 国軍 車 の 新兵 器 * ク リス タル ジャ 
に よる 朱雀 侵攻 が 開始 され る 以前 の オ | マー に よっ て 魔力 の 源 で あ 
リエ ンス 各国 の 版 図 。 朱 雀 領 ル ブル ム | る 朱雀 クリ スタ ル が 無力 化 さ 
と ミリ テス 皇国 は 、 メ ロ エ 地 方 の 川 を | れる と 、 瞬 く 間 に 防衛 線 は 瓦 
国境 と し て いた 。 国 境 付 近 の 村 や 町 で 解 。 首 都 陥落 の 危機 に 、 朱雀 
は 、 以 前 か ら 2 国 間 の 紛争 が 多発 し て お | 軍令 部 は 朱雀 全土 の 部 隊 に 対 ) あゆ ル ン . ク ン ミ の カ に より 、 還 国軍 の 新兵 中 クリ スタ ル 


| り 、 予断 を 許さ な い 状 況 で あっ た 。 し 、 た だ ち に 魔 導 院 を 救援 す "ジャ マー が 発動 。 こ れ に より 朱雀 クリ スタ ル は 無力 化 され 、 
ュー べし と いう 命令 を 発し た 。 朱雀 軍 は 主戦 力 で ある 魔法 を 封じ られ た 。 


1 の 
午前 10 時 51 分 午後 1 時 21 分 


和牛 El 


開 作 か 2 ル 
上 幸 キ 
開 と ク 
| か ミ 
像 ら へ 
1 3 | 
| 時 
間 
| * 
| 
| | 
解放 作戦 に 参加 する 候補 生 た ち | 。4 
| | - ダー イン スレ イヴ を 破 姜 し た クラ ス セ ロ 
A 
| | 
ーー オー 
| 
a EE 
ei 


すす すす すす すす すす で すす です すす で です すす すす すす YYWWVVYY や すす すす サ すす すす マ ヤヤ す で すす すす すす 


困難 を 極め る 泉 省 訂 導 院 解放 作戦 


魔 導 院 で の 皇国 軍 優 勢 を 受け 、 皇 国 元帥 ンド ・ オ ー ル スタ イン 
は 、 朱 人 雀 の 実質 的 指導 者 で ある カリ ヤ ・ シ バル 6 世に 対し 、 朱 首 
全 軍 の 武装 解除 と クリ スタ ル の 引き 渡し を 要求 。 一 方 、 救 援 の 命 
に より 魔 導 院 へ 向かっ た 各地 の 朱雀 軍 は 、 侵 攻 中 の 旦 国軍 に 育 を 
向け て 追撃 を 受け る 形 と な る 。 魔法 の 無効 化 や 実戦 経験 の 不足 も 
重なり 、 ど の 部 隊 も 戦力 の 大 半 を 失い 、 魔 導 院 解放 作戦 は 困難 を 
極め た 。 さ ら に 、 全 土 の 駐 留 部 隊 ま で も が 魔 導 院 へ 向け て 後退 し 
た た め 、 朱 作 領 は ほぼ すべ て 旦 国軍 に 制圧 され る 結果 と な る 。 


制圧 され つつ ある 
朱雀 領 。 魔法 を 封じ 
られ た 朱雀 兵 は 力 を 
発揮 する こと が で き 
すず 、 和 皇国 部 隊 に 次 々 
と 殺さ れ て いっ た 。 


皇国 元帥 シド は 朱雀 
に 対し 降伏 を 迫る 。6 
時 間 以 内 に 要求 が 飲ま 
れ ぬ 場合 は 、 残 減 作 戦 4 あわ や 魔 導 院 陥落 か と いう と き 朱 人 雀 の ある 部 隊 が 到着 。 彼 ら は 汗 
を 開始 する と 通告 。 死 の 伝令 か ら 通信 機 を 受け と り 、 即 座 に 解放 作戦 を 開始 し た 。 


TUT TT TV VTTTIT TT TVTVI VITTTTT YI VVT OY TT TY OY TY TT 


ジャ マー 沈黙 、 朱雀 の 猛 反攻 


朱雀 軍令 部 は 魔 導 院 解 放 作戦 の 一 環 と し て 、“ ク ラス 
ゼロ "と 呼ば れる アギト 候補 生 の 部 隊 を 召集 し た 。 クラ 
ス ゼ ロ の 12 名 は クリ スタ ル ジ ャ マ ー の 影響 を 受け ず に 
魔法 を 使い 、 ジ ャ マー を 搭載 し て いた 皇国 飛 空 艇 お よび 
新型 魔 導 アー マー・ ダ ー イ ンス レイ ヴ を 破壊 。 到 着 か ら 
わずか 3 時 間 で 、 和 朱雀 クリ スタ ル を 復活 させ た の で ある 。 


4 白虎 ル シ ・ ク ン ミ が 発動 させ た クリ スタ ル ジ ャ マ ー の 圏内 で 、 
軍神 オー ディ ン を 召喚 し て みせ た クラ ス セ ゼロ の 面々 。 


する 皇国 准 持 カト ル ・ バ 
シュ ター ル は 、 魔 法 を 使 
う 朱 雀 部 隊 を 見 た と いう クラ ス セ ゼロ と の 戦闘 後に 脱出 し 、 玄 武 方 
想定 外 の 報告 を 受け る 。 面 へ 向かっ た こと が 確認 され た 。 


“4 魔 導 院 奇襲 作戦 を 指揮 朱雀 クリ スタ ル を 強 蒙 し た 


時 
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、 第 一 章 : 開戦 、 運 命 の 3 時 間 


9 

9 SS に に 上 
ン M lp 

光 1 411 

I 
1 
喉 
補 
中 


アル テマ 冬 投 下 直 後 の 密 式 上 よ 空 | | 謀 導 院内 鈴 
畠 国軍 は 魔 導 院 か ら 完全 に 撤退 皇国 軍 、 玄 武 に アル テマ 弾 を 投下 
魔 導 院 解放 作戦 開始 か ら 6 時 間 後 、 朱 雀 軍 か ら の 猛 反 撃 を 魔 導 院 か ら 撤退 し た 皇国 軍 は 、 続 いて “ 北 の 夜明け "と 名 付け ら 
受け た 皇国 軍 は 魔 導 院 か ら 撤 退 。 当 初 は 劣勢 だ っ た 朱雀 軍 だ れ た 作戦 へ と 移行 し た 。 こ の 作戦 で は ペリ シテ ィ リ ウム 玄武 に 向 
が 、 各 地方 か ら 駆け つけ た 救援 部 隊 の 奮戦 に 加え 、 朱 の マン け て 、 皇 国 が 開発 し た 大 陸 破 壊 兵 器 * ア ル テ マ 弾 "が 投下 され た 。 | 
ト を まとっ た アギト 候補 生 ・ ク ラス ゼロ の 活躍 に より 、 魔 導 この 攻撃 に より 、 お よそ 700 年 の 歴史 を 持つ ロリ カ 同 盟 の 国土 は 、 | 
院 の 奪還 に 成功 し た 。 こ の 作戦 へ の 参加 を 機 に 、 魔 導 院 で オリ エン ス の 地図 か ら 永遠 に 姿 を 消し た の だ っ た 。 


“2J" と も 噂 され て いた クラ ス ゼ ロ の 存在 が 公 と な り 、 そ の 人 後 
の 戦い で も 大 き な 人 役割 を 担う こと に な っ て いく 。 


アル テマ 弾 が 投下 され た ロリ カ 過 加 普 者 | 
アル テマ 弾 に よっ て 、 国 土 が 壊滅 し た ロリ カ 同 盟 。 巨 大 な 陥没 穴 の 中 心 部 に | 
4 魔 導 院 の アギト 候補 生 は クラ ス ご と に 異な る 色 の マン ト を 着用 し て い は 玄武 クリ スタ ル を 泰 じ る 地下 王宮 ・ ペ リ シ テ ィ リ ウム 玄武 が 、 ま た その 周 | 


た が 、 ク ラス ゼロ は 朱雀 を 象徴 する 朱 の マン ト を まとっ て いた 。 囲 に は 地下 都市 が 形成 され て いた が 、 そ の ほとん ど が 消失 し て し まっ た 。 | 
「 | 


ママ イー サテ マ WW す で ヤマ て ア テイ で で て サッ イマ です で で て て て て て すす すす アッ マ マイ サヤ サ ヤマ マヤ す す サテ ャ イマ で ヤヤ マ チマ イイ で て す マ て テ ャ で て すす す で て マー どの て ヤナ て て で すす る で マヤ マナ ママ マセ キヤ ーー YY です マテ ャ サマ すす す です て すす す や すす す ャ YY マヤ サ すす マヤ や やす すす す ヤヤ 


候補 生 を 管 理 下 に 置き 、 槽 限 を 増大 させ る 水 雀 軍 、 


も と も と 魔 導 院 と は 候補 生 の 教育 機関 で あ 

り 、 そ の 支援 の た め に 魔法 局 、 学術 局 、 武装 研 、 
院生 局 、 兵 敵 局 な ど が 存在 。 朱 代 軍 令 部 も こう 
し た 魔 導 院 の 一 部 門 と し て 、 戦 闘 か ら 候補 生 を 
守る べく 組織 され て いた 。 し か し 、 開 戦 に と も 
な い 軍 の 権限 は 増大 。 魔 導 院 解放 作戦 に お いて 
中 心 と な っ た の は 朱雀 軍 で あっ た が 、 ア キト 候 | Bi il 
補 生 も 戦力 と し て 動員 され 、 魔 導 院 奪還 後 も 軍 4 候補 生 の 投入 を 提案 する 魔法 局 局長 アレ シア 。 魔 
令 部 の 管理 下 に 置か れる こと と な っ た 。 法 を 扱え る 候補 生 な ら 、 十 分 な 戦力 に な りえ た 。 


クラ ス ゼ ロ の 責任 者 
魔法 局 局長 


ーー テ < ーーーー ーー ヶ 1 ーー へ a 


魔法 に 関す る 一 切 の 管理 を 行 な 
う 魔 導 院 の 部 門 、 魔 法 局 の 局長 
を 務め る 人 物 。 同 時 に アギト 候 
補 生 クラ ス ゼ ロ の 12 名 を 育成 
する 責任 者 で も あっ た 。 
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Le (2 月 )17 日 te 


初 候 

レ マ モモ 
円 リ TL 1. の 上 
の ) 2 7 だ の 候 の 

0 っ (の の と リ 
言 端 幕 で 。 レ か 補 戦 
が つっ : 二 | 参 ム 鶴 拉 」 ら 生 闘 
i り は さま ざま な 出自 の 候補 生 が 連 参 
だ ボ «« 魔 導 院 に 集う 絡 作 加 

1 映 き 、 

財 間 pm 

映 像 本 像 
像 記録 用 端末 と し て 利用 する 戦 


謎 の 遼 物 "レリック ”" 


本 要 当 


通信 機 "COMM” で 
連絡 を 芝 信 する 候補 生 


LO も NFC 
(で 2 SA 


死者 の 記憶 を 失う 世界 


オリ エン ス 戦 史 を 振り 返る うえ で の 特記 事項 と し て 、 鳴 礎 


, a gy か 4 み 人 } A ン 
"| et 2 4 9 ) 


い CE の 
eae rt CE 4g 人 の メア ろか ン 2 c " に 22) 


ラス 
魔 導 院 で は 候補 生 を 12 組 に クラ ス 分 けし て いた が 、 解 放 作 戦 


842 年 空 の 月 (12 月 ) 7 日 に 終戦 を 迎え る まで 、 死 者 に まつ わ で 活躍 し た クラ ス セ ゼロ を 正式 に 採用 し 、 全 13 組 と し た 。 ク ラス 
る いっ さい の 記憶 が クリ スタ ル に よっ て 消去 され て いた こと セロ に は 魔法 局 局長 アレ シン ア が 育成 し た 12 名 の ほか 、 他 組 か ら 


を 挙げ て お く 。 人 を 死 の 悲し みか ら 解 放す る この 作用 は 、 ク 選抜 され た 2 名 が 編入 。14 名 で 精鋭 部 隊 を 編成 する こと と な っ た 。 
リス タル の 配慮 で ある と 言わ れ て いた 。 な お 、 ク リス タル に 本 
よる 消去 は 記憶 の み で 、 書 簡 な どの 記録 は 残さ れ て いる 。 ia っ es < 
ii 元 2 組 に 在籍 し て いた 候補 
] 生 。 卓 抜 し た 戦闘 能力 を 認 
め ら れ ク ラス ゼロ に 編入 と 
将 っ だ 。 


4 魔 導 院 内 に 設置 
され た 共同 墓地 。 レム ・ ト キミ ヤ 
較 生生 に 名 が 刻ま れ 元 7 組 の 候補 生 で 、 そ の 非凡 
本 ev BI な 魔力 が 評価 され た 。 マ キナ 
せる 者 は いな い 。 


と は 同郷 の 幼なじみ で ある 。 


に A い 
か か) で 
& Nt rl 4 1 


朱雀 、 失 地 奪 還 へ の 第 一 歩 


軍 の 再編 に 時 間 を 要する 朱 作 軍 令 部 は 、 候 補 生 を 主力 と 
し て 首都 近郊 の 町 ・ マ クタ イ の 奪 司 作戦 を 立案 。 そ こ に は 
拠点 確保 と 候補 生 部 隊 の 実力 の 確認 、 さ ら に は 皇国 軍 の 反 
応 を 確認 する と いう 狙い が あっ た 。 作 戦は 朱雀 軍 が あっ け 
な く 勝 利 し 、 こ れ に より 候補 生 部 隊 が 軍 の 一 幼 を 担える こ 
と と 、 旦 国軍 の 防備 が 完全 で は な いこ と が 証明 され た 。 


4 候 補 生 が 正式 に 投入 され た 本 作戦 で は 、 無 
論 ク ラス ゼロ に も 参加 命令 が 下さ れ た 。 


ル ブ ル ム 地 方 の マク タイ 
は 、 魔 導 院 に も っ と も 近い 朱雀 軍 全 部 長 
町 で ある 。 候補 生 部 隊 を 主 R 
力 と し た 朱雀 軍 は 、 時 間 や スス ヒサ ・ ヒ ガト 
労力 を 要する こと な く 目 的 朱雀 軍 の 統括 者 。 候 補 生 を 軍 の 
地 に 到達 し 、 十 分 な 防衛 体 一 上 員 と し 軍 の 命令 系 統 に 従っ て 
制 を と れ て いな か っ た 皇 行動 させ る の は 、 魔 導 院 開設 以 
の 駐留 部 隊 を 一 掃 し た 。 来 初め て の こと で あり 、 そ の 有 
効 な 運用 法 を 模索 し て いた 。 


195 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 究 式 \ 式 設定 資料 集 泉 ノ 秘史 


第 二 章 : 朱雀 の 旗 が 立つ と き 


} 水 の 戸 (2 且 ) 25 日 | き の 月 (3 戸 ) 1 日 凡 の 且 (3 戸 ) 3 日 
Il 
う 
蒼 Y 2 こ 
遂 キ 人 > 
DN 7 ‘$e キ 攻 
ポー: 0 ス 作 
NN レ い 調 タダ 戦 
2 示 作 
メ : の [ の 物 可 
思 魔 導 院 の テラ ス で 資料 室 ク リス タリ ウム を 戦 決 
いい 自由 時 間 を 過ごす 候補 生 上 | 利用 する 候補 生 
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OY i 6 
昔 遂 か ら 楽 省 へ の 使 来訪 米 作 軍 は ルプ ルム 地方 か ら 息 国 軍 を 時 
朱雀 の 最高 指導 者 カリ ヤ 院 長 に 詞 見 する た め 、 コ ンコ ル 軍 の 再編 を 終え た 朱雀 軍 は 皇国 軍 に 占拠 され た ル ブ ル ム 地 方 を 
ディ ア 王 国 か ら ク ラ エ ス ・ ホ シ ヒ メ ・ ミ スカ ・ サ ン セ スト 奪還 する べく 、 解 放 直 後 の マ クタ イ を 拠点 と し て 攻勢 に 出 た 。 国 


が 魔 導 院 へ 遣わ され た 。 ホ シ ヒ メ は 着 龍 女王 直轄 の 五星 近 土 回 復 を 意味 する * レ コン キス タ ” と 名 付け られ た 本 作戦 は 、 朱雀 ・ 
衛兵 団 の ひと つ で ある “ 暁 "の 守護 で あり 、 指 揮 宜 で ある と 皇国 両 軍 が 続々 と 増援 を 投入 する 軍団 規模 の 大 会 戦 に 発展 。 朱 雀 
同時 に 行政 官 と し て 王国 の 運営 に 深く 関わ る 要 人 で あっ 軍 で は クラ ス ゼ ロ を は じ め と する 候補 生 部 隊 も 活躍 を 見 せ 、 ル ブ 
た 。 ホ シ ヒ メ と カリ ヤ 院 長 の 接見 を きっ か け と し て 、 蒼龍 ルム 地方 の 都市 を 次 々 と 解放 し 、 皇 国軍 の 駆逐 を 成功 させ た 。 
軍 は 朱雀 軍 の 反攻 作戦 に 呼応 する よう に な っ て いっ た 。 

人 に で 


盾 口 は AMINO'S 腕 圭 HRf 貸 身 際 汗 


材 Q 慎 窒 ③ 個 圏 時 。 は て 当 陸 N 局 四 2 へ 


。 せ で て 田 短 放さ f, て で 知 閉 避 机 剛 呆 。 と 滑 
宮 低 ,.0O で 消 xtt 個 蒲田 。 芽 並 舞 寺 べ ーー 


> モロ へ と 避 Sr の 筆 穫 NNSS 


ん A 魔 導 院 の 噴水 広場 に 現れ た ホシ ヒメ と 蒼龍 文官 。 院 長 室 へ 向かう 途 呈 間 旬 
中 、「 景 色 を 見 て いる うち に 迷っ た 」 と 候補 生 に 道 を 尋ね て いる が 、 朱 下 独 隊 
雀 施設 の 調査 も 兼ね むち て いた の で は と いう 疑い も ある 。 


RT A 


皇国 軍 の 襲撃 か ら 1 カ 月 も 経た ず に 、 朱 次 
は 首都 近郊 ルル ブル ム 地 方 の 奪還 に 成功 し 、 失 
地 の 回 復 は 順調 な スタ ー ト を きっ て いた 。 こ 
れ は 再編 され た 朱 作 軍 が 機能 し は じ め た こと 
に 加え 、 候 補 生 部 隊 が 予想 以上 の 戦果 を 挙げ 
た こと が 理由 で ある と 分 析 さ れる 。 こ の 結果 
を 受け 、 朱 人 雀 八 席 議会 は 大 規模 な 領土 奪回 を = 
目指 す “ 大 反攻 作戦 "を 可決 。 ま すず は 朱雀 北部 。 朱雀 の 最高 決定 機関 ・ 八 席 講 会 に より 大 反攻 作戦 。 大 反攻 作戦 の 概要 に つい て は 、 指 揮 隊 長 な ど を 通 
の 要衝 ・ ト ゴ レ ス 地方 へ と 兵 を 進め た 。 が 可決 され た こと を 記し た 公式 な 書簡 。 じ て 、 即 時 、 ア ギ ト 候 補 生 に も 告知 され た 。 


196 


Re 


の ea シン み 
レ が ん 
| な 
の の 
こ 筑 六 だい ま 
上 診 て | 
部 アレ シア の 検診 を 愛 ける 映 噂 ル 
長 クタ ラズ 間 如 の ダシ パー | 1 
像 が 
ギ 
“ 像 だ 
像 


紗 溶 


候補 生 に 広まる 
朱 人 準 ル シ 出 陣 の 噂 


朱雀 八 記 議会 が 抱え る 内 謎 外 過 


白虎 と 朱雀 の ル シ が 戦場 へ 赴く 


皇国 元帥 シド は 朱 人 浴 軍 の 活発 化 と 蒼龍 軍 の 動き を 察知 し 、 当時 の 朱雀 に と っ て 最大 の 問題 が 皇国 の 侵略 で あっ た こと は 間 
白虎 ル シ ・ ニ ン ブ ス に 参戦 の 準備 を 促し た 。 本 来 、 ル ン は ク 違い な い が 、 国 内 に も 愛 慮 すべ き 問 題 は あっ た 。 朱 八 の 政治 を 取 
リス タル の 意志 に よっ て の み 行 動 す る が 、 ン シンド は クリ スタ ル り し きる 八 席 議会 は 決し て 一 枚 岩 と は 言え ず 、 議 員 同 士 の 対立 は 
を 掌握 する こと で ルン を る 管理 下 に 置い て いた の で ある 。 一 深まる 一 方 。 特 に 出自 不詳 で あり な が ら カ リヤ 院長 と も 対等 に ふ 
方 、 朱 人 雀 ル ン ・ シ ュ ユ も 出陣 を 決め た が 、 こ ちら は クリ スタ る まう 、 魔 法 局 局長 アレ シア を 煙 た が る 議員 が 多かっ た よう だ 。 


ル の 意志 に よる も の で あり 、 朱 人 雀 軍 と の 連携 は な か っ た 。 


4^ 白 虎 ル シ ・ ニ ン ブ ス に 通信 機 で 命令 する 
皇国 元帥 シド 。 ミ リ テ ス 皇国 で は 、 ル シ す 
ら 戦力 の 一 部 と 捉え られ て いた 。 


人 ぬ ア レシ ア と 対立 する 軍令 部 長 は 一 朱雀 兵 の 戦死 
を 利用 し 、 ア レシ ア の 失脚 を 画策 し て いた 。 


戦死 し た 朱雀 角 
イザ ナタ ナギ ポリ 
魔 導 院 解放 作戦 に て 極秘 任務 を 遂行 し 戦死 し た 。 こ 


の 人 事 が 本 来 権限 の な い ア レシ ア の 独断 で あっ た こ 
と か ら 、 還 令 部 長 は 責任 を 追及 し よう と し た 。 


朱雀 ル シ 
アル 
シュ ユ は 朱雀 軍 に 加勢 する わけ 


で は な い 。 自ら の 攻撃 が 軍 を 巻 
き 込 む 可能 性 を も 示唆 し た 。 


ESE NT TN 
RE ON 


魔 導 院 の 裏 の 機関 と し て 存在 する 護 
報 部 で は 、 工 作 や 暗殺 と いっ た 公 に で 
き な い 任務 を “クリ ム ソ ゾン" と 呼び 、 秘 
密 裏 に 実行 し て いた 。 候補 生 ク ラス の 
9 組 は クリ ム ゾ ン を 担当 する 謀 報 4 課 
の 隠れ み の だ っ た が 、 そ の 事実 は 極秘 
で あっ た 。 戦 時 中 は 軍令 部 の 公式 な 作 
戦 の ほか に クリ ム ゾ ン も 多く 発令 さ 
れ 、 ひ そ か に 遂行 され て いた よう だ 。 


8 組 候 補 生 
ナギ キ ・ が 
自ら クリ ム ゾ ン を こなす 
ほか 、 ク ラス ゼロ へ の 伝 
令 役 を 担っ た 。 


ペク ラス ゼロ に 接触 する 
| 課 報 部 上 員 ナ ギ 。 と き に は 
| クリ ム ゾ ン へ の 協力 を 依 
| 頼 す る こと も あっ た 。 
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泉 穫 軍 の 攻勢 に 押さ れ 
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作戦 を 指示 する 指揮 隊長 
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寺 国 防 上 の 重要 抗 上 ・ ト ゴ レス 要塞 の 争 奉 戦 が 開始 上 


朱雀 軍 は 大 反攻 作戦 を 開始 する と 、 ま すす 蒼龍 軍 の 支援 を 受け て 皇国 軍 の 占 
訪 下 に ある 朱 代 領 の 制空権 を 確保 。 さ ら に 、 候 補 生 に よっ て 編成 され た 神 出 
鬼 没 な 遊軍 の 活躍 も あり 、 朱 人 雀 軍 は 快 進 撃 を 続け た 。 こ れ に 対し 皇国 軍 は 戦 
線 を 後退 させ 、 戦 い の 焦点 は 要衝 で ある ト ゴ レス 要塞 の 争奪 へ と 移っ た 。 

ト ゴ レス 要塞 に は 朱 作 軍 が 開発 し た 強固 な 防衛 機構 が 完備 され て いた が 、 
すでに 旦 国 軍 の 管制 下 に 置か れ 、 本 来 の 主 で ある 朱雀 軍 の 進入 を 妨げ た 。 し 
か し 、 皇 国軍 の 防衛 戦力 が 十分 で は な いと 判断 し た 朱雀 軍令 部 は 、 要 宮 奪 還 
の 好機 で ある と し て 予備 戦力 の すべ て を 要塞 攻略 に 投入 し た の だ っ た 。 4 遊軍 と し て 正規 軍 と の 別 行動 を 指示 され る 候補 生 。 


危険 な 戦場 へ 少数 で 参加 する こと に 不安 を 隠せ な い 。 
ト ゴ レス 要 寒 の 重要 性 


朱雀 軍令 部 で 使わ れ て いた 

作戦 地図 で は 、 朱 雀 の 中 枢 

で ある 魔 導 院 の 真 北 に ト ゴ 

レス 要 寒 が 大 きく 記さ れ て 

いた 。 ト ゴ レ ス 要 喜 は 北東 

に コン コル ディ ア 王 国 と の 

国境 線 、 西 に ミリ テ ス 和 皇国 

と の 国境 線 を 臨む 位置 に あ og pe 

り 、 朱 雀 が 本 土 防衛 の 面 で 

確保 すべ き 要 衝 で あっ た こ ト ゴ レス 要 案内 旨 導 _ | 

と は 疑う べく も な い 。 要 案 攻 略 に あたり 朱雀 正規 軍 は 正面 か ら 侵攻 、 ク 
ラス ゼロ を 含む 候補 生 部 隊 は 遊軍 と し て 動い た 。 


ト て ekOSs 23P たい 本 0E あ か 0 0 て いま れき 
MO e 黄 人 人 ht 
0 NE 条 > CR Ne 


a a 
EN 
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朱雀 軍 の ト ゴ レス 要塞 奪還 は 、 皇 国軍 の 

I 
一 方 、“ 白 雷 "と 呼ば れる 皇国 軍 の カト ル 准 
将 は 新型 魔 導 アー マー・ ガ ブリ エル を 駆り 、 
皇国 軍 残 存 部 隊 に 合流 。 白 虎 ル シン ・ ニ ン ブ 
ス が 到着 する まで 時 間 稼ぎ を する よう に 指 
示し た 。 カ トル 准将 自身 も 、 そ の まま 要 寒 tia 
近郊 に 劉 ま り 時 間 稼ぎ と 新型 機 の テス ト を A 高 速 で 飛び 回 り 魔法 障壁 を 有する ガブ リエ ル に 対 を 装備 する 新型 機 。 機動 
兼ね ち 、 ク ラス ゼロ と 交戦 し て いる 。 し 、 朱 雀 軍 は 勧 弄 され る ば か り で あっ た 。 性 も 非常 に 高い 。 
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要 寒 陥落 より 数 刻 、 白 虎 ル ン ・ ニ 
ブス と 朱雀 ル シ ・ シ ュ ユ が ト ゴ レス に 
到来 。 こ れ を 受け て 両 軍 は 全部 隊 に 撤 
退 を 指示 し た が 、 ル シ 激 突 の 影響 で ト 
ゴ レ ス 要 寒 は 大 地 ち もろ と も 消滅 し 、 画 a 
軍 に も 多大 な 被害 を も た らし た 。 ル シ 
同士 の 戦闘 は じつに 500 年 ぶり の こと 
で あっ た 。 要 寒 は 失わ れ た が 北 ト ゴ レ 
ス 地 方 は 朱 注 軍 の 支配 下 と な り 、 結 果 
的 に 朱雀 ・ 蒼 龍 軍 の 勝利 で 決着 し た 。 
礁 交 ト ゴ レ ス の 戦い に お ける 各国 軍 の 冬 和 者 数 
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要塞 攻略 直前 に 展開 さ れ た 楽 溝 の 非 人 へ 式 作戦 


ト ゴ レス 要塞 攻略 戦 に お いて 、 朱 代 課 
報 部 で は 極秘 ミッ ショ ン " ク リム ゾン "を 
発令 し て いた 。 そ の 内 容 は 、 要 塞 内 に 捕 
ら わ れ て いる 朱雀 民間 人 の 救出 お よび 要 
寒 防 衛 シ ステ ム の 起動 、 機 密 文 書 の 回 収 
の 3 点 で あっ た 。 こ の 極秘 作戦 は 要 寒 攻 
略 開始 より も 前 に 行なわ れ た が 、 民 間 人 
の 生存 者 は すでに な く 救 出 は 失敗 。 残 る 
2 点 に 関し て は 成功 と な っ て いる 。 


人 ムク リム ゾン の 遂行 は クラ ス セ ゼロ が 担当 。 要 寒 へ と 潜 
入 す る も 、 民 間 人 は 全 減 し て いた 。 
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魔法 無効 化 と 飛行 技術 の 推進 


皇国 軍 は 戦争 激化 に と も な い 新 規 魔 導 ア ー マ ー の 開発 に も 
力 を 入れ て お り 、 主 力 機 スト ライ カー の さら な る 改良 を 進め 
る と と も に 、 飛行 型 魔 導 アー マー の 実用 化 を 急い だ 。 ま た 、 
飛行 技術 だ け で な く 朱 人 雀 の 魔法 を 無効 化す る 研究 も 盛ん に 行 
な われ 、 ト ゴ レ ス 戦 で は 飛行 形態 へ の 変形 機構 と 魔法 障壁 を 
実現 し た 試験 機 ・ ガ ブリ エル の 投入 に いた っ て いる 。 


飛行 型 魔 導 アー マー 
ヘル ダイ バー 
飛行 型 魔 導 ア ー マ ー は 、 朱 人 雀 


の 魔法 や 軍神 へ の 対抗 策 と し 
て 開発 ・ 生 産 が 進め られ た 。 


4 要 寒 に は " 禁 呪 復活 の 考察 "や "魔力 増加 研究 報告 "と い 
っ た 朱雀 の 機密 文書 が 保管 され て お り 、 ク ラス ゼロ に は 
機密 文書 の 内 容 を 知っ た 人 間 の 処分 も 指示 され て いた 。 
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本 叶い キツ 人 ざ 記 浦 半 2 漂着 
に まま 


候補 生 投入 に よっ て 戦力 を 増強 し た 朱 

雀 は 、 領 土 奪回 を 目的 と し た 大 反攻 作 

戦 を 開始 。 皇 国 に よる 占領 か ら 3 カ 月 も 

経た な いう ち に 、 ル ブル ム 地 方 と ト ゴ 

レス 地方 の 奪還 を 成功 させ た 。 勢力 の 

回 復 は 順調 で あり 、 全 領土 の 奪還 も 時 
| 間 の 問題 と 思わ れ て いた 。 


} 鳴 歴 842 年 } 
炎 の 及 (5 月 ) 2 日 炎 の 及 (5 及 )11 日 


魔法 局 局 長 ア レシ ア の 検診 を 受け る 
クラ ス ゼ ロ 記 履 候 補 生 レム 


中 弄 潜 誤る ペー ド 


し 1 
| 
上 映 | 
M HI 
1 

1 


か つて チョ コ ボ 和 炒 場 を 
訪れ て いた 候補 生 エ ー ス 


人 が た AA な 
に Ci ・ 701y ん 


RS ARN 
DA AA A が 」 a は 
| 3 


3 ¢ 7 
a ES CRO 
Triviyr 


ミリ テス 皇国 は 劣勢 と な っ た 戦局 を 打開 す 
る た め に 新型 戦略 兵器 の 開発 を 急い で いた 
が 、 そ の 実用 化 に は “ 玖 機関 "の 安定 稼働 が 不 
可 欠 で あっ た 。 玖 機関 と は 皇国 元帥 シド が 
“ルン ・ ク ン ミ の 代替 品 ” と も 呼ん だ 機構 で あ 

、 白 虎 ル シン ・ ク ン ミ が も っ て いた "機械 の 
na for 
み 出 すべ く 開 発 さ れ た も の だ 。 完成 すれ ば ク 
リス タル ジャ マー や アル テマ 弾 を 、 ル シ ・ ク 
ン ミ な し で も る 制御 で きる と 期待 され て いた 。 


白虎 クリ スタ ルル ー ム 


ミリ テス 皇国 の あら ゆる 機械 に 向け エネ 
a 区 8 ー ルギー を 供給 し て いる 白虎 クリ スタ ル 。 
人 技術 者 に 開発 の 進捗 を た ず ね る シド 。 玖 機関 と 新兵 周囲 の 複雑 な 装置 に よっ て エネ ルギー 抽 
器 は 、 今 後 の 戦 略 に と っ て 重要 な 鍵 で あっ た 。 出 を 制御 し て いる と 思わ れる 。 


朱雀 の アギト 候補 生 に な る に は 、 魔 導 院 に 
訓練 生 と し て 通い 、 上 厳し い 試 験 に 合格 する 必 
要 が あっ た 。 し か し 、 突 如 と し て 現れ た クラ 
ス ゼ ロ の 12 名 は 、 魔 法 局 の 管理 下 に ある “ 外 
局 " と 呼ば れる 施設 で 訓練 され て お り 、 正 規 
の 行程 を 経 ず に 候補 生 に な っ た の で ある 。 

ちな み に ク ラス ゼロ は 開戦 前 に も 何 度 か 魔 
導 院 を 訪れ て お り 、 そ の 朱 の マン ト を 見 た 候 


A 魔 導 院 解放 作戦 で クラ ス ゼ ロ に 通信 機 を 
届け た 朱雀 兵 イ ザ ナ ・ ク ナギ リ 。 彼 は クラ 
補 生 た ち に " 幻 の 0 組 "、 “ 魔 導 院 七 不 思 議 ' と ス ゼ ロ の ひと り 、 エー ス が 魔 導 院 を 訪れ た 


喝 さ れる ほど の 印象 を 残し て いる 。 際 に 交流 し て いた こと が 判明 し て いる 。 
ii 
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臣 凌 硫 究 所 に 足 を 運ぶ 
候補 生 ム ツキ 


邊 国軍 と の 戦 関 を 再開 し た 打 後 軍 PP 北 ト ゴ レス 地方 を 解 用 


ト ゴ レス の 戦い で 多大 な 損失 を 出し た 皇国 と 朱雀 の 両 軍 は 、 に 朱 礁 軍 は 続い て 、 北 ト ゴ レス 地方 の 奪還 を 計画 。 当 初 は 
ら み 合い を 続け て いた 。 だ が 、 ひ と 月 が 経っ た ころ 、 比 較 的 損害 戦力 不足 が 懸念 され た が 、 蒼 龍 軍 か ら ミ ィ コ ウ 共 同 攻 撃 の 
が 少な か っ た 朱雀 が つい に 動く 。 和 朱雀 軍 が 目指 し た の は 、 ト ゴ レ 申し 出 を 受け た こと で 作戦 可決 と な っ た 。 た だ し 、“ 着 龍 
ス 地方 の 都市 ・ キ ザイ ア の 奪還 で ある 。 キ ザイ ア は 皇国 軍 の 占領 に 機密 た る 魔力 を 見 られ る こと は 好ま し く な い " と いう 軍 
下 に あっ た が 駐屯 部 隊 は 少な く 、 地 理 的 に 皇国 本 土 か ら の 増援 も 略 上 の 理由 か ら 、 魔 法 の 使用 は 禁じ られ た 。 こ の た め 朱 徒 
困難 と 分 析 さ れ た 。 こ の 読み に 間違い は な く 、 候 補 生 部 隊 に よる 部 隊 は 苦戦 を 強い られ た が 、 蒼 龍 軍 の 支援 もち あり ミィ コウ 
陽動 作戦 も 功 を 奏し 、 少 な い 損 害 で 奪還 に 成功 し て いる 。 奪還 に 成功 。 北 ト ゴ レス 地方 か ら 皇 国軍 を 撤退 させ た 。 
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キザ イア 盟 動 作戦 戻 且 加 
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os で (YS 党 洒 協 民主 居 S 貢 洲 て 
論 届 は ーー 所 澤 S 層 圏 軸 二 


人 A 蒼 龍 軍 を 指揮 し て いた 武 官 ・ コ ノ ハ 。 作戦 に 参加 し た クラ ス ゼ ロ と 
は 作戦 内 容 の や り と り も あっ た が 、 そ の 物言い は 決し て 友好 的 で は な 
く 、 単 な る 厚意 で 共闘 し た わけ で は な いと 推測 で きる 。 


は は は Ok 中 人 SG 個 岡 明 こと 生き 。> 装 ざ * 
さす 口 山 ペ ー 着 事 さ 口 記 NI きせ の s+ 織 
注 き 一 装 3 の ささ 澤 庄 団 慰 が 9 二 寸 母 哲 太 
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つい に イス カ 方 面 へ 進軍 を 始め た 打 小 軍 


北部 地域 を 奪回 し た 朱雀 軍 は 続い て イス カ を 
攻略 し 、 西 部 方 面 進軍 の 拠点 と する こと を 検討 
し た 。 イ スカ 制圧 の た め 軍 令 部 が 目 を 付け た の 
は 、 動 力 施設 を 備え た 地下 水路 で ある 。 こ の 水 
路 に 工作 部 隊 を 潜入 させ て 動力 を 寸断 し 、 和 皇国 
軍 の 混乱 に 乗じ て 主力 部 隊 を 突入 させ よう と 計 1 
画 し た の だ 。 潜入 を 命じ られ た クラ ス ゼ ロ は 破 動力 施設 イス カ 地 下水 路 | 


壇 工 作 を 成功 させ た の ち 、 敵 司令 部 の 制圧 に も 生 施設 は カ所 あり 、 時 間 を お いて 爆 半 地下 水路 に は 野生 の モン スタ ー が 棲息 し て いた ほか 、 泉 
成功 。 イ スカ の 町 を 皇国 の 支配 か ら 解 放し た 。 する 魔 晶 石 が 用 いら れ た 。 雀 の 捕虜 と 思わ れる 遺体 も 散見 され た 。 
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- 第 三 章 : 大 量 破壊 兵器 の 時 代 
| 来 の 月 (5 戸 ) 29 日 
で 午 攻 11 時 9 分 未 の 月 (6 月 ) 15 昌 
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発 記 朱雀 大 イザ ナ と の 会 話 を 放 
見 wr 夢 に 見 る 候補 生 エ ー ス SN 
| の 2 送 


玄 葉 クリ スタ ル 発 掘 の 様子 


映 
像 


朱 葉 で も 受信 され た 
宇 国 元帥 シ ド の 渡 説 


ia 
旦 国軍 、 女 武 残存 部 隊 か ら 玄武 クリ スタ ル を 奪取 


皇国 軍 は 朱雀 軍 に 敗北 を 続け る 一 方 で 、 廃 協 と 笛 玄 武 軍 残 存 部 隊 の 戦闘 記録 | 
化 し た 玄武 首都 品 リ カ に 軍 を 進め て \ だ 。 その 目 戦 原 記 銚 報告 書 
的 は ペリ シテ ィ リ ウム 玄武 に 存在 する 、 玄 武 クリ 鳴 歴 842 年 


炎 の 月 (5 月 ) 24 日 重 国 軍 、 攻 撃 開 始 。 皇国 と 


スタ ル の 奪取 で ある 。 当 時 、 皇 国軍 は 新型 の 大 量 Whenav 人 | 
破壊 兵器 を 開発 中 で あり 、 そ の 製作 に 必要 な エネ 2 重 国 軍 、 ペ リ シ ティ リウ ム 友 | 
ルギー を 玄武 クノ リス タル か ら 得 よう と し た の だ 。 Me | 
当初 は 皇国 軍 の 無血 占領 と 思わ れ た が 、 ペ リ シ WR ode oe | 
ティ リウ ム に 続く ロリ カ 地 下 王宮 に は アル テマ 弾 27 日 玄武 軍 、 部 隊 の 7 制 が 載 減 〇 向 字 ィ リ 2 | 
の 直撃 を し の い だ 玄 武部 隊 が 健在 で あり 、 そ の 的 28H 女 吉 区 を 準 ーー 、 | 
抗 は 6 日 間 も 続い た 。 対 抗 を 退け た 皇国 軍 は 玄武 29 日 玄武 軍 、 最 後 の 絵 攻撃 アル テマ 弾 の 爆破 範囲 イメ ー ジ 
クリ スタ ル を 回 収 、 本 国 に 移送 し 、 そ の 制御 に も 剛 0 投下 され た アル テマ 弾 は 上 空 で 爆発 し 、 球 | 
状 に エネ ルギー を 放出 。 首 都 は 半球 状 に え | 
ーー | | 
成功 する 。 一 国 が 2 つの クリ スタ ル を 得 た と いう ぐら れ た が 、 地 下 深く の ペリ シテ ィ リ ウム 
事実 は 、 朱 雀 と 蒼龍 に 大 き な 衝 撃 を 与え た 。 玄武 は 健在 で あっ た 。 


と i RE 
TT TT TTT TIT TT TTTTT TTT TT TT TT ri すす すす サ すす すす ササ て で マヤ て で すす Y ッ マー 


ササ すす で 9 


皇国 元帥 シド 、 首都 に て 大 演説 を 実施 


開戦 か ら 4 カ 月 、 皇 国 元帥 シド は 首都 イン グラ ム で 開催 され た 軍 
事 パ レー ド に て 、 国 民 に 向け た 演説 を 行なっ た 。 そ の 内 容 は ます 保 
守 的 な 行為 を 否定 。 皇国 こそ が 革新 に よっ て 新しい 秩序 を 生み 出 
し 、 オ リエ ンス の 導き 手 ・ ア ギ キト に な る の だ と いう 抽象 的 な も の で 
あっ た 。 こ の 演説 は “アギト は 正義 "と いう 大 衆 の 意識 を 利用 し 、 侵 
略 行為 の 正当 化 と 戦意 品 揚 を は か る こと が 目的 だ っ た と み ら れ る 。 


演説 が 行なわ れ た ミリ テス 宇 国 倫 都 イン グラ ム 


この シド の 演説 と 玄武 


クリ スタ ル 人 入手 の 報 は 、 エネ ルキ ギー 不足 に 陥っ て いた 皇国 に と っ て 、 玄 武 ク リス タル 入 
皇国 民 を 奮起 させ る に 足 手 は エネ ルギー 問題 を 解決 する 大 き な 一 歩 で あっ た 。 それ を 国 
る も の で あっ た よう だ 。 民 に 伝え る べく 、 大 々 的 な 演説 が 行なわ れ た と 考え られ る 。 
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お クラ ベベ ポ ゼ 避 に 
候補 生 に は “ 魔 導 アー マー 破壊 作戦 " が 通達 


玄 臣 の 功 を 引く 者 も いた 
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の ち に ル シ と な る 二名 の 候補 生 イス カ 地 方 か ら 後退 する 皇国 軍 


幼い ころ か ら 死 線 を 越え て きた クラ ス ゼ ロ の 候補 生 、 マ 朱雀 軍 は 奪 届 し た イス カ の 町 を 拠点 と し 、 あ ら た に 動員 し た 部 
キナ ・ ク ナギ リ と レム ・ ト キミ ヤ は 、 互 い に 想 い 、 互 い に 隊 を イス カ 地 方 に 展開 。 対 する 皇国 軍 も 、 イ スカ 地方 に ある 朱 徒 
生き る 場所 を 守る た め の 力 を 湯 望 し て いた 。 そ の 想い は 戦 方 面 軍司 令 部 を 失う わけ に は いか ず 、 本 国 へ 援軍 要請 を 行なう 。 


争 が 激化 する な か で 、 よ り 強 い 想 い へ と 育っ て いく 。 先 に 兵力 の 増強 を 終え た 皇国 軍 が 攻勢 を し か けた が 、 朱 和 雀 軍 の 
の ち に ふた り は クリ スタ ル に 選ば れ 、 ル シ と な る 。 彼ら 拠点 攻略 に 失敗 。 その まま 朱 人 雀 軍 の 反撃 に お され 、 司 令 部 で ある 
が ル シ に な る こと を 受け 入れ た 背景 に は 、 こ の 互い を 守り リン ボス 要塞 を 明け 渡す 結果 と な っ た 。 こ れ に より 皇国 の 朱雀 方 
た いと いう 湯 望 が あっ た と いえ る だ ろう 。 面 軍 は 崩壊 し 、 残 存 部 隊 は 西 の メロ エ 地 方 まで 後退 し た 。 
イズ カ 地 方 制圧 戦 展 較 
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ム の ちの 白虎 ル シ ・ マ キナ と 朱雀 ルン シ ・ レ ム 。 な か で も 、 レ ム を 自 し っ ちあ 症 

分 の で 守っ て いき た いと いう マキ ナ の 想い は 、 己 の 無力 さ を 知る 人 


に つれ 、 ル シ の 力 を 渦 望 する まで に 発展 し て いっ た 。 


皇国 軍 に 流出 し た 朱雀 軍機 密 文 書 の 回 収 任務 

リン ボス 要塞 の 陥落 に 際 し 、 和 皇国 軍 は 朱雀 領 に て 
押収 し て いた 朱 作 軍 の 機密 文書 を 本 国 へ 移送 し よう 
と し て いた 。 こ れ を 察知 し た 朱雀 軍 は 機 宰 文 書 を 運 
搬 し て いる 皇国 部 隊 に 追撃 を か け 、 イ スカ 地方 北部 
に 位置 する ロコ ル 鍵 乳 洞 へ と 追い 込む 。 

その 後 の 機密 情報 の 回 収 と 皇国 兵 の 処分 に つい て 
は 、 ク ラス ゼロ も 担当 し た と 記録 され て いる 。 結 果 機 宏 情 報 の 入っ た ケー スズ 
的 に 機密 情報 その も の は セキ ュ リ ティ 機能 に より 自 定め られ た 手順 を 踏ま ず に ケー ス を 開け よう と する と 、 内 容 が 
壊し 、 機 密 に 触れ た 皇国 兵 は すべ て 排除 され た 。 消去 され モン スタ ー を 引き 寄せ る 仕組 み に な っ て いた 。 
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第 三 章 : 大 量 破壊 兵器 の 時 代 
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イス カ で の 大 勝 に 沸く 朱雀 軍令 部 に 急報 が も た ら さ れる 。 そ の 内 容 は 
皇国 が 開発 し て いる 新型 魔 導 アー マー・ ブ リュ ー ナ ク が 、 国 家 間 の 戦略 

に 影響 を お よ ぼ す ほ と の 脅威 で ある と いう も の だ っ た 。 こ れ に 応じ 朱雀 
軍令 部 は 、 ク ラス セロ を 単独 で 皇国 首都 へ と 潜入 させ る “新型 魔 導 ア ー 
マー 破壊 作戦 "を 決定 。 ク ラス ゼロ は 朱雀 謀 報 部 の 協力 の も と 首都 近郊 
の 魔 導 アー マー 工場 に 忍び 込み 、 ブ リュ ー ナ ク の 破壊 を 成功 させ た 。 
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皇国 普 都 へ の 潜入 ! に 際 し て は 、 事前 クラ ス ゼ ロ は 魔 導 ア ー マー 工場 の 動力 炉 に て 、 和 白虎 ル シ ・ ニ ン 
に 奪取 し て いた 皇国 軍 の 輸送 用 魔 導 ブス と 遭遇 。 その 絶大 な 力 に 圧倒 され 全 減 の 危機 に 陥る が 、 突 
アー マー が 用 いら れ た 。 然 の 休戦 通達 が 入り 、 戦 い は 収束 。 命 拾い を し て いる 。 
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アク ラ 協 定 に より 3 カ国 が 休戦 


水 の 月 (6 月 ) 25 日 、 ミ リ テ ス 皇国 首都 イン グラ ム に コン コル ディ ア 王 
国 女 王 ア ンド リア が 来訪 し 、 ペ リ シ テ ィ リ ウム 間 の 不可 侵 を 定め た “ フ 

ァ ブ ラ 協 定 "の 発動 を 宣言 。 同 時 に 各国 軍部 に 休戦 が 通達 され 、 戦 闘 行 
為 は 即時 中 止 さ れ た 。 さ ら に 、 追 っ て 朱雀 の カリ ヤ 院 長 も イン グラ ム を 
訪れ 、3 カ 国 に よる 停戦 会 談 が 行なわ れる 運び と な っ た 。 
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この 突然 の 休戦 は 劣勢 に あっ た 皇国 軍 に と っ て は 朗報 と いえ た が 、 連 ER ES | 
戦 連勝 の 朱雀 軍 に と っ て は 素直 に 受け 入れ られ る も の で は な か っ た 。 蒼龍 の ル シ で あり 、 ド 


ラゴン た ちの 王 。 ソウ 
リュ ウ の 声 は 女王 の み 
が 聞け る と いう 。 の 

宇 国 に 来 着 し た 


ここ ンー 
この と き 皇 国 首都 へ 蒼龍 女王 アン ドリ ア 江角 


潜 和 人 し て いた クラ ス ゼ 

ロロ に は 、 皇 国軍 の カト ー デ 
ル 准 将 より 休戦 の 旨 が 

通告 され た 。 
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アル テマ 二 で 上 季 さ れ た プリ ュー ナク の 訂 


魔 導 アー マー の パー ツ を 狙っ た 打 省 の 禁 秘 作戦 


休戦 の 前 、 新 型 魔 導 アー マー 破壊 作戦 が 遂行 され た 裏 で 、 朱 雀 の 極 
秘 ミ ッ シ ョ ン "“ ク リム ゾン "が 発令 され て いた 。 朱雀 軍 は 、 和 皇国 首都 近 
郊 の フロ ステ ィ 基 地 に お いて 新型 魔 導 アー マー 用 の パー ツ が 開発 され 
て いる こと を 把握 し 、 ク ラス ゼロ に 基地 の 破壊 を 命じ た の だ 。 

クラ ス ゼ ロ か ら は 少数 名 が フロ ステ ィ 基 地 へ 赴き 、 霧 に 乗じ て 破壊 
工作 を 進め て いた が 、 休 戦 の 報 に より 作戦 完遂 に は 至ら な か っ た 。 


フロ ステ ィ 基 地 で 

は 新型 狙撃 銃 の 試験 Ai 
行 な -。 試 > 5 SR ー マ ー は 、 魔 導 院 へ ES 
ie dn 2 使わ れ た ダー イン スレ イヴ の 
eon バル ムン グ | 量 導 型 で あっ た 

れ た と 見 られ る 。 に コ こ O 


ー て EET ERE EE CE SHEE 
0 2 が ric 
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未然 に 阻止 され た アル テマ 弾 計画 


開戦 の 日 、 玄 武 に 投下 され た 大 規模 破壊 兵器 “アル テ 
マ 弾 "は 、 試 作品 に し て 一 発 で 玄武 を 消 減 さ せる ほど の 
威力 が あっ た が 、 白 虎 ル シン ・ ク ン ミ の 特殊 能力 な し で は 
制御 不能 と いう 欠点 が あっ た 。 し か し 、 そ の 後 も アル テ 
マ 弾 や クン ミ の 代替 品 で ある 玖 機関 の 開発 は 進み 、 ル シ 
な し て 制御 可能 か つ 小 型 化 さ れ た 改良 版 が 製作 され た 。 

al TR ・ 発 射す る 母 機 と ムペ リ シ テ ィ リ ウム 自虐 に 隣 接する 魔 導 ア ー マ ー 工 場 、 第 大 信 
し て 開発 され て いた の が 、 新 型 魔 導 ア ー マ ー“ ブ リュ ー 機工 場 。 こ こ で 技術 の 粋 を 集め た 兵器 が 開発 され て いた 。 
ナク "で ある 。 実用 化 の 暁 に は 、8 発 の アル テマ 弾 を 搭載 
し た まま 敵国 に 接近 し 、 国 土 を 徹底 的 に 破壊 する 決戦 兵 
器 に な る は ず で あっ た 。 だ が 、 ク ラス ゼロ に よる 破壊 工 新型 魔 導 アー マー 
作 に より 、 完 成 目前 の 実験 機 が 大 破 。 二 号機 の 製作 も 進 
め ら れ た が 完成 に は 多大 な 時 間 を 要する こと か ら 、 旦 国 クラ ス ゼ ロ の 事前 工作 に よっ て 機能 の 大 半 が 停止 し 
は 大 幅 な 戦略 の 見 直し を 図っ た も の と 思わ れる 。 て お り 、 そ の 真価 を 発揮 する こと な く 破 壊さ れ た 。 
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映画 議 る 課 固 首都 の ホホ テル に : 
像 像 中 滞在 する クラ ス ゼ ロ 
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像 

ホテ ル の 部 屋 に 違和感 を 感じ る 
クラ ス ゼ ロ の メン バー 
9 Me: 
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人 


休戦 時 、 皇 国内 部 に 潜入 し て いた クラ ス ゼ ロ は 、 そ の まま 和 皇国 首都 イン グ 
ラム で 待機 と な り 、 皇 国 側が 用 意 し た ホテ ル に 滞在 する こと と な っ た 。 や が 
て 、 停 戦 会 談 に 臨む た め 朱 人 雀 か ら カ リヤ 院長 が 来訪 する と 、 院 長 に 随伴 し て 
いた 指揮 隊長 の クラ サメ より 、 こ こ で 休暇 を と る よう 指示 が 出さ れ た 。 
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タク ラス ゼロ の 面々 は 、 指 揮 
ioe 
成り 行き を 問う も 、 納 得 で 
る 答え は 得 ら れ な か っ た 。 
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蒼龍 女王 が クラ ス ゼ ロ を 非 公式 に 訪問 


停戦 会 談 の た め に 皇国 首都 に 滞在 し て いた 

コン コル ディ ア 王 国 の アン ドリ ア 女 王 は 、 非 
公式 に クラ ス セ ゼロ と 面会 し て いた 。 蒼龍 の ル 
シン で も ある 女王 に は 予知 能力 が ある と され 、 
その 予知 に よっ て オリ エン ス の 未来 に お い 
て クラ ス ゼ ロ が "最後 の 歯車 * と な る こと を 知 
り 、 自 ら 接見 を 望ん だ と され る 。 


米 汗 の 失地 回 復 作戦 は 順調 な 進展 を 見 
せ 、 開 戦 以 来 ミ リ テ ス 皇国 の 占領 下 に 
あっ た 北 ト ゴ レ ス 地方 の 解放 に より 、 
北部 地方 を 完全 に 奪還 。 西 部 方 面 の イ 
ehh dpe a 
い を 増し て いた が 、 突 然 の 休戦 に より ee す 
| 出 端 を くじ か れる 形 と な っ た 。 | 2 守谷 の 人 を 不随 と する クラ ス セロ に 対し 女 せ ニー トコ リア RC 
rR 戦闘 継続 は クリ スタ ル の 意志 に 反する と 告げ た 。 TPIS る こと が で きる 。 
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クラ ス ゼ ロ に 対す る 朱 筆 の 監 梓 


多く の 作戦 を 成功 に 導い た クラ ス ゼ ロ だ が 、 そ の 出自 は 
魔 導 院 の 局長 クラ ス に も 明か され て いな か っ た 。 魔 法 局 局 
長 ア レン ア が 育て た 12 名 の 子供 と し て 登録 され て は いる 
が 、 そ も そ も ア レン ア 自 身 に も 謎 が 多く 、12 名 の 優秀 す 
ぎる 戦績 も に わか に は 信じ が た い 。 そ こ て で 朱雀 の 局長 た ち 
は 、 開 戦時 クラ ス セ ゼロ に 編入 させ て お いた 候補 生 に 対し 、 

ン ア と 12 名 の 子供 の 監視 任務 を 与え た の で ある 。 


皇国 首都 に て 、 軍 令 部 長 か ら 監視 任務 に 就く よう 伝え られ た 候補 生 
マキ ナ 。 同時 に 兄 ・ イ ザ ナ の 死 が クラ ス ゼ ロ の 責任 に よる も の だ と 吹 
き 込 まれ 、 ク ラス ゼロ へ の 不信 感 を 募ら せ て いた 。 
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皇国 の 機能 的 な 街並み を 見 た 朱雀 の 民 
は 、“ 魔 法 な し で どう や っ て 大 規模 な 街 
を 作る の か "と 疑問 に 感じ る と いう 。 し 

、 皇 国 に は 魔法 の か わり に 魔 導 ア ー 
マー に 代表 され る 機械 が ある わけ で 、 そ 
れ を 利用 すれ ば 街 作 り は 困難 で は な い 。 
クリ スタ ル か ら 生 み 出 され る エネ ルギー 


室 国 都市 部 の 典型 的 な 街並み 
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を も と に し て 生活 し て いる と いう 点 で 皇国 首都 を 見 学 し て まわ る クラ ス ゼ ロ の メン バー 金属 や 合成 物質 で 作ら れ た 街並み は 、 石 造り を 基本 と す 
は 、 朱 人 雀 も 皇国 も 変わ り は な い の だ 。 も 、 そ の 立派 な 街並み に 雛 嘆 の 声 を あげ て いた 。 る 他国 か ら 見 れ ば 異様 と も いえ る 。 
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旦 国 首都 を 見 学 す る クラ ス ゼ ロ 


皇国 で の 待機 中 、 ク ラス ゼロ に は 外出 許可 が 出さ れ て いた 。 一 
部 の メン バー は ホテ ル に 残っ て 待機 し た が 、 多 く の メ ン バ ー が 首 
都 イ ング ラム を 見 学 し て まわ っ て いる 。 首都 に は 警備 役 の 皇国 兵 
が 配備 され て お り 、 ク ラス ゼロ と 交流 し た と いう 記録 も ある 。 


タク ラス ゼロ の 一 員 で 
ある ケイ ト は 、 は じ め 
て 訪れ た 皇国 首都 に 既 
視 感 を 覚え て いた 。 
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国 兵 と は 一 和 触 即 発 の ムー ド 。 撃 さ れい た よう だ 。 
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8 
氷 の 月 (6 月 ) 27 晶 


ア 乗 
リ り 
の 
Dg 
本 いい 
性 な 


mu < ご 
、 ~~ 


。 本 要 当 
可 


室 国 普 都 に は 
基 態 の 官僚 も 滞在 し て いた 


の 


AA な AAAAAAAAAAAAAAAAAAGAAAAI 


クラ ス ゼ ロ へ の 支援 体制 


皇国 待機 中 の クラ ス ゼ ロ に 対し て は 、 朱 人 雀 か ら 
数 々 の サポ ー ト が な され た 。 ま す 指 揮 隊 長 の クラ 
サメ は 、 極 秘 作戦 中 に 取り 残さ れる 形 と な っ た ク 
ラス ゼロ の 身分 を 皇国 側 に 証明 。 不 当 な 扱い を 受 
け な い よう 処遇 を 朱 作 側 の 預かり と し た 。 ま た 、 
クラ ス ゼ ロ 担 当 の モー グリ と 従 卒 ア リア る も 皇国 首 
都 に 急行 し 、 魔 導 院 と ほぼ 同様 の 環境 を 用 意 す る 
な ど 、 候 補 生 と し て は 格別 の 支援 が 行なわ れ た 。 


AA カリ ヤ 院 長 に 随伴 し て 皇国 首都 に 向かい 、 ク ラス ゼロ へ 
の 物資 補給 を 担当 し た 従 座 ア リア 。 朱雀 を 離れ た 影響 か 、 
平常 時 より も 大 ら か な 素振り を 見 せ て いた よう だ 。 


oo 0 


| 水 の 月 (6 及 ) 28 日 
に た 、 こ 。 CR こと 
\ 午 床 10 時 39 


ni 


ニン で 由 之 語 


選 


[ 浴 当 | 


we 仁 敵 O 


落 熊 府 は 朱 供 候補 生 が ン 
暗殺 に 関与 と の 声明 を 発表 | 


i 


TV V TTT TV TT TNEY I VVT TV TTY TT VE TV CVT TIT TI TV TT TVET TV TO TTT TT TYO TTT ITY TY 


昔 棚 女王 が 暗殺 され 停戦 会 談 は 破 続 


休戦 より 3 日 後 、 停 戦 会 談 の た め に 皇国 首都 を 訪 
れ て いた 蒼龍 女王 アン ドリ ア が 、 何 者 か に よっ て 暗 
殺さ れる と いう 驚 くべ き 事 件 が 起き た 。 蒼龍 政府 
は 、 事 件 以前 に 女王 と 接触 し て いた 朱 讐 候補 生 部 
隊 ・ ク ラス ゼロ が 暗殺 に 関与 し た と の 声明 を 発表 し 、 
朱雀 を 激しく 非難 。 皇 国 滞 在 中 の 朱 讐 首脳 陣 は 、 会 
談 が 破綻 し 再び 戦争 に 突入 する こと を 予見 し 、 た だ 
ち に 皇国 首都 を 脱出 し て 朱雀 本 国 へ 帰還 し た 。 


* 
パ 


人 ム ミ リ テ ス 皇国 首都 に て 暗殺 され た 、 人 蒼龍 女王 アン ドリ ア 。 
五星 近衛 兵団 に よる 厳重 な 護衛 の な か で の 犯行 で あっ た が 、 
暗殺 の 方 法 や 経緯 に つい て は 明か され て いな い 。 


NN 
i 
ご A や 
あす /// 
ご 


軍国 懲 都 か ら 脱 出し た 


事態 急変 に より 、 朱 雀 首脳 
陣 は クラ ス ゼ ロ を お いて 脱 
出せ さる を 得 な か っ 78o 


る 


だ たる AAAA だ AAAAAAAAAAA な SAA2acaAaacxa。 


皇国 軍 は 女王 暗 税 犯 追 撃 に “ 


皇国 軍 で は 人 体 に 作用 する 機構 や 薬物 
の 研究 が 進め られ て いた 。 戦 闘 中 の 兵士 
に 強化 剤 を 投与 する 特殊 装甲 は すでに 実 
用 化 さ れ て お り 、 こ れ を 装備 し た “強化 
兵 " も 配備 済み で あっ た 。 女王 暗殺 犯 ク 
ラス ゼロ の 追撃 の 折 に は 、 極 限 まで 強化 
を 施さ れ た “番外 者 "と 呼ば れる 兵士 が 投 
入 さ れ た が 、 友 軍 に まで 被害 を お よ ぼ す 
な ど 運 用 に は 問題 が あっ た よう だ 。 


番外 者 "を 配備 


4 特殊 部 隊 所 属 の 番外 者 。 皇国 兵 と は 思え な い ほ どの 
巨 江 を ほこ り 、 魔 法 を 防ぐ 装甲 に 身 を 包む 。 


宇 国 倫 都 地下 道 


クラ ス セ ゼロ が 逃走 経路 と し て 使用 し た 、 和 皇国 首都 
の 地下 鉄道 設備 。 こ こ に 番外 者 が 投入 され た 。 


ネ シ ェ ル 届 中 の 宴 国 和 


の B91 は 1 


EO 2 RIN 
a 人 MD i 5 らい 本 OR Ges A 2 


林 人 奪還 は 星 国 領 で の 調査 を 実施 


女王 暗殺 事件 の 発生 前 、 皇 国領 の ネ シ ェ ル 山 中 で は 待機 中 の 
皇国 軍 が モン スタ ー に 襲撃 され る と いう 事件 が 発生 し て いた 。 
この 一 報 に 応じ て 、 朱 次 軍 令 部 は 救援 と いう 名 目 で 、 皇 国 首 都 
に 待機 し て いた クラ ス ゼ ロ を 派遣 する 。 だ が 本 当 の 目的 は 、 皇 
国領 内 の 調査 お よび 皇国 軍 の 戦闘 力 の 把握 で あっ た 。 


ネジ シ し DO 類 


各自 


HGt 剛 完 
Q へ で 硬 革 民 層 征 
メー テ 油 財 と と MNVY 民 越 
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王 ミ モロ の St 包 垂 交 令 


et へ へ 各 圭 と 叶 ささ okozk 


fi 各 汗 工人 は て rr 


1Sr 。 ひ 
回 届 


品 較 の 商 撃 を 受け 逃亡 する クラ ス セ ゼロ 


朱 倫 首脳 陣 が 皇国 を 脱出 する 一 方 、 待 機 中 の クラ ス ゼ ロ に は 連絡 が 届か ず 


敵 地 に 取り 残さ れる 形 と な っ た 。 和 皇国 軍 は 蒼龍 女王 暗殺 に クラ ス ゼ ロ 


し た も の と 断定 し 、 即 座 に クラ ス ゼ ロ が 滞在 する ホテ ル ・ ア ル マ ダ を 包囲 。 
皇国 兵 の 毅 撃 を 受け た クラ ス ゼ ロ は 事態 を 飲み 込め な いま ま 脱 出 を は か り 、 
それ に 対し て 皇国 軍 は 魔 導 アー マー も 投入 し て の 大 々 的 な 追撃 を 行なっ た 。 


4 事態 を 想定 し て いた か の よう に 、 ホ テル 4 連絡 の た め 従 座 ア リア が 駆け つけ た が 、 大 規模 戦闘 向け の 兵器 まで も 


の 客室 に は ジャ マー 機能 が あっ た 。 皇国 軍 の 銃撃 に 倒れ て し まっ た 。 


EE 88 
休 

頭 の 

の 作 

山 戦 

> 

計 作 


宇 国 劉 の 進撃 を 愛 け た 
クラ ス ゼ ロ 


卓 准 地 を 主として 生息 す 
2 の スノー ジャ イア ッ ト と 
いう モン スタ ー の 大 型 種 
で あり 、 サ スク ワッ チ と 
も 呼ば れる 。 


ペク ラス ゼロ は 皇国 軍 
通信 施設 を 襲撃 し た モ 
ンス ター・ ゴ ウリ キ を 
排除 。 施 設 の 皇国 兵 か 
ら は 感謝 の 言葉 を か け 
られ で て いる 。 


クラ ス ゼ ロ が 待機 し て いた 
ホテ ル ・ ア ル マ ダ 
クラ ス セ ロ が 送 亡 を 開始 し た と 


き 、 す で に ホテ ル 内 に は 多く の 
皇国 兵 が 配備 され て いた 。 


が 関与 


進撃 に 投入 され た 
宇 国 軍 中 型 艦載 継 


戦艦 と の 連絡 や 物資 の 輸送 を 
目的 と する 艦載 艇 。 こ うし た 


が 、 追 撃 に 駆り 出さ れ た 。 
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逃 去 中 の クラ ス ゼ セロ | 朱雀 本 国 と 連絡 が つか ず 
| クラ ス ゼ ロ は 狼 立 


| 
1 
[| 
人 王 5 tN ” a 
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皇国 軍 に よる クラ ス ゼ ロロ 捕縛 は 失敗 a 


彼ら の 口 を 封じ 、 真 実 が 追及 され な いよ うに する た めで も あっ た 。 


bc 
| 1 7/ 


皇国 軍 に よる クラ ス ゼ ロ の 追撃 は 難航 し 、 新 型 高 機動 魔 導 アー マー・ | 
ヴァ ジュ ラ ま で も が 投入 され た が 、 あ えな く 破 壊さ れ 逃 走 を 許す こと と | 
画 な っ た 。 後日 、 蒼 龍 女王 暗殺 事件 は 、 の ちの 蒼龍 王 と 皇国 側 に よる 計略 | 
吉 で あっ た こと が 判明 し て いる 。 皇国 が 執 益 に クラ ス ゼ ロ を 追っ た の は 、 | 
| 
| 


電 


に 
時 田 


“暗殺 事件 に お いて 澤 


白 だ っ た クラ ス ゼ ロ | 

は 、 地 下 施 設 や ビル 内 en | 
P に 潜行 し つつ 、 皇 国軍 する 機動 力 を も つ 試 験 機 。 継 続 稼働 | 
の 追撃 を 振り きっ た 。 "プア スン | 時 間 が 短い と いう 欠点 が あっ た 。 


a い ゃ 
ば DR 
更 "| 
3 月 
3 4 


で や で や ヤマ す で すす ツヤ て す す サイ イヤ や すす す で す で すす すす で すす ヤヤ で ヤ ザ W す で で すす て で すす す で ヤ すす で すす PV TTY す で すす すす すす で すす て せ すす すす で WTW ヤ ササ すす で すす すず すず TT TT TET TY TT TET VT TY TT TY SY TT TT TIVE TT TT TT TT TT テッ 


旦 国 首都 か ら 脱出 し た クラ ス ゼ ロ 


皇国 首都 脱出 の 直前 、 ク ラス ゼロ は 蒼龍 の 五星 近衛 兵団 
“ 暁 "の 守護 で ある ホン ヒメ と 遭遇 。 し か し 、 ホ シン ヒ メ は 最終 
的 に クラ ス セ ゼロ が 潔白 で ある と 判断 し 、 さ ら に は 皇国 首都 か 
ら 脱 出さ せる 手助け を し た 。 ク ラス ゼロ は 皇国 首都 を 脱出 
後 、 ひ と ます 旧 ロ リカ 同盟 領 の 廃屋 へ と 潜伏 し て いる 。 


RN 


上 jp 


ムク ラス ゼロ は 廃屋 に て 夜 を 過ごす 。 朱雀 本 国 と の 
連絡 が つか な いう ち は 身 動き さま が と れず 、 緊 迫 し た 状 
況 は クラ ス ゼ ロ 内 に 不 和 を 生ん で いた 。 


る 女王 の 信 討 と 慎 る ホシ ヒメ と 、 役 
女 が 使役 する 竜 が / ク ラス ゼロ に 迫 _ 
る 。 こ れ に 対し て クラ ス ゼ 口 は 武器 暁 の 守護 龍 女王 警護 の た め 皇 国 


を 下ろ し て の 人 弁明 を 行ない 、 ホ シ ヒ 、 。。。、。 || る ONe あ 00 ゲラ 
メ は その 言葉 を 信じ た 。 トピ レズ | ス ゼ ロ を 追撃 し た 。 
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怒 も 

決 う 
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な クラ ス ゼ ロ 候 補 生 ケイ ト は 
い 映 室 国 で の 既 視 盛 を 気 に する 
じ 像 

や 

な 

し いい. 


森 に 済 え た 候補 生 マ キナ を 
気 に 掛 ける メン バー 


A ら 3 FV MIN CE A jy 2 の 
9 3 : 1 Y+ 人 を の CH た as みか プッ ny 
J _』 4 { RT < 
| Wt 4 や る け や 3403 OE Ok い 7 @ 
A I に * 


国 へ と 帰 居 


皇国 首都 脱出 後 も 、 朱 雀 本 国 と の 連絡 が 取れ すず 孤立 し て いた クラ 
ス セ ゼロ だ っ た が 、 翌 朝 に 通信 が 回 復 。 指 揮 隊 長 ク ラサ メ に より 回 収 
用 の 飛 空 艇 が 手配 され 、 ク ラス ゼロ は 無事 に 朱雀 へ と 帰還 し た 。 

な お 、 ク ラス ゼロ の 一 員 マ キナ ・ ク ナギ リ は 前 日 深夜 に ほか の メ 
ン バ ー と 言い 争い に な っ た の ち 、 翌 朝 ま で 単独 で 行動 し て いた 。 の 
ちの 調査 に よれ ば 、 彼 は この 間 に ア ル テ マ 弾 投下 地 跡 に て 瀬 死 の 白 
虎 ル シ ・ ク ン ミ と 遭遇 。 白 虎 ル シン の 力 を 受け 継い だ と 推定 され る 。 

また 、 ク ラス ゼロ と 朱雀 本 国 と の 通信 が 途絶 し て いた の は 、 蒼 龍 
ルン ・ ソ ウリ ュ ウ の 力 に よる も の で あっ た 。 ソ ウリ ュ ウ は 亡き 女王 
の 遺志 に より マキ ナ が ル シ に な る よう 取り は か ら っ て お り 、 朱 人 雀 と 
の 通信 を 妨害 し た の も 、 そ うし た 思惑 か ら の 行動 だ っ た の だ 。 


タマ キナ は ほか の メン 
パー に 対し て 、 ど と こと で 
何 を し て いた か を 伝え 
て いな い 。 同郷 で ある 
レム に も 真実 を 隠し て 
いた まう だ 。 


朱雀 の 従 本 アリ ア は 皇国 首都 
で 負傷 し た あと 、 数 奇 な 運命 

た どっ た 。 皇国 兵 に 捕縛 され た 
アリ ア は その まま 捕虜 と な る は 


ず だ っ た が 、 和 皇国 軍 の 准将 カト 
ル ・ バ シュ ター ル に 救護 され た 。 
その 後 も カト ル に 思 を 感じ て 皇 
国 に 留まっ た が 、 和 皇国 首都 に お 


永 の 凡 (6 月 ) 29 日 | 氷 の 月 (6 月)30 日 
IEEE 和信 1 の 11 サ 


寺下 BR RE SRR 


あ 新 廃 ミ 
の のか た al 屋 リ 
00) が 
の 百 朝 ス 
席 le 
ア ル 亡 ン 
シ ke 
> 褒 ル 
映 4 デ 
3 ナ 
EE RI 連 
竹生 合 
伝 
を 
参 映 
照 像 


RT TA の ES TE TE EC 
本 E22 CC の 
3 < ’ ! CL RIa 4 


量 国 と 廊 龍 の 連合 に よる 未 雀 包囲 


女王 の 後継 者 を 想定 し て いな か っ た 蒼龍 で は 、 女 王 急逝 の 混乱 を 
な か は 利用 する 形 で 、 史 上 初 の 男性 国王 で ある 蒼龍 王 が 即位 し た 。 
査 政府 は 女王 暗殺 に 関わ っ た 朱雀 を 共通 の 敵 と 認識 し 、 皇 国 と の 
同 器 を 締結 。 蒼龍 ク リス タル は 保護 と いう 名 目 の も と 皇国 の 監視 
下 に 置か れ 、 皇 国 は 3 つの クリ スタ ル を 手中 に 収め る こと と な っ た 。 
そし て 皇国 と 蒼龍 の 連合 軍 は 、 朱 人 雀 へ の 侵攻 を 計画 する 。 


: nan 


人 4 あま り に も 手際 の いい 蒼龍 王 の 即位 と 同盟 締結 。 す べ て は 蒼龍 王 が 事前 か ら 
画策 し て いた 謀略 の 結果 で あっ た 。 蒼龍 高官 の な か に は 疑惑 を も つ 者 も いた 
が 、 当 時 の 状況 下 で は 真実 を 明らか に は で き な か っ た だ ろう 。 


証 証 3 カト ル 准 将 が アリ ア の 身柄 を 預 
菩 か っ た 理由 は 、 彼 女 が カト ル の 亡 
き 妹 に 似 て いた と する 説 が 強い 。 


y 朱雀 へ 帰投 する 機会 も 捨て 、 恩 
人 で ある カト ル の "下僕 "を 自称 し 
て 最期 まで そば に つい て いた 。 


ける 戦闘 の さなか 、 和 皇国 側 の 銃 
撃 を 受け 命 を 落と し て いる 。 
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YE 上 国 濁 


「 交 9 上 


対 
『d。 
る 
森 
残 
に 
れ 
勝 
機 


哲 下 同 さ 対 中 園 由 が 


クラ ス ゼ ロ を 回 収 する 一 環 と し て 、 旧 
玄武 領 の 一 部 を 支配 下 に お いた が 、 こ 
の 地域 を 得 て も 戦略 的 な 価値 は 無い に 
等 し か っ た 。 皇国 と 蒼龍 の 同盟 締結 に 
より 東西 か ら 挟 まれ る 形 と な っ た 朱雀 
は 、 か つて な い 鋼 地 に 陥っ て いた 。 


XN いたら // 


帰 本 し た クラ ス ゼ ロ を が 同 
迎え る アレ シア 預 ま 
は 
席 。 語 比 
議 菩 

人 映 
は = 像 

211 

人 

物 

伝 

19 半 

朱 人 準 の 捕虜 を 自ら 預かる 人 

室 国 軍 肖 持 カ トル 照 
io WC 


すす で すす WWYWY す YYVW サ Y す ヤ VT TV TV TT TT TY VITUS 


旦 国 ・ 蒼 杉 連合 へ の 朱 洗 の 対抗 措置 


皇国 と 蒼龍 の 連合 成立 を 受け 、 朱 人 雀 八 席 議 会 は 対応 を 協議 。 カ リヤ 院長 は 
連合 の 同時 侵攻 に 対抗 する べく 、 恐 る べき 破壊 力 を も つ 秘 匿 大 軍神 の 使用 を 
宣言 する 。 秘 匿 大 軍神 の 召喚 に 要する 代償 は 多大 で あり 長らく 禁 呪 と され て 
いた が 、 封 印 を 解く 判断 を 下 し た の は 朱雀 ルン ・ セ ツナ で あっ た 。 


る 禁 呪 で ある 秘匿 大 軍神 の 使 
用 を 批判 する 各局 の 局長 た 
ち 。 し か し 、 そ れ が ルン ・ セ 
ツナ の 判断 と あっ て は 承 伏せ 
ざさ る を えな か っ た 。 


y 飛 空 艇 で 朱雀 に 戻っ た クラ 

ス セ ゼロ は 、 指 揮 隊 長 ク ラサ メ 

に 帰還 を 報告 。 朱雀 で は クラ 

ス ゼ ロ が 故意 に 連絡 を 怠っ た 
と 認識 し て いた 。 


io ッ 


で で で で すす で VV TY た ぶら ね らら ふる る AA ム AAAAAAAEAAAAAA TT 


控 徒 軍 は メ ロ エ へ の 進軍 で 皇国 軍 を 率 制 


朱雀 で は 皇国 と 蒼龍 の 連合 軍 が 本 格 的 に 動 
きだ すま え に 、 和 皇国 と の 国境 が ある 西部 方 面 
の 安定 化 を 図る べく メロ エ 地 方 の 奪 本 が 計画 
され た 。 以 前 に 成功 し た イス カカ 奪還 作戦 と 同 
様 に し て 、 ま すず は 候補 生 部 隊 に よる 潜入 ・ 強 
襲 を し か け メ ロ エ の 町 を 解放 。 駐 屯 部 隊 の 戦 


a 4 ム 先 行 し た 2 組 を クラ ス ゼ ロ が 援護 する と 
力 を 増強 し 、 の ちの メロ エ 地 方 奪 選 作戦 に 向 。 いう 名 和 目だっ た が 、 実 際 は クラ ス ゼ ロ が 本 


けた 足がかり を 作っ て いっ た 。 命 で 2 組 は 四 同 然 の 扱い だ っ た 。 


土 の 且 (7 且 ) 土 の 月 (7 月 ) 』 土 の 上 月 (7 且 ) 
21 日 23 日 28 日 


エ 国 

マ ク 戦 カ . し 境 
人 ラ 後 ル 達 ホ へ 
9 サ あこ ェ ブ の 
と 計 な 存 進 
長 TF は 回 ま 
た る て 守 | 確 作 
ち kd 泡 定 戦 
に 奴 
映 井関 映 
。 因 像 

ー 像 

クラ ス ゼ ロ の 情報 を 来 め る 
学術 局 局長 

の oS NAO 
水面 下 で 進行 する 打 省 の 権力 間 争 未 省 軍 は エイ ポン 地方 を 奪 思 
朱雀 八 席 議会 で は 、 着 龍 女 王 の 暗殺 容疑 を か けら れ た クラ ス ゼ 朱雀 軍令 部 は 、 東 部 の エイ ボン 地方 に 居座り つづ ける 皇国 


ロ が 事件 後に 消息 を た っ て いた こと で 、 結 果 的 に 皇国 と 蒼龍 の 連 軍 が 蒼龍 軍 と 合流 する こと を 危 恨 。 早 々 に エイ ボン 地方 を 奪 
合成 立 を 招く ほど に 事態 を こじ ら せ た と 責任 を 追及 。 今 後 の 権力 本 し 、 東 部 の “ 有 憂 い " を 絶つ こと を 目的 と し た "サン スー ン ( 愛 


闘争 を 見 据え る 軍令 部 長 は 、 こ の 機 に 乗じ て クラ ス セ ゼロ の 崩壊 と いな し ) 作戦 "を 計画 し た 。 し か し 、 メ ロ エ 地 方 に 部 隊 を 集中 
アレ シア の 失脚 を 目論む 。 そ し て 、 指 揮 隊 長 で ある クラ サメ を 亡 させ て いた 朱雀 軍 に は 余力 が な く 、 本 作戦 は 候補 生 を 中 心 と 
き 者 に し よう と 画策 し 、 非 情 な 指令 を 下 し て いた の で ある 。 し た 戦力 で 敢行 。 相 応 の 被害 は 出 た が 作戦 は 朱雀 軍 の 勝利 に 


終わ り 、 皇 国 と 蒼龍 の 連携 を 未然 に 防ぐ こと に 成功 し た 。 


4 クラ サメ は クラ ス ゼ ば スー ン ザ 略 訂 且 電 
口 の 失態 の 責任 を と る Ea i 0 っ 際 ま 軍 し 和 皇 
有 れ フ ` 国 
こと を 要求 され る 。 軍 ( 必 た ェ 打電 
令 部 長 か ら 下さ れ た 指 よ が 人 の 
令 は 、 ほ ぽ 生 全 不 能 な 2 大: は 拠 
ui イ 部 佐 ま 会 
任務 へ の 出撃 だ っ た 。 ボ 部 率 ず 1 
< 部 い ト る 
要 隊 る クエ 
陥 区 部 町 ボ 
兵 医局 局長 は 軍令 義 側 悦 を ン 
長 の 考え を 知っ て 呆れ さ に 制 要 
た 素振り を 見 せる 。 し 3 還 攻 を 
4 ラ 3 スス * を 皇 目 


まれ な けれ ば 構わ な い 
と 黙認 じ で いた 。 


う こす 
テム ] 
CE RRR EN 


国土 を 完全 に 復活 きせ た 打 條 


勢い づく 朱雀 軍 は 、 西 部 方 面 に お いて も 開戦 時 の 国境 ま 
で 戦線 を 押し 戻す べく 、 事 前 に 確保 し た メロ エ の 町 を 拠点 
と し て 礁 司 作戦 を 開始 し た 。 朱 代 軍 は 皇国 軍 の 航空 戦力 に 
昔 戦 し な が ら も 拠点 を 順次 陥落 させ 、 メ ロ エ 地 方 の 奪還 に 
成功 。 つ い に 開 戦時 の 国土 を すべ て 取り 戻し た の だ っ た 。 

た だ し 、 こ の 展開 は 皇国 軍 に と っ て 想定 内 で あっ た 。 当 
時 の 皇国 軍 は その 後に 備え て ビッ グ ブ リッ シ ジ 西 岸 に 戦力 を 
集め て お り 、 東 岸 に あたる メロ エ 地 方 の 皇国 軍 は 、 朱 雀 軍 
の 前 進 を 遅らせ る た め の 捨 石 に 過ぎ な か っ た の で ある 。 


朱雀 軍 は 国境 を 一 望 で きる 
リナ ウン 丘陵 の 確保 を 目標 
と し た が 、 そ の た め に は 付 
近 の 皇国 軍 基 地 を 一 掃 す る 
必要 が あっ た 。 朱雀 軍 は ま 
ず 東 か ら 部 隊 を 回 り 込ま せ 
て アレ リオ ン 空 軍 基 地 を 制 
圧 。 皇国 の 航空 戦力 を 撃退 
し て 敵 本 陣 で ある リナ ウン 
要塞 を 孤立 させ た の ち 、 総 
攻撃 に て 要塞 を 攻略 し た 。 
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第 五 章 : 第 一 次 ジュ デッカ 会 戦 


{noname lwonenoe 


4 か っ ホ ベ た に < 寺 
革 落 は ばく ン rr 避 ご ご 庄 人 叫 
きま eR へ 


竣 深 


oi 人 


国軍 に よる 朱雀 領 へ の 語 


朱 人 雀 領 を 追わ れ た 皇国 軍 は 、 本 国 に て 戦力 を 再編 し 、 著 龍 
軍 と 足並み を そろ えて 朱雀 に 再 攻勢 を か ける 計画 を 進行 中 で 
あっ た 。 こ の 再編 時 間 を 稼ぐ た め に 、 朱 人 雀 領 イ スカ 地方 の ソ 
トー ス 海 岸 へ 奇襲 上 陸 す る "台風 作戦 "が 発動 され た 。 

皇国 軍 上 陸 の 報 を 受け た 朱 讐 軍令 部 は 、 皇 国軍 が 海岸 か ら 
内 陸 へ 移動 を 開始 する まえ に 、 候 補 生 に よる 少 人 数 の 特殊 部 
隊 を 送り 込ん で 拠点 を 破壊 。 侵攻 を 阻止 し て いる 。 


lod 
ーーーーーー PT 


> ー 札 浴 均 個 岡 岬 e 


層 は 合 正 民生 きせ 入 へ 豆 珍 対 和 ポー テー 


2 に し 2 な 
宣 国 軍 w 


ーーーーーーーーーーー す ーー ミー スーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ー- 


。 せ 図表 し 形 癌 コロ ーー テ こ て こざ 衣 避 
士 癌 守護 一 に で 寸 哲 囲 膝 計り せき 崩 応 
さま にせ すこ ペー テテ Nt 下 頁 8S 十 法 


NF 


eR 


エイ ボン 地方 の 戦い で 朱 洪 軍 に 敗れ た 皇国 軍 の エー 
スパ イロ ッ ト ・ フ ェ イ ス 大 佐 は 、 追 手 を か わし 同 地 方 
の 森林 地帯 へ と 潜伏 し て いた 。 そ し て 朱雀 軍 の 主力 が 
引き 揚げ る と 、 す か さ ず エイ ボン 地方 ト グ ア の 町 を 再 
占領 。 部下 と と も に 本 国 へ と 帰還 する 準備 を 始め た 。 

この 一 報 を 受け た 朱雀 軍 は 、 の ちの 礼 根 を 絶つ べく 
候補 生 部 隊 に フェ イス 大 佐 撃破 を 指令 。 作 戦 に は クラ 
ス ゼ ロ も 参加 し 、 ト グ ア の 解放 に は 成功 する も 、 フ ェ 
イス 大 佐 の 脱出 を 阻止 する こと は で き な か っ た 。 


1 AN 人 vs 人 
2 っ 


遍 豆 S 宮 みき pn 8 
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映 
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東西 同時 島 攻 に 備え 打 第 全 戦 力 が 各 上 


西 の 皇 国 、 東 の 蒼龍 に よる 同時 侵攻 作戦 に 備え 、 朱 雀 で は 全 軍 
を も っ て 東西 に 展開 させ る 両面 作戦 を 計画 。 候 補 生 に 加え 訓練 生 
に も 作戦 へ の 参加 が 命じ られ 、 事 前 説明 が 行なわ れ た 。 

ます 、 和 皇国 側 の ビッ グ ブ リッ ジ に は 朱雀 正規 軍 を 中 心 と し た 戦 
力 を 展開 。 本 陣 に て 朱雀 ルン シン ・ セ ツナ が 秘匿 大 軍神 を 召喚 し 、 皇 
国 本 隊 の 撃 減 を 狙う 。 ま た 、 蒼 龍 側 の ジュ デッカ 海峡 に は 候補 生 
中 心 の 部 隊 を 展開 し 、 朱雀 ルン シ ・ シ ュ ユ も 出陣 予定 と 説明 され た 。 


和 伏 の 抽 面 條 圭 概 妥 


ーー 千 諾 Rtok 


ii 


otS は ぃ 吉 史 避 生 交 革 団 司 S へ ヘー ン > 水 
N 財 交 膨 本 ny モ す 時 有 
軸 S 諸 机 ・ 較 只 は ご Ofy 加 除 浴 。 詳 辛 き Rt 


汁 閉 比 > 包 十 交 賠 きせ の 1 対 六 > 配下 
和 串本 SS 団 湯 器 琶 rr 男 只 さて 番 妹 膨 司 


1 る 9 KN 6 8 0 A IP TG ya, 
NN Mh PW NN 2 が 8 お CR 


る 魔 導 ア ー マ ー・ ブ ラッ 
ク バ ー ン を 駆る フェ イス 
大 佐 に 翻弄 され る クラ ス 
セロ 。 追撃 も むなしく 取 
り 逃 し て し まっ た 。 


な Sera 


尼 王 Srr 寺 ざき 


| (mwwgn き >) 放置 居 ぴき wrt 溢れ まで きす 
秒 深 


SS 


i cts pIN 


コーー 中 ご さ 堂 S き くき 


弾 溶 


メン バー の 失 跳 に 気づく 


泉 第 軍 内 部 の 混乱 


両面 作戦 に お いて 、 朱 雀 軍令 部 は 西部 戦線 を 正 
規 軍 の み で まかなう 予定 で あっ た が 、 戦 力 が 不足 
する こと が 想定 され 急 層 候補 生 部 隊 に よる 補填 を 
検討 、 な か で も クラ ス ゼ セ ゼロ の 戦闘 力 の 高 さ に 注目 
し 、 東 部 戦線 に 投入 され る 予定 ひ の ク ラス ゼロ か ら 
ー 部 を 西部 に 回 す よ う 指 示 を 出し た 。 

一 方 、 ク ラス セロ 内 部 で は 作戦 前 日 に な っ て マ 
キナ ・ ク ナ キ ギリ の 和 失 足 が 発覚 。 作 戦 当 日 に も マキ 
ナ は 姿 を 見 せ す 、 全 13 名 で の 部 隊 編 成 と な っ た 。 


4 東部 戦線 へ の 出撃 直前 に 、 謙 報 4 課 か ら 作戦 変更 を 指示 
され る クラ ス ゼ ロ 。3 名 を 西部 戦線 へ と 移動 させ た 。 


朱雀 の 研究 者 カツ サ は 、 人間 
を 創り 出す と いう 禁忌 の 研究 に 
従事 し た 影 の 天才 で あっ た 。 彼 
は 研究 の 過程 で 死者 の 記憶 を 映 
像 化す る 技術 を 開発 し 、 以 降 は 
記憶 の 再生 に 関す る 研究 に も 没 
頭 し た 。 カ ヅ サ は 大 戦 を 生き 延 
び た と され る が 、 死 者 の 記憶 を 
忘れ な く な っ た 世界 で 、 彼 の 研 


は Ac 


嵐 の 月 (8 月 ) 1 7 日 


Ma 1 人 の UTA 21O グ 2 oc 


避 北 き SdUE べ > 


紗 深 


2 テテ モッ カ 会 戦 に お $S い て 
葉 能 軍 に は ル シ ・ ソ ウリ ュ ウ も 参戦 


蒼龍 で は いま だ 女王 逝去 後 の 混 乱 状 態 
が 収まら す 、 朱 雀 侵攻 部 隊 の 動員 が 思う 
よう に 進ま な か っ た 。 そ こ で 、 即 時 出撃 
が 可能 な 五星 近衛 兵団 を 、 空 路 か ら 朱 雀 
領 へ と 侵攻 させ る 作戦 を 実行 。 対 する 朱 
八 軍 は 、 候 補 生 を 載せ た 飛 空 艇 部 隊 に て 『 NNN i 
閉 龍 軍 を 迎撃 。 こ こ に 第 一 次 ジュ デッカ ム 苦 龍 軍 の ドラ ゴン 部 隊 と 朱雀 軍 の 
会 戦 の 火蓋 が 切ら れ た の で ある 。 飛 空 艇 部 隊 は 、 上 空 で 激突 。 
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と ) 6 
ッ トメ 
N 
A K 


朱 人 準用 レ ッ ト ソウ リュ ウ に よっ て 水 結 し た 美海 


朱雀 軍 飛 空 艇 に 装備 され た ジュ デッカ 会 戦 で は 、 蒼 龍 ル シ ・ ソ ウリ ュ ウ の ブレ ス に 
タレ ッ ト 。 蒼龍 軍 ド ラゴン よっ て 氷原 と 化し た 雲海 や 飛 空 艇 の 残骸 を 足場 と し て 、 
部 隊 の 迎撃 に 使わ れ た 。 高々 度 で の 地上 戦 が 展開 され た 。 


る 候補 生 を は じ め 武 官 や 局長 まで 
も 楽 物 で 家 睡 させ 、 秘 密 の 研究 室 
に 連れ 込ん で 被験 体 と し て いた 。 


麻 導 院 教 詞 の ク ラサ メ や エミ ナ 講 請 計 まま 
と は 同期 。 記 憶 の 再生 実験 に 用 い 
aide 
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第 五 章 : 第 一 次 ジュ デッカ 会 戦 


の 。 a 
ジ 
ホホ 本 連 
ン は れ る 
ビビ て ツ 
人 行 カ 
出 な ウ ) ビー 
回 つ て 戦 
い N 
映 れ 
る 作 
回 3?」 
] : 特 邊 戦 
朱 傘 武宮 が 若 熊 へ の 亡命 を 典 | 
映 図る 事件 が 発生 
像 
西部 戦線 を 気 に か ける 泉 人 江 軍 の 軍神 は 族 能 軍 の 
東都 戦線 の クラ ス ゼ ロ ドラ ゴン 都 隊 に 効果 的 だ っ た 


さい を 
US RE 


区 女王 に 代わ る あら た か 音 則 ル シ ・ ホ シレ メニ 


蒼龍 の ル シ で も あっ た アン ドリ 
ア 女 王 の 死後 、 蒼 龍 クリ スタ ル は 
ホシ ヒメ を 次 の ル シ に 選ん だ 。 ホ 
シン ヒメ は ジュ デッカ 会 戦 で の 蒼龍 
軍 の 劣勢 を 知り 、 ル シ の 力 で 巨大 
な 竜 に 姿 を 変え 出撃 。 南 方 第 参 地 
区 へ 侵攻 中 の 朱雀 クラ ス ゼロ を 和田 ムン と な っ て 日 が 洪 か っ た せい か 、 能 力 を 。 。 。、 | | ホシ ヒメ は 三 ツ 頭 の 間 へ と 変 有 。 性格 


| コ 


威 と 判断 し 、 襲 撃 を し か けた 。 十分 に 発揮 する こと は で き な か っ た 。 ホシ ヒメ | も どう 猫 な 竜 の も の と な っ た 。 


“ 半生 ー 
東部 淡 線 は 字 雀 軍 の 勝利 生 ー ジ ュ テッ カ 会 戦 に 投入 され た 両 軍 の 戦 カ 
ジュ デッカ 海峡 で 遺 遇 し た 朱雀 軍 と 府 龍 軍 の 戦い 加計 示 間 |E 暫 還 凍 | as 


は 、 序 盤 こそ 蒼龍 ル シ ・ ソ ウリ ュ ウ の ブレ ス 攻 撃 が 徐行 上 os A tT 兵 買 

信昌 に 打 掌 を 生え た が 、 和 朱雀 ルン ・ ン ュ ユ が ソウ 上陸 と 計 は 
リュ ウ を 抑え こみ 、 通常 戦力 同士 の 戦闘 に 移行 。 消 高速 飛 空 艇 13 艇 | ee SR だ < 補 - ご へ 合計 し て 37 隊 
耗 戦 が 続く な か 、 強 力 な 軍神 を 従え る 朱雀 軍 が 徐々 | 衣 飛 空 艇 42 能 上 2 まっ eo っ NM グマ 介 の 

= ご 5 3 1 レク ゴン 

= ヵ o * シン * 25。> 6 | 了 

ade ib | 候補 生 部 隊 大 小 問 わ ず 計 3676 価 
現れ る も 、 朱 讐 側が 投入 し た 軍神 バハ ムー ト 寺 式 と クラ ス ゼ ロ 、 各 種 召喚 lu 

の 戦い で 負傷 。 有 効 な 戦力 を 失っ た 蒼龍 軍 は 撤退 を | 連隊 を 含む 多数 ed 

決定 し 、 会 戦は 朱雀 軍 の 勝利 で 終結 し た 。 

0 ジュ デ ッ カ 会 戦 序盤 の 推移 


戦 大 記 祭 報 知 書 | 

生前 2 時 51 分 。 画 軍 戦力 が ジュ デッカ 海員 上 空 に 集結 

、 4 時 18 分 状態 ルン: ソウ リュ ウ の プレ ス 攻 撃 を 皮切り に 戦闘 開始 
4 時 22 分 蒼龍 軍 先 殺 " 衝 天 隊 " お よび " 激 黄 隊 " と 朱雀 軍 が 交戦 
4 時 27 分 蒼龍 軍 の 優勢 が 伝え られ る 
4 時 39 分 朱雀 軍 独立 第 7 召喚 遅 隊 が 軍 宰 バハ ムー ト を 召喚 


朱雀 軍神 
ババ ムート 雰 式 

魔法 局 局長 アレ シア だ けが 召喚 で きる と 
いう 謎 の 多い 軍神 。 ほ か の 軍神 を は る か 
に 上 回 る 力 を も ち 、 ル シン すら も 退け る 。 


4 時 40 分 朱雀 軍 独 立 第 11 召 喚 加 隊 が 軍神 オー ディ ン を 召喚 
4 時 47 分 蒼 少 軍 先 多 は 朱雀 の 軍神 に 押さ れ 後 退 
4 時 51 分 再び 藩 龍 ル シソ ソウ リュウ の プレ ス 攻 撃 が 朱雀 軍 を 圧倒 


4 時 56 分 朱雀 ル シ ・ シ ュ ユ 到 着 。 蒼龍 ルン シソ ソウ リュ ウ と の 交戦 に 入る 。 
_ 以降 、 ル シ 同 士 の 対決 と 通常 戦力 同士 の 消耗 戦 と に 突入 


216 


NH 葉 輝 誠 蘭 


~~ 
ご 


I 回 夫 座 を 人 る 五 時 “ 容 順 "の 守 


昔 遂 敗北 の 一 因 は 政変 に よる 混乱 


代々 女王 に 統治 され て きた 蒼龍 に と っ て 、 初 の 男性 国王 で ある 
蒼龍 王 の 即位 や 国交 の 少な い 皇 国 と の 同盟 は 、 数 カ月 に わた る 混 
乱 を 招い た 。 そ の 影響 を 受け 、 軍 の 部 隊 編 成 が 不 十 分 な まま 開戦 
し た こと が 、 ジ ュ デ ッ カ で の 敗北 の 大 き な 要 因 と な っ た の だ ろ 
う 。 な お 戦場 に は 、 か つて 封印 され た は ず の 青龍 人 の 姿 が 見 られ 
た が 、 こ れ は 蒼龍 が 配備 し た わけ で は な く 偶 然 の 遭遇 で あっ た 。 


4 上 空 に 放置 され て い 
た 青龍 人 の 飛 空 艇 が 戦 
場 に 巻き 込ま れ 、 そ こ 
欄 放 から 青龍 人 が 現れ た も 
隊 識 較 の と 推測 され る 。 


EO 


で すす すす です で すす すず すす 


泉 第 は 機 を 逃さ ず 蒼龍 国境 を 突破 


朱 伸 軍 令 部 は 、 ジ シュ デッカ 会 戦 で の 大 敗 に より 朱雀 領 へ の 侵攻 


を 中 止 し た 蒼龍 軍 の 動き を 察知 。 こ れ を 好機 と 見 て 蒼龍 国境 の 突 
破 を 目指 す “ 東 の 風 作戦 "を 発動 し た 。 正 規 軍 に よる 主力 部 隊 が 正 
面 か ら 国境 の 砦 を 攻撃 する 一 方 、 ク ラス ゼロ を は じ め と する 特殊 
部 隊 が 蒼龍 軍司 令 


部 を 強襲 。 司 令 官 を 倒し 、 砦 を 陥落 させ た 。 


る 蒼龍 車 司令 官 は 朱雀 
い 還 と 共闘 し た こと も あ 

| る 五星 近衛 兵団 " 表 閣 " 
の 守護 コノ ハ で あっ 
た ss コノ プ バ は 世 り ョ ゆみ 

議 を 探っ て クラ ス ゼ ロ に 
幸 計 挑む も 、 敗 れ て いる 。 


"イー 計ら 届 坦 沈 電 


デ ーー、< 
当 


東 の 風 作 戦 の 舞台 と な っ た 
国境 の 系 


倉 龍 初 の 男性 国王 。 欲 望 の 
まま 王 の 座 を 手 に し た が 、 
王 と し て の 役割 を 果たせ て 

は いな か っ た 。 N 


っ て "ナラ ク " と 呼ば れる 宅 獄 に 封印 さ 


お よそ 600 年 前 、3 人 の 蒼龍 ル シ に よ 
れ た 、 か つて の 青龍 王国 の 住人 。 


朱雀 領 エ イボ ン 地 方 と 蒼龍 領 ロ ー シ ャ ナ 州 と の 間 に 位 置 す 
る 両国 の 国境 線 。 そ の 山中 に ある 朱 蒼 回 廊 で 、 国 境 を 巡る 
戦い が 行なわ れ た 。 蒼龍 軍 も 国境 に は 相応 の 防衛 戦力 を 残 
し て お り 、 朱 雀 軍 は 容易 に は 突破 で き な か っ た 。 


国境 の 山道 


Zr 
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ペー 


そう 
ご こ + 


室 国 雷 カ トル 六 持 に 
過 行 する あら た な 白虎 ル シ 


江 


ビッ グ プ ブリ ッ ジ 一 崖 の 
室 国 国境 要 寒 


内層 パニ YY 


、 
M 
と 4 


NO RR 


- す アア て や すす すす ササ すす や ササ す サ サマ すす サヤ すす すす すす すす で ヤ す で すす すう で サヤ すす すす サ ササ すす すす すす サー すす すす ザ イー で すす すす ササ ササ サナ ナイ すす すす すす すす ャ マヤ コ 


旦 国 国境 付近 に 展開 し た 朱雀 軍 の 苦戦 


朱雀 と 蒼龍 の 国境 で 勃発 し た ジュ デッカ 会 戦 に お いて 候補 生 部 隊 が 善戦 す 
る 一 方 、 皇 国 と の 国境 に 展開 し た 30 万 の 朱 作 軍 主力 は 、 お よそ 60 万 も の 兵 
力 を 有する 皇国 軍 に 路 距 され て いた 。 兵力 差 も さる こと な が ら 、 国 境 に 配備 
され た クリ スタ ル ジ ャ マ ー 搭 載 型 の 魔 導 アー マー・ バ ルム ング に よっ て 、 魔 
法 や 軍神 の 使用 を 制限 され た こと が 、 朱 雀 軍 を 苦境 に 追い に 込ん で いた 。 


ET 


AN 一 名 條 十 ( ロ と) 名 SS 時 指 1 回 > 周 翌 


の 避 呈 澤 謙 さか 


国境 付近 に 大 軍勢 で 布陣 し 
た 皇国 軍 は 、 ビ ッ グ ブリ ッ ジ 
を 越え て 朱雀 軍 を 攻撃 。 対 す 
る 朱雀 軍 は 平原 に 防衛 ライ ン 
を 形成 し た が 劣勢 で あっ た 。 


何 
る 
万 
も 
(の 
合 
を 
道 
連 
れ 
に 
し 
| 


MO Co 


WW すす すす すす で すす V す すす すす どす で すす す で ャ サナ ャ ママ で て で で すす すす で すす すす すす で すす すす で すす すい 


戦場 に 姿 を 現し た 白虎 ル シ ・ マ キナ 


白虎 ル シ ・ ク ン ミ より 力 を 受け 継い で いた 白虎 ル 、、 
シ ・ マ キナ は 、 そ の 後 も 朱雀 候補 生 と し て 過ごそ う RR 
と 努め た が 、 や が て 白虎 クリ スタ ル の 意志 に と ら わ 
れ て 行動 する よう に な る 。 こ の ビッ グ ブ リッ ジ 攻 防 
戦 で は 、 皇 国軍 カト ル 准 将 に 同行 する に いた っ た 。 


開戦 以来 皇国 に 占領 きれ て いた エイ 
ボン 地方 、 イ ンス マ 地 方 、 メ ロ エ 地 方 
を 次 々 と 奪還 し た 朱雀 は 戦前 の 国土 を 
回 復 、 エ イボ ン 地 方 ジュ デッカ 海峡 に 
お ける 蒼龍 軍 と の 会 戦 に 勝利 する と 、 
ee nn , 朱雀 軍 の 作戦 決行 直前 に 失 貴 
[ ロー シャ ナ 州 まで 兵 を 進め て いた 。 4 前 線 に は 出 な か っ た が 、 ガ ブリ エル の 魔法 障壁 を ル シ の カ し 、 皇 国軍 に 合流 し た 。 カ トル 
ペニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー で 増幅 させ 、 秘 匿 大 軍神 の 攻撃 を 防ぎ きっ た 。 は 正体 に 気づい て いた よう だ 。 


白虎 ル シ 


朱 全 
衛 ノ 
ヽ 1 
cn 役 
> ンー ぐ 
僅 。 シ に 
ユ の 
A 
賠 。 場 映 
像 
映 : : 
jc クラ ス ゼ ロ と 戦 訴 し た の みろ 
像 凍 識 立ち 夫 る ギル ガメ ッシュ 
人 
物 
伝 
開 
玄 昔 ル シ ・ ギ ル ガ メ ッシュ 二 癌 レン: 生涯 の 人 を 
8 が 突如 戦場 に 出現 案 知 する 室 国 渡 持 カト ル 
EY GE RE CA Soke te CRE RD RN CR RA Od 


灯 金 は 秘匿 大 軍神 の 準備 を 進め る 人 


朱雀 首脳 陣 は 皇国 と の 戦力 差 を 事前 に 分 析 し て お り 、 そ の 対策 
と し て カリ ヤ 院 長 が 決断 し た の が 秘匿 大 軍神 の 召喚 で あっ た 。 
朱雀 は 召喚 の 代償 と し て 命 を 捧げ る 決死 隊 を 候補 生か ら 選 抜 
し 、 ク ラス ゼロ 指揮 隊長 クラ サメ に 統率 を 命じ た 。 ま た 、 吾 喚 自 
体 は 軍神 に 精通 する 朱雀 ルン ・ セ ツナ が 行なう が 、 術 式 の 完成 に 
は 時 間 が 必要 だ っ た 。 召喚 さえ 成功 すれ ば 勝て る と 確信 し て いた 
朱雀 軍 は 、 劣 勢 を 知り つつ も 必死 の 抵抗 を 続け た の で ある 。 


セツ ナ と 決死 隊 が 位 
置 し た の は 、 メ ロ エ 地 
方 の 丘陵 。 皇国 と の 国 
境 が 一 望 で きる 、 召 喚 
に 最適 の 地形 だ っ た 。 


朱 人 汐 ル シ 
i 
過去 の 大 戦 で も 秘匿 大 軍神 を 召喚 し た と い 
う 伝 説 の 召喚 士 。 そ の と き は 町 1 つぶ ん の 


朱雀 の 民 が 召喚 の 犠牲 と な っ た 。 召喚 時 に 
は 花 の よう な 形 の 召喚 具 を 用 いる 。 


4 ムク ラサ メ が 指揮 する 決死 隊 は 全身 全霊 を か け て ルン シン ・ セ 
ツナ に 魔力 を 送り 、 秘 匿 大 軍神 の 召喚 を 支援 し た 。 


玄武 王 ギル ガメ ッシュ ・ ア ッシュ ル の 暴走 


ビッ グ ブ リッ ジ 攻 防戦 に お いて 、 突 如 姿 を 現し た 玄 
武 の ル シ 。 その 後 の 調査 に よっ て 判明 し た 正体 は 、 玄 
武士 ・ ギ ル ガ メ ッシュ で あっ た 。 ギル ガメ ッシュ は 、 _ 
ebp に hh NR 
て の 使命 を 忘れ た と み ら れ 、 戦 場 に 現れ て は [武器 ( ち 近 の エン キ ド ゥ か ら 政 治 


か ら ) を と 無 差別 に 攻撃 を し か け て いた よう だ 。 も 必要 と 諭 され て いた 。 
国民 の 多く が 騎士 と な る ロリ カ 同 盟 で は 、 力 を 示せ 
な い 者 は 王 と し て 認め られ な い 。 王家 に 生ま れ た ギル 


ガメ ッシュ は 父 王 の 崩御 後 、 力 を 疑問 視 する 国民 の 厳 
っ ky Rk = | < ギル ガメ ッシュ は の ち 
い の に ヽ \ ノヽ Co 
MK ed i 才 科 生 吉 ング ラム に 
玄武 王 は いつ 何時 も 力 を 示さ ね ば な ら ぬ ーー その 想い も 出現 し 、 白 虎 ル シ ・ マ 


が ギル ガメ ッシュ を 突き 動か し て いた の だ ろう か が 。 キナ に 戦い を 挑ん だ 。 
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第 導 草 : 死 の 大 地 カリ ヤ の 決断 


嵐 の 月 (8 月 ) 1 7 日 に 
午後 6 時 52 分 


午後 4 時 21 分 


E 
秘 導 、 寄 グ 
上 人 
大 人 半 り 
車 ・ ロ 機 
神 る 指 牧 ッ 
ア サ 交 の ジ 
レ 肖 隊 よ 上 突 
キ 長 cd 人 
サ 死 勝 硬 回 軍 の 全 洲 と 泉 供 軍 の 損害 
の 利 府 導 院 に 報告 され た 作 
を で 


映 
像 


殿 否 


先 の 大 地 と 化し た 
宇 国 国境 付近 


上 空 を 埋め 尽く す 兵 大 な 魔法 陣 か ら 
艇 度 大 軍神 が 現 出 


(控除 ぶ 本 ゆき >)|「 洪 洗 


HE NN RAGE mT CR ER RE OARS yk 
人 (0 0 0 


和 較 大 電 神 の 一 遇 で 生還 は 下 当 と 壊 減 ビッ グ ブ リッ ジ 攻 防戦 の 布陣 


60 万 も の 兵力 で 侵攻 する 皇国 軍 の 勢い は 止ま る こと が な か っ た 。 
対す る 30 万 の 朱雀 軍 は 、 秘 匿 大 軍神 召喚 まで の 時 間 稼ぎ を 目的 と 
し て 必死 の 迎撃 を 続け た が 、 防 衛 ラ イン は 各所 で 突破 され た 。 

事態 を 重く 見 た 朱雀 軍令 部 は 、 皇 国 部 隊 の 後方 を か く 乱 する こと 
で 進撃 速度 を 遅らせ る 作戦 を 計画 。 ク ラス ゼロ を 含む 候補 生 部 隊 を 
出撃 させ た 。 候補 生 部 隊 は 損害 を 出し な が ら も ビッ ク ブ リッ シ 西 岸 
に 到達 し 、 ク リス タル ジャ マー を 搭載 し た 魔 導 ア ー マ ー の 破壊 に も 


$in 
wunn 


Sct” ps ig 


。 
Fu i 者 


4 3 


et ee ョ Pi: 8 | 
成功 。 こ れ に より 朱雀 軍 は 防衛 線 を 立て 直し 、 秘 匿 大 軍神 の 召喚 ま 皇国 軍 主 力 は 新設 の 第 106、107 軍 と カト ル 准 将 率い る 第 2 軍 、 計 60 万 の 兵 
で 持ち こたえ た の で ある 。 召喚 され た 秘匿 大 軍神 は 圧倒 的 な 破壊 力 カ で ビッ グ ブ リッ ジ を 渡っ て 朱雀 領 へ 侵攻 。 さ ら に 国境 要 寒 の 後方 に は 、 第 3 
aa ン ム 軍 が 控え て いた 。 対 する 朱雀 は 、 正 規 軍 の 8 割 に あたる 30 万 の 兵力 で 迎撃 する 
を も つ 一 驚 を 放ち 、 国 境 要塞 も ろ と も 皇国 軍 を 撃 減 。 戦 い は 朱 徒 軍 と 同時 に 、 皇 国 に 気取ら れ ぬ よう 秘匿 大 軍神 の 召喚 を 進め て いた 。 


の 勝利 に 終わ っ た が 、 和 朱雀 側 の 犠牲 も また 甚大 で あっ た 。 


牧 諾 大 軍神 
アレ キサ ンタ ーー 
大 き な 犠 牲 を と も な い 吾 喚 さ れ た 秘匿 大 


軍神 の 一 種 。 胸部 か ら 照 射 さ れ た " 聖 な 
る 光 " は 、 一 肢 で 皇国 軍 を 消し 去っ た 。 


ミリ テス 重 国 回 焼 要 寒 
クラ ス ゼ ロ を は じ め と し た 候補 生 部 隊 は ビッ グ ブ リッ 
ジ を 突破 し て 国境 要塞 に 侵入 。 朱 雀 陣地 を 狙っ て いた 人 4 午後 4 時 21 分 。 秘 匿 大 軍神 が “聖なる 光 " 
野戦 重砲 の 機能 も 停止 させ る と いう 戦果 を あげ た 。 を 放ち 、 皇 国軍 の 国境 要 寒 を 粉砕 。 
朱雀 軍 秘匿 大 軍神 召喚 に よる 代償 を た に 本 戦闘 に お ける 損害 
2 に | 報告 書 = 
| 飛 空 艇 損失 8 隻 
| ル シ ・ セ ッ ナ 昇華 ( 小三 7 人 
迎撃 に あたっ た 正規 軍 壊 減 ; | 刻 導 アー マー 519 機 
召喚 支援 に あたっ た | 各種 車両 974 人 台 
候補 生 に よる 決死 隊 全滅 | 戦死 者 184.307 人 
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先 の 戦い の 戦死 者 は 
ほぼ 遠 体 も 遠 品 も な か っ た 


rennet 時 補足 ES 
大 軍神 召喚 に 買 献 し た 泉 第 の 予備 戦力 最終 防衛 戦 で の 作戦 中 、 援 護 に あたっ て いた クラ ス セ ゼロ が 
: “朱雀 の 痢 "と 呼ば ー に 取り 込 に と いう 記 4 
秘匿 大 軍神 の 召喚 が 成功 し た 一 因 と し て 、 朱 和 雀 軍 に よる 捨て 身 の 戦 カ 内 
運用 が 挙げ られ る 。 消 耗 し きっ た 正規 軍 や 待機 中 の 候補 生 、 ジ ャ マー に 人 
A a A 朱雀 の 候補 生 や 軍 神 に 酷似 し た 魔物 に 敵 わ れ た と いう 。 直 前 
re gp hitiotaebieos に 命 を 落と し た 指揮 隊長 クラ サメ に 酷似 し た 魔物 も 見 受け ら 
防衛 戦 に 投入 し た の だ 。 雑多 な 部 隊 に 統制 は な く 大 き な 損害 を 受け た en tobi 
が 、 そ れ で や 皇国 軍 の 前 進 を 遅らせ 、 時 間 稼 ぎ に は 成功 し た と いえ る 。 
区 


dt 
- 
人 


召喚 その も の に も 多 
く の 人 命 が 必 要 だ っ た 
が 、 召 喚 ま で の 時 間 を 
稼ぐ に も また 、 多 数 の 
命 が 犠 牲 に な っ た 。 


ロロ は MIN さき 品 べ ささ さき ご C4 
Vr 瑞 S 隊 正二 きた 当 志 


| 且 坦 陽 陸 間 示 作 ク ラス ゼロ 指 近 隊 長 、 ク ラサ メ ・ ス サヤ の 最期 


クラ サメ は か つて パ 氷 剣 の 死神 "と 呼ば れ 、 朱 人 雀 四天王 に 名 を 連 
ね る 精鋭 だ っ た が 、 作 戦中 の 負傷 に より 前 線 を 去っ た 。 その後 は 
候補 生 の 指導 に あたり 、 開 戦後 は クラ ス ゼ ロ の 指揮 隊長 に 抜 握 さ 
れる 。 当初 、 ア レシ ア 以 外 を 信用 し な い ク ラス ゼロ は 御 し きれ な 
いと 思わ れ た が 、 作 戦中 に 孤立 し た クラ ス ゼ ロ に 飛 空 艇 を 手配 す 
る な どの 支援 も 惜しま ず 、 し だ い に 信 頼 を 深め あっ て いっ た 。 

ビッ グ ブ リッ ジ 攻 防戦 に お いて 、 ク ラサ メ は クラ ス ゼ ロロ の 失態 4 
の 責任 を 取る と いう 形 で 任務 に 参加 。 死 の 直前 に は 通信 で クラ ス 重信 部 長 の 画策 だ と 知り つつ も 、 最 後 は 秘匿 大 軍 
ゼロ に 最後 の 言葉 を 残し 、 召 喚 の 犠牲 と な っ て 命 を 散ら し た 。 神 を 召喚 する た め の 決 死 隊 を 指揮 し た 。 


人 る 朱雀 四天王 で は 唯一 の 生き 残り 。 か つ 合 ク ラサ メ と クラ ス ゼ ロロ は 互い を 気遣う 人 ムク ラサ メ の 墓 を 訪れ る クラ ス ゼ ロ 。 し 
| くり 人 5 マス WOOD dE か し 彼ら は 隊長 の 記憶 を 失っ て いた 。 
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震 力 較 に 変化 こそ な いも の の 、 示 省 は 
ジュ デッカ 会 戦 で 荷 龍 を 下 し 、 ビ ッ グ 
ブリ ッ ジ 攻防 戦 で 皇国 に 壊滅 的 な 被害 
を 与え た 。 こ うし て 2 カ国 に 包囲 され て 
いた 鯛 地 を 脱し 、 東 西 双方 の 国境 を 越 
| えら れる よう に な っ た 朱雀 は 、 こ こ に 
| 来 て "侵略 する 側 " へ と 転じ た の で ある 。 


リム E. 〇 A 
ey か 


某 = ・ カ 撤 
部 れ ツ 退 
侵 か サ 肖 
「 a の 
へ は 届 殿 
の け 
_ が クラ サメ に か わり 任務 を 

- 説明 する 朱雀 院 生 局 局長 
図 胸 像 | 
に ee | 

| SS | 

| 境 体 の 一 部 を 用 いて 実験 を | 
| 行なう 朱雀 硫 究 者 カ ゾ サ | 
| 
Je EON oS tn 90: 


米 雀 は 皇国 ・ 蒼 本 首都 へ の 侵攻 を 決定 


ビッ グ ブ リッ ジ 攻 防戦 に て 朱 作 軍 の 秘匿 大 軍神 が 見 せ た 圧 倒 的 な 強 さ は 、 
旦 国軍 に 魔 導 アー マー で は 軍神 に 太刀 打ち で き な い こと を 認識 させ 、 兵 の 士 
気 を 急速 に 低下 させ た 。 ま た 、 そ の 動揺 は 連合 を 組む 蒼龍 軍 に も 伝播 。 朱雀 
八 席 議 会 は この 状況 を 機 と 捉え 、 両 国 首都 へ の 本 格 的 な 侵攻 を 決定 する 。 


ご www 
NRCSRIRC20GG へ ーー | 


4 朱雀 の 秘匿 大 軍神 に よっ て 壊滅 し た 国境 4 蒼龍 車 も また 、 ジ ュ デ ッ カ 会 戦 に て 朱雀 


要 寒 で 、 打 ち ひ し が れる 皇国 兵 。 軍神 の 強 さ を 思い 知ら され て いた 。 
0 YOYYVTW す YYTY すす YYYVY す すす す VV Yves 09,104 


蒼龍 領 か ら 一 - 時 後退 する 水軍 


蒼龍 首都 侵攻 を 目指 し て 国境 まで 進軍 し て いた 朱雀 軍 は 、 つ い に 蒼 龍 領 ロー シャ ナ 
州 へ と 突入 し た 。 ま す 州 都 ロ ー シ ャ ナ の 制圧 を 目指 す 朱 人 雀 軍 だ っ た が 、 蒼 龍 地 上 部 隊 
の 抵抗 は 予想 以上 に 激しく 、 大 き な 損 害 を 出し て 一 時 後退 を 決断 。 軍 令 部 は 制圧 部 隊 
の 撤退 を 援護 させ る べく 、 ク ラス ゼロ を は じ め と し た 候補 生 部 隊 を 現地 に 向かわ せ 
た 。 撤 退 は 無事 に 完了 し た が 、 前 線 は 蒼龍 と の 国境 に まで 後退 し て し まっ た 。 


Jp 2 の ウ 


ロロ し 朱 
本 1 
軍 シ 各 軍 
を や 』 孝 計 放 
抑 ナ 隊 州 
え 制 は 都 
て 圧 国 ロ 
い 部 境 | 
る 隊 ま シ 
MG A ム ロー シャナ 制 圧 部 隊 を 指揮 し て 
、 棚 生 部 隊 ON て に ク 退 の いた の は 、" 借 り は 即 返 し "を 信条 
退 ス 孤 圧 と する 女性 武官 。 制 圧 部 隊 の 撤退 
2 が すむ と 即座 に 本 隊 と と も に ロー 
5 が た 敗 シャ ナ へ 舞い 戻っ て 、 候 補 生 部 隊 


の 撤退 を 援護 し た 。 


「 1 9 
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y ム 攻 6 を 
2 
を 月: 区 内 
天 ME メ を O [ 語 麻 
普 る OO 
因 は 9 5 … 提 
中 オ 未 八 候補 生 と し て 過ごす he の 來 作 ] 
; レ 白虎 ル シ ・ マ キナ ご い 戦 
内 だ い マ 
4 | 
] 9 技 
| と 
像 か 映 
像 


竣 深 


と ある 人 物 の ノー ウィ ング タグ を 
入手 する 研究 者 カツ サ 


る も 忘れ た 隊 大 の 墓 を 多 る 
クラ ス ゼ ロ の 面々 


この ころ 朱 人 光 魔 導 院 で は 、 数 名 の 候補 生 が クラ ス ゼ ロロ へ 転入 し た 
こと が 記録 され て いる 。 ほ と ん どの 場合 、 ク ラス ゼロ 自ら が 配属 権 
を 行使 し て 転入 を 認め て いた が 、 一 方 で ナギ ・ ミ ナツ チ の よう に 課 
報 部 か ら ク ラス ゼロ の 内 偵 目的 で 配属 され た 候補 生 も お り 、 朱 雀 局 
長 を 含め た 上 層 部 の 思惑 も 働い て いた よう で ある 。 


49 組 の ナギ は 朱雀 護 報 部 の 監視 の 目 か 
ら ク ラス ゼロ を 守る た め 、 自 ら 内 偵 役 に 
立候補 し た よう だ 。 


アギト 候補 生 
12 組 所 属 の ムツ ソ ツキ 9 
1 ww 
は 、 ク ラス ゼロ に 請 わ すり ウル クー 
れ て 爆弾 を 用 いる 任務 5 組 か ら 転入 し た リィ ド は 、 すでに 魔 
に 協力 。 そ の 後 も 支援 力 が 絞 ま る 年 齢 だ っ た が 、 豊 富 な 戦闘 
を 約束 する 。 技術 を クラ ス ゼ ロ に 教え 込ん だ 。 
昌 、. 大 i 4 に DI 0 6 0 人 る 3 NN > 0 EE 2 NN * EW DE 2 AA の 6 3 る 


米 省 軍 は 皇国 侵攻 の 一 歩 と し て セト メ を 議 
皇国 軍 の 主戦 力 が 首都 イン グラ ム ま で 後退 し て いる こと を 
知り 、 朱 雀 軍 は ビッ グフ ブリ ッ ン 西岸 の 皇国 領 セ トメ 地区 へ 侵 
攻 し た 。 制圧 し た セト メ の 町 で は 、 ク ラス ゼロ の 活躍 に より 
皇国 の 機密 文書 を 入手 。 そ の 内 容 か ら 、 皇 国 が 新型 の クリ ス 
タル ジャ マー を 研究 し て いる こと な どか が 判明 し た 。 


初期 型 の クリ スタ ル ジ ャ マ ー | 


初期 型 は 白虎 クリ スタ ル と 他国 の クリ ス 
セト た トメ の 地理 タル の 波動 を 打ち 消し 合う も の だ っ た 


が 、 新 型 で は 白虎 の か わり に 玄武 や 蒼龍 
の クリ スタ ル を 用 いる 計画 だ っ た 。 


機密 文書 を 保持 し て いた 


ャ ウス コ ゴット 大 な 


機密 文書 を も っ て セト メ を 脱出 し よう と し た 
が 、 ク ラス ゼロ に 捕らえ られ て いる 。 トラ ス 
コッ ト は 切り 札 と し て 、 能 力 を 強化 され た 兵 
士 "番外 者 "を 配備 し て いた 。 


べき さぶ 午 園 支 衣 器 半生 還 。 園 


MEH 半 9 ネ テー は へ みい cHfi 泊 


洪 以 対 洋 2 器 貴 岡 凡 寺 際 汗 


と 
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第 七草 : クリ スタ ル の 興亡 ー 終 わり な き 戦 い 
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戦 


町 の 広場 で は 郊 熊 軍 と の 
激 用 が 繰り 広げ られ た 


皇国 の 動き に 日 を 光ら せる 衝 未 省 軍 の ロー シャ ナ 州 再 侵攻 作戦 


皇国 首都 へ の 侵攻 時 期 を 見 計ら う 朱 雀 軍 は 、 皇 国軍 の 動き 一 度 は 蒼龍 領 か ら 撤退 し た 朱雀 軍 だ が 、 国 境地 域 で 戦力 の 再編 
を 注視 し て いた 。 そ ん な 折 、 セ トメ 地区 の クリ モ フ 山 で 不審 を すま せる と ロー シャ ナ 州 へ の 再 侵攻 を 目的 と し た “ドラ ゴン ス 


な 動き を する 皇国 部 隊 を 監視 し て いた 、 朱 作 偵 察 部 隊 が 消息 レイ ヤー 作戦 "を 開始 し た 。 戦 い は 兵力 に 勝る 朱雀 軍 有 利 と 見 ら 
を 絶つ 。 朱 首 軍 令 部 か ら 調 査 任務 を 受け た クラ ス セ ゼロ は 、 現 れ て いた が 、 蒼 龍 の ドラ ゴン と 大 型 モ ンス ター 部 隊 に 苦戦 。 最 終 


地 に て 皇国 軍 の 鉱山 を 発見 。 活 動 中 の 皇国 部 隊 を 撃破 し た 。 的 に は 兵力 の 差 で 押し 切り 、 ロ ー シ ャ ナ 州 を 朱雀 の 版 図 と し た 。 
クリ モ フ 山 の 直 理 ワダ ゴ PE っ ua 

時 で 。 出 国 還 コ を ラッ 

。 | 物 没 地 領 0 

本 昌 資す で に | を 指 口 は 

ll を る あぁ は 財 表し | ま 

i BT 

| 2 

痢 で フ 山 ホラ | 

と 

と 広 隊 は 備 ナ 

| 輸 が そ が | を 激 え を 

人 2 の ら 援 戦 て 制 

虹 し 皇 一 て | 護 区 圧 

| て 国 部 お [sy 。" 

YE り た て 境 続 

夫 緑 まま 

| ス 人 電 い 隣 

の タ の ラ 接 

鉱 | の EM す 

ee 055 OPEN NNN 


昔 遂 軍 訂 部 隊 に よる 朱 省 上 陸 作 戦は 失敗 


ロー シャ ナ 州 を 失っ た 蒼龍 軍 は 、 追 い 詰 め ら れ た 状況 
を 打開 する べく 、 朱雀 の 本 土 に 奇病 上 陵 を 図る と いう 強 = 全 ゴ ゴツ ウ 海洋 の 地理 
攻 策 に 出 た 。 上 陸 作 戦は 朱雀 領 北 ト ゴ レス 地方 の ミィ コ ] 5 
ウ 海岸 に 対し て 行なわ れ 、 付 近 に は 朱雀 軍部 隊 が 配置 さ 
れ て いな か っ た こと も あり 、 無 血 上 陸 に 成功 する 。 

これ に 対し 朱雀 軍令 部 は 、 皇 国 ・ 蒼 龍 に 侵攻 中 の 本 隊 
を 呼び 戻す こと は せ ず 、 即 時 出撃 で きる 候補 生 部 隊 で の 
対応 を 決定 。 出撃 し た クラ ス ゼ ロ は 、 モ ンス ター や ドラ 
ゴン を 中 心 に 構成 され て いた 蒼龍 上 陸 部 隊 を 撃退 し た 。 


ピル 蒼龍 軍 の 奇襲 部 隊 が 上 陸 し た ミィ コ 
ウ 海 岸 は 、 北 に 蒼龍 領 の 龍神 の 聖 
域 、 東 に 蒼龍 王 都 マ ハマ ユリ が 位置 
する 場所 。 和 朱 江 は 蒼龍 軍 の 襲撃 を 警 
戒 し て 、 ミ ィ コ ウ な どの 町 に は 防衛 
戦力 を 配備 し 、 飛 空 艇 に よる 輸送 路 
も 確立 し て いた が 、 海 岸 線 ま で は 戦 
7 力 を 展開 し て いな か っ た 。 
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冷 の 及 (10 凡 ) 


世 0 攻 
人 2 
よ 

の ぜ 蒼 
4 

や の 
ゴ 勝 
ン 利 
部 宮 
隊 言 
作 | 区 
戦 像 


本 人 雀 領 下 で 抵抗 する 蒼龍 軍 残 党 


朱 讐 領 と な っ た ロー シャ ナ 州 だ っ た が 、 そ の 後 も 密林 地帯 に は 
蒼龍 軍 残 党 が 潜伏 し て いた 。 残党 部 隊 は ライ ロー キ 州 へ の 侵攻 を 


準備 する 朱雀 軍 の 後方 を 組 い 、 た び た び 損害 を 与え て いた 。 手 を 
焼い た 朱 代 軍 令 部 は 、 ク ラス ゼロ に 潜伏 部 隊 残 減 の 指令 を 下す 。 
潜伏 し て いた 育 態 軍 ド ラゴン 


で イラ シン 

′ 蒼龍 軍 潜 伏 部 隊 に お ける 最上 級 

の ドラ ゴン 。 迷い の 森 と 呼ば れ 
る 迷路 の よう な 密林 地帯 の 奥深 
に 潜み 、 攻 撃 を し か けた クラ 
ス ゼ セロ を 迎撃 し た 。 


草間 の 降伏 を 受け 入れ 楽 省 は 勝利 を 宣言 


し た 朱雀 軍 は 、 蒼 龍 領 ライ ロー キ 州 お よび 王 都 マ ハマ ユ 
リ へ と 侵攻 する 最終 作戦 『: エ ンド ・ オ ブ ・ ウ ォ ー" を 発動 。 対 する 蒼龍 軍 は 王 都 守 備 軍 
を 含む 全 戦 力 を ライ ロー キ 州 に 移動 させ 、 全 力 で 迎撃 する も 失敗 。 も は や 王 都 に は 戦 
力 と 呼べ る も の は 残っ て お ら ず 、 コ ンコ ルディ ア 王 国 は 降伏 勧告 を 受諾 し た 。 


ロー シャ ナ 州 を 完全 に 制圧 


送 の 月 (1 1 月 ) 」 
N12 日 午 藤 0 時 パー ご 


M 


S 共 知 固 中 - 


必 餅 


幅 の 有 凡 (11 及 ) 
は 池 


の デ 
2 トレ ジィ 
の Ws か を 
独 メ る 
り の 
り 復 は 
= 会 
6 清 話 3 
14 は ま 。 他人 の 発言 を 先読み する 
も クラ ス ゼ ロ 候補 生 ケ イト 
映 か 
像 ら 
P. p. 
215 215 
人 物 
人 人 映 
Pa を 像 
還 還 


倉 龍 土 に よる 青龍 人 の 大 解放 


亡国 の 危機 に 瀬 し た 蒼龍 で は 、 ル シ ・ ソ ウリ ュ ウ が 動か な 


いこ と に 業 を 齋 や し た 蒼龍 王 が 、 ナ ラク の 封印 を 解い て 青龍 
人 を 大 量 に 解き 放っ た 。 青 龍 人 に 朱雀 軍 を 撃退 させ る 考え で 
あっ た が 、 敵 味方 を 区 別 で き な い 青龍 人 を 自国 領内 に 放つ と 
いう 愚行 は 、 蒼 遂に さら な る 混乱 を 招く だ け だ っ た 。 


る 蒼龍 クリ スタ ル 
が 皇国 の 制御 下 に 
ま ある 以上 、 ホ シ ヒ 
| | メ も ソウ リュ ウ も 
立 動け な か っ た 。 


"ARE た 2 EAR A iii 
8 半 6 用 ロー シャ ナ 州 か の ら ラ イロ ー 
キ 州 に 踏み 込ん だ 朱雀 軍 
は 、 手 は じ め に シャ カラ の 
制圧 に 動く 。 突 入 し た クラ 
ス セ ゼロ は 、 ホ シ ヒ メ の 息子 
トノ ギリ が 指揮 する 近衛 兵 
団 と の 激戦 を 制 し 、 町 を 制 
庄 し た 。 その後 は 猛威 を ふ 
る う ダ イク ウリ ュ ウ を 撃退 
し 、 州 都 ラ イロ ー キ の 制圧 
に も 成功 。 そ の まま 王 都 マ 
ハマ ユリ へ と 侵攻 し た 。 


PR 
を 続け た が 、 や が て 冬 城 し た まま 降伏 を 宣言 する 。 


王 都 マハ マス ユリ 


ライ ロー キ 州 へ 戦力 を 集 
中 させ た 結果 、 防 衛 用 の 
ドラ ゴン は わずか し か が 残 
っ て お ら ず 、 朱 雀 の 侵攻 
を 許す こと と な っ た 。 
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第 七 章 : クリ スタ ル の 興亡 ー 終 わり な き 戦 い 


着 の 月 (1 1 月) 0 bt 
2 日 22 日 


[ } 宏 の 内 (11 月)20 日 21 日 日 時 不詳 


組 や か 時 きき . ミ 人 
っ MM ー に 
X や RR | 
| き と ま は ば 活 を 正 > 
ま ん る 中 加 確 | 体 れ 
Pn | A 出 偵 か か 
墓地 で て 話題 に な る し L 会 > さめ ら 
"クリ スタ ル の 配 庶 " よ の ェ い 2 映 
 。 5 病 1 像 m 
映 組 由 。 像 
[ 8 物 
像 " へ 物 
典 物 生 i 聞 が 
CS と 人 
聞 態 3 参 聞 
を 上 を 
候 宰 生 クオ ン が クラ ス ゼ ロロ 転入 の Se 昭 
クラ ス ゼ ロ へ 転入 辞 当 を 愛 け た 候補 生 カ ル ラ 
の 


蒼龍 降伏 4 受 も 国 へ の 忠誠 を 尽く し た “五星 "の 守護 


蒼龍 降伏 の 折 、 自 ら の 保身 の み を 考え る 蒼龍 王 
は 、 王 都 か ら 行方 を くら まし て いた 。 そ ん な 状況 
に お いて も 蒼龍 軍 ・ 五 星 近衛 兵団 の 指揮 官 で ある 
守護 た ち は 、 最 後 ま で 蒼龍 の た め に 命 を 捧げ よう 
と 抵抗 を 続け る 。 五 星 近衛 兵団 " 夕 月 "の 守護 で あ 
る コワ ウツ キ 人 名 、 そ の 一 人 だ っ た 。 

守護 の 役割 は 王 を 守る こと 。 ど ん な に 蒼龍 王 が 
愚か で も 断罪 する こと は か な わ ず 、 そ の 無謀 と も 


思え る 命令 に も 従う し か な い 。 そ ん な 状況 に 甘 ん ムク ラス セロ と の 戦い で 部 隊 を 失っ た ユウ ヅ キ は 死 を 受け 入 
れ よ うと し た が 、 レ ム の 言葉 で 考え を 変え る 。 


じ て い た ユウ ヅ キ は 、 自 ら を 罰する よう 敵 で ある タ 及 の 守護 っ 
クラ ス ゼ ロ に 請願 する 。 だ が 、 ク ラス ゼロ は 処断 スウ ツキ 
を 拒否 し 、 ユ ウツ ヅ キ に 対し て 「 生 き て いる か ら こ ホシ ヒメ と は 遠縁 に あたる 才女 。 停戦 会 談 の 
そ 、 で きる こと も ある 」 と 告げ た の だ っ た 。 際 、 女 王 を 護 れ な か っ た こと を 悔やん で いた 。 


楽 第 武宮 、 エミ ナ ・ ハ ナハ ル の 正体 _ 


激戦 の 裏 、 朱 雀 魔 導 院 で は 一 人 の 武官 が 皇国 軍 密 債 と し て 捕 ら 
えら れ た 。 その 武官 と は 、 文武 両道 の 美人 教 記 と し て 有名 だ っ た 
エミ ナ で ある 。 幼少 時 、 朱 雀 と 皇国 と の 紛争 で 孤児 と な っ た エミ 
ナ は 、 皇 国軍 に 拾わ れ ス パイ に な る べく 教育 を 受け る 。 や が て 訓 
練 生 と し て 朱雀 魔 導 院 に 潜入 、 候 補 生 を 経て 武官 と な っ て いた 。 
皇国 軍 密 債 は 同士 討ち を 防ぐ た め 、 体 に 目印 を 刻ん で いる 。 エ 
ミナ を 疑っ た 朱雀 魔法 局 局員 は 、 透 視 魔法 "スケ ル " を 開発 し て ク 
ラス ゼロ に 調査 を 依頼 。 結 果 、 体 の 目印 が 発見 され 密偵 と 断定 し 魔法 局 は 透視 魔法 "スケ ル " を “スケ ル ラ "、“ ス ケル 
た 。 エミ ナ は の ち に 軍法 会 議 に か けら れ 、 処断 され た と み ら れ る 。 方 "と 進化 させ 、 エ ミナ の 背中 に 刻印 を 確認 し た 。 


4 ムク ラス ゼロ は 透視 魔法 を し か けた プレ エミ ナ と 同期 の 研究 員 カ ツ サ は 、 彼 女 人 人 正体 判明 後 も 、 一 緒 に いて いい か と 間 
ゼン ト を エミ ナ に 渡し 、 ei) RAUKKAAGK ま SM に だ ん 0 SD57 の 0 


1 RO a 


捕 旦 
中 ら 
作 E 
民 人 
作 | 者 
戦 作 

戦 


戦場 と な っ た 室 国 軍 の 航空 葵 地 


未 省 は 全 兵 力 を も っ て 澤 国 へ 進 洲 雀 軍 は 皇国 南方 へ も 侵攻 を 開始 


蒼龍 の 降伏 に より 、 朱 雀 は 全 軍 を 皇国 方 面 に 展開 させ る こ 皇国 領 西 ネ シェ ル 地区 の 都市 ・ バ ズ に は 、 朱 雀 兵 を 収容 し た 捕 
と が 可能 と な り 、 兵 力 は 皇国 軍 に 肉 迫 し つつ あっ た 。 対 する 虜 収 容 施設 が あっ た 。 そ の 解放 と 、 皇 国 南方 の 拠点 確保 を 目的 と 
皇国 軍 は 、 帝 都 防 衛 用 の 戦力 まで を も アズ ー ル 地区 に 集結 さ し て バズ 攻略 を 計画 し た 朱雀 軍令 部 は 、 ク ラス ゼロ を 派遣 。 ク ラ 
せ て 対抗 。 朱雀 軍 の 60 万 を 上 回 る 80 万 の 兵力 と な り 、 戦 力 ス ゼ ロ は 捕虜 を 解放 し た の ち 、 バ ズ の 制圧 に 成功 する 。 
的 に は 優位 に 立つ 。 こ こ で 予備 戦力 の な い 朱 雀 軍 に 打撃 を 与 
えれ ば 、 戦況 を 覆す こと も で きる と 踏ん で の 戦略 で あっ た 。 バズ の 地理 
だ が 、 魔 法 と 軍神 を 怖 れ る 皇国 兵 は いま だ 多く 、 兵 力 に 騰 生 3 販 を て を 
る だ け で は 打 徒 軍 の 猛攻 を 抑え られ な か っ た 。 結果 、 皇 国軍 を を 本 は 
は モリ ナ 中 継 基地 、 ア ー ウ ェ ン 航空 基地 、 ア ズー ル の 町 を 失 ん た に 姜 上 
い 、 首 都 目前 まで 朱雀 の 侵攻 を 許す 格好 と な っ た 。 バラ こし 上 
アズ ー ル 制圧 戦 展 原図 捕 ほ た シ 先 
退 を 国 ン 皇 セ 2 半 ルル 歩 
" 投 は の 国 ト ER DD 
首 入 高 両生 メ 
都 す 機 基 兵 地 
泊る 動 地力 区 
爺 が 魔 を を か 
の 導 襲 削ら 
内 朱 1 う 本 EO Rn 2 
| ei し Ot oy 
2 
7 皇国 特 校 が 水洗 へ の 亡命 を 希望 
を が ジ 込 と は 」 
の 朱雀 軍 に よる 皇国 南方 へ の 侵攻 開始 か ら わ ず か 2 日 後 、 皇 国軍 ユル バン 
2 中 佐 が 朱雀 へ の 亡命 を 希望 する と いう 事件 が 発生 。 た だ ち に クラ ス ゼ ロ が 


派遣 よれ 、 エ イグ リッ ト 山 中 に て 中 佐 を 保護 し た 。 朱 作 情 報 部 は 抵抗 を 続 
ける 皇国 兵 を 動揺 させ る 意図 か ら 、 こ の 亡命 事件 の 情報 を 広く 流し た 。 


ンス ソ ツ ト た の 直結 

9 亡命 を 希望 し た ユル バン 
中 佐 は 、 皇 国軍 に 追わ れ 
西 ネ シェ ル 地 区 の エイ グ 
リッ ト 山 に 逃げ 込ん だ 。 
朱雀 軍 は バズ の 町 を 占領 
し て いた も の の 、 地 域 の 
制圧 は 万 全 で は な か っ た 
の だ 。 結果 的 に 中 佐 は 7 
合 目 で クラ ス ゼ ロ に 保護 
され 、 無 事 下山 し た 。 


| 皇国 最大 の 規模 を ほこ る 航空 基地 。 そ こ に 
| 配備 され た 航空 戦力 を 警戒 し 、 朱 雀 軍 は 武 
アー ウェ ン 航 空 基 地 | 宜 イ ズ モ 率い る 飛 空 艇 団 を 動員 し た 。 
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第 七 章 : クリ スタ ル の 興亡 終わ りな き 戦 い 


違 田 翌 ー- さ ル コ 寺 


避 合 


ーー の の CSC = hwSkAIK の: A PA EN OY (SYS 2 EO tN い ⑨ リ さや 

ます NY A A A UE NC NV いう ) 

so で Si3B 肌 民 > A 0 NY NN は 3 MWL YO bt EE ke 
* SA Xa 


訪 龍 の 反 未 雀 勢 力 に よる 抵抗 


蒼龍 額 の ほとん ど は 朱雀 の 支配 下 に 入っ た が 、 い まだ 降 
伏 を 説 め な い 勢 力 が 戦闘 を 続行 。 特 に 戦場 に な ら な か っ た 
龍神 の 聖域 で は 、 ア ミタ ー の 町 に 部 隊 が 集結 し 、 徹 底 抗戦 
の 構え を 見 せ た 。 ほ か の 町 へ の 飛び 火 を 憂 慮 し た 朱雀 軍令 
部 は た だ ち に クラ ス ゼ ロ を 投入 、 わ ず か 1 日 で 制圧 し た 。 


往 態 軍 ド ラゴン 
イブ ウ テン 
アミ ター に は 蒼龍 軍 の ドラ ゴン 
や モン スタ ー も 集結 。 な か で も 
ゴウ テン は 戦力 の 要 だ っ た 。 


-、 SRI 


ト 2 の 740 や 91 } CFS TTY と rr 
ん 4 RT RR RE 1! 

、 KT で LA は VA 】 
1 Rt A EE 7 RS Pt Eb on] 


逃亡 し て いた 蒼龍 王 が 死去 


逃亡 を 続け て いた 蒼龍 王 は 、 竜 を 喰らう と いう 

青龍 人 が 封じ られ た 地 ・ ナ ラク に 潜伏 。 深 部 に 隠 
され た 青龍 クリ スタ ル の 力 を 自分 の も の と し 、 青 
龍王 国 の 再建 と オリ エン ス 統 一 を 目論ん だ 。 青龍 
クリ スタ ル か ら 竜 の 力 を 得 た 蒼龍 王 だ っ た が 、 王 
か ら 竜 の 匂い を 唄 ぎ つけ た 青龍 人 に 喰わ れ 死 亡 。 
蒼龍 王 を 追っ て いた 五星 近衛 兵団 *“ 夕 月 "の 守護 ユ 
ウ ヅ キ は 、 王 の 死 を 見 届け る と 、 自 ら の 命 を 犠牲 
と する 大 術 を 用 いて ナラ ク を 再び 封印 し た 。 
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禅 国 南 端 の 奥 跡 で 発見 され た 
古代 文明 の 飛 空 艇 


」 、 送 の 月 (11 月 )30 日 


民 ぐ rr 貼 計 芝 


| 洞 基 | 


差 能 王 は ナラ ク の 奥底 て 
最期 を 迎え た 


9 FL 0 を AG 1 er CE ; 7 
いい の まれ SC OR CR も いあ DSE MO 人 YE 
mr で 438 RE っ 0: NY RA の 移す いい 

mg 7 いい YVAAR SEAME の ば 】 NR は 


古代 遺跡 で 朱雀 が 飛 空 艇 を 発掘 


この ころ " 減 び し ヴァ イル の 地 " と 呼ば れる 皇国 南端 の 地 で 、 朱 
雀 が 古代 遺跡 サイ レン ト ヤ ー ド か ら 謎 の 飛 空 艇 を 発掘 。 残さ れ 
た 航海 日 誌 か ら 判明 し た 建造 時 期 は 、1000 年 以上 も 昔 で あっ た 。 
建造 技術 や 動力 は 解明 不能 だ っ た が 、 魔 力 に 反応 し て 起動 する こ 
と を 確認 。 魔 導 院 が 発掘 し た こと か ら 軍 の 所 属 と は な ら ず 、 発 掘 
に 貢献 し た クラ ス セ ロ の 専用 艦 と する こと が 決定 し た 。 な お 、 「 セ 
ッ ツ ァ ー」 の 名 は 、 記 録 に あっ た か つて の 船長 の 名 が 由来 で ある 。 
人 試製 強 舞 型 飛 空 艇 [セッ ツァ ー] 


| eet nr ro rte rr ee nr oar ora I oI rs Tog Yer Tar oon テー テー ニー テー ベー 


ーー * 


| 全長 219.7m 武装 魔 導 キ ャ ノン 1 基 
全幅 37.3m 三 連 魔 導 ミ サイ ル 4 門 
| 排水 量 1 万 1734t 最大 速度 時速 874km 

L 巡航 速度 時速 5 ら 15km 
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eo テアン ーー ズン イン om 


て Ya 

その 1 まあ 、」 で 
な で 0 
EAA SR 3 7 に (。 


る 含 龍 の 男性 は 青龍 人 の 未 商 と さ 
れ 、 王 位 継承 権 が な か っ た 。 蒼龍 
王 は その こと に 慎 慌 し 、 女 王 を 暗 
殺し て 王座 に つい た と 告白 する 。 


>“ 夕 月 "の 守護 は 代々 ナラ ク の 管 
理 を 任 さ れ て いた 。 その 任 を 果 た 
すべ く 、 ユ ウ ゾ ヅ キ は 自ら を 犠牲 に 
大 術 ・ 死 昇 封 龍 陣 を 成す 。 


ro aenu 』 
En か i un Ln っ NAS 1 Sn 


空 の 月 (12 月 ) 
ES 


部 導 w 溢 S 品 


徐 熊 軍 の ドラ ブ ゴン が 店 成 され て いた 竜 の 東 


民間 


RA ER 0 a RE の 
ei ER a SE EF A 
3 で 放 4 \ 
ママ ~ % 


蒼龍 軍 の ドラ ゴン 人 育成 機関 が 崩壊 

蒼龍 の 武装 解除 を 進め る 朱雀 軍 は 、 着 龍 の ドラ ゴン 育成 機 
関 で ある 通称 “ 竜 の 巣 "を 無力 化し よう と 部 隊 を 派遣 。 し か し 、 
現地 に 残る 蒼龍 部 隊 の 激しい 抵抗 に 遭い 、 制 圧 は 難航 し た 。 

そこ で 朱 徒 軍令 部 は 、 単 独 で も ドラ ゴン に 対抗 で きる クラ 
ス ゼ ロ の 投入 を 決定 。 竜 の 巣 は 並 の 要塞 より も は る か に 堅 宇 
で あり 、 次 々 と 現れ る ドラ ゴン 部 隊 に 苦戦 を 強い られ た が 、 
激戦 の の ち " 竜 の 卵 " が 安置 され た 中 枢 部 を 制圧 。. これ に より 、 
蒼龍 軍 の 再建 は 事実 上 不可 能 に な っ た の で ある 。 


_- 奄 の 応 の 地理 
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三 き る 民 贈 Qurr 


。 せ せり 0 計 革 上 SS 蛋 踊 生 二 ぶ ペ 
ロロ 融 琴 計 選 軒 3 。 の st 世 計 生 乱 


撤 き 詩 光 3 > 本 ご 油 問 支 弱 宮 
S 堺 器 下 さき 。 せ りさ な 時 0 
贈 S 蘭 器 慎二 S 適 際 浴 均 泌 本 


生 基 吉 号 本 


CE W は 2 
3 で あか 445 い yr 


南方 で 発生 し た 皇国 最後 の 抗戦 


皇国 領 の 大 半 を 占拠 し た 朱雀 軍 は 、 い よい よ 帝 都 イ ング ラ 
ム へ の 突入 を 計画 し て いた 。 だ が この 状況 に お いて 、 和 皇国 南 
方 の 東 ネ シェ ル 地 区 ゲー ベル 基地 に て 、 い まだ 抵抗 を 続け る 
皇国 軍 が いた 。 抵抗 部 隊 の 首 邊 は 皇国 軍 フ ェ イ ス 大 佐 。 か つ 
て エイ ボン 地方 の 争奪 戦 に て 朱雀 軍 を 翻弄 し た 強敵 で ある 。 

ゲー ベル 基地 の 対処 に あたり 、 朱 人 雀 軍 は クラ ス ゼ ロ を 派 
遣 。 ク ラス ゼロ は 多数 の 魔 導 ア ー マ ー や 回 復 魔法 を 封じ る 新 
型 ジ ャ マー に 苦し め ら れ た が 、 最 終 的 に フェ イス 大 佐 を 追い 
つめ 撃破 。 こ れ を も っ て 東 ネ シェ ル 地 区 も 朱雀 の 支配 下 に お 
か れ 、 和 皇国 領 は 首都 イン グラ ム を 残す の ひみ と な っ た 。 


ーー 


虹 瑞 ※S 自 % 避 > 志 


空 の 月 (12 月 ) 空 の 朋 (12 月 ) 


io 
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愛 機 を 駆り 最後 まで 抵抗 を 続け た 
旬 室 国 雷 フ ェ イ ス 大 佐 


必 人 


し 抽 堪 | 
本 3 


朱雀 軍 の 拡充 と 候補 生 の 激減 
大 戦 末 期 、 朱 雀 軍 は 解放 し た 町 か ら 兵 士 を 動員 する こと で 、 軍 
の 拡充 を 推し 進め て いた 。 特 に 軍神 を 召喚 する 独立 召喚 連隊 は 、 
その 有用 性 と 消耗 の 激 し さ か ら 次 々 と 新設 され て いき 、 隠 歴 842 
年 刻 の 月 (11 月 ) の アズ ー ル 制圧 戦 の 時 期 に は 、28 も の 連隊 が 存 
在 し た 。 朱雀 軍 全 体 で 見 れ ば 、 開 戦 当 初 の 数 倍 に も お よぶ 68 個 
師団 、70 万 も の 兵力 に 膨れ 上 が っ て いた 。 

これ に 反し て 魔 導 院 の 候補 生 部 隊 は 、 元 々 の 人 数 が 少な か っ た 
こと も ある が 、 ジ ュ デ ッ カ 会 戦 を は じ め と する 激戦 地 に 集中 し て 
投入 され た こと で 、 開 戦時 の 約 4 分 の 1 に まで 激減 。 最 後 ま で 満 
足 な 補充 が 行なわ れる こと な く 、 た だ た だ 消耗 し て いっ た 。 


候補 生 の 補充 要 四 と な っ た 
魔 導 院 の 訓練 生 
開戦 当初 、 全 13 組 1417 名 で あっ 
た 候補 生 は 、 ア ズー ル 制 圧 戦 の こ 
ろ に は 361 名 に 激減 。 補 充 要 員 と 
し て 、 育 成 が 不 十分 な 訓練 生ま で 
も が 動員 され た 。 


「 SR a 
4 ムク ラス ゼロ は フェ イス 大 佐 に 一 度 は 降伏 を 人 迫っ 
た が 、 大 佐 は 戦闘 を 続け 乗 機 と と も に 散っ た 。 
室 国 軍 魔 導 ア ー マ ー 
プラ ッ ク バ パーン 
魔 導 アー マー・ ヘ ル ダ イ バー の 改良 型 。 フ ェ 
イス 大 佐 の 乗 機 と し て 数 々 の 戦果 を 残し た 。 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 失 ノ 秘史 


第 七 章 : クリ スタ ル の 興亡 ~ 終 わり な き 戦い 


空 の 月 (12 及 )6 日 
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謝 都 を 防衛 する キ 
憲 国 軍 カ トル 六 持 Wg 
喘 

人 


自 衝 を 失い ゆく | | 四国 軍 基 地 で 射 林 され た 


上 白虎 ル シ ・ マ キナ | | 朱雀 の 皇 虎 
I a iu 、 レー 

記 皇国 首都 イン グラ ム で の 決戦 白虎 ルル シ ・ マ キナ の 行動 

に 先 の アズ ー ル 制圧 戦 で 戦力 の 大 半 を 失っ た 皇国 軍 は 、 朱 皇国 首都 イン グラ ム で の 市 街 戦 に お いて は 、 白 虎 ル シ ・ マ キナ 
本 雀 軍 に 首都 侵攻 を 許す 。 徹 底 抗戦 に より 朱雀 軍 に 損害 を 与 ” が 朱雀 軍 と 交戦 し た と いう 記録 も 残さ れ て いる 。 ル シ ・ マ キナ は 
えた も の の 、 朱 雀 軍 は 豊富 な 予備 戦力 の 投入 で 対抗 。 つ い 圧倒 的 な 力 て 朱雀 正規 軍 や 候補 生 の 部 隊 を 退け 、 軍 神 ゴ ー レ ム さ 
WS ヽ ゃ こさ i ~ ハム ェ 、 a NR 

出し に 総督 府 が 陥落 し 、 ミ リ テ ス 皇国 は 降伏 し た の で あっ た 。 えも 倒し 、 総 叔 府 へ と 移動 し た と いう 。 ル シ で あり な が ら な ぜ そ 
の 後に 姿 を 見 せな か っ た の か は 、 定 か で は な い 。 

あら 


P < マキナ は 皇国 首都 が 
陥落 する こと に は ほ と 
= ん ど 興 味 を 示さ ず 、 た 
2 皇国 軍 カ トル 准将 も 出撃 し 、 ビ ル 屋 上 に て クラ ス ゼ ロ と 激突 。 乗 機 だ 進路 上 の 障害 を 排除 
時 ガブ リエ ル の 調整 は 万 全 だ っ た が 、 ま た も クラ ス ゼ ロ に 敗れ た 。 し て 進ん だ よう だ 。 
が 

> 


pe | 


や で で ササ すす で ぴの ザ サ ササ で ひで で ササ すす で すす すず す YTVWW で で で で て サ で で すす すす で すす すす YYYTWV で TVWVWVWWYWY で WWWVWVY す すす YTVVY サ で YYYYVTWVVWYVWYYTYTyrwtY ず * ASAESAAAEASAAKAAAzA w ャ す マ テマ TT YT VY VVT YT 


都 決戦 で 発生 し た アル テマ 弾 暴 走 事故 


FN 


ガブ リエ ル か ら の 緊 
急 信号 が 届く な か 、 ア 


ーー 、 * ル テ マ 蛋 ここ 
の 旦 国 首都 へ の 朱雀 軍 の 侵攻 を 受け 、 皇 国軍 の カト ル 准 将 は 魔 導 アー マー・ ガ sii 
ブリ エル で 出撃 。 市 街 地 の 激戦 で 朱雀 クラ ス ゼ ロ に 敗れ て 離脱 を 図る が 、 そ の 状態 の 皇国 文官 。 


際 、 ガ フリ エル に 密か に 搭載 され て いた アル テマ 弾 が 起動 し た 。 こ れ は 狂気 に 
飲ま れ た 皇国 の 一 文官 が 、 陥 落 寸 前 の 首都 も ろ と も 朱雀 軍 を 全 減 させ よう と 独 
断 で 行なっ た 愚行 で あっ た 。 カ トル 准将 は アル テマ 弾 爆発 の 影響 が 地上 に 及ば 
な いよ う ガ ブリ エル で 高々 度 ま で 上 昇 。 自 ら の 命 を 犠牲 に 、 大 惨事 を 防い だ 。 


改良 と 調整 に よっ て 
機動 性 が 向上 し た ガブ 
蛋 下 光 財 て 、 イ シダ ラ 
ム 近 郊 の 基地 か ら 出 撃 人 大気 圏外 まで 上 昇 し た カト ル 准 将 は アル テマ 弾 を 切り 離し 退避 を 試 
する カト ル 准 将 。 みる が 、 ガ ブリ エル は コン トロ ー ル を 失い 爆発 に 巻き 込ま れ た 。 
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折 人 泉 4 
上 る 
を レ 3 3 
全 4 リ に 
制 ビア ~ 
の ス 
人 宮 
a ミリ テス 斉 国 の 完全 制圧 を 室 国 の 終 並 府 前 に 出現 し た 閉 本 た 
映 | 報告 する 朱 人 雀 葉 宮 玄 式 ル シ ・ ギ ル ガ メ ッシュ と a 
像 な 
rv | る } 【 
| | 
| | 5 
| | の 3 
| MM | 実 
| 魔 導 院 に 帰 枯 後 | 詳 
| 病 に 倒れ る 候 神 生 レ ム | 0 
| | pr 
| | 
| ke a NN 
WO - WP TE | 
アア サヤ て アヤ ヤヤ で すす すす アイ ヤヤ ヤマ イヤ サマ て で す ャ ャ テツ ママ - すす すす す で すす サヤ サマ イサ ゴヤ サ ササ すす で イザ ササ すす すす すす で すす すず す 1 | ー &, 月 す 戦死 者 の し な し ツ クラ っ ス ゼヒ ロ | | 

応 ヽ ___ た を , EE? = ll | | 
示 徒 は オリ エン ス 統 一 を 宣言 | 大戦 末期 、 大 幅 に 減少 し て いた 魔 導 院 の 候補 生 だ が 、 ク ラ | | 


| ス ゼ ロ か ら は 一 人 の 戦死 者 も 出 て いな か っ た 。 つ ね に 激戦 区 | 
| に あり 勝利 に 貢献 し て きた クラ ス ゼ ロ が 健在 と いう の は 、 ま | | 

さ に 奇跡 と いう ほか な か っ た 。 た だ し 、 開 戦後 に 転入 と な っ | 
| た 候補 生 の うち 、 マ キナ ・ ク ナギ リ は ジュ デッカ 会 戦 を まえ | | 
| に 姿 を 消し 、 レ ム ・ ト キミ ヤ も 病 に 倒れ て 離脱 し た 。 | | 


イン グラ ム 制 圧 後 、 魔 導 院 に 皇国 完全 制圧 の 報 が 届く 。 指 導 者 
で ある シド ・ オ ー ル スタ イン 元帥 の 行方 こそ 不明 で ある も の の 、 
白虎 クリ スタ ル が 朱雀 の 支配 下 に ある 現状 で は 、 も は や 皇国 に は 
何 も で き な い は ず で ある 。 そ う 判 断 し た 朱雀 八 席 議 会 は 、 朱 人 雀 に 
よる オリ エン ス 統 一 が 成 し 有 遂げ られ た と 宣言 する の だ っ た 。 


(rtS は と へ さき wwF 


| 香 へ JiN で は へ ざ 届 二 ロ 
は MIN Tr 石 太 氏 SS 人 


る 朱雀 学術 局 、 兵器 
局 、 院 生 局 の 局長 た ち 
は 、 朱 雀 が オリ エン ス 
を 統一 し た こと に 興奮 
を 隠し きれ な か っ た 。 
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すす で で で すす すす すす や すす ササ ササ 、 TTY"W で WV す ママ で すす すず ず すず アサ ヤ ヤ ア て で て すす で で すす ャ す で す すす すす て て アサ すす すす すす すす すす すず すす すす すず すす プ ヤヤ サ すす すす すす すす すす すす すす すす すす 


和 落 目前 の 帝都 に 現れ た 謎 男女 計 議 識 


戦火 に あっ た イン グラ ム で は 、 和 皇国 兵 の 男性 と 朱雀 兵 の 女 
性 と いう 奇妙 な 取り 合わ せ の 二 人 が 目撃 され て いる 。 の ちの 
調査 で 男性 の 名 は リー ン ・ シ ジョー カー、 女 性 は 数 字 の 10 を 
意味 する ティ ス と いう 名 で ある こと が か が う 判明 。 男 女 は 白虎 ル 
ン ・ マ キナ と 行動 を と も に し て お り 、 ル シ ・ マ キナ が 総督 府 
へ 向かっ た の は 、 こ の 男女 を 送り 届け る た め と 考え られ る 。 


で すず 生 サ びす すす びす すす び ザ びり すず サ すす すず げ の りす すすり 1 すす で 


ティス と ジョ ー カ ー。 男女 が 目撃 され た 
彼ら は 玄武 領 や 朱雀 領 に a 9 に 

も 滞在 し た らし く 、 何 ら 

か の 目的 で 世界 を 放浪 し 市 街 地 を さま よっ て いた 白虎 ル シ ・ マ キナ は 、 テ ィ ス と ジョ ー カ ー の 
て いた と 見 られ る 。 依頼 を 承諾 。 それ こそ が クリ スタ ル の 使命 だ っ た と いう の だ ろう か 。 
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苦 旧 に 続い て 畠 国 が 降伏 を 宣 言 し 、 オ 
リエ ンス は 朱雀 の も と に 統一 され た 。 
一 時 は 魔 導 院 を 除く すべ て の 国土 を 
失っ た 朱雀 が 、 形 勢 を 覆し て の 勝利 で 
あっ た 。 だ が 、 世 界 の 統一 は 終 夫 の 引 
き 金 。 朱 に 染まり か けた 大 地 は 、 人 々 
の 血 に よっ て 赤く 塗り か えら れ て いく 。 


赤い 空 が 広がる 異様 な 世界 映 
クラ ス や ロ に 起り か ける 
廃 法 局 局長 アレ シア 
ご Jo A GR a 0 MR 


大 戦 終結 の 翌日 に 起き た 天変 地異 


朱雀 は つい に 皇国 を 下 し て オリ エ 
ンス の 吾 者 と な っ た が 、 勝 利 の 栄光 
に 満ち た 時 間 は わずか だ っ た 。 大戦 
終結 の 翌日 、 突 如 と し て 空 は 赤く 染 
まり 、 海 は 漆黒 に 塗り つぶ され た 。 
そし て 見 た こと の な い 様 式 の 神殿 が 
現れ 、 世 界 は "ルル サス "と いう 異形 ムル シ を も 倒す ナル ル サ ス の 戦士 が 世界 中 に 
の 敵 に 埋め 尽く され た の だ 。 侵攻 を 開始 。 魔 導 院 も 襲撃 を 受け た 。 


ルル サス の 戦 十 に 圧倒 され る 師 補 生 ・ 


強大 無比 な ルル サス 軍 は 、 世 界 中 に 侵攻 を 開始 。 
魔 導 院 で は 朱雀 ルル シ ・ シ ュ ユ まで も が ルル サス の 戦 
士 に 倒さ れ 、 恐 怖 に さら され た 候補 生 た ち は 理性 を 
et や が て クラ ス ゼ ロ が 極秘 任務 “クリ 
ゾン "や ファ ント マ の 回 収 に 従事 し て いた こと が 
凍ら どり 
いか と クラ ス セ ゼロ を 紺 弾 する あり さま で あっ た 。 
一 方 、 ク ラス ゼロ の メン バー は 魔法 局 局 長 ア レシ 
ア か ら 「 最 後 は 自分 の 意志 で 決め な さい | と 告げ ら 
れ 、 状 況 を 打開 し よう と 行動 を 開始 し て いた 。 


クラ スズ ゼロ に 助 言 し た 


これ まで クラ ス ゼ ロ を 死 か ら も 
全 ル ル サ ス の 恐怖 に 直面 し た うえ 、 ほ か の 組 の 候補 生か ら の 救っ て きた が 、 こ の と き を 最後 
冷遇 に も 遭 いい クラ ス ゼ ロ は 窮地 に 立た され る 。 に 彼ら に 干渉 し な く な っ た 。 


無名 の 書 の 一 節 を 思い 出す 
候補 生 エ ー ス 


EE 杜 訓 ov 民 0 は OS 妥 ぶ さき ン 六 ン ww 堪 


Fw で 


和信 系 統 い 混乱 を 論 め る 魔 痢 


ルル サス の 襲撃 後 、 カ リヤ 院長 や 各局 局長 ら 上 層 部 が 行方 不明 
と な り 、 統 率 を 失っ た 魔 導 院 は 混乱 の 一 途 を た どる 。 さ ら に ルル 
サス の 攻撃 が 魂 で ある ファ ント マ て を 破壊 する も の で あっ た こと か 
ら 、 魔 法 に よる 回 復 も 見 込め ず 死 者 は 増え る ば か り だ っ た 。 

そん な 折 、 行 方 が わか ら な く な っ て いた 皇国 元帥 シド が 、 上 空 


に 現れ た 謎 の 神殿 へ 向かっ た と いう 報告 が ち も た ら さ れる 。 


4 ナギ は シド を 追っ た 飛 空 艇 部 隊 と 
連絡 を と り 、 情 報 を 集め た 。 


人 久作 戦 司 令 室 を 仕切 る 謀 報 部 の ナ 
ギ 。 クラ ス ゼ ロロ に も 協力 し た 。 


アカ シャ の 書 が 輸 か れ た 
アル トク リス タリ ウム 


ん ne へ RR SN SIGSDNMRT 

3 gD 2 WAN 本 7 0 6 が Yt っ 

2 いい a NE ; SV i i EE 7 w NE KN 1 」 
mm つこ る 1 に コーriEorr で 3 ト ・ 


s の 神殿 と ルル サス の 正体 


クラ ス ゼ ロ は 現状 を 打開 する 方 法 を 探し 、 世 界 の 運命 が 書 
か れ て いる と いう "アカ シャ の 書 " の 知識 を 求め た 。 そ の 内 容 
か ら 、 謎 の 神殿 は 救世 主 " ア ギ ト " を 審判 する 者 が 待つ "万 魔 
殿 " で あり 、 ル ル サ ス は アギト の 誕生 し な か っ た 世界 を 消し 
去る 者 で ある と 推測 。 世 界 を 救う 手立て は 記さ れ て いな か っ 
た が 、「 自 分 た ち に 出来 る の は 敵 を 倒す こと だ け 」 と 判断 し た 
クラ ス ゼ ロ は 、 ル ル サ ス に 挑む こと を 決意 する 。 


タク ラス セロ の ク 
イー ン に よっ て ア 
カシ ャ の 書 は 解読 
され 、 そ の 内 容 が 
伝え られ た 。 


三 計 時 庄 生 オリ エン ス に 伝わる 著者 不明 の "無名 の 書 " 


“無名 の 書 " は 各国 の ペリ シテ ィ リ ウム に 伝 わ 
る 書簡 を も と に し た 本 と され て いる が 、 書 か れ 
た 時 期 や 著者 は 不明 。 救 世 主 "アギト" や 世界 の 
終わ り “ フ ィ ニ ス "、 螺旋 の 内 を 巡る 世界 “オリ 


エン ス " と いっ た 内 容 が 抽象 的 に 記さ れ て お り 、 表現 も ある が 、 


全 ン シド が 神殿 に 向かっ た こ 
人 か が 14 章 7 節 の 記述 を 連想 し 、 そ らん じ て い た 。 


と を 知り 、 ク ラス ゼロ の 何 


と 9 が 9 を 


"万 魔 殿 "と “そこ に 人 っ た 
シド "と いっ た 現実 の 出来 事 を 予言 し た よう な 
その 真意 は 明らか で は な い 。 


人 魔 導 院 解放 作戦 の 折 に は 、 ク ラス ゼロ の エー ス が 「9 
] か ら 始 まる 最後 の 4 行 を 引用 し て いた 。 


古い 伝承 の 一 種 と 考え られ て いた 。 な か に は 、 
右 に 挙げ た 14 章 7 節 の 一 
ば れ し 者 "の よう に 


部 に ある " 彼 の 地 ”" や " 選 無名 の 書 14 替 7 節 の 一 部 


波 の 地 、 選ば れ し 者 の み が 入 る こと を 許さ れる 。 
その 者 、 天理 天道 に 柄 れ 、 

真 な る も の を 手 に ずる だ ろう 。 

それ は 理 外 の 理 、 ア ギ ト へ の 理 。 

それ は 力 、 アギト へ 至る 王権 。 

そし て 、 賢者 は 語る 。 

全て に 療 い て 意味 が あり 、 

凡 て に 炎 い て 足 み が 明け ろ る 。 

選択 せよ 。 理 か 、 王 な る 力 か 。 
我 は な ろう 、 アギト へ と 

鏡 を 鳴ら そう 。 世 界 を 震わせ 伝 ズ よう 

9 と 9 が 9 を 迎え し 時 、 識 な る 底 、 脈動 せ し 
そし て 始ま り の 封 が 切れ し 時 、 

雷 の ご と き 声 音 が 響 か ん 。 

我ら 来 た れ り 
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最終 章 : フィ ニス と いう 判決 


空 の 月 (12 戸 ) 7 日 


NC に Or 


レ 
ム 
と 
ママ 
キ 
ナ 


汗 
ダ 
り 
スズ 
タ 
ル 


※ 好 SC べべ 千 


戦い の 準備 を する リィ ド 


党 SX1 さ 人 半 ぎ ( 


EE 


EE 杜 良 さき べ いい ヘー 
に 


に 挟 誠 素 誠 SYS せ w べ 半 
落 演 


クラ スズ ス ゼ 包 は 


ルル サス 撃退 に 
意気 込む ムツ キ 


な 1 ず a ie まれ し i Fa ra だ な な 20 た だ WIT ' \ で ー ET < で 1 VPI まで Y4 い ヤー が fu ; YY > Pi 日 A っ > の 1 < N、。 
* 本 | プー うな か バム ンカ イヤ い "Pg 4 っ は マ ww な "iN \ に て + hb RI 部 FR れこ だ みつ ん \ ng 7) か dr の 
3 アン 人 3 れず 2 ポ な 人 I 3 Wo 4. Be Co tt PA hb OM い の を CO Ot mA 
りな の まま も 3282 も 人 な TO 2 1 A iga tg 
の St 7 Ce ミア っ k A i いで な る ud PE て も 9 に EY の 半纏 SYS すら と ン 


る 蒼龍 ル シ ・ ホ シ ヒ メ 
は 蒼龍 クリ スタ ル の 意 
志 に 反し 、 自 分 の 意志 
を 貫く べく クラ ス セ ゼロ 
の も と へ 向かっ た 。 


龍 ル シ と クラ ス ゼ ロ が 万 魔 殿 に 到 


蒼龍 ルン シン ・ ホ シ ヒ メ は 故 ア ンド リア 女王 が 予知 し た 未来 に 基づき 、 ル 
ル サ ス と 戦う 決心 を し た クラ ス ゼ ロ を 万 魔 殿 へ 送り 届け よう と 申し 出 
る 。 万 魔 殿 に は ル シ ほ どの 力 が な けれ ば 到達 で きず 、 い な く な っ た 朱雀 
ルン シン の か わり を 務め られ る の は ホン ヒメ だ け で あっ た 。 一 方 、 万 魔 殿 の 
深部 に 向かっ た 皇国 元帥 シド は 、 ル ル サ ス の 首 処 と 対 財 。 彼 は 首 笛 の 力 
に より 、 アギト を 審判 する ルル サス の ルン …… 審 判 者 "に 選ば れ て いた 。 


ーー fp)| 0 シン ガイ と な っ た ホシ ジ ビビ メ 
: 蒼龍 クリ スタ ル の 使命 に 背 
いた こと で 、 ホ シビ ヒメ 人 は 自 
我 な き モ ンス ター" シ ガイ ”" 
と お と し め ら 和 れ た だ た 。 


万 魔 感 

ルル サス の 戦士 が 護る 万 魔 殿 に 
て 、 ク ラス ゼロ は シド か ら 言 い 
渡さ れる 審判 に 挑ん だ 。 


あら た な 朱雀 ル シ と 白虎 ル シ の 激突 


使徒 た る ル シ を 失っ た 朱雀 クリ スタ ル は 、 万 魔 殿 を 進ん で いた ク 
ラス ゼロ に 対し 、 あ ら た な ル シ に な る よう 呼び か ける 。 だ が 、 ク ラ 
ス セ ゼロ が “人 "と し て 戦う こと を 選択 する と 、 病 に 倒れ て いた レム ・ 
トキ ミヤ に 呼び か け 、 彼 女 を あら た な ルン に 選ん た だ 。 

朱雀 ルル シル と な っ た レム は 万 魔 殿 に 向かい 、 白 虎 ル シ ・ マ キナ と 激 
突 。 悲 劇 と も 呼ぶ べき 戦い の 果て に 、 と も に 昇華 し た 。 


働 内 する マキ ナ 

万 魔 殿 の 深部 で 対 剛 し た 朱雀 
ル シ ・ レ ム と 白虎 ル シ ・ マ キ 
ナ は 、 自 我 を 失っ た まま 死闘 


大 切な 人 と 世界 を 繰り 広げ た 。 その 戦い は 事 
を 守り た いと 願う 故に 近い 形 で 終わ り 、 自 我 を 


取り も ど し た マキ ナ と レム は 
互い を 想う 言葉 を か け あ いな 
が ら 最 期 を 迎え た 。 


レム は 、 ク リス タ 
ル の 呼び か け に 応 
じ ル ン と な る 。 
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寺 攻 カバ 


) 花 柚 当 


居 活 | 


SS 包 

に マキ ナ は クン ミ か らち 補 

だ ル シ の 力 を 愛 け 継い で いた 足 中 

i な 前 

を 照 た 

昭 万 廃 尻 内 者 昭 砕け る 朱雀 クリ スタ ル 


BO 。 の (の 


で すす サ サヤ すす すす すす すす ササ で リサ す すす ヤ サ すす すす すす すす サ サヤ で ササ すす すす で すす すす で すす すす で で すす すす すす すす YY すす Y で W で WV せ すす で すす すす すす すす す ヤ で すず すす すす で で すす す です すす で で で すす すす すす で て YPY で WT サ すす で で で ザヤ ササ す すす す で 有 】 拉 /W すず ャ ンク TT TT YT TT TT YT 
1 ク 


アギト に な れ な か っ た クラ スピ ロ と 書 判 者 の 粗い 


審判 者 と な っ た シド は 、 た だ た 使命 の まま に クラ ス ゼ ロ が アギト に ふ 
さわ し いか どう か の 審判 を 下す 。 そ の 結果 、 ク ラス ゼロ は アキ ギ キト 失格 
の 裁定 を 受け て 命 を 落と し た が 、 昇華 し た は ず の ルン シン ・ マ キナ と ルン シ ・ 
レム の 意志 が クラ ス ゼ ロ に 力 を 貸し 、 再 び 立 ち 上 が ら せ た 。 そ れ は 奇 
跡 と し か 言い よう の な い 現 象 で あっ た が 、 超 常 の 力 を 身 に つけ た クラ 
ス ゼ ロ は 、 つ い に 審 判 者 を 討ち 減 ぼ ず す の だ っ た 。 


“万 魔 殿 最深 部 。 も 
は や シド 自身 の 意志 


は な く 、 審 判 に 敗れ 皇国 元帥 シド が 真 に 望ん で いた の は 、 人 が 自ら の 手 で 未来 を 拓く こと 。 ゆ 
た クラ ス ゼ ロ に 死 を え に シ ド は 神 の 道具 で ある ル シ に な る こと を 拒み 、 自 ら 命 を 絶っ た 。 し か 
上 和え まう と し し た し 、 神 の ご と き 力 を も つ ル ル サ ス の 首 超 は 、 シ ド を 強制 的 に ル シ と し た 。 


人 の 童 「 そ れ は 審判 の 地 で 終わ る 』 


も し クラ ス ゼ ロ が クリ スタ ル の 呼び か け に 応 さ を 増 し な が ら 何 度 も 現れ る ルル サス の 軍勢 を 
| じ 、 朱 雀 の ル シ に な っ て いた ら ど うな っ て いた 倒し きれ ず 、 や が て 力尽き る 。 ク ラス ゼロ 亡き 
| の か 。 それ を 表す の が " 除 の 章 " と 呼ば れる 別 の あと ルル サス を 倒せ る も の は な く 、 ル ル サ ス の 
| 結末 で ある 。 ル シ と な っ た クラ ス ゼ ロ は 圧倒 的 戦士 た ち が 世 界 を 躍 踊 。“ 陰 の 章 " に お ける オリ 
| な カ で ルル サス の 戦士 を 撃退 し て いっ た が 、 強 エン ス は 、 終 梅 の 刻 を 迎え る の だ っ た 。 


全 ア レシ ア か ら 「 人 と し て 選べ 」] と 告げ られ て いた クラ 公 " 陰 の 章 " に お いて 世界 の 終 棋 を 見 届け る アレ シフ 
ス ゼ ロ 。 ル シ と な る の は 誤り だ っ た の だ ろう か 。 彼女 に と っ て 、 こ の 結末 は 初め て で は な か っ た 。 
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料 集 朱 ノ 秘史 


SE 


ー 立 一 や こ さい 


クラ ス ゼ ロワ ロ は 満身 創 療 で 
魔 導 院 の 教室 へ 帰 舌 


| 洗 攻 」 


審判 者 へ と 至る 道 
万 魔 威 ・ 降 神威 


謎 の 田 女 は 人 の 規 い と 
歴史 の 結末 を 集め て いた 
A RENE 


クラ ス ゼ ロ の 最期 と オリ エン ス の 変化 


審判 者 を 倒し た クラ ス ゼ ロロ は 、 瀬 死 の 重傷 を 負い つつ も 自分 た ちの 教室 

へ と た どり つく 。 も は や 彼ら に は 互い を 回 復 す る 力も 残さ れ て お ら ず 、 た 
だ 死 を 待つ の み で あっ た 。 そ し て 彼ら は 、 救 世 主 と し て その 名 を 刻ま れる 
こと も な く 、 ク リス タル の 力 に よっ て 人 々 の 記憶 か ら も 消し 去ら れ 、 ほ か 
に 誰 も いな い 教 室 で 最期 を 迎え る の で あっ た 。 


その 後 、 オ リエ ンス で は クリ スタ ル が し だ い に 力 を 失い 、 死 者 の 記憶 が 


残る よう に な る な ど 世 界 規模 の 変化 が 起き た 。 当 時 の 人 々 は あま り の 変化 
こ 恐 怖 し た が 、 


や が て それ が 世界 が 前 進 し た 証 だ と 気づく 。 


4 瀬 死 の クラ ス ゼ ロ 
12 名 は 、 死 の 恐怖 
oa 添 

、 輪 を 作っ て 未来 
i っ て いた だ 。 


6 


世界 か ら 姿 を 消し た ルル サス 軍 


ルル サス に よる 和 殺 獲 は 、 魔 導 院 の みな ら ず オリ エン ス 中 で 繰り 広げ られ 
た 。 人 々 は 終わ り の 刻 " フ ィ ニ ス ”" が 訪れ た と 理解 し 、 抗 うこ と も で きず すず 減 
a 万 魔 殿 に 乗り 込ん だ クラ ス ゼ ロ 

ドド 、 ルル サス の ル シ た る 審判 者 を 撃破 する と 、 ルル サス は 編 然 と 姿 を 消す 。 
リエ ンス は 訪れ る は ず だ っ た 終 混 か ら 逃 れ た の で ある 。 


の 廃 蔵 方 表 の 用 


クラ ス ゼ ロ の メン バー 
が 、 朱 雀 ク リス タル の 呼 
び か け を 聞い た と され る 
場所 。 クリ スタ ル そ の も 
の が 万 魔 殿 に あっ た わけ 
で ほな い 。 
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YE, ES SA は i 
OS 2 eS 


定 マ 寺 ナ と レム 
は 、 教 室 で 永遠 の 
眠り に つい た 12 
名 を 発見 する 。 


朱 き マン ト で 作ら れ た 旗 


人 平和 を 取り 戻し た 空 に は 虹 が か か り 、 
が 灯火 の ご と く ゆ ら め い て いた 。 


> or が 1 NO 


ルル サス の 戦士 


ルル サス が 送り 込ん だ 無情 な る 戦 
士 。 ル シ で すら 倒す ほど の 力 を も 
ち 、 す べ て の 人 間 か ら フ ァ ン トマ 
を 刈り 取 ろ うと し て いた 。 


鳴 歴 891 年 
パ ( 手 寮 ) 


LE 


オ 
リ 
時 0 人 エ | 
ww 
od (に の も 
ク あ い 
+ を わ 
本 
リ た 歴 
な 者 史 “ 
0 まで > YS た に 本 本 
昇華 し た マキ ナ と レム か らち 礎 は 2 
12 信 の 最大 を 原 く アレ シア 中 ポ く 
が 。 わ 時 
る 
O 
を KHANSC39 和 Gt な ON i 


真 の 章 [大 億 の 果て に 見 る 世界 」 


クラ ス ゼ セロ と 審判 者 が 死闘 を 繰り 広げ て いた ころ 、 万 魔 殿 の 一 角 で は 
アレ シア ・ ア ル ラ シア と ティ ス 、 リ ー ン ・ ジ ョ ー カ ー が 会 話 を 交わ し て 
いた 。 そ の 会 話 に よれ ば 、 世 界 は すでに 6 億 回 以上 も の 減 亡 を 繰り 返し 
て きた が 、 そ の 未 に 今回 の 結末 に た と どり 着い た の だ と いう 。 


人 4 今 回 の 結末 が いか に 素晴らし いも の だ 
っ た か を アレ シア に 伝え る ティ ス 。 


ルル サス の 飼 穏 
る 神 の ご と き 力 で マキ 謎 の 仮面 の 人 物 
ナ と レム を 蘇生 させ た シド を 審判 者 に 選ん だ ル 
アレ シン シア 。 ク ラス ゼロ ル サ ス の 首 航 。 彼 は アレ 
以外 に 初め て の 微笑 み シア を 見 る と 、 ル ル サ ス 
を 見 せる の だ っ た 。 と と も に 去っ た 。 


世界 大 戦 の 終結 と を の 後 の オ リエ ンス 


際 歴 842 年 水 の 月 (2 月 )12 日 、 オ リエ ンス の 統一 キナ ・ ク ナギ リ で あっ た 。 マ キナ の 存在 は 人 々 に 
と クリ スタ ル の 奪取 を 目指 す ナミ リ テ ス 皇国 は 、 朱 と っ て 希望 の ど 光 と な り 、 や が て オリ エン ス は 人 が 
準 領 ル ブル ム へ の 侵攻 を 開始 し た 。 以来 、 約 10 ヵ 紡 ヾ あら た な 歴史 を 歩み なみ はじめる 。 その 歴史 が い 
月 に わた り 繰 り 広 げ ら れ た 世界 大 戦は 、 同 年 空 の つま で も 平和 に 続く の か 、 い つか 歪み を 生じ る の 
月 (12 月 )6 日 の 朱雀 に よる 皇国 制圧 と 、 翌 7 日 の ル ん か 、 そ れ を 決め る の も また 人 で ある の だ ろう 。 
ル サ ス 軍 撃 退 を も っ て 、 完 全 に 終結 する 。 

世界 大 戦 と ルル サス の 侵攻 で 世界 の 人 口 は 激減 
し 、 各 国 の 指導 者 も 死亡 ある い は 消息 不明 と な っ 
て いた 。 さ る さらに 終戦 後 、 ク リス タル は し だ い に 力 
を 和 失い 、 ク リス タル の 力 で 築 き 上 げ ら 5 れ て きた オ 
リエ ンス の 文明 は 崩壊 の 一 途 を た どる 。 大戦 が 終 
結 し て も 、 世 界 の 混乱 は 終わ ら な か っ た の だ 。 

そん が 混迷 の な か 、 天 の 恵み に 目 を 向け 土地 を 
育て 、 目 然 と 水 と 火 を 用 い 、 人 の 力 で 生き 抜く こ クリ スタ ル が な く て も 人 の 力 で 生き 抜 こう と いう 思 "クリ スタ ル の か わり に 風 や 大 地 か ら エ 
と を 説い た の が 、 大 戦 を 生き 抜い た 朱雀 候補 生 マ 想 は 、 人 々 の 気持 ち を ひと つ に まとめ て いっ た 。 ネル ギー を 得る 方 法 が 模索 され た 。 


4 各国 の 復興 で は 国民 同士 が 協力 。$ は 
や 朱雀 も 皇国 も 関係 な い の だ 。 
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世界 を 滅ぼそ うと し て いた 謎 の 軍団 

ルル サス は クラ ス ゼ ロ の 活躍 に よっ て 
退け られ 、 オ リエ ンス は 新た な 歴史 の 
一 歩 を 踏み 出し た 。 だ が 、 そ も そ も ル 
ル サ ス は な ぜ 現 れ 、 ク ラス ゼロ は 何 の 
た め に 戦っ て いた の だ ろう か 。 こ こ で 
は 、 物 語 の 背景 に ある “ファ ブラ 神話 " 
と 物語 中 に 登場 する “無名 の 書 " の 記 
述 を 読み 解き 、 こ の 世界 に 隠さ れ た 真 
実 へ と 人 迫る 1 つの 解釈 を 記す 。 


6 信 を 超え て 繰り 返さ れる オリ エン ス の 歴史 


伝承 に お ける * 早 旋 の 内 を 巡る 世界 "と いう くだ り ([ 無 名 の 午 ]yp 233) や 、 テイ ト 
が 感じ て いた 前 世 の 記 憶 の よう な も の (「 デ ジャ ヴ で は 会 話 ま で わか ら な い 」yP.225) 
を 考え る と 、 本 書 で 解説 し て さき た オリ エン ス の 歴史 が “ 何 度 も 繰り 返さ れ て いる も の 
な の で は ? "と いう 疑問 が 浮か ん で くる だ ろう 。 こ の 疑問 に 対す る 答え は アレ シア が 
は の めか し て お り 、 RM どい 
う の だ (| 真 の 章 」 rP.237)。 し か し 、 ア ア は その 理由 まで は 語っ て いな い 。 なぜ 
歴史 は 繰り 返さ れ て いた の か 、 2 
役割 を 担っ て いた の か 、 そ れ を 推察 し て いこ う 。 


3 ク イー ン が アカ シャ の 書 を 読 
め た の は 、 こ の 歴史 に お ける 前 
8 世 で アカ シャ の 書 の 設置 を 手 伝 
本 § っ た か ら と され る 。 か すか に 記 
憶 が 残っ て いる の だ ろう か 。 


無名 の 書 に 記さ れ た 神話 と 2 人 の 御霊 の 試み 


マデ マ で セコ リツ 2 


歴史 が 繰り 返さ れる 理由 を 知る カギ は 、 物語 中 に 登場 する "無名 の 書 "に ある 。 無名 

の 書 は 伝承 を 記し た 謎 の 書物 と され て いる が (| 無名 の 書 」yP.233)、 そ の 本 質 は 神話 
の 意志 を 伝え る も の と 考え られ る 。 以 下 に 無名 の 書 の 4 章 4 節 を 紹介 する の で 、 ま ず 
は 一 読 し て ほし い 。 文中 の パル ス 、 リ ン ゼ と は 神話 上 の 神 で あり 、 こ の 神 に 連なる “ 御 
霊 " と いう 存在 が 、 無 限 の 螺旋 一 -- つ まり 繰り 返す 歴史 の な か で 、“ 不 可視 世界 の 扉 " 
を 完全 に 開く た め の “ 試 み " を し て いる こと が 示唆 され て いる 。 不可 視 世界 に は 人 を 人 造 
っ た 神 ・ エ トロ が いる と され る が 、 御 露 が その 扉 を 開 こ うと する 理由 は 不明 で ある 。 
御 回 の “試み "と は 、 バ ルス に 連なり し 御霊 で ある アレ シア ・ ア ル ラ シア と 、 リ ン ゼ 
に 連なり し 御霊 で ある 謎 の 仮面 の 人 物 に よる 右 図 の よう な アプ ロー チ の こと だ ろう 。 
その た め に クリ スタ ル や ルル サス 、 ク ラス ゼロ も 生み 出さ れ た と 推察 され る 。 


無名 の 書 4 章 4 節 


無限 の 螺 導 の 中 の 輪 の うち に 、 ひと り は 大 地 を 血 に 染め 不可 視 世 界 の 扉 を 開か ん と し 、 
ぶた つの 御座 あり 。 ひと り は 育ん だ 魂 が 不可 視 世界 の 扉 を 開く こと を 望ん で いる 。 
ひと つ は パル ス に 連なり し 御霊 が 座り 、 ふた つの 御 載 は 契約 の 元 、 

ひと つ は リン ゼ に 連なり し 御霊 が 座る 。 混 殴 寂 静 の ご と き 可 能 性 に 挑み 続け る 。 


いつ まで も 、 い つま で も 、 そ の 身 が 滅び 消え る まで …… 6 


クリ スタ ル と ルル サス の 存在 意義 


BARRA SIA BSA AD SRR ARRAS 4 


クリ スタ ル は アレ シア に 造ら れ た 存在 と 財 お 不可 視 世界 の 扉 を 開く 人 の 魂 - 一 
“アキ ト " を 育成 する 舞台 を 作る た め に 、 人 々 に 文明 を 与え て 戦乱 を 招い た と 考え られ 
る 。 ま た 、 ク リス タル は 人 を ルン に 変え る が 、 そ れ は ルン の 絶大 な 力 に よっ て クリ ス 
タル を 守る と と も に 、 御 霊 の 思う よう に 歴史 を 修正 する た め だ ろ う 。 国家 の 興亡 や 大 
戦 に 必ず と いっ て いい ほど ル シ が 絡ん で いる こと が 、 そ の 証 で は な い だ ろ うか 。 

一 方 の ルル サス は 謎 の 仮面 の 人 物 に よっ て 生み 出さ れ 、 戦 乱 が 終わ り 魂 の 成長 が 飽 
和 し た 世界 に 最後 の 審判 “フィ ニス の 刻 " を 与え る こと が 役目 と 思わ れる 。 最 後 の 
笑 判 に お いて ルル サス 軍 は 世界 全土 へ と 侵攻 し 、 ル ル サ ス の ルン "審判 者 "は 世界 に ア 
ギ ト が 生ま れ た か 否 か の 裁定 を 下す 。 そ の 過程 で アギト が 生ま れ て 扉 が 開け ば よし 、 
開か な けれ ば すべ て の 生命 を 減 ぼ し 、 ま た 最初 か ら 歴 史 を 繰り 返し て いる の だ ろう 。 


死者 の 魂 、 フ ァ ン トマ を 吸収 し 
a 研究 の 末 に 突如 発生 し た 謎 の 
。 多い 存在 。 そ の 内 部 に は 死者 

| や 軍神 が 巣 く っ て お り 、 や は り 
不可 視 世界 と その つなが り が 凝 
われ る 。 


死者 の 魂 は 扉 を 抜け て 不可 視 
世界 へ と 向かい 、 不可 視 世 界 
へ 入る と 蘇生 は で き な く な る 。 
軍神 の 妊 嘆 に は 人 の 命 が 必 要 
で ある こと か ら 、 軍 神 と 不可 視 
世界 に は 何ら か の つなが り が 
ある と 考え られ て いる 。 


年 者 な 草 ら 


M2 基 つ 2 | 
件 党 も = ちら 例 の 行者 1 


パル ス に 連なり し 御霊 3 リン ゼ に 連なり し 御霊 
アレ シア ・ ア ル ラ シア の 試み 謎 の 仮面 の 人 物 の 試み 

を 生み 出し 、 W) 4 を 生み 出し 、 
人々 に 克明 と 参 い を 与え て 、 会 W ) 仙人 の 殊 が 容 判 に 届 し た と き に は 、 
その な か で て | A | い 大 地 を 陳 に 委 め | 
強く 燈 め く 人 の 殊 が Va すべ て の 人 の 魂 を 一 斉 に 


エト ロ か らち 迎え 入れ られ る こと で て 不可 視 世界 へ と 送る こと で 


不可 視 世 界 の 
の 

そもそも 不可 視 世界 と は 死者 の 世界 と 言わ れ て お り 、 可 視 世 
界 で 生物 が 死ぬ と 、 そ の 魂 は わずか に 扉 を 開け て 不可 視 世界 へ 
と 向かっ て いる と 考え られ る 。 な ら ば 、 大 量 の 魂 を 不可 視 世界 
へ と 向かわ せれ ば 扉 が 大 きく 開く の で は 、 と 謎 の 仮面 の 人 物 は | 
考え た の で は な い だ ろ うか 。 そ こ で 、 ひ と まず は アレ シア に 協 
力 し て 人 の 魂 が 育つ の を 待ち 、 そ の 魂 が 扉 を 開く アギト に な り 
うる か を 裁定 する べく 審判 者 を あて が う 。 そ し て 、 人 の 魂 が 審 
判 者 に 敗れ た 場合 に は 、 生 命 を 滅ぼし 有 象 無 象 の 魂 を 不可 視 世 
界 へ と 向かわ せ て いた の だ ろう 。 し か し 、6 億 を 超え る 歴史 に 
お いて アギト が 生ま れ た こと は な く 、 無 数 の 魂 が 不可 視 世 界 へ 
送ら れ て も 扉 が 完全 に 開く こと は 一 度 と し て な か っ た よう だ 。 


SA 
RNN 
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アレ シア の 試み は クリ スタ ル を 用 いて 世界 を 管理 し 、 不 可視 

世界 の 扉 を 開く アギト に な りう る 魂 を 育て る こと 。 そ の 育て て 
いた 魂 と は 、“ 私 の 子供 "と 呼ん で いた エー ス た ち ク ラス ゼロ の 
12 人 と 考え られ る 。 鳴 歴 842 年 の 大 戦 に お いて 、 ア レン ア は 
12 人 の 魂 を 自分 の 手元 で 蘇生 し つづ け 、 意 図 し な い タ イミ ン | 
| グ で 不可 視 世 界 へ 送ら れる こと を 避け て いた (「 あ な た た ち は 死 

| な な いわ ]yP.221)。 し か し 、 ル ル サ ス が 現れ て か ら は 12 人 の | 
| 魂 を 蘇生 する の を や め 、 審 判 者 と 命 を か け て 戦う よう に 仕向 け 
て いる 。 つ まり 、 ア レシ ア は 魂 を 十分 に 育て た ら 審 判 者 と 戦わ 
せ 、 ア ギ ト に な れる か どう か を 試し 、 失 敗 し た 場合 に は 歴史 を 
リセ ッ ト 。 もう一度 、 魂 を 育て 直し て いた と いう こと だ ろう 。 


| 最後 だ け は 選び な さい  P.232 


4 審判 者 は 謎 の 仮面 の 人 物 が 選ん だ ルル サス の ル シ 。 今回 の 歴史 で は 強 | 
い 魂 を 持っ て いた 皇国 元帥 シド が 、 そ の 役 を 強制 的 に 揚 わ され て いた 。 


人 ム ア ギ ト に な りう る 魂 は "人 "で な けれ ば いけ な いと アレ シア は 考え て い 
| た 。 意志 を 奪わ れ た "ルン シン" で は アギト に な れ な い の だ ろう か 。 


E 
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アギト に な りう る クラ ス ゼ ロ の 魂 


アレ シン ア は アギト に な りう る 魂 に は 、 い くつ か の 要素 が 必要 と 考 
えて いた よう だ 。 以 下 に 示す 無名 の 書 の 最終 節 で は 、 そ の 要素 を 持 
つも の は 最初 は ひと つ だ っ た が 、 い つ し か 十 と 六 の 座 に 増え 、 最 後 
に は 十 と 二 の 座 に な っ た と 示唆 され て いる 。 こ れ は 幾 度 も の 試み を 
経て 、 ア レシ ア が 必要 な 要素 と 不要 な 要素 を 分 けた 結果 で あり 、 最 
後に 残っ た 十 と 二 の 座 こそ が アレ シア が 育て て いた エー ス た ち 12 
人 、 ク ラス ゼロ の 魂 の こと な の だ ろう 。 さ ら に 、 こ れ ら の 魂 は " 答 
が 廻る "、 つ まり 生ま れ 変 わり の た びに 強く な る こと も 示唆 され て 
いる 。 な お 、 昌和 


無 を の 者 最終 節 


eee + 
_ 光 の 中 の 煙 め き は 、 廻り 巡り 糧 め き を 増す 。 | 
| 


し か し 小さ な 晃 導 は いつ し か 崩れ な が ら 輝 き を 戻し 、 
大きな 上 螺旋 の 輪 と な っ て 再び 廻り 続け る 。 


ひと つの 螺旋 の 中 に 、 不変 に 遠い な が ら も 近しい 座 が 現れ る 。 
始め は ひと つの 座 で あっ た 、 まばたき に 等 し い 永 き を 刻み 、 
_ 十 と 示 の 上座 と な り 、 最後 は 十 と 二 の 座 と な り 、 輪 は 可 り 続け た 。 


. 戻 を 服 く た め に 衣 て ちら れ た 十 と 二 の 座 
勇敢 さや 賢明 さと いっ た 座 を 象徴 する 要素 は 、 人 が 多かれ 少な か 


pe toi れ 備 えて いる 要素 だ 。 ア レシ ア は 扉 を 開く に は これ ら す べ て の 要素 
2 at が 必要 と 考え た が 、 最 終 的 に その うち の 12 個 を 育て あげ 、 そ の 
三 の 座 は 知 の 力 を 持ち 、 - 


の 結晶 で ある ファ ント マ を 用 いて 扉 を 開 こ うと し た と 思わ れる 。 


、 四 の 座 は 勇吾 な る カ 、 

( 五 の 座 は 純真 な る カ 、 

ー 六 の 座 は 執着 する カ を 、 

_ 七 の 座 は 認識 する カ を 持ち 、 

ーー 八 の 座 は 冷静 な る カ 、 

ー 九 の 座 は 行動 する カ を 示し 、 

、 十 の 座 は 無知 な る カ に 、 

、 十 一 の 座 は 賢 き カ を 、 

、 十 二 の 座 は 決断 する カ を 示し た 。 
、 失わ れ た 座 に は 、 恐れ と 愛 と 苦し み と 老い が あっ た 。 


③ 不要 で ある と 切り 捨て ち れ た 4 つの 座 


失わ れ た 座 と し て 挙げ られ て いる 恐れ 、 愛 、 苦 し み 、 老 い は 、 ア 
レシ ア が 扉 を 開け る 存在 に と っ て 不要 で ある と 切り 捨て た 要素 。 そ 
れ ら は 今回 の 歴史 に お いて 、 マ キナ 、 レ ム 、 ジ ョ ー カ ー、 テ ィ ス を 
指す も の と 思わ れる 。 こ の な か で も 、 初 期 に 捨て られ た ティ ス は 特 
別 な 魂 と 化し て いる の か 、 歴 史 を 繰り 返し て も 過去 の 歴史 の 記憶 を 
持ち つづ け て いる よう だ 。 そ し て ジョ ー カ ー も また 、 ど の 歴史 に お 


いて も ティ ス と 出会い 、 と も に 行動 し て いる よう に 思わ れる 。 


_ 神 変 す る 魂 も つと 御 載 が 見 つけ し も の 


各国 の 首部 に て » P.231 


それ は 扉 を 開く た め 
、 自ら 開 こ うと せ し 御 霊 と 、 | 3 ティ ス の 名 は 数 字 の 
、 開か せよ うと する 御霊 。 商 叫 10 を 意味 する 。 も と 


は エー ス た ちと 同等 の 
存在 だ っ た こと を 裏 付 
ける も の だ ろう 。 


し か し な が ら 、 輪 が 玉 る ほど に ひと つ ひ と つ 和 欠片 を 落と す 。 
。 落と し た 欠片 が 、 十 と 二 に な り し 時 、 魂 は 輪 か ら 滋 れ 、 
意思 無き 終わ り を 迎え し 時 、 
、 大きな 輪 も 期 れ 識 な る 底 に 沈み ゆく 。 


②③ 無 眼 の 果て に 訪れ た 螺旋 の 終わ り 


アレ シア が 育て た 魂 は 今回 も 審判 者 に 敗れ 、 再 び 歴 史 は や り 直 さ 
が 
、“ 人 な ら ざ る も の "、 つ まり ル シ の カ 力 で 審判 者 を 討つ 手助け を し 
た の な これ B6W の 礎 ま の ちか で 折 て の 人 林 だ っ た よう た 
| Mk、 IE / 
中 貞 の 章 ! P.237 


。 そし て 新た な 輪 は 胸 り 始め る 。 


し か し 、 無限 の 果て 螺旋 よ り 溢れ し 時 が 生ま れる 。 
、 扉 は 開か ね ど 、 十 と 二 の 座 に 失わ れ た 二 つ の 座 が 、 
、 人 な ら ざ る も の か ら 、 人 の 意志 と し て 欠片 を 与え 、 
、 失わ れ て いた 欠片 は 輪 の 循環 に 戻り 、 
ー エ トロ の 微笑 み を も っ て 移り 始め る 。 
、 ひと り の 御 電 は 、 そ れ を 受け 取り 、 
、 族 を 手放し 、 新た な 旅路 に つい た 。 
、 残さ れ た 燈 め き は 、 初め て の 輪 を 作り 移り 始め る 。 
旬 それ は 間 し き 輪 か 、 笑み の 輪 か 人 rm 


i 
1 
1 
| 
1 
| 
: | 
、 神 変 する 魂 は 、 輪 が 更 る ほど に 強い 煙 め き と な っ て ゆく 。 | 
| 
| 
| 
上 
| 
| 
| 
| 


剛 較 < 意志 な さ ル シ が 、 自 
の 意志 x で 人 を 助け 
た 。 そ の こと が 御霊 で 
ある アレ シア の 考え を 
も 変え た の だ ろう か 。 


| 座 す る も の は 、 生 々 流転 する 中 で 
| 
| 
| 
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Pr 


( 葉 員 を ) 


御霊 は 去り 、 人 は 新た な 歴史 を 紡ぐ 


クラ ス ゼ ロ が 審判 者 を 退け て も 、 不可 視 世 界 の 塵 は 開か な か っ 
た 。 ア レシ ア は 機械 的 に 歴史 を や り 直 そう と し て いた が 、 テ ィ ス と 
ジョ ー カ ー か ら 人 々 と クリ スタ ル の 想い を 受け 取り 、 マ キナ と レム 
か ら ク ラス ゼロ の 最期 を 聞い た こと で 、 世 界 を 人 の 手 に ゆだね る こ 
と を 決め る 。 そ れ は 人 の 意志 が アレ シア の 想像 を 超え た せい も あっ 
た の だ ろう か 。 か くし て 世界 は 無限 の 螺旋 か ら 解 き 放 た れ た 。 

アレ シア が 去る と 、 し だ い に ク リス タル の 力 は 失わ れ た 。 ク リス 
タル に 頼っ て 生き て きた 人 々 は 悲嘆 に くれ た が 、 そ こ に 自然 の 力 に 
目 を 向け よう と 訴え る 青年 が 現れ る 。 や が て 青年 一 マキ ナ は 人 々 
の 指導 者 と な り 、 世 界 を 新た な 歴史 へ と 導い て いく 。 こ うし て 歴史 
を 紡ぎ は じ め た 人 々 で あっ た が 、 彼 ら に エー ス た ち 12 人 の 記憶 は 
残っ て いな い 。 し か し 、 ア レン ア か ら 12 人 の 記憶 を 託さ れ た マキ 
ナナ と レム は 、 決 し て タラ ス ゼ 曰 の こと を 療 れ は し な い だ る ろう 。 


@ 詳 移 の 記 層 が 消さ れ て いた 理 山 と は 


オリ エン ス で は 死者 に まつ わる 記憶 は 生 者 か ら 消 され て いた 。 エ 
| 一 ス た ち 12 人 の 記憶 が 人 々 に 残っ て いな い の も 、 こ の た め だ 。 人 々 
| は この こと を 、 生 者 が 死者 の 記憶 に と ら わ れ な いよ うに クリ スタ ル 
| が 消し て くれ て いる の だ と 考え て いた が 、 本 当 に そう な の だ ろう か 。 
| 物語 中 で も 何 度 か 示唆 され る が 、" 殺 し た 人 の 記憶 が 残ら ず 、 人 
| を 殺す こと に 恐れ を 感じ な いか ら 、 戦 争 は 続く "、 こ れこ そ が 目的 
| で は な い だ ろ うか 。 か つて の オリ エン ス 大 戦後 に 結ば れ た 世界 協定 
| パク ス ・ コ ー デ ックス に お いて 、 ル ン シ の 国境 侵犯 は 禁じ て も 軍事 カ 
| その も の を 縮小 する と いう 文面 は な か っ た 。 それ も 軍事 力 や 戦争 に 
| 対し て 、 恐 れ を 抱い て いな か っ た せい と 考え れ ば 、 合 点 が いく 。 


と 


まき 
NNW アレ ン ア は 人 の 

』 | 死 を や や 軽 ん じ て 
に 証 壮 、/-。 死 は 魂 の 成 
J 長 に 不要 と し 、 記 
何 が 問題 な の か し ら ? SS 人 憧 か ら 消 し て いた 
兵士 が ひと り 死 ん だ それ だ け よ の か も し れ な い 。 


大 切な 友 の 死 を 
実感 し 涙し た マキ 
ナ だ か ら こ そ 、 軍 
事 力 を 廃し て 世界 
を 復興 へ と 導 け た 
の だ ろう 。 


最初 に 
ee rio 


(を い ) 二 番 目 に 


a 


(計れ 


三 番 上 自 に 
SS 


四 番 目 に 
捨て ち れ た 座 


( 若 し み ) 


デー 


( 朋 ) 


ペタ ティス は 長い 年 月 
を 生き る 4 つの クリ 
スタ ル の 想い も 集 
め 、 ア レシ ア を 説得 
し ま ど し て いた だ た 。 


| 真 の 章 ゅ P.237 


ディ ス 。 は 
クリ メス メ 衣 ル の 根 い と 共に その 全 詞 


> 指導 者 を 失っ た 4 議 議 
大 国 は 争う こと を や 和良 
め 、 人 の 力 で あら た 
な 歴史 を 作ろ うと 協 
力 し あっ た 。 


タマ キナ や レム は 

死者 の 記憶 が 消え | 
る こと を 恐れ て い | 
た が 、 それ は オリ | 
エン ス で は 稀 な 考 | | 
え 方 だ っ た 。 | 
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SQUARE ENIX. MEMBERS 出張 版 


リエ ンス 国勢 


ユー ザー デー タ の | スク ウェ ア ・ エ ニッ クス メン バー ズ に 寄せ られ た 「 零 式 】 の ゲー ム プ レイ 状 
所 9 剛 | 光 の デー タ を 7 項目 に わた っ て 大 調査 クボ ! ディ レク ター 田畑 氏 の コメ ン 
に] と < そま 議 [と と も に 、 オ リエ ンス の 流行 が いま 明か され る クボ ー!? 


P.244ーP.248 ま で の 調査 に つい て は 、2011 年 12 月 27 日 一 2012 年 1 月 5 日 まで に 実施 され た 「 零 号 作戦 その 3] に て デー タ を 集計 ( 延 
ん 1 | の 見 人 織 ペ デー タ 数 は 約 105.000 件 )。P.249 の 調査 に つい て は 、「 堆 式 」 の 発売 日 で ある 201 1 年 10 月 27 日 2012 年 1 月 24 日 まで に 登録 さ 
れ た デー タ 、 約 170.000 件 を も と に 集計 し て いる 。 


や も ラ と も 戦い に 駆り 出さ れ だ 者 と は 
キャ ラク ター 別 


使用 回 数 ラン キン ク 


いち ば ん 戦い で 頼り し に され た クラ ス ゼ ロ の メン バー は 誰 だ っ 
た クボ ? それ を 知る た め に 、 ミ ッ シ ョ ン へ の 出撃 回 数 ラン キ 
ング を 作っ た フク ポー。 な お 、 バ トル に 参加 し た か どう か で は 
な く 、 出 撃 メ ン バ ー に 加え られ た 回 数 を 集計 し て いる クボ ポ 。 


サポ ー ト キャ ラク ター が 
上 位 に ラン クイ ン ! 
仲間 の サポ ボー ト を 得意 と する デュ ー ス と 
レム が ワン ツー フィ ニッ シュ 。 デュ ー ス は 
通常 攻撃 の 強 さ 、 レ ム は 魔法 攻撃 の 強 さと 
いう 魅力 も ある が 、 回 復 役 と し て ミッ ショ 
ン に 参加 させ る と と が 多い の も 理由 と 推測 
され る 。 最 下 位 の マキ ナ は 、 途 中 で 離脱 す 
る こと を 考え る と 、 こ の 順位 も 仕方 な し ? 


_ 6.520 709 回 | 


ーー 


人 4 や や 動き に クセ の ある キャ ラク ター な が ら 健闘 


ーー ーーーー ま 507, 783 回 し た セブ ン 。 遠近 両方 を 攻撃 で きる 点 が 理由 か 。 


| 6,349,424 回 Director': Eye 


使い や すい か 、 使 いや すく な いか で 
いう と 、 デ ュー ス は 決し で 1 位 に な る 
キャ ラク ター で は な いと 思う の で 、 プ 


6.022.075 回 


5,835,188 回 _ レイ ヤー の みな さん の 愛情 を 感じ ま 

すね ( 笑 )。 個 人 的 な 予想 と し て は 最初 

SS61.132 回 に 操作 する こと も あっ て エー ス が 1 位 、 

5.482.905 回 操作 が 独特 な セブ ン や サイ ス は も う 少 

ーーー ー - し 下 か な と 思っ て まし た 。 逆 に エイ ト 
E4870,621 回 ]。 は 2 に 低い と いう 印 ま で す 。 


最強 の 頂 ほ だ どり ラ い だ 者 の 数 と は 
キャ ラク ター 別 


Lv99 到 達者 数 ラン キン ク 


これ は 、 各 キャ ラク ター を Lv99 ま で 育て た プレ イヤ ー が 何 
人 いる か を 比較 し た ラン キン グ 、 ク ポ ! Lv99 に 到達 する 
に は 膨大 な 時 間 が 必要 に な る か ら 、 プ レイ ヤー が も っ と も 
長い 時 間 遊 ん で いた キャ ラク ター と も 言え る クボ ー。 


8 遠 距 離 か ら 攻 撃 で きる 
キャ ラク ター が 人 気 か 


Lv99 ま で 育て る か ら に は 、 そ の キャ ラ 
クタ ー で 強敵 の 撃破 や アキ ト の 埼 の 制 軸 を 
目指 す の が 目的 。 そ う 考 える と 、 操 作 キャ 
ラク ター と し て の 使い や すさ や 強 き の タン 
キン グ と も 考え られ る 。 レ ム や エー ス を は 
じ め 、 遠 距離 か ら 攻 撃 で きる キャ ラク ター 
ほど 、 プ レイ ヤー に は 人 気 だ っ た よう だ 。 


ー 人 061 人 」 商 
4^ 遠 距離 攻撃 が 可能 な が ら 、 ふ る わな か っ た トレ 
2.048 人 イ 。 連 射 が 効か な い 点 が 影響 し た と 思わ れる 。 


TP pp ore oer ern 
= ジャック 
ニン 9663 て ーー ンー シー パー ンーーーーーーーーーーーーーー 


_ 1,859 人 」 鐘 Director's Eye 


レム 、 エ ー ス 、 ケ イト あたり は 納得 
だ けど 、 こ っ ちの 結果 だ と マキ ナ が 最 


i 


1,764 人 」 


下位 じゃ な く な る ん だ ( 笑 )。 使 いや す 
__1,728 人 」 さ で いう と デュ ー ス 、 セ ブン 、 サ イス 
より は 、 エイ トト ダイ ー シ 。 チ イッ の ⑳ 
1.539 、 
ii ょ や 、 スー 人 9 ほう が いい と は 思う ん だ けど …… この 
7 pe pm ee pp rs ” -【 意 と ヽ 
IS te yasireifhih nsa 


ーー ム は 思っ た 以上 に 愛さ れ て ます ね 。 あ 
14 臣 ム 、 シンク i 1.396 人 と シン ク は 可哀相 だ な ぁ 。 


2 
J 
ドー ) 


- ま TE$22> みん な の いち ば ん 好き な キャ ラク ター は ? 


「O 組 の メン バー の な か で 、 あ な た 弊社 より 刊行 中 の 『 フ ァ イ ナ ルフ ァ 
が いち ば ん 好き な キャ ラク ター を 教 。 ンタ ジー 夫 式 アル ティ マニ ア ] の アン 
えて 下さ い ] 集 計 結果 ケー ト ハ ガキ より 、「[ い ちば ん 好き な 


る 男らしい ナイ ン と キ 
クラ ス ゼ ロ の キャ ラク ター] を 集計 。 ング 、 重 要 な 場面 で 男 
こち ら は 使い や すさ や 強 さ だ け で は な を 見 せ た ジャ ッ ク 。 彼 
」 い 、 フ ァ ン 心理 も 加味 され た ラン キン 委 多 アレ が 
の ゃ el ーー ら の 支持 も 大 きい 。 
££ カン 。 。 。/ に な る と 考え られ る 。 結果 は 左 の と 


お り で 、 使 用 回 数 や Lv99 到 達者 数 の 
\ 


フジ キシ ジグ で は WN まま びっ つっ だ たら た だ ナイ 
グ ン と ジャ ッ ク が 、 それぞれ 2 位 と 3 位 女性 キャ ラク ター の 


< ムレ な か で は 1 位 と な っ た 
まで 浮上 。 性 能 の 好み と 外見 ・ 性 格 の ーー 


1 レム 好み は 別 …… そん な プレ イヤ ー の 思い に 戦う 姿 に 心 を 打 た れ 
~~ , ERROR が 感じ と れる か の よう な 結果 だ 。 た プレ YR 


3 CO 
0 RR tT 
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も ラ と も 喚 が 出 寺 れ だ 異 界 の 獣 と は 


車 神 使用 回 数 ラン キン グ 


ミッ ショ ン 開 始 時 に 、 各 軍神 が どの ぐら い セ ッ ト さ れ た か 、 
その 回 数 を まとめ た クボ! 軍神 は ピン チ の と き に 一 発 逆転 
を 狙っ て 使う こと が 多い クボ ポ 。 つま り 、 上 位 の 軍神 ほど プ 
レイ ヤー か ら 頼 り に され て いる 軍神 と 考え られ る クボ ー。 


還 は 
上 位 5 位 に 集中 


上 位 5 体 の 使用 回 数 が 、6 位 以下 の 約 3 
倍 を マー ク す る と いう 圧倒 的 な 記録 。 強 英 
や 多数 の 敵 を 一 気 に 倒 す た め に 軍神 を 使う 
プレ イヤ ー が 多い せい か 、 攻撃 力 に 秀 で る 
オー デイ ン や イフ リー ト が 上 位 に 入賞 し 
た 。2 位 の シヴァ は 性 能 だ け で な く 、 ビ ジ 
ュ ア ル 和 面 の 人 気 に も 押さ れ た 結果 だ ろう 。 


em 203,537 回 


CAR GIS IER NE ERA ET NAT NR DED ENTREE TET LORE EARN NAR fP NS DR ETFS RAE SE ND I NE NNER TIA UY NG OAR I I RA a 


アス タロ トディ アボ ロス 披 ) 71.239 回 16 メー エー レム ロー レム) 13, 737 回 」 
BN 人 OR 7 VA 


Ma A rt rt 


| アイ アプ ラン ド (マフ リート) 61.149 回 17 カー スロ np 8.437 回 A オ ー デ ィ ン は 、 第 一 章 で 必ず 召喚 する 「 特 殊 軍 
に mm Pu mmm で の arYerecr cure 神 オ ー デ ィ | を 含ま ず と も 、 堂々 の 1 位 に 入賞 。 


1 ティ アボ ロスティ アボ ロス 級 )52.204 回 。 | 症 絞 ツァ ルカ ン ( イ フリ ー ト 紋 ) 7.879 回 


トト / グリ ー = ムー ルー ティン 級 ). 49,615 回 | オー - ガ ゴー へ 7 5.719 回 5 
9 seem zoo sol Directors Eye 


O22ETr Cr 49.512 レ ( UTE ーー 


DAE TIT EA VERE EG NA AI IIT ENE NAN IT 


a この 1、2、3 位 は 、 予 想 通 り の 結果 
1 ゴー レム ロー レム 幼 ) _46,355 回 21 1 イグ ニス (イフ リー ト 級 ) 4.401 回 で す 。 ゴ ー レ ム は や や ディ フェ ン シ ブ 
Sa ES i eet i 
12 シャ ンカ ラ c ッ gm 35.678 回 の ググ ティ ター シン ローム 2,924 正 | こま で 使わ れ て いな いと は …… こ れ は 
ーー ゴー レム に 悪い こと を し た な 。 予想 と 
13 ルビ カン テマ フ リー ト ) 29.456 回 し 1 し の ん - 違う の は 、 解 放 が 大 変 な マメ ー シ ヴ ァ 
NG yen イベ ント で 召喚 され る 軍神 の 使用 回 数 は ? Sy ae 半生 0 二 a RM 
カラ ミ テ ィ ( イ フリ ー ト 級 ) 27,213 回 | ー デ ィ > 
14» A 特殊 軍神 オー ディ イン 178.423 回 か ね 。 扱 い が 難 し い デ ィ ア ボロ ス が ゴ 
1 アルバ リ ト テ アホ nz 還 ) 14.574 回 バハ ムー ト 零 式 94.963 回 ー レ ム よ り 上 位 な の も 意外 で し た 。 


TTF め >> どの " 航 " が も っ と も 呼び 出さ れ た ? 


上 記 の 結果 を 軍神 の " 級 " ご と に 合計 し た の が 左 の ラン キン グ 。 “ 級 " 
に な る と 召喚 獣 の 象徴 と も 言え る バハ ムー ト 級 が 1 位 に 輝い た 。 上 記 
の ラン キン グ で も 4 位 と 5 位 に 入っ て いる た め 、 納 得 の 結果 と 言え る 
だ ろう 。 ま た 、14 位 と 5 位 6 位 に は 大 差 が つい て お り 、 ゴ ー レ ム 級 
に いた っ て は 、 ほ か の 級 よ り 1 ケ タ 少 な い 結果 と な っ て し まっ た 。 


強力 な 攻撃 を 複数 も 


報 つ バ ハム ー ト 級 。 特 に 
月 | メガ フレ ア | や [ギガ 


| 1.981 回 は RE 人 ' フレア] は 強敵 に 対し 


褒 _81,.981 回 _ ーー > て 非常 に 効果 的 だ 。 
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10 潮 人 ロ ケッ ト 砲 兵 16.002.951 体 


ri 


9 9 ラー か as 


も ラ と も 命 を 絶た な れ だ も の と は 


40.003,.067 体 


パワ イヤ 15.176.761 体 
2 ンク ヘッ グ 12.867.446 全 
3 半 科 = 12760488 全 
4 ダ ー ク アイ 12.317.969 体 
15 軍用 ク ァ ー ル 。 11.921.274 体 


ps: 


エネ ミー 撃破 数 ラン キン グ ※< 


49,071,532 体 


_28,236,923 体 


16,707,386 体 


集計 番外 編 

エネ ミー と プレ イヤ ー の 倒れ た 総数 を 比較 ! 

エネ ミー 撃破 数 の 累計 
_1.279,481,706 価 


ププ レイヤー 戦闘 不 能 数 の 果 計 
_30,039.816 回 


クラ ス ゼ ロ が 1 1 人 倒れ る まで に 
倒し た エネ ミー の 数 約 43 体 


集計 番外 編 
ミリ テス 皇国 の 総 被害 状況 を 算出 ! 


皇国 総 損害 人 数 299.063.934 人 
魔 導 アー マー 損害 数 54,.998,525 台 


PE だ め >) 撃破 数 の 少な い エ ネ ミ ー は ? 


に > 
人 No ん 4 
TRA RR TR DR LT LRG EIA EA CEA EN RA TD RR RR EN OR SY rt 9 NR 


る 3 花 サ 


サポ エデン ダー 


RR る 


4 シン リロ ウ ・ ホ ン ヒ in 


ら サポ テン ダー 


プレ イヤ ー に 撃破 され た 数 が も っ と も 多い エネ ミー は 何 
だ っ た の か を 調査 し た クボ 。 単純 に 撃破 数 だ け を 合計 し 
て いく と 登場 回 数 の 多い エネ ミー が 上 位 に な り そ う …… と 
思っ た けど 、 ち ょ っ と 偏っ た 結果 に な っ た ク ポ ! 


| 特定 ミッ ショ ン で 
倒さ れつ づけ た 2 体 


1 位 の フレ イム プリ ン は と ある ミッ ショ ン 
で ひたすら 倒さ れる 対象 と な つて お り 、 同 
じ 場所 に いる イ ビ ル アイ が 巻き 込ま れる よ 
うに 2 位 に 入賞 。 レベ ル 上 げ や SPP を 稼 


ぐために ひたすら 倒さ れ た 敵 た ち 、 そ れ が 
浮き 彫り に な っ た 結果 だ 。3 位 の 皇国 兵 は 
登場 回 数 も 多く 、 納 得 の 順位 だ ろう 。 


人 ふま さか の 4 億 体 超 え を 達成 し た フレ イム プリ 
ン 。 キル サイ ト の 狙い や すさ も 影響 し た か 。 


DDirector's Eye 


これ も う 、 ダ ント ツ じ ゃ な いで すか 
( 笑 )。 な ん と な く 理 由 は 分 か っ て いま 
すけ ど …… ち ょ っ と 反省 点 で すね 。 全 
体 的 に は フィ ー ル ド で エン カウ ント す 
る 敵 が 、 レ ベル 上 げ の た め に 倒さ れ た 
と いう 感じ か な 。 あ と 、[「 ク ラス ゼロ 
1 回 戦闘 不能 に つき 43 体 撃破 ] っ て い 
う の を 見 る と 、 や っ ぱり けっ こう 戦闘 
不能 に な っ て る ん だ な 、 と 思い ます 。 


NCD 
A 
a 


も っ と も 撃破 数 の 少な か っ : た エネ き ミー る まり 応札 テン キン グ の 下 


A 


oz YE Ko か 
CO TR EN Cs LD EIR RED CIR TO EI TT EE 


22,183 価 
EAE RE RR 


36, 162 体 


EGE Rk AREASS2A EE 


位 5 体 を 紹介 。 こ ちら で は 、 朱 雀 の 痢 が ぶっ ちぎ り の 少な さ を 記 録 。 
1 人 の プレ イヤ ー が 1 体 ず つ し か 倒さ な か っ た と 仮定 する と 、 集 計 人 
数 の 0.04% し か 倒し て いな いこ と に な る 。 ち な み に シ ン リ ュ ウ ・ ホ 
シ ヒ メ の 撃破 数 は バハ ムー ト 零 式 を 使わ ず に 倒し た 数 と な っ て いる 。 


る 朱雀 の 痢 は 、 味 方 が 

旦 便 さ れ た 直後 に し か 攻 
ナヤ ャ ンス が な く 、 ダ 
詳 還 メー ジ を 与え る こと も 
まま な ら な い 強 敵 だ 。 


247 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


戦い ラプ ける 者 だ ちの 軌跡 と は 


総 プ レイ 時 間 分 布 


(プレ イヤ ー 人 数 ) 


0 プレ イ 6 ーー が 多数 派 !? 


0~60 時 間 付近 の 多 さ は 、1 周 目 ク リア 
者 まで プレ イ し た 人 数 が 多い と と が 理由 だ 
| 半生 人 SS "= つつ 。 一 方 で 300 時 間 以 上 の 人 数 も 多く 、 

単純 計算 で 発売 日 か ら 毎日 4 時 間 以 上 は プ 
レイ し て いる と と に な る 。 ク リア 後 も コン 


プレ イヤ ー た ち が ど れ だ け 「『 零 式 」 の 世界 に 浸り つづ けた の 
か を 示す 、 総 プレ イ 時 間 の 記録 を グラ フ の 形 に まとめ て みた 
クボ 。 0 一 300 時 間 未 満 ま で を 30 時 間 刻 み で 10 分 割 し て 、 
さら に 300 時 間 以 上 プレ イ し た 猛者 の 数 も 掲載 し た フク ボ ポー。 


45,000 - 


20.000 


RY SD 「 プリ ー ト や 強 蔽 撃破 を 目指 し て 遊び つづ け 
( る 、 熱心 な プレ イヤ ー が 多い よう だ 。 
10.000 - OB oo rr 
1 “ W 
Director s Eye 
和書 5,376 _ 
Ro | SEE 
者 月 0 2.939 rnin 
Nil me 2 重 で すね 。 ク リア 前 に や め て し まう 方 も 
0 ーー テー ( 給 ) 0 逆 に 300 時 間 以 上 遊ん で 


くれ て いる 方 も 多い の は 、 嬉 し いと こ 
『 2 236 M ci 
時 時 時 時 時 時 方 も いる と の こと で 、 ち ょ っ と 睡眠 時 


時 時 時 時 

間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 < リー 

未 未 未 未 未 未 未 末 末 未 間 が 心配 に な っ ちゃ いま すね ( 笑 )。 
満 満 満 満 満 満 満 満 満 満 


4 59 8° 210 240 270 SU 


候補 生 の 平均 的 が レベ ルル 帯 と は 
全 キ ャ ラク タ 
合計 レベ ル 分 布 


(キャ ラク ター 数 ) 


350,000 3 ' sz7136 OW H 最高 レベ ル ま で 育て る 
| ' プレ イヤ ー も 多数 ! 


1 周 目 の クリ アレ ベル で ある 、30 前 後 
が 多く な る と いう 結果 に 。 レ ベル が 高く な 
る ほど 数 も 減る か と 思い き や 、Q90~99 で 
グン と 盛り 返し て いる 点 に 注目 。 Lv99 だ 
け で みて も kg ヤラ クタ ー が 到達 
し て お り 、 最 高 レ ベル まで 遊び つく す プ レ 
163,597 eS < rite 


DDirector's Eye 


大 体 、Lv20~30 ど らい が 多く な る 
と 思っ て た ん で 、 そ こ は 予 想 ど お り で 
ng す 。 そ れ で も 、 グ ラフ か ら 見 て 2 周 以 

| 上 遊ん で くれ て いる 人 も 多い みた い だ 

し 、Lv99 ま で 遊ぶ 人 が こん な に いる 

a と は 思っ て な か っ た で す 。 本 当 に 時 間 
を か け て 遊ん で くれ て いる ん で すね 。 


レベ ル を 10 ご と に 区 切っ て 、 各 レベ ル 淀 の キャ ラク ター 数 
を 全 キ ャ ラク ター ぶん 合計 し た 結果 を グラ フ に し た クボ 。 
これ を 見 る と 、 プ レイ ヤー が 平均 的 に どの ぐら いま で キャ 
ラク ター の Lv を 上 げ て いる か が わか っ て くる ク ポ ! 


300.000 江 計 還 科 較 若 
250,000 RE 間 5 計時 
200,.000 ーーーーーー 


150,.000 = 挟 
132, 290 人 


100,.000 1 


50,000 一 搬 


' す ず すべ で を 手 に 穴 れ だ 者 の 数 と は 


各種 コ 


放 法 角 放 00% 


1 PP 7 人 (集計 人 数 全体 の 約 0.60%) 


ト 条件 の 厳し い 
一 部 の 魔法 が 原因 か 


と の 達成 人 数 の 少な さ は 、「 マル チ プ レ 


ンプ リー ト 達 成 者 数 


YA \ 


軍神 角 放 1 00% 


7862 人 (集計 人 数 全体 の 約 人 4.62%) 


シン コン を 
クリ ア す れ ば 達成 可能 


軍神 は ミッ ショ ン や S.O. を クリ ア し て 


ゲー ム 中 の ロー ド 画 面 に 表示 され る 魔法 、 軍 神 、 イ ベン ト 、 
ル シ の 輝石 、 依頼 の 解放 数 …… こ こ で は 、 そ れ ら を コン プ 
リー ト し た プレ イヤ ー の 人 数 を 発表 する フク ポ 。 コン プリ ー ト 
する の は も の すご ぐ く 大変 だ けど 、 何人 が 達成 で きた フク ボー? 


イベ ント 解放 100% 


2972 人 (集計 人 数 全体 の 約 1 75%) 


全 イ イベ ント を 見 る に は 
計画 的 な 行動 が 必要 


イ で SPP を 50 万 ポイ ント た め る 」 と いう 
難し い 解 放 条 件 を も つ 「 ア ル テ マ 」 の 影響 だ 
ろう 。 な お 、 魔法 に は マル チ プ レイ で 条件 
を 満た す と 使用 可能 に な る 特殊 な も の も あ 
る が 、 そ れ ら は 解放 数 に は 含ま れ な い 。 


AAAAA 


いけ ば 解放 され る 。 
ミッ ショ ン を クリ ア す る こと が 
も ある が 、 
を 滞 用 すれ よ 、 不 可能 


一 部 、 難 易 度 | 困難 」 で 
条件 の も の 
レベ ル を 上 げた り マ ル チ プ レイ 
“は な い 。 達 成人 数 
多い の も 、 そ うし た 理由 か ら だ ろう 。 


WWWWe 


コン プリ ー ト する に は 、「 朱 の 目録 歴史 
ノ 記 録 」 に ある 「 映 像 」 と | 特典 ] を すべ て 埋 
め る 必要 が ある 。 難所 は エミ ナ と の イベ ン 
ト だ ろう 。 渡 す ア イ テ ム や 透視 魔法 の 強化 
具合 で 内 容 が 変化 する た め 、 全 パタ ー ン を 
見 る に は 計画 的 な 行動 が 必要 に な る の だ 。 


DDirector's Eye 


魔法 と 依頼 は 集計 人 数 全体 の 1% に 
も 満た な いん で すね 。 軍神 解放 100% 
より は 、 イ ベン ト 解 放 100% の ほう が 


ル ン の 謗 00% 信成 1 00% 


281 な (集計 人 数 全体 の 約 1 .66%) O8 1 人 (集計 人 数 全体 の 約 0.58%) 


アギト の 塔 に ある マル チ プ レイ 関連 と 多い か な と 思っ て いた の で 、 そ こ は 意 
タ ギ ス の 輝石 が 指 門 高 難度 信頼 が 影響 か 外 で す 。 依頼 達成 100% が いち ば ん 少 


な いと いう の は 、 や っ ぱり マル チ プ レ 
イ が 絡む か ら で し ょ うか 。 達成 の ご 褒 
美 も 特に 用 意 し て な い の で 、 あ まり コ 
ンプ リー ト を 狙う 人 も いな い だ ろ う 、 


ル シ の 輝石 の ほとんど は 、 比 較 的 簡単 に 
入手 で きる 。 し か し 、 アギト の 塔 の 途中 に 
落ち て いる | タキ ギ キス の 輝石 ] は 別格 で 、 到 達 


アギト の 塔 の 最上 階 直前 まで 登る 必要 が 
あっ た り 、 レ ッ サ ー ロ プロ ス を 99 体 も 倒 
す 必 要 が あっ た り と 、 依 頼 は 難易 度 が 高 


する に は 強力 な 魔物 を 合計 300 体 も 撃破 い 。 さ ら に マル チ プ レイ で ほか の 人 に 乱入 と いう 考え で し た が 、 こ れ は ちょ っ と 
する 必要 が ある の だ 。 こ の 条件 が 達成 人 数 し て も ら っ た り 、SPP を た め た りす る 必 厳し くし すぎ た か も し れ ま せん ね 。 
を 下げ て いる 理由 と 言え る だ ろう 。 要 も あり 、 達 成人 数 の 少な さも 納得 だ 


EEF め >> ロード 画面 に 表示 され る さま ざま な 最高 記録 を 発表 ! 


繁殖 は 手間 が か か ら な いた め 、 上 記 の 記録 
は 不思議 で は な い 。 し か し フィ ー ル ド 上 を 逃 
げ 回 る チョ コ ボ を 4708 体 も つか まえ た プレ 
イヤ ー が いる と いう の は 驚き の 結果 だ 。 


[ケア ル 」 が 最多 は 納得 の 結果 。 防 御 魔法 は 


長 時 間 プ レイ すれ ば ミッ ショ ンク リア 回 数 
が 増え る の は 不思議 で は な い が 、 乱 入 回 数 は 
積極 的 に マル チ プ レイ に 参加 し た 証 。1000 
回 以上 と いう の は 、 称 賛 に 値する 回 数 だ 。 


1 つ し か が 装備 で き な い た め 、 必 然 的 に ほか の 
防御 魔法 の 順位 が 下がり 、 使 い ど ころ の 難し 
い 「 ウ ォ ー ル |] が 最少 と な っ た と 思わ れる 。 


SUARE ENIX. 


“ スク ウェ ア ・ エ ニッ クス の ゲー ム 情 報 が 集まる コミ ュ ニ ティ サイ ト 。 同じ ゲー ム を 遊ん で いる 友 
MEMBER 


達 と の 交流 を 楽し も う ! 「 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 」 の プレ イ 状 況 を アッ プロ ー ド で きる ほ 
か 、 ゲ ー ム 中 の アイ テム を 獲得 で きる チャ ンス も !? 詳し く は 下記 URL を チェ ッ ク し よう ! 


スク ウェ ア ・ エ ニッ クス メン バー ズ と は URL 》>》 http://member.square-enix.com/jp/ 
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ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ 一 填 式 ダ 


さ 式 


SI し > 
4 定 次 


資料 集 泉 ノ 秘史 


< は まそ り の fi 中 河田 S 一 計 さ で ふり 人民 信 難 9 必 洋上 の 石 基 。 さ 9S ヘ て ご 箇 潜 Of 


ぶさ きき 全部 仁 さ ど rI 潜 紀 」 コ ご , 麗 滞 前 告 が 人 ほ 交 rdOy 飼 計 ゆ 計 貢 


St 亜 維 びき 叶 明記 ー 十 


「 零 式 」 の 構想 を あら た め て 問う 


戦い を 生き 抜い て いく 、 物 の ゲー ム に し た い 
し NT NM 
け に 開発 し て いた と き に は 、 現 実 の 時 間 と ゲー ム 

22420062298 シ ステ ハ を 考え で いま 人 
その と きか ら 年 表 が あっ て 、 現 実 時 間 に そ っ て 歴 
史 が 進ん で 、 戦 争 や 出来 事 を プレ イヤ ー み ん な が 
共有 し て いく 感じ だ っ た ん で すね 。 プ ラッ ト フ ォ 
hr 
ご の 中 3 


< は 御 


1 人 の 主人 公 を 掘り 下げ て 、 その 視点 か ら 世 界 を 
見 る よう な 物語 だ と 、 あ ん まり 歴史 を 遊ん で いる 
と いう 感覚 を 得 ら れ な いと 思っ た ん で す 。 そ れ よ 
り も 、 歴 史 そ の も の を 物語 の 中 心 に し て 、 そ の 歴 
史 の 中 で 生き て いる 複数 の キャ ラク ター を プレ イ 

ー が 操作 し て いく と いう 、 今 の スタ イル が いい 
な と 。 結 果 的 に 物語 も 、 複 数 の キャ ラク ター が 織 
りな す 群 像 劇 RN 


コー ME 2 hy 寺 ナ 、 ア チー ナナ HH 
DD\ UJ ! ジイ ウン し ご 4 cH 


な ど は あり ます か 
僕 は | 映像 の 世紀 (※1)] と いう NHK の ドキ ュ メ 
ンタ リー が 大 好き で 、 最 初 に 作品 の イメ ー ジ を 共 
有する た め の ツ ー ル と し て 、 ス タッ フ の みん な に 
も 見 て も らい まし た 。 そ の 番組 の テー マ 曲 が 、 
た めちゃ めちゃ カッ コ よ く て 、「 パ リ は 燃え て い 
る か が (※2)」 っ て いう 曲 な ん で す が 、BUMP さ ん 
(BUMP OF CHICKEN ※3) に 作品 の イメ ー ジ 
A RE 2 


物語 面 で 参 3 x f 
i = Li ' 


携帯 電話 用 こ 開 発し て いた と き は 、 最 終 的 に 神 に 
挑ん で いく と いう 物語 だ っ た の で 、 シ ナリ オラ イ 
ター と そう いっ た マン ガ や アニ メ を 参考 に し た 部 
り も あり まし た 。 た だ 、PSP に 移行 し た と き に 
実在 感 の ある 歴史 に 方 向 性 を 変え た た の で 、 も う 参 
の し た 部 分 は 残っ て な いと 思い ます よ ( 笑 )。 ス 

ー リ ー そ の も の と いう より は 空気 感 や 手触り と 
NG 戦争 物 の 映画 や ドラ マ は 参考 に 
し て いま す 。 


ます 、 野 村 が 描い た キャ ラク ター イラ スト を 見 て 
イメ ー ジ で きる 基本 的 な 性 格 を 並べ て いっ て 、 そ 
れ か ら 各 々 の 特徴 が より 濃く 出る よう に 互い の 距 
離 を 離し て いく と いい ます か 。14 人 の な か で 似 
た よう な キャ ラク ター が 出 な いよ うに 、 特 徴 を つ 
け て いき まし た 。 


初期 の 構想 と 完成 数 で 、 性 格 の 変化 が 大 きか 


ナイ ン が ああ いっ た 「 コ ラ ァ 」 み た いな 口調 に な る 
と は 上 是 っ で いま 世 ん で し た ね 。 や っ ぱり 、 性 格 ど 
か 雰囲気 の 決定 打 に な る の は 、 声 優 さ ん が 入れ て 
< くれ 2R イ 6 が 50@ す よね 。 キヤ ラク ター が 天 き 
な 売り の 要素 で も ある た め 、 普 通 に し ゃ べ っ て い 
7 を OOG2 パ ジン 表 が な 6N な つ で いつ ご と で 、 ボ イ 
ス を 収録 し て いる 現場 で 性 格 つ づけ も だ ん だ ん 変わ 
っ て いく ん で す 。 あ と で 収録 し た 結果 を 聞く と 、 
2 拓 ツ グ ガ まり まう か て こい 】 つ て ゆる く 言 っ 3@G た だ り 
し て ( 笑 )。 ナ イン と ジャ ッ ク と シン ク は 、 初 期 の 
240 めす る と | あれ 、 と ん な や つ だ っ だ う 
け 」 と いう 感じ ( 笑 )。 初 期 の 設定 を 超え て 出来 上 


が お だ キヤ ラク 色 守 で ず ね 。 

武器 が 変わ っ た キャ ラク ター と いう の は ? 
武器 の 変更 は あり ませ ん で し た が 、 デ ュー ス は 最 
初 は 笛 を 吹い て 戦う イメ ー ジ が 難し く て 、 い っ そ 
笛 で 明か が 世 よ うと 感 つ だ と きる あり まじ た た 。 : 実 
際 、 至 近 距 離 に 敵 が いた ら 笛 で 叩い て も お か し く 
は な い の で 、「 叩 く 」 と いう アク ショ ン を 入れ てい 
IO DE CR で や cf NO 
し て みる と みん な が 叩い て ば か り で 、 笛 の 意味 が 
薄かっ た ん で す 。 結 果 的 に 「 叩 く 」 は な くし 、 バ ト 
ル チ ー ム が 頑張 っ て 今 の 形 に 練り 上 げ ま し た 。 あ 
ど と は 、 モー ショ ン で いう と エー ス も 難産 だ つた 記 
憶 が あり ます 。 

ー 一 今 の モー ショ ン は カッ コ い いで す よ ね 。 
最初 は ここ と まで カッ コ よ く な か っ た よう な 気 が し 
ECS ( 笑 )。 戦 場 で 指 に 挟ん だ カー ド を ピッ と 
投げ て いて も 、 な ん か こい つつ 変 だ な っ て ( 笑 )。 最 
初 は テス ト 段 階 じ し いう こと も あり 、 ア ニ メ ー シ ョ 
ンス タッ フ も 思い 切ら ず 、 控 え め に アク ショ ン を 
つけ て いる の で 、 し ょ ぼく 見 える 場合 が ある ん で 
す よ ね 。 作 り 込 ん で いく うち に 、 動 き に 恥じ らい 
も な く な り 、 一 線 を 超え は じ め て 、「 お お 、 カ ッ 
コ い い ! 」 と いう と ころ に 行き 着く ん で す よ 。 演 
出 の 程度 も 同じ で 、 た と えば シン ク が スカ ー ト を 
直し た りす る 仕草 (※4) も 、 最 初 は 動作 が 小さ か 
っ た ん で す が 、「 こ れ じ ゃ 全然 気付 か な いよ 」 っ て 
話 を し た ら 、 次 に 見 た と き は 思い っ きり 動い て い 
て ( 笑 )。 逆 に 「 これ 、 大 丈夫 か ? 」 っ て 思う ぐら い 
Cc 


人 作 中 で 明か され な か っ た 
物語 の 謎 に 迫る 


ーー まず 無名 の 書 に 記述 され て いる (P.240)、 
エー ス た ち 主 人 公 の 「 十 と 六 の 座 」 と いう 設定 が で 
きた 経緯 を 教え て くだ さい 。 

ゲー ム 上 に ハッ キリ 提示 し た の は 、 開 発 の 終盤 で 
す 。 も ちろ ん キャ ラク ター の 役割 や 性 格 は 序盤 の 
うち に 決ま っ て いる ん で す が 、 そ の 背景 を 明確 に 
する 予定 は あり ませ ん で し た 。 た だ 、 開 発 の 終盤 


※1 映像 の 世紀 
NHK の 放送 開始 70 周 年 記念 と し て 1995 年 1996 年 
に 制作 ・ 放 送 さ れ た ドキ ュ メ ンタ リー 番組 。 当 時 の 映 
像 や 回 想 録 を 用 い 、 世 界 大 戦 や 社会 の 変化 を 中 心 に 、 
全 11 集 で “20 世紀 "と いう 1 つの 世紀 を 描い て いる 。 
※2 パリ は 燃え て いる か 

| 「 映 像 の 世紀 ] の メイ ン テ ー マ 。「 映 像 の 世紀 」 の 音楽 全 

| 般 を 担当 し た 音楽 家 ・ 加 古 隆 氏 が 作曲 し て いる 。 

| ※3 BUMP OF CHICKEN 

「 零 玖 」 の テー マソ ング を 手がけ た ロッ ク バ ンド 。 テー 

マツ ング は エ シ デ ィング で 流れ る ほか 、 ボ ポー プ ニ ン グ 

で も アレ ンジ 版 が 流れ る 。 

※4 シン ク が スカ ー ト を 直し た りす る 仕草 

シン ク を は じ め と し た 女性 キャ ラク ター は 特定 の 攻撃 

や 回 避 な どの アク ショ ン を 行なう と 、 身 だ し な み を 整 

える 仕草 を する 。 シ ンク の 場合 は 、 ス カー ト の すそ を 

払う よう な 動き を する 。 


で 、 も う 少 し 主人 公 た ちの 運命 で や る と か 、 フ ァ 
ブラ 神話 的 な 要素 を 表 に 出し た 方 が 良い と いう 気 
持ち に な っ て 、 シ ナリ オラ イタ ー に 詰め て も ら つ っ 
た 結果 、 あ あい うつ 表現 に な り ま し た 。 

ー 一 十 と 六 の 座 は 最初 は ひと つ で あっ た と いう 記 
述 は 、 も と も と ひと り の 人 間 だ っ た と いう 意味 で 
し ょ うか が か? 

解釈 を 一 元 的 に 決め る わけ で は あり ませ ん が 、 そ 
は Oe だ うだ で C68N9 の と で は な され 6 
べ て を 持ち 合わ せ た 存 在 が アギト に な れる と いう 
ご と だ ど 僕 は 考 だ で いま ずぶ ジ アキ ギド な 作る うと で とら 
て いた アレ シア が 、 ア ギ ト に 必要 な 要素 を 求め る 
うち に 、 そ れ は 人 間 が それ ぞ れ 少し ずつ 持っ て い 
る も の だ と 気づい た 。 そ し て 、 要 素 を 持っ て いる 
存在 と し て 集約 され て いた の が 、 エ ー ス た ち だ っ 
だ NS と 起 48 

ーー ティ ス と ジョ ー カ ー も 十 と 六 の 座 の 一 部 で す 
が 、 ふ た り の 目的 は な ん だ っ た の で し ょ うか ? 
草案 で は 、 テ イィ ス と ジョ ー カ ー が エン ディ ング 後 
の 世界 で 活躍 する 予定 だ っ た ん で す よ 。 最 終 的 に 
ボリ ュー ム を 固め て いく 段階 で 、 彼 ら 以 外 の 14 
人 を 描く こと と に 徹し た ん で す が 、 そ の まま だ と 彼 
ら の 存在 が 南 ぶ ら り ん に な っ て し まう の で 、 無 名 
の 書 の 記述 で 「 な ぜ 彼 ら が 選ば れ た の か 」 と いう 決 
着 だ け は つけ た ん で す 。 彼 ら も 最初 は アギト に な 
る た め に 必要 だ と 思わ れ て いた の に 、 途 中 で アレ 
シア か ら 要 ら な いと 除外 され て 。 そ の あと は 主人 
公 た ちの サボ エト に 回 つて いる ん だ と 思 ゆ まず 
それ で も アレ シア に いち ば ん 近い の は あの ふた り 
で 、 ほ か の 14 人 は 輪廻 を 繰り 返す た びに 記憶 が 
リセ ッ ト さ れ て いる ん で す が 、 あ の ふた り は 何 回 
か 前 の 歴史 まで 覚え て いる ん で す よ 。 

ーー で は ジョ ー カ ー が マキ ナ に 対し て 「 も う ひ と 
り の 俺 」 と 語り か け て いた の は ( 右 写真 参照 )、 同 
一 人 物 と いう 意味 で は な い の で し ょ うか が 。 

同一 人 物 で は な いで す 。 そ れ は 境遇 や 役目 が 似 て 
いし 9 藤 昧 で 画 つ CGC いる だ 9 で 、 エス た 
12 人 の 魂 を 育て る た め の サ ポー ト を する と いう 
役目 で あっ た り 。 テ ィ ス を 補佐 する た め の ジ ョ ー 


カー に 対し て 、 レ ム を 補佐 する た め の マ キナ と い 
う 境 遇 で あっ た り と 、 そ うい う 意 味 で すね 。 

ー 一 物語 に 登場 する 「 無 名 の 書 ]」 と 「 ア カシ ャ の 書 」 
の 本 来 の 意味 は 何で し ょ うか ? 

アカ シャ の 書 は 、 黙 示 録 と か 預言 書 的 な も の で す 
ね 。 あ れ は オリ エン ス で 何 度 も 繰り 返さ ぐれ て いる 
歴史 を 編 繋 し た も の で す 。 ゲ ー ム の 中 で は 語っ て 
いな いん で す が 、 朱雀 の 院長 が 代々 そう つい つっ た 歴 
史 の 暗部 を 担っ て いて 、 カ リヤ 院長 が アカ シャ 
の 書 を 管理 し て いた と いう 感じ で す 。「 無 名 の 書 」 
は 、 神 話 や や 伝承 を 伝え る た め の も の で すね 。 

ー 一 世界 の 外側 か ら 何 ら か の 目的 で 伝え られ て い 
る 、 と いう よう な 。 

そう で す 。 ア カシ ャ の 書 が オリ エン ス で 繰り 返さ 
れ た 歴史 を 伝え る も の な ら 、 無 名 の 書 は ファ ブラ 
の 神話 を オリ エン ス に 伝え よう と し て いる も の 。 
誰が 何 の 目 的 で 書い た か と いう と 、 ハ ッ キ リ は わ 
が な いであ が だ M227 が や oO くき 名 
と 、 や ろう と し て いる こと が 書い て ある 。 な の で 
アレ シア が 書か の せ て いた ん じゃ な いか な と 。 
ーー で は 、 ク リス タル が 死ん で し まっ た 人 の 記憶 
を 消す の は 、 な ぜ で し ょ うか ? 

人 が 争い 、 戦 い 、 そ の 魂 を 高め あっ て 、 よ り 強 力 
な 存在 に な る こと を 容易 に する た めで すね 。 人 を 
殺す の も 、 自 分 が 死ぬ の も 、 怖 いと 感じ な いよ う 
に する の が 目的 で す 。 ア レシ ア や クリ スタ ル に と 
っ て 都合 の いい 世界 て いう の は 、 人 間 に と っ て は 
あま り い い 世 界 で は な いで す 。 


ンジ 
も bg 唐 語 もう ひと り の 俺 


る 映像 [皇国 の 首都 に て 」(P.231 ) より 。 テ ィ ス と 自分 を 総 
督 府 まで 送っ て くれ た マキ ナ に 対し 、 ジ ョ ー カ ー は 「 俺 た 
ち は 似 て いる 」、「 も う ひ と り の 俺 ] と いっ た 声 を か けた 。 


[歴史 を 遊ぶ と いう コン セプト は 
変え た く な が か っ た ん で す 」 


Pi 


ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 公式 設定 資料 集 朱 ノ 秘史 


ーー ル シ が 使命 を まっ と うす る と クリ スタ ル に な 
り ま す が 、 朱 雀 や 白虎 の クリ スタ ル も そう し て 生 
まれ た の で し ょ うか ? 

いえ 、4 大 国 が も つ 4 つ の クリ ズ タ ル は アレ シア 
が 作り 出し た も の で 、 フ ァ ブ ラ 神 話 の 言葉 で 言え 
ば ファ ル シ (※5) で すね 。 初期 の 物語 だ と 、 フ ァ 
ル シ と 明言 し て いた と きも あり まし た 。 アレア 
は ファ ル シ を 作る とこ と が で きる 、 上 位 の 存在 と い 
うに な り ま る 

ーー ファ ル シ と いう こと は 、 ク リス タル は 使命 を 
果たす た め に ある 程度 の 意志 ( 下 写真 参照 ) を も っ 
て いる の で し ょ うか ? 

クリ スタ ル に も 薄く 意志 は あっ て 、 和 逐一 アレ シア 
か ら 指 示さ れ て いる わけ で は な いで す 。 そ れ ぞ れ 
の クリ スタ ル が 、 ア レシ ア か ら 与 えら れ た 人 間 の 
魂 を 高め て いく と いう 使命 を 果たし て いま し た 。 
物語 の 結末 で は 、 使 命 を 失い 、 活 動 を 弱め 、 力 を 
の 5A さま 5 

ーー「 際 の 章 」 の ムー ビー で は クリ スタ ル も 砕け て 
いる よう に 見 えま す が 、 ク リス タル も 輪廻 を 繰り 
返す の で し ょ うか ? 

クリ スタ ル は 壊れ て いま せん し 、 輸 廻 も し て いま 
せん ね 。 砕 か れ て も 自然 修復 し て いま す 。 


NN エン ディ ング に まつ わる 真実 
ーー エン ディ ング 後に オー プ ニ ン グ を 見 な お す 


< 


か な り 受 ける 印象 が 違う と 思う ん で す が 、 狙 


っ た 演出 だ っ た の で し ょ うか が 。 
そう で すね 。 イ ザ ナ が 人 死に 向き 合っ て 始ま る オー 


ティ メス 
失 折 が 摘 ち で いる 2 


人 映像 [ティ ス と ジョ ー カ ー](P.236) より 。 テ ィ ス の 言う 
朱 や 白 は 4 つの クリ スタ ル を 表す も の と 思わ れる 。 それ ら 
が 使命 を 果たし て 満ち 足り た と いう 意志 を 表し て いた 。 


オリ エン フス 国 勢 調査 


デニ テング ダ と 、 ク ラス ゼロ が 死に 向き 合っ て 来 衆 に 
つなが る エン ディ ング 。 あ と エー ス の | 僕 は こと 
だ 」 と いう セリ フ で ドラ マ が 始ま り ( 下 写真 参照)、 
[僕たち は ここ と だ 」 で 終わ る と いう の も そう いっ た 
狙い で す 。. な が で も オー プ ニ ン グ の イザ ナ の 人 死 
は 、 一 度 エ ン デ ィング を 見 た あと で 見 な お す と 、 
感情 移入 の 度合 い が 全 然 違う と 思い ます 。 
エン ディ ング まで に は 、 多 く の 人 物 が 命 を 落 
と し て し まい ます が 、 こ の 展開 は 当初 か ら 考 えて 
いた の で し ょ うか が 。 
主人 公 で ある クラ ス ゼ セ ゼロ に 関し て は 、 あ あい う 最 
期 を 描く と いう の は 早い 段階 で 決め て いま し た 。 
語 の テー マ と し て 、 自 分 の 生き 方 や 死に 方 を 自 
分 で 決め る と いう こと を 描く た めで すね 。 人 が た 
くさ ん 亡くな る と いう の は 、 物 語 の テー マ を 最大 
化 さ せる た め の 工 夫 と いう 部 分 と 、 ル ル サ ス の 登 
場 で 世界 が 悲惨 な 状態 に な っ た こと に リア リティ 
を 持た せる た め と 、 そ の ふた つの 理由 が あっ た と 
に C6 
カト ル と アリ ア に 関し て は 、 本 人 と し て は 納 
得 の いか な い 死 に 方 で は な いで し ょ うか が 。 
カト ル の 死 は 、 納 得 が いか な いわ け で は な いと 思 
いま す よ 。 戦 い の 人 生 を 送っ て き て 、 あ の 状況 に 
あっ て 敵 を 巻き 添え に する と いう 2 選択肢 も ある は 
ず で す が 、 最 終 的 に 街 を 救う こと を 自分 で 決め た 
わけ で すし 。 ア リア の ほう は :…… ま あ 納 得 い か な 
そう で すね ( 笑 )。 た だ 、 戦 争 の な か で 敵 勢力 に 居 
つづ ける こと を 決め た の は アリ ア 自 身 で すし 、 ス 
パイ の よう な 存在 が 戦時 下 で どう 扱わ れる か と い 
う 意 味 で は 、 現 実 的 な 結末 か な と は 感じ ます 。 


人 映像 [作戦 開始 か ら 3 時 間 ](P.191) より 。 重傷 を 負っ た 


イザ ナ の 呼び か け に 対し て 、「 こ こ だ ! 
応え る エー ス 。 印象 的 な 登場 シー ン だ 。 


僕 は ここ だ 「」 と 


ーー エン ディ ング に 登場 し な か っ た エミ ナ や カリ 
ヤ 院 長 は 亡くな っ て いる の で し ょ うか ? 
ebest し kN ツル ギ り ど と 届 言 て いま ぜ 沈 
が 、 ス バイ 容疑 の 罰 を 受け る と し た ら 、 極 刑 は 避 
けら れ な いと は 思い ます 。 カ リヤ 院長 は 最初 に エ 
ン デ ィング を 作っ た と き は 、 背 景 の 画像 に 映っ て 
た 6 ぴよ ボ で 6 で ルル サス が 攻め で きた ど とき 
に 地下 に 隠れ て いた と いう 設定 だ っ た の で 、 そ れ 
が の この と ご 出 て くる の も どう か と 思っ て 、 出 す の 
は や め て も らい まし た 。 と いう こと は 自分 の 中 で 
は 、 結 果 的 に カリ ヤ も 亡くな っ て いる ん だ な と 自 
覚 し て いま す 。 ち な み に 、 ア ブ な しい 実験 ば か り し 
て いた カ ヅ サ で す が 、 彼 は 死ん で いま せん 。 た ぶ 
ん 直良 の アイ デア だ っ た と 思う ん で す が 、 蒼 龍 の 
復興 を 手伝っ て いる 様子 が エン ディ ング に 映っ て 
で SI 米 じ が だ る すね ( 笑 )。 

ー 一 朱雀 の 局長 た ち に つい て は ? 

局長 た ち は ル ル サ ス の 侵攻 の 際 に 、 亡 く な っ て る 
ん じゃ な いで し ょ うか 。「 陰 の 章 」 だ と 軍令 部 長 は 
死ん で いま す よ ね 。 軍令 部 長 の 行く 未だ け は 、 の 
う の う と 生き つづ ける の も どう か な と 思っ て 、 あ 
で そ ご 6 側 衝 で や 交 つ さと に し まじ た 。 

ーー ニン ブス は どう で し ょ う ? 

ニン ブス は エン ディ ング 中 に 仮面 が 映っ て いま 
す 。 ア レシ ア が 去っ た あと 、 ク リス タル の 活動 が 


※5 ファ ル シ 

ファ ブラ 神話 に お いて 、 神 か ら 与 えら れ た 使命 を は た 

すべ く 行 動 し て いる と いう 存在 。 自 ら の 目的 を 達成 す 

る た め に 、 ル シ と 呼ば れる 下位 の 存在 を 作り 出し て 、 
| 使役 する こと が ある 。 ル シ は ファ ル シ か ら 使 命 を 受け 
| て 行動 する が 、 ク リス タル か ら の 使命 に 背く と 意志 な 

き モ ンス ター で ある シ ガ イ に な っ て し まう 。 

※6 ノル マン ディ ー 上 陸 作 戦 

第 二 次 世 界 大 戦中 に 行なわ れ た 史上 最大 の 上 陸 作 戦 。 

アメ リカ ・ イ ギリ ス を は じ め と する 連合 軍 の 兵員 300 

万 人 が 、 ド ー バ ー 海 峡 を 渡っ て ドイ ツ 軍 に 占領 され た 

フラ ンス 領 ノ ルマン ディ ー に 上 陸 し た 。 

※7 石 元 丈 晴 

『 雲 式 』 の 音楽 を 手がけ て いる コン ポー ザー。『 デ ィ シ 

ディ ア ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー」』 や 『 す ば らし きこ の 

せ か い 』 の 音楽 に も た ず さ わ っ て いる 。 


キャ ラク ター 別 Lv99 到 達者 数 ラン キン グ (P.245) より 


レム の 人 気 は 想定 以上 ? 


レム っ て どう し て こん な に 人 気 な ん で すか ね ? 
が と て も 好き な ん で す よ 。 開 発 中 に も 、 ス タッ フ か ら 僕 が レム を 晶 
属し て る ん じゃ な いか と 言わ れる ぐら いで し た 。 女 性 キャ ラク ター 
が 見 だ し な み を 整え る 仕草 も 、 レ ム に 最初 に 入れ た ぐら いで すか ら 
ね 。 だ か ら 、 レ ム が プレ イヤ ー の みな さん に も 人 気 だ と 、「 本 当 に 
旧 属 し て た の か ? 」 と 思え て 、 な ん か 恥ず か し いで す ( 笑 )。 

そう いえ ば 、 レ ム が 覚え る 「 死 な な いで 」 は 、 ず っ と 知ら ず に い 
た アビ リティ な ん で す 。 使 っ て いる の を 見 た と き に 、「 こ れ は どう 
いう 理屈 の アビ リティ な の ? 」 っ て スタ ッ フ に 聞い て し まっ て ( 笑 )。 
する と 、「 こ れ は 魔法 が 得意 な レム が 魔法 力 を 応用 し て 編み 出し た 
技 で す 」 っ て 返さ れる ん だ けど 、 微 妙 に 納得 で き な く て 。「 そ れ は 蘇 
生 魔法 を 覚え て いな い の に 出来 ちゃ う の ? 」 っ て 思っ た ん で すけ ど 、 
も う パ トル で 動い て し まっ て い 志 た の で 『「 そ っ か 、 ぞ そう っ ず ね 」 1 う 
ん 変 だ たよ た 、 ま あい いけ ど 」 み た いな ( 笑 )、 ま ぁ 、 と も か く レ ム が 人 


気 な の は よかっ た 。 嬉 し いで す よ 。 


いや 、 僕 は レム 


弱まっ て いっ て 死ん で し まっ た 。 死 の 経緯 と し て 
は 、 自 ら 命 を 絶っ た か 力 を 失っ て 亡くな っ た と い 
OI CT 

ーー する と 、 ソ ウリ ュ ウ や ギル ガメ ッシュ 、 ア ト 
ラ と いっ た ル シ も 軒並み ? 

亡くな っ た こと は 明言 し て いな いと 思い ます が 、 
考え 方 と し て は クリ スタ ル と と も に 減 し た と いう 
こと で す 。 た だ 、 ク リス タル も 突然 消え た わけ で 
は な い の で 、 少 し ずつ クリ スタ ル の 活動 が 止ま っ 
て 、 ル シ も 力 を 失っ て 、 と いう 展開 だ と 思い ます 。 
ーー エン ディ ング で マキ ナ が 提言 し た の は 、 風 力 
や 水力 な の で し ょ うか が 。 

自然 エネ ルギー で すね 。 マ キナ 自身 に 風車 な ど を 
作る 知識 が あっ た わけ で は な いで す が 、 ク リス タ 
ル に よっ て 作ら れ た 文明 は な く な っ た けれ ども 、 
人 間 の カカ で も う 一 回 作り 直 そ うと 言っ て いた と い 
DN MR EF 

ーー 一 最後 に マキ ナ を 着 取 っ た 妻 と いう の は ? 
あそこ は 僕 と ライ ター と で 一 緒 に 詰め た 部 分 で 、 
レム の つも り で 書き まし た 。 た だ 、 無 名 の 書 の 最 
終 節 に 「 エ トロ の 微笑 み 」 と いう 表現 が 入っ て いる 
ん で す が 、 最 初 は この シー ン に 「 エ トロ の 微笑 み 」 
と 入れ て いた ん で す 。 人 を 作っ た と され る 女神 エ 
トロ が 、 レ ム と いう 存在 を と お し て 、 温 か いま な 
ざし を も っ て マキ ナ を 看取る と いう 。 そ うい う イ 
メー ジ で し た ね 。 そ の た め 、「 レ ム 」 と 明確 に 書く 
こと は 避け まし た 。 


今 だ か ら 話せ る 開発 裏話 


ー 一 初期 の 戦史 プロ ッ ト は 田畑 さん が 手がけ た と 
の こと で す が 、 現 在 の 形 に な る まで どん な 変化 が 
あり まし た か ? 

最初 に 僕 が 書い て いた プロ ッ ト と いう の は 、 年 表 
みた いな も の が あっ て 、 オ リエ ンス の 戦い が どう 
展開 し て いく か を メイ ン に 書い た も の で す 。 そ こ 
に ファ ブラ 神話 らし い 要 素 を 加え て 物語 を 構成 し 
て いる の が シナ リオ ライ ター で す 。 要素 と し て 残 
っ て いる も の は けっ こう あっ て 、 た と えば 朱雀 と 
白虎 の 兵器 開発 戦争 の 様子 や 、 戦 場 無 視 で 決め ら 
れる 停戦 な ど 、 け っ こう リア ル で 政治 色 の 濃い 部 
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ちな み に 初 期 プ ロッ ト で は 、「 シ ド が オリ エ 
ンス の 媒 権 を 握っ て 西 の 大 陸 と 戦争 に な る 」 と い 
う 展 開 だ ぶっ た と うか が いま し た 。 

最後 は 今 の 4 つと は 違う 黒い クリ スタ ル を 保有 し 
て いる 西 の 大 陸 …… ラ テン 語 で 「 西 ]」 っ て いう 意味 
の 国名 だ っ た ん で すけ ど 、 そ こと に 対し て オリ エン 
ス 連 合 軍 が 、 ノ ルマン ディ ー 上 陸 作 戦 (※6) み た 
いな 大 作戦 を 敢行 し て まし た 。 カ リヤ の 真意 や シ 
ド の 真意 を 知っ た クラ ス ゼ ロ や 、 朱 雀 を は じ め と 
する 各国 の 兵 た ち が 、 政 治 的 な 争い より も 祖国 を 
守る 戦い を 選択 する と いう 流れ で 。 そ の 作戦 で 味 
方 は ほぼ 全滅 し て 、 生 き 残っ た クラ ス ゼ ロ が 敵 の 
本 陣 で 生き 残り 戦 を する と いう 展開 で し た ね 。 で 
も 、 そ れ を 書い た の は も う 4 年 は 前 な の で 、 あ ん 
まり 覚え て な い ( 笑 )、。 た だ 、 最 後に 子供 が 生ま れ 
DRES 

ーー それ は 主人 公 た ちの で すか ? 

そう で す 。 誰 と 誰 の 子供 な の か は 、 ゲ ー ム の 進め 
大 双 だ いで 変わ る よう だ し よう か な いと か 老 で 
いて 、 そ の 子供 こそ アギト か な っ て 。 当 初 、 命 を 
ギリ ギリ まで 使う こと で 高め られ て いっ た 生命 エ 
ネル ギー、 今 の 物語 で は ファ ント マ で すね 。 そ の 
エネ ルギー の 結晶 を 次 の 世代 に 引き 継い だ と き 、 
"現世 "と 、 今 回 の 物語 で 死後 の 世界 て と し て いた "* 不 
可視 世界 "と を 行き 来 で きる 人 間 、 ア ギ ト が 生ま 
れる 、 と いう 設定 で 。 そう いう 意味 で は 、 僕 の 書 
いて いた プ ブロット も 最後 の 最後 だ け は 神話 らし さ 
が あっ た ( 笑 )。 本当に そこ だ け で すけ ど 。 

ーー ちな み に 、 謎 の 仮面 の 人 物 に は 武器 の 設定 画 
が あり まし た が 。 

初期 プロ ッ ト で は 、 彼 は 西 の 大陸 の キャ ラク ター 
で 、 ク ラス ゼロ が 戦う 相手 だ つた ん で す よ ね 。 シ 
ナリ オ が 変わ っ て ボリ ュー ム も 削減 し た も の の 、 
コイ ツ だ け は 話 を まとめ る た め に 出し た ん で す 
が 、 描 写 が 少な か っ た の で 本 当 に 謎 の 人 物 に な っ 
て し まい まし た ね ( 笑 )。 

ーー アレ シア と 戦う 予定 は な か っ た ん で すか ? 
最初 は 決着 を つけ る と いう 意味 で 、 オ リエ ンス の 
創造 主 で ある アレ シア と 戦う こと も 考え られ て い 
まし た 。 ラ イタ ー か ら は どん で ん 返し 的 に 使い た 


いと いう 意見 も あり まし た が 、 ア レシ ア を 倒し て 
何 が 解決 する の か な 、 ど うす れ ば 戦う 意味 を 見 い 
だ せる の か な 、 と いう と こと ろ が 見 つけ られ ず 、 な 
ES ETE 

ー-- ほ か に 初期 か ら 変 わっ た 構想 と いう の は ? 
カリ ヤ 院 長 は アレ シア の 目的 を 知り な が ら 、 そ の 
た め に 行動 し て いて 、 世 界 の 業 を 背負 っ て いる よ 
の が 僚 家 松 ん た で より そつ いう だ ざと る か ら 、 比 
ル サ ス の 首 超 に し よう と いう 案 も あり まし た は け 
ど 、 い き な り そん な 展開 に な る の も どう か と 思っ 
て や め ま し た 。 

ー 一 恋愛 要素 を ゲー ム 中 に 組み 込 も うと いう こと 
は あり まし た か ? 

恋愛 要素 は 持ち 込 も うと も し て な いで す 。 魔 導 院 
の イベ ント と し て 、 院 の マドン ナ を 口説 くみ た い 
な の は 、「 面 白 そ うだ か ら 入 れ て よ 」 と 当初 は 言 つ 
いん で CO NR RC まっ 
と 、 ど うし て も 主人 公 を 見 る 目 が 変わ っ て し まう 
と いう こと で 断念 ( 笑 )。 特 典 映像 の ほう で は じ け 
る まま OG CE 

ー 一 特典 映像 の 「 も し ……」 で は 、 エ イト が ケイ ト 
を 好き だ っ た り し ます よね 。 

あれ は 僕 も る 「 へ え 、 エ イト は ケイ ト が 好き な ん 
だ ? で も な ん で エー ス と ムツ キ ?」 と か 思っ て 
いる ぐら いで 、 真意 は わか ら な いで す ( 笑 )。 あ く 
まで 「if」 の お 話 な の で 、 ゲ ー ム 中 の 世界 と は 関係 
な いで が ss 

ーー「 も し ……」 の BGM は 衝撃 を 受け まし た 。 
ああ 、「 カ ラフ ルフ ォ ー リ ン ラ ブ 」 で すね ( 笑 )。 「 も 
し ……」 は 制作 が 全部 終わ っ た あと に 作っ た 映像 
で 、 ゲ ー ム の 途中 に 入れ る も の で は な い の で 、 内 
容 も 曲 も ギリ ギリ まで 時 間 使 っ て 、 は っ ちゃ け て 
作ら で 谷 じ いら 半 づ で いい 含ん で が 2 そつ も た ら 、 
内 容 か ら BGM か ら 、 そ の 歌詞 まで 、 何 も か も が 
は じ け て いて 、 び っ くり し まし た ね ( 笑 )。 僕 が 驚 
け 補 らい な めで が プラ イズ あて OK だ る う 
と 思い まし た 。 ち な み に 、 あ の BGM を 歌っ て い 
る の は 、 石 元 (※7) た ち サ ウン ド チ ー ム が 見 つけ 
て きた 声優 さん の 卵 ら し いで す 。『 零 式 』 に 登場 し 
て いる キャ ラク ター の 声優 さん が 歌っ て いる わけ 
で は な いで すね 。 
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エネ ミー 撃破 数 ラン キン グ (P.247) より 


旦 国 兵 は 試験 官 ? 


エネ ミー の な か で は 旦 国 兵 ( 撃 
破 数 3 位 ) と 強化 兵 (撃破 数 7 位 ) が 
けっ こう 好き な ん で す よ ね 。 開 
発 の 初期 の ころ 、「 皇国 兵 と 強化 
兵 と 延々 戦っ て いて も お も し ろ 
い 」 っ て いう ゲー ム を 作ろ うと し 
て た ん で す よ 。 だ か ら 開 発 チ ー ム 
的 に は 、 い ちば ん 倒し た の は 旦 国 
兵 と 強化 兵 じ ゃ や な いか な ( 笑 )。 
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も と も と 韻 技 場 の 模擬 戦闘 も 、 
開発 用 の バト ル テ ス ト に 使っ て い 
た ん で す 。 キャ ラク ター の アピ ビ ピリ 
ティ が 出来 た と き や 、 セ ッ テ ィ ン 
グ を いじ っ た と き に は 、 ま ず バ ト 
ル の 担当 者 が 韻 技 場 で 模擬 戦闘 を 
や る ん で すね 。 あ そこ で 延々 、1 
人 の キャ ラク ター で 皇国 兵 た ちと 
戦っ て 、 ち ゃ ん と 勝ち 抜け た ら 、 
正式 な デー タ と し て 更新 を し て も 
いい と いう ルー ル ( 笑 )。 も し 勝て 
な か っ た ら 、 ど こ か 問題 が ある か 
ら 見 直し 。 で すか ら 、 皇 国 兵 と 強 
化 兵 は 試 金 石 と いう か 、 製 品 化 試 
練 の 試験 記 だ っ た ん で す よ 。 


最多 ・ 最 少 装備 回 数 の 魔法 (P.249) より 
ウォ ー ル に は 謝り た い 


最多 装備 魔法 が 「 ケ アル 」 で 、 最 
少 装備 魔法 は 「 ウ ォ ー ル 」 か 。 ま 
あ 、 み ん な 回 復 魔法 と か 「 ア ボ イ 
ド 」 を つけ て お きた いし 、「 ウ ォ ー 
ル 」 は あま り 使 われ な い の は 理解 
し て ます 。 最 初 は アク ショ ン ゲ ー 
ム の な か で [FF」 の 魔法 を 使っ て 
いく と いう コン セプト を 掲げ 、 そ 
の 象徴 と し て 形 に し よう と 思っ 


て いた の が 、 仲 秋 が 提案 し て き 
た 防御 魔法 「 ウォ ー ル 」 で し た 。 
「 ウ ォ ー ル 」 で 作っ た 壁 に 隠れ て 、 
敵 の 攻撃 を し の ぎ な が ら 戦 う イ 
メー ジ で すね 。 で も 、 操 作 キ ャ ラ 
クタ ー が 多く て 、 壁 に 隠れ る と き 
の モー ショ ン を メモ リ 的 に 入れ 
られ な いな 。 と いう こと に な っ 
て 、 そ こ か ら 「 ウ ォ ー ル 」 の 不遇 が 
始ま っ て し まっ て ( 笑 )。 壁 は 作れ 
る けど 、 す ぐ 先 に 進ん じゃ うか ら 
隠れ な いん で す よ ね 。 こ れ は 見 え 
て いた 反省 点 だ な 。 次 が あっ た ら 
「 ウ ォ ー ル 」 の 壁 に 隠れ る と いう ア 
クシ ョ ン を させ た いで す ( 笑 )。 
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[ 零 式 | の これ まで と これ か ら 


ー 一 発売 後 の プ レイ ヤー の 意見 で 、 印 象 に 残っ た 
も の は あり まし た か ? 

クラ サメ を 好き な 人 が 思っ た より も 多い ん だ な と 
いう の と 、 ル シ と か ベリ シテ ィ リ ウム と いっ た 用 
語 に 対し て 、 意 味 わ か ん な いよ っ て いう 人 が 多い 
な っ て 。 も う 少 し その 辺 は 説明 し た ほう が よかっ 
8028R の 5 いま し だ ね あ ち 胡 NE シディ シク で 
ゲー ム を 遊ん だ 満足 感 が 残る よう に と 思っ た ん で 
すけ ど 、 最 終章 へ の 展開 が 唐突 すぎ る と いう 意見 
に 加え て 、「 バ ッ ド エン ド が つら か っ た 」 と いう 意 
見 も 意外 と 多かっ た で す 。 悲劇 に し た つも り は な 
OR ON (AAC RY 

ーー クラ ス ゼ ロ は 自分 た ちの 生き 方 を まっ と うし 
て いる と いう 意味 で は 悲劇 で は な いと 。 

そう で すね 。 彼 ら は 決し て 死 を 望ん だ わけ で は な 
く 、 す べき こと を 自分 の 意志 で 決め 、 そ の 結果 も 
受け 入れ まし た 。 そ し て 世界 は 彼ら に よっ て 救 わ 
5500 まあ 95 た し か だ 死ん で し まう こと と の 球 も さき 
は 残る ん で すけ ど 、 そ うい う 世 界 の 救 わ れ 方 が あ 
導 8689 も / レ し レレ ゃ な い が の が さき 選 ので いま た 。 
ー 一 女性 キャ ラク ター や シヴァ の セク シー さも 話 
題 に な り ま し た が 、 想 定 さ れ て いま し た か ? 
女性 キャ ラク ター の パン ツ は 、 別 に 見 せ た く て 見 
せ て いる わけ で は な いん で す よ 。 ア クシ ョ ン ゲ ー 
ム だ と 、 キ ャ ラク ター も カメ ラ も 基本 的 に 自由 に 
動か せな いと 面白 く な いで す よ ね 。 そ れ で 、 あ 
あい う 服 装 を し て いる と 、「 あ あ 、 こ れ は 無理 だ 。 
見 る え ち や うつ 」 と ( 笑 )。 で 、。 菩 め て 、 キ ャ ラク タタ ー 


人 映像 [一 応 、 初 め て と な る な ](P.194) より 、 ク ラス ゼロ 
を 軽く あし ら っ た クラ サメ 。 登場 も 散り 際 も カッ コ よ く 、 
暗い 過去 も ある な ど 、 人 気 が 出 る の も うな ず け る 。 


[続編 が ある な ら ま ず 
ハイ エン ド 向 け に し た いで す 」 
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自身 は 見 られ た く な いで し ょ うか ら 、 自 分 で 隠し 
て も ら う よう な モー ショ ン を つけ て も ら っ た ん で 
県 だ か ら 木 当 は パシ ツ の ほぼ ほ づ じゃ な く :G! れ 
を 隠 そ うと する モー ショ ン の ほう が 話題 に な っ て 
EAGER DR ダメ で し た ね ( 笑 )。 
ーー で は 、 セ クシ ー な シー ン を 入れ た いわ け で は 
な いと 。 

パン ツ は 本 意 で は な いで す が 、 セ クシ ー 要 素 は 別 
oN46 ボ の Gb まじ た ね 5 クア どか 宙 き まさ を 
か 、 そ っ ち は 償 定 し な いで す 。 た だ 、 公 序 良 俗 に 
反し な い 範 囲 と いう こと で ……。 

ーー 田畑 さん を は じ め 開 発 チ ー ム の 方 が 、 ア ド ホ 
ッ ク パ ー テ ィ (※8) を 使っ て マル チ プ レイ に 乱入 
し た こと は ある の で し ょ うか ? 

残念 な が ら 僕 は や つて な いで す が 、 発 売 直後 は 開 
発 の メン バー が や っ て ます よ 。 本 当 は イン ター ネ 
ッ ト を 通じ て マル チ プ レイ が で きる よう に し た か 
っ た ん で す が 、 実現 で きず に 悔し い 想 い を し て 。 
それ で も マル チ プ レイ を 遊ん で くれ る 人 が 、 ど れ 
ぐら いい る ん だ ろう と いう 心配 も あっ て 、 マ ル チ 
プレ イ の 担当 者 を 中 心 に 参加 し て いま し た 。 

ーー プレ イ さ れ た 開発 チー ム の 方 は どん な 印象 を 
受け た の で し ょ うか が 。 

発売 当初 は 、 み な さん 楽し く 人 遊ん で くれ て いて 、 
マル チ プ レイ も 活発 だ っ た の で 、 み ん な 喜ん で い 
あま 206 660 ちの が に し ば らく ぐ くじ で キッ スズ ス 必 二 が 木 
限 に 出現 する "プリ ン 部 屋 ' と いう の が ある と 判明 
し て 、 そ の 翌日 か 翌々 日 に アド ホッ ク パ ー テ ィ の 
部 屋 を 見 せ て も ら っ た ら 、 ほ と ん ど プ リン 部 屋 に 
な っ で まし た 。 これ は 修正 や で き な い じ 、 どろ に 
も な らん な と 。 プ レイ ヤー の 皆さん も 、 プ リン 部 
屋 で キャ ラク ター を 強化 し て も 多分 楽し く な いで 
し ょ うけ ど 、 で も 実益 重視 で や っ ちゃ うだ ろう か 
らぶ ぐ の 流れ は 正 ま ら な いな と 思い 、。 オ エー プン 
テス ト (※9) の よう な ユー ザー テス ト の 重要 性 を 
痛感 し まし た 。 

ーー「 零 式 」 の コミ カラ イズ や 小説 は 、 田 畑 さ ん の 
ほう で 監修 し て いる ん で すか ? 

内 容 詳 細 は シナ リオ ライ ター が 見 て いま す 。 僕 は 
最初 に 内 容 を ざっ くり 聞い て いる の と 、 た ま に 中 
身 を 見 る ぐら いで 、 基 本 的 に は 自由 に や っ て も ら 


っ て ます 。 コ ミカ ライ ズ で は な く 小 説 の 企画 も あ 
ので 、 で の シロ ウド も 面白 そ うる で し た 。 ゲー ム ど と 
は 違う 回 の 歴史 を 書く みた いな ん で す 。 そ れ を 読 
お と 、 マ キナ が 白虎 の ル シ に な っ た 理由 も わか る 
DE 

ー 一 別 の 作品 で 「 零 式 」 の 世界 観 が 広がっ て いく ご 
と に つい て は 、 ど う 思 われ ます か 。 
20567C7 の 56328t つ て ます: に e 2 は ジ ん だ 沙 壮 
ウイ 欠く の 妥 了 光 の 話 を ヨミ カラ イズ で や 
28 が つて いま まく 誠 シン テン ツ に マイ ナス が な い 
限り は 、 ど ん どん や っ て くだ さい っ て 感じ で す 。 
ーー カリ ヤ 院 長 の 過去 や 、 謎 の 仮面 の 人 物 を 描く 
よう な 、 ス ピン オフ 作品 も あり える と 。 

可能 性 は ゼロ で は な いで すけ ど 、 今 は 「 零 式 』 と い 
つう グ mA を 正負 WW プ と し て みて で, 次 に つ な 庄 
て いく 、 シ リー ズ を 展開 し て いく 方 向 を 優先 し た 
いで す 。 な の で 、「『 零 式 』 の その 後 な ど を 描く タイ 
トル の 開発 予定 は 、 現 時 点 は な いで す 。 構 想 は あ 
り ま すけ ど 、 体 は ひと つ し か な い の で 、「 零 式 』 ス 
タッ フ の 将来 の チャ ンス に と っ て お こう か な と 。 
ー 一 据え 置き ゲー ム 機 向け に HD 版 (※ 10) を 企 
画 さ れ て いた り は し ます か ? 

「 零 式 】 を HD テ レビ で 遊ぶ と 、 す ご く 楽 し い だ ろ 
うと は 開発 中 盤 か ら す で に 思っ て まし た 。 な の で 
そう いう 実験 は し まし た し 、 や っ ぱり 没入 感 が あ 
る な つっ つて いう の を 確認 は し て る ん で すけ ども 、 残 
念 な が ら 今 の と ころ 作る 予定 は な いで すね 。 

「 零 式 」 シリ ー ズ の 続編 を も し 作れ る と し た 
ら 、 ど の よう な ゲー ム に し た いで すか が 。 

「 零 式 } を 作っ て いる 段階 で 強く 感じ た の は 、 ハ イ 
エン ド の コン テン ツ に し て お け ば 良かっ た と いう 
と と だ っ た の で 、 続 編 が ある な ら ま ず ハ イエ ンド 
向け に し た いで す 。 世 界 観 を 引き 継ぐ 部 分 と 、 引 
き 継が な い 部 分 が 欲し いで す 。 ま っ た く 無 関係 に 
は し た く な いで す が 、「『 零 式 】 を や っ て いな い 人 人 で 
も 遊ん で も ら え る も の に し た いで すね 。 
ーー で は 最後 に 、「 零 式 」 と は 別に 、 今 後 作 っ て い 
きた い ゲ ー ム ジャ ン ル を 教え て くだ さい 。 

や っ ぱり 歴史 物 、 ドキュメンタリー 作品 が 作り た 
いで すね 。「 零 式 」 は あく まで も 架空 の 物語 な の 
で 、 で きれ ば 現実 を 題材 に し た ドキ ュ メ ンタ リー 
と ゲー ム と を 、 ジ ャ ン ル を 問わ ず 組 み 合 わせ て み 
た いな と 思い ます 。 そ れ が 以前 か ら 作 り た いと 思 
ら で い る が 夫人 ム 人 のび ど づ の 形 で すね 。 


2012 年 1 月 
スク ウェ ア ・ エ ニッ クス に て 収録 


※8 アド ホッ ク パ ー テ ィ 
PS3 用 の ソフ トウ ェ ア 。 本来 、 ア ド ホ ッ ク 通 信 に よる 
マル チ プ レイ は 近く に いる プレ イヤ ー と し か で き な い 
が 、 ア ド ホ ッ ク パ ー テ ィ を 使う と イン ター ネッ ト を 通 
じ て 、 遠 くに いる プレ イヤ ー と も マル チ プ レイ が 可能 
に な る 。 

※9 オー プン テス ト 

B テ スト と は 主 に オン ライ ン ゲ ー ム の 正式 サー ビス 前 
に 実施 され る テス ト プ レ イ の こと で 、 限 られ た 人 員 だ 
け で な く 誰 も が 参加 で きる も の を オー プン テス ト と 
言う 。 参加 者 が ゲー ム 上 の 問題 点 を 報告 し 、 開 発 者 が 
それ ら を 吟味 ・ 修 正す る こと で 製品 の クオ リティ を 高 
め る こと が で きる 。 

※10 HD 版 

High Definition 版 の 略称 。 高 精 細 度 版 を 意味 し て お り 、 
ゲー ム に お いて は 、 よ り 高 解像度 で 美しい グラ フィ ッ 
ク に アッ プ グ レー ド さ れ た も の を 表す 。 
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塩沢 天 人 志 シナリオ: 千葉 広 樹 キャ ラク ター 原案 : 野村 哲也 


0 組 は 何 を 想い 戦場 へ 赴 い た の か ……。 
ゲー ム で は 描か れ な か っ た 物語 が ここ に ! 
待望 の コミ カラ イズ 単行 本 が 登場 ! 


小説 
ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ー 零 式 


著者 : 月 島 総 記 監修 : FF 替 式 チー ム 


果て し な い 繰 り 返 し の 果て に 、 な ぜ 0 組 は 世界 を 救え た の か ? 


マキ ナ が 0 組 と 宰 を 分 か っ て で も ル シ と な り 、 力 を 得る こと が で きた の は な ぜ な の か ? 
その 謎 が 今 解き 明か され る ! 


『 雰 式 』 の すべ て を こ ここ に 記 3 
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美 豚 な ビジ ュ ア ル の ほか 、 ラ フス ケッ チ や 未 採用 設定 | 
NNWS。 も 含む 多数 の イラ スト を 収録 。 イ ラス ト へ の 想い や 秘 5 
NNN、。 を 語る 、 アー トチ ー ム の コメ ント と イン タビ ピュ ー も 必見 ! 
) SHISTORY 

「 零 式 」 の 舞台 で ある オリ エン ス の 歴史 を 、 ゲー ム 内 次 
「 朱 の 目録 」 に 沿っ て 掲載 。 物 語 を 振り 返る だ け で な く 
人 々 や 国家 の 動向 ・ 思 惑 を 掘り 下げ て 解説 する 。 
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キャ ラク ター 使用 回 数 や 累計 ブレイ 時 間 な どの 集計 結 

を まとめ て 掲載 。 さ ら に ディ レク ター 田畑 氏 へ の ディ - 
プイ ンタ ビュ ー で は 、 残さ れ た 物語 の 謎 に 迫る ! 


